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方
法
と
前
提
そ
し
て
対
象
と
問
題
の
限
定

（
一
）
方
法
と
前
提

　
私
が
研
究
を
始
め
た
一
九
七
〇
年
代
に
は
、「
歴
史
と
は
何
か
」

と
か
「
歴
史
は
科
学
か
」
と
い
う
シ
ェ
ー
マ
は
ま
だ
生
き
て
い
た
。

前
者
に
関
し
て
は
、
哲
学
の
領
域
に
属
す
る
の
で
こ
こ
は
そ
の
話
を

す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
で
は
な
い
。
後
者
に
関
し
て
も
、
今
の
時

点
に
立
っ
て
み
る
と
も
は
や
死
に
体
の
テ
ー
マ
の
よ
う
に
み
え
る
（
２
）
。

こ
こ
で
は
科
学
を
、「
同
じ
経
験
則
を
も
つ
観
察
者
が
、
同
じ
条
件

の
も
と
で
同
じ
資
料
を
同
じ
手
続
き
で
分
析
し
た
場
合
に
反
復
性
の

あ
る
結
論
に
達
す
る
言
説
」
と
便
宜
的
に
定
義
し
て
お
こ
う
。
し
か

し
こ
の
定
義
は
現
実
に
は
期
待
値
で
し
か
な
い
。
そ
も
そ
も「
同
じ
」

と
い
う
の
が
、
人
間
社
会
を
扱
う
学
問
に
お
い
て
は
あ
り
得
な
い
か

ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
名
の
も
と
で
歴
史
学

の
営
み
と
し
て
は
反
復
性
を
否
定
す
る
こ
と
が
善
と
さ
れ
て
き
た
。

従
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
は
、
法
則
性
と
い
う
叶
わ
ぬ
夢
を
追
い
求

め
て
の
も
の
で
あ
っ
た
。
歴
史
学
も
「
永
久
革
命
的
」
な
学
問
な
の

で
あ
ろ
う
。

　
論
文

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の

　「
構
造
」
と
展
開

（
１
）

　
　
　

　
鶴
　
島
　
博
　
和

キ
ー
ワ
ー
ド

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
　
環
海
峡
世
界
　
長
い
一
一
世
紀
　
構
造
　
展
開
　
権
威
と
権
力
　
社
会
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
　
交
通
　
海
民
　
銭
貨
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ン
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界
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と
展
開
（
鶴
島
）

　
自
然
科
学
の
場
合
に
は
、
仮
説
を
た
て
、
一
定
の
条
件
下
の
も
と

で
実
験
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
証
拠
に
よ
っ
て
、証
明
す
る
。
し
か
し
、

自
然
科
学
と
の
敢
然
と
し
た
区
別
は
も
は
や
で
き
な
い
と
し
て
も
、

人
文
学
は
、
証
明
は
で
き
な
い
。
証
拠
に
基
づ
い
て
仮
説
を
提
示
す

る
だ
け
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
死
者
を
扱
う
歴
史
学
は
、
証
拠
で
あ

る
史
料
の
残
存
状
態
も
脆
弱
で
不
安
定
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
史
料

と
そ
の
分
析
に
誠
実
に
向
き
合
い
、
可
能
な
限
り
没
価
値
的
に
解
釈

と
仮
説
を
導
き
出
す
と
い
う
行
為
の
な
か
に
、「
主
観
的
」
科
学
性

は
保
証
さ
れ
る
。
こ
の
科
学
的
行
為
の
認
識
が
な
け
れ
ば
、「
神
々

の
闘
争
」
は
単
な
る
殺
し
合
い
に
堕
し
て
し
ま
う
。

　
こ
こ
で
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
飛
躍
す
る
こ
と
を
お
許
し
願
い
た

い
。
歴
史
学
と
は
ち
ょ
う
ど
、
漆
黒
の
無
限
の
闇
の
な
か
で
、
運
動

す
る
無
定
形
の
実
体
の
な
か
で
、
来
し
方
を
見
定
め
よ
う
と
い
う
観

察
的
行
為
と
い
え
る
。
そ
の
際
、
観
察
者
は
二
つ
の
ラ
ン
タ
ン
で
探

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
「
史
料
論
」
と
い
う
ラ
ン
タ
ン
。

も
う
一
つ
は
「
理
念
型
論
」
と
い
う
ラ
ン
タ
ン
。
史
料
と
い
う
灯
り

で
そ
こ
に
わ
ず
か
に
、
そ
し
て
ぼ
ん
や
り
と
浮
か
び
上
が
っ
た
蠢
く

実
態
を
、「
理
念
型
」
を
用
い
て
「
実
体
化
」
し
て
、
あ
る
時
間
軸

の
特
定
の
空
間
の
「
在
り
方
」
を
再
構
成
す
る
試
み
と
言
い
換
え
て

も
よ
い
。
厄
介
な
の
は
、
観
察
者
の
足
元
も
動
い
て
い
て
、
明
り
も

揺
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
視
点
は
刻
刻
と
変
わ
る
の
で
あ
る
。
浮
か
び

上
が
っ
た
実
態
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
る
た
め
、
観
察
者
の
方
で
あ

ら
か
じ
め
説
明
の
ひ
な
型
を
用
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。し
か
も
、

実
体
は
動
い
て
い
る
以
上
、
ひ
な
型
も
動
態
的
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
ひ
な
型
で
あ
る
理
念
型
も
動
態
的
と
な
る
。
歴
史
の
再
解
釈
が

必
要
な
所
以
で
あ
る
。
し
か
も
、
四
次
元
的
な
存
在
を
二
次
元
的
な

言
語
で
表
現
す
る
以
上
、
そ
こ
に
埋
め
ら
れ
な
い
溝
、
不
確
定
性
、

を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
限
界
を
意
識
し
て
先
に
進
む

こ
と
が
歴
史
認
識
で
あ
る
。

　
本
稿
は
後
者
の
ラ
ン
タ
ン
の
話
で
あ
る
（
３
）

。
射
程
が
違
う
大
小
様
々

な
「
理
念
型
」
の
束
、
分
析
概
念
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
が
、
を
用

い
て
「
史
料
論
」
を
前
提
に
し
て
、
検
証
し
て
い
け
ば
、
対
象
と
す

る
時
代
と
地
域
に
照
射
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
浮
か
び
上
が
っ

た
「
実
体
」
は
、
い
わ
ば
全
体
の
破
片
の
よ
う
な
も
の
で
、
結
局
は

仮
説
で
し
か
な
い
。
分
析
の
手
順
を
説
明
す
る
順
序
で
あ
る
。 

こ

こ
で
は
、「
権
威
と
権
力
」、「
社
会
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」、「
交

通
」
の
三
つ
の
大
き
な
理
念
型
を
設
定
し
て
一
つ
の
映
像
が
浮
か
び

上
が
る
手
法
を
と
る
。
三
つ
は
「
ボ
ロ
メ
オ
の
輪
」
の
よ
う
に
、
ど

れ
一
つ
が
か
け
て
も
崩
れ
て
し
ま
う
関
係
に
あ
る
（【
図
１
】）。
こ

の
三
つ
の
輪
が
お
り
な
す
関
係
と
運
動
を
「
構
造
と
展
開
」
と
よ
ぶ

こ
と
に
し
た
（
４
）

。
と
は
い
え
、本
稿
は
理
論
の
「
書
」
で
は
な
い
。「
型
」

を
意
識
し
た
叙
述
の
「
書
」
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
の

よ
う
に
「
マ
ク
ロ
」
の
対
照
か
ら
「
ミ
ク
ロ
」
の
対
照
に
イ
ン
・
ア

ウ
ト
を
繰
り
返
す
手
法
を
と
っ
て
い
る
。
読
者
が
迷
路
の
よ
う
な
感
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覚
を
持
つ
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
、
紙
幅
の
関
係
と
筆
者
の
表
現
力
不

足
に
起
因
し
て
い
る
。

（
二
）
対
象
と
問
題
の
限
定

　
本
稿
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡

世
界
を
対
象
と
し
て
い
る（

（
（

。
こ
こ
で
い
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
「
原
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
」
の
意
味
で
あ
り
（
６
） 

、ラ
テ
ン
的
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ラ
テ
ン
語
を
神
の
言
葉
と
し
、
ラ
テ
ン
語
の
聖
書
と
典

礼
を
用
い
、
ロ
ー
マ
司
教
（
教
皇
）
と
そ
の
座
（
教
皇
庁
）
の
指
令

に
従
い
、
そ
の
暦
と
鐘
で
生
き
る
人
々
の
広
域
社
会
（
秩
序
化
さ
れ

た
集
団
）
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ー
マ
に
従
う
司
教
座
教
会
が
そ
の
細

胞
で
あ
り
、
そ
の
広
が
り
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
空
間
と
な
る
。
そ
の
世
界

は
時
代
に
よ
っ
て
拡
大
と
縮
小
を
経
て
地
理
的
枠
組
み
を
形
成
し
て

い
っ
た
。
そ
の
起
源
は
、
四
七
六
年
あ
る
い
は
四
八
〇
年
に
ロ
ー
マ

帝
国
の
西
部
に
お
い
て
皇
帝
が
不
在
と
な
っ
た
後
に
、
時
間
を
か
け

て
漸
次
的
に
形
成
さ
れ
た
、
新
し
い
「
文
明
圏
」
で
あ
る
。
文
明
圏

と
い
う
言
葉
は
、
暦
に
代
表
さ
れ
る
身
体
性
的
な
象
徴
的
価
値
を
共

有
す
る
広
域
社
会
ほ
ど
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
「
西
部
」

は
な
が
ら
く
自
前
の
権
力
の
権
原
を
確
立
で
き
な
か
っ
た
。
八
一
二

年
の
ア
ー
ヘ
ン
の
和
約
は
、
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
皇
帝
権
が
、
中

世
ロ
ー
マ
帝
国
（
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
）
に
よ
っ
て
「
西
の
皇
帝
」
と
し

て
承
認
さ
れ
た
画
期
で
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
は
、
以
後
加
速

図１ 「権威と権力」「社会とアソシエーション」「交通」 

 

 

  
図 1　「権威と権力」「社会とアソシエーション」「交通」

令状と銭貨
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ヨ
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ロ
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パ
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造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

的
に
形
成
の
途
に
つ
い
た
と
い
え
る
。

　
本
稿
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
成
立
を
、
教
皇
庁
が
自
首
性
と
自
律

性
を
獲
得
す
る
運
動
を
展
開
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
半
周
辺
と
し
て
構
造
化
さ
れ
た
（
７
） 

、
長
い
一
一
世
紀
（
九
七
三

年
～
一
一
三
五
年
頃
）
と
す
る
（
８
）

。
立
ち
位
置
に
よ
っ
て
は
構
造
の
形

成
に
は
時
差
が
あ
る
。
そ
の
時
差
も
ま
た
展
開
の
一
部
で
あ
る
。 

Ⅰ
　
権
威
と
権
力
　

一
、
公
式
の
王
国
と
キ
リ
ス
ト
教
的
王
国
統
合
原
理 

　
フ
ラ
ン
ク
的
世
界
を
中
核
と
す
る
、
ラ
テ
ン
的
キ
リ
ス
ト
教
世
界

と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
一
〇
世
紀
に
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
統
合
王
国
が
形
成
さ
れ
た
。 

こ
の
王
国
は
、
そ
の
統
合

原
理
を
、
部
族
で
な
く
教
会
に
求
め
た
の
で
あ
る
。 
教
会
の
式
次

第
に
従
っ
た
塗
油
と
戴
冠
式
に
よ
っ
て
即
位
し
た
国
王
に
よ
っ
て
統

治
さ
れ
る
王
国
で
あ
る
。
即
位
に
お
け
る
塗
油
の
儀
式
は
、
八
世
紀

末
の
マ
ー
シ
ア
の
オ
ッ
フ
ァ
王
に
ま
で
遡
る
が
、
こ
の
旧
約
的
な
王

の
「
生
ま
れ
変
わ
り
」
に
よ
る
国
王
の
誕
生
は
、
九
七
三
年
の
エ
ド

ガ
の
フ
ラ
ン
ク
的
式
次
第
に
基
づ
い
た
大
司
教
執
行
に
よ
る
戴
冠
式

で
完
成
し
た
と
い
え
る
。
本
稿
の
起
点
を
九
七
三
年
に
置
い
た
理
由

で
あ
る
。【
図
２
】
は
「
バ
イ
ユ
ー
の
綴
織
」
に
縫
込
ま
れ
た
ハ
ロ

ル
ド
・
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
サ
ン( H

arold G
odw

ineson)

の
戴
冠
式
の

図２ ハロルド 2 世の戴冠式 

権力の象徴を示す剣を差し出す貴族たち、王冠、王笏、宝珠という国王の権威を身にまと

ったハロルドとパリウムをもつ大司教スティガンド 

出典：鶴島博和『バイユーの綴織を読む』（山川出版社、近刊） 

 

 

  

図 2　ハロルド二世の戴冠式

権力の象徴を示す剣を差し出す貴族たち、王冠、王笏、宝珠という国王の権威を
身にまとったハロルドとパリウムをもつ大司教スティガンド
出典：鶴島博和『バイユーの綴織を読む』（山川出版社、近刊）
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場
面
で
あ
る
。
一
〇
六
六
年
一
月
六
日
、
彼
は
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
修
道
院
に
お
い
て
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
ス
テ
ィ
ガ
ン
ド
に
よ
っ

て
戴
冠
式
を
行
っ
た
。
ハ
ロ
ル
ド
二
世
の
誕
生
で
あ
る
。
ア
ミ
ア
ン

司
教
ギ
ー
の
『
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
戦
い
の
詩
』
は
、
一
〇
六
六

年
一
二
月
二
五
日
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
同
じ
修
道
院
で
挙
行
さ
れ
た
ウ

ィ
リ
ア
ム
一
世
の
戴
冠
式
の
様
子
を
描
い
て
い
る
（【
史
料
１
】）。 

　【史
料
１
】

　
王
冠
の
あ
と
（
職
人
は
）
笏
と
杖
を
準
備
し
た
…
修
道
士
、
高

貴
な
る
司
教
様
方
が
聖
ペ
テ
ロ
の
祝
福
さ
れ
た
教
会
（
ウ
ェ
ス
ト

ミ
ン
ス
タ
修
道
院
）
に
向
か
っ
た
。
十
字
架
を
前
に
、
聖
職
者
の

行
列
が
続
い
た
。
そ
の
後
に
は
司
教
様
た
ち
。
最
後
に
、
人
々
の

歓
呼
に
向
か
っ
て
、
伯
た
ち
や
貴
顕
に
囲
ま
れ
王
が
進
ん
だ
。
王

の
右
手
は
一
人
の
大
司
教
が
支
え
、
左
手
は
も
う
一
人
の
大
司
教

が
支
え
て
い
た
。
こ
う
し
て
、
賛
歌
を
唱
え
な
が
ら
、
王
は
教
会

に
向
か
い
王
座
に
導
か
れ
た
。
大
司
教
は
…
高
位
祭
壇
に
向
か
っ

て
王
を
立
た
せ
て
、
そ
の
周
り
を
召
集
し
た
司
教
た
ち
が
囲
ん
だ

…
先
唱
者
が
キ
リ
エ
・
エ
レ
イ
ソ
ン
を
唱
え
た
「
主
よ
、
憐
れ
み

た
ま
え
。
キ
リ
ス
ト
、
憐
み
た
ま
え
。
主
よ
、
憐
れ
み
た
ま
え
」。

そ
し
て
聖
人
た
ち
の
執
成
し
を
祈
っ
た
。
連
祷
が
終
わ
る
と
、
王

の
み
が
祭
壇
の
前
に
ひ
れ
伏
し
た
。（
沈
黙
の
な
か
）
大
司
教
は

会
衆
に
祈
り
を
求
め
、
特
祷
を
唱
え
て
か
ら
王
を
立
た
せ
た
。
大

司
教
は
聖
香
油
を
王
の
頭
に
注
い
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
を
国
王
と
し

て
聖
別
し
た
（
９
）
。

　　
戴
冠
式
は
、
神
の
国
の
鍵
を
預
か
る
教
皇
か
そ
の
代
理
人
で
あ
る

大
司
教
に
よ
っ
て
司
式
さ
れ
た
。
従
っ
て
公
式
王
国
は
原
則
と
し
て

大
司
教
と
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
の
圧
力
を

受
け
て
い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
立
場
は
偏
奇
的
で
あ
る
。
こ
の
地

に
大
司
教
座
が
で
き
る
の
は
一
五
世
紀
の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
司
教
た
ち
は
教
皇
の
特
別
の
娘
と
い
う
位
置
づ
け

で
あ
っ
た
。
そ
の
戴
冠
式
も
、
フ
ラ
ン
ク
的
様
式
と
は
一
線
を
画
し

て
い
る
（【
図
３
】）。

　
こ
の
地
上
の
国
の
典
礼
に
よ
る
統
治
者
と
し
て
の
王
を
国
王
、
そ

の
国
を
公
式
王
国
と
す
る
。
一
一
世
紀
に
お
い
て
も
、
と
く
に
辺
境

地
帯
に
お
い
て
は
、
自
称
や
他
称
を
問
わ
ず
地
域
的
な
王
と
そ
の
支

配
地
が
存
在
し
た
。
そ
う
し
た
権
力
体
の
差
別
化
を
意
識
し
て
、
教

皇
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
王
国
を
公
式
王
国
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る（
（1
（

。

公
式
王
国
は
、
一
人
支
配
が
前
提
で
、
理
論
的
に
は
王
国
内
に
従
属

王
国
は
存
在
し
え
な
い
、
あ
る
い
は
人
的
紐
帯
で
結
ば
れ
た
上
王
と

従
属
王
の
関
係
も
存
在
し
え
な
い
政
体
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
っ
て
、

王
家
と
の
血
縁
を
貴
種
の
前
提
と
し
て
い
た
貴
顕
層
は
、
国
王
へ
の

奉
仕
と
授
与
さ
れ
た
特
権
を
有
す
る
貴
族
へ
と
変
質
し
、同
時
に「
教

会
」
は
、
王
の
家
政
か
ら
漸
次
分
離
し
、
私
有
教
会
制
か
ら
制
度
的
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ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

教
会
へ
の
変
質
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
。 

　二
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
の
王
統 

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
統
合
王
権
の
起

源
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
に
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
。
彼
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
家

は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
オ

ッ
ト
ー
一
世
、
フ
ラ
ン
ク
の
公
ユ
ー
グ
・
ル
・

グ
ラ
ン
、
西
フ
ラ
ン
ク
王
シ
ャ
ル
ル
三
世
と

い
っ
た
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
有
力
家
門
と
婚

姻
関
係
を
結
び
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
婚
姻

圏
を
広
げ
た
（【
図
４
】
の
系
図
を
参
照
）。

こ
れ
ら
の
結
婚
か
ら
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇

帝
や
カ
ペ
ー
の
王
が
生
ま
れ
な
か
っ
た
の
は

偶
然
で
あ
ろ
う
。
歴
史
に
「
も
し
」
は
意
味

が
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
結
婚
か
ら
後
継
ぎ
が

生
ま
れ
て
い
れ
ば
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政

治
地
図
は
違
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
か
も

し
れ
な
い
。

　
統
合
王
権
は
部
族
性
原
理
を
止
揚
し
た
と

こ
ろ
に
あ
る
か
ら（
（1
（

、
原
理
的
に
言
え
ば
、
①

血
統
②
適
格
性
③
指
名
と
い
う
王
位
継
承
の

図３ スコットランド王アレクザンダ 3 世のスクーンでの戴冠式の図（1249 年 7 月 13 日） 

王の詩人が国王を褒め称えている。「アルバの王に神よ、祝福を与えたまえ」そして詩人

は「王の系図を唱える」。大きな笏を持った王の横で剣を持つのは、ファイフの伯マルコ

ム 2 世。Walter Bower’s Scotichronicon の 15 世紀の写本。 

出典：http://en.wikipedia.org/wiki/Alexander_III_of_Scotland（最終閲覧日 2015 年 1 月 12 日） 

 

 

 

 

  

図 3　スコットランド王アレクザンダ三世のスクーンでの戴冠式の図（1249年7月13日）

王の詩人が国王を褒め称えている。「アルバの王に神よ、祝福を与えたまえ」そ
して詩人は「王の系図を唱える」。大きな笏を持った王の横で剣を持つのは、ファ
イフの伯マルコム二世。Walter Bower's Scotichronicon の 15 世紀の写本。
出典：http://en.wikipedia.org/wiki/Alexander_Ⅲ_of_Scotland

（最終閲覧日2015 年 1月12日）
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原
則
の
ど
れ
か
を
満
し
、
聖
別
と
戴
冠
式
を
行
え
ば
、
異
邦
人
で

も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
に
な
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
王

の
系
図
を
戴
冠
式
の
場
で
こ
と
ほ
ぐ
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
〇
一
七
年
一
月
六
日
の
ク
ヌ
ー
ト
の
戴
冠
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の

王
権
が
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
体
の
権
力
者
の
獲
物
と
な
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
た
。
ハ
ロ
ル
ド
一
世
と
ハ
ル
サ
ク
ヌ
ー
ト
の
後
を
継
い

で
一
〇
四
二
年
に
王
座
に
つ
い
た
エ
ド
ワ
ー
ド
も
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド

の
王
統
で
あ
る
と
は
い
え
、
四
〇
歳
前
後
で
王
位
に
就
く
ま
で
の

二
六
年
を
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
過
ご
し
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
貴
顕
た
ち

と
関
係
を
も
ち
、
フ
ェ
カ
ン
修
道
院
や
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
修

道
院
と
も
密
接
な
関
係
を
築
い
て
い
た
。
彼
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
か
ら

多
く
の
近
臣
団
を
連
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
が
一
〇
五
一
年
の
騒
乱

（
後
述
）
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の

戴
冠
式
と
国
王
即
位
が
フ
ラ
ン
ク
と
同
じ
と
い
う
つ
も
り
な
い
。
そ

こ
に
は
地
域
差
が
存
在
し
て
い
た
。
ハ
ル
サ
ク
ヌ
ー
ト
の
崩
御
が

一
〇
四
二
年
六
月
八
日
で
、
彼
を
継
い
だ
エ
ド
ワ
ー
ド
の
戴
冠
式
は

一
〇
四
三
年
四
月
三
日
で
あ
っ
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
王
権
が
、

フ
ラ
ン
ク
的
に
即
位
を
戴
冠
式
か
ら
日
数
計
算
し
始
め
る
の
は
偶
然

と
は
い
え
ハ
ロ
ル
ド
二
世
か
ら
で
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
戴
冠

式
が
終
わ
っ
て
、
宮
廷
礼
拝
堂
付
聖
職
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ポ
ワ
テ

ィ
エ
は
「（
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
戴
冠
式
の
後
）
こ
こ
で
わ
れ
ら
が
ペ
ン

も
、
公
か
ら
国
王
と
い
う
称
号
を
使
う
こ
と
に
し
よ
う（
（1
（

」 

と
記
し
て

図４ アルフレッドの王統１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 4　アルフレッドの王統 1

　Br: Brother, Cr: Count, K: King

Aethelstan
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ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

い
る
。
王
位
継
承
に
関
わ
る
規
則
は
時
間
を
か
け
て
作
り
あ
げ
ら
れ

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　三
、
ネ
イ
シ
ョ
ン

　（
一
）
概
念
史

　
政
治
的
凝
縮
性
を
も
つ
「
民
集
団
」、
史
料
上
で
は
、gens

あ
る

い
はnatio

と
表
記
さ
れ
た
人
々
を
、
私
は
挑
発
的
で
は
あ
る
が

あ
え
て
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た（
（1
（

。
こ
れ
は
国
家
（state

）

と
不
可
分
に
結
び
つ
い
た
、
あ
る
い
は
国
家
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら

れ
た
国
民
と
し
て
の
近
代
的
な
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。そ
れ
で
も
、

近
代
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
破
線
で
結
ば
れ
た
原
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
よ
ん
で

よ
い
存
在
で
あ
っ
た
。
当
時
は
自
己
目
的
的
な
国
家
観
は
存
在
し
て

い
な
い
し
、
世
俗
的
行
政
的
国
家
も
存
在
し
て
い
な
い
。
あ
え
て
言

え
ば
典
礼
に
よ
る
統
治
（R. W

. Southern

）
が
存
在
し
た
の
み

で
あ
る
。
民
集
団
と
国
家
の
不
可
分
の
結
び
つ
き
は
、
い
ま
話
を
し

て
い
る
時
代
か
ら
さ
ら
に
八
〇
〇
年
以
上
の
血
塗
ら
れ
た
時
間
を
必

要
と
し
た
の
で
あ
る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
私
の
い
う
ネ
イ
シ
ョ
ン

が
、
歴
史
上
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
権
力
体
の
も
と
で
、
凝
縮
性
を

も
っ
て
い
た
実
態
と
し
て
の
民
集
団
を
説
明
す
る
、
分
析
概
念
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
私
た
ち
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
歴
史
上
の

実
体
で
は
な
い
。
実
態
と
し
て
は
、
当
時
の
人
々
は
複
数
の
ネ
イ
シ

ョ
ン
へ
の
帰
属
意
識
を
も
っ
て
い
た
。彼
ら
の「
想
像
の
共
同
体
」と
、

わ
れ
ら
の
「
想
像
の
共
同
体
」
の
間
に
は
大
き
な
溝
が
横
た
わ
っ
て

い
る
。
彼
ら
と
わ
れ
ら
の
間
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
が
歴
史
学
の
営

み
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
分
析
概
念
は
①
教
会
の
民
、
②
言
語
集
団
、
③
王
の
民
と
い

う
三
つ
の
要
素
か
ら
な
っ
て
い
る
。
要
素
と
は
、「
当
時
の
史
料
用

語
か
ら
析
出
さ
れ
た
対
象
概
念
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三

つ
の
対
象
概
念
の
意
味
範
疇
が
相
互
に
緊
密
に
結
び
つ
い
て
歴
史
的

な
意
味
の
時
間
的
地
層
を
形
成
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
か
ら
「
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
人
」
の
形
成
過
程
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
し
か
し
そ
の
前

に
、
ひ
と
つ
断
り
書
き
を
し
て
お
く
。
固
有
名
詞
と
し
て
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
（A

nglia

）
の
初
出
は
紀
元
千
年
ご
ろ
で
あ
る（
（1
（

。
と
こ
ろ

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
を
意
味
し
て
い
くAnglus

は
、
そ
れ
よ
り
も

三
〇
〇
年
は
早
く
表
れ
て
い
る
。
言
葉
と
し
て
の
出
現
は
、
土
地
よ

り
も
人
が
先
で
あ
っ
た
。A

nglus

は
、
も
と
も
と
ブ
リ
テ
ン
島
中

部
か
ら
北
部
に
か
け
て
定
住
し
た
ゲ
ル
マ
ン
的
民
集
団（
（1
（

で
あ
る
ア
ン

グ
ル
人
を
表
し
た
言
葉
で
あ
っ
た
。従
っ
て
、イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人（the 

English

）
の
語
源
と
な
っ
たAnglus

を
ア
ン
グ
ル
人
と
訳
す
べ

き
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
合
王
権
は
、
ア
ン

グ
ル
人
と
は
別
の
、
ブ
リ
テ
ン
島
南
部
に
定
住
し
た
サ
ク
ソ
ン
人

（Saxoes

）
の
王
に
よ
っ
て
作
り
あ
げ
ら
れ
た
。
統
合
の
過
程
の
な

か
で
、Anglus

に
別
の
意
味
が
加
わ
り
、
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
が
使

用
で
き
る
言
葉
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ア
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ン
グ
ル
人
と
す
る
と
混
乱
を
招
く
。
で
は
イ
ギ
リ
ス
人
は
ど
う
か
。

こ
の
言
葉
の
、
日
本
に
お
け
る
慣
用
的
な
用
法
か
ら
す
る
と
、
こ
れ

ま
た
混
乱
を
ま
ね
く
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
、
別
の
意
味
が
加
わ
っ
た

ア
ン
グ
ル
人
（Anglus

）
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。

ち
な
み
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
（N

orm
annia

）
の
初
出
も
同
じ
紀
元
千

年
頃
で
あ
る（
（1
（

。

　（二
）
教
会
の
民

　
ブ
リ
テ
ン
島
に
住
む
ゲ
ル
マ
ン
系
民
集
団
を
教
会
の
民
と
し
て
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
よ
ぶ
慣
行
は
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
に
か
け

て
活
躍
し
た
ベ
ー
ダ
の
『
教
会
史
』
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
き

日
に
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
が
、
ロ
ー
マ
の
奴
隷
市
場
で
見
目
麗

し
き
金
髪
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
（Angelus

）
の
よ
う
な
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ

ア
南
部
の
デ
イ
ラ
（D

eira

）
出
身
の
ア
ン
グ
ル
人
（Anglus

）
に

出
会
い
、
こ
の
天
使
ア
ン
グ
ル
の
民
を
神
の
怒
り
（D

e ira
）
か

ら
、
つ
ま
り
デ
イ
ラ
か
ら
救
う
と
い
う
使
命
を
心
に
描
い
た
と
い
う

【
史
料
２
】
の
洒
落
の
効
い
た
話
は
出
来
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

五
九
七
年
以
降
、
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
と
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス

が
め
ざ
し
た
の
は
、
旧
ロ
ー
マ
帝
国
属
州
ブ
リ
タ
ニ
ア
の
置
き
去
り

に
さ
れ
た
ブ
リ
ト
ン
人
の
教
会
を
復
活
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ

れ
を
新
し
い
ロ
ー
マ
教
会
の
軌
道
と
そ
の
裁
治
下
に
お
く
と
い
う
政

策
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ト
ン
人
と
の
対
抗
の
な
か
で
教
会
の
民
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
人
は
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
ア
ン
グ
ル
に
は「
ア
ン
グ
ル
人
」

と
「
教
会
の
民
」
と
い
う
二
様
の
意
味
層
が
形
成
さ
れ
た
。

　【史
料
２
】

　
若
き
日
の
教
皇
は
、
ロ
ー
マ
の
広
場
で
開
催
さ
れ
て
い
た
奴
隷

市
場
で
、
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
金
髪
を
も
つ
天
使
（A

ngelus

）

の
よ
う
な
青
年
に
で
あ
っ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
青
年
に
、
ど
こ

の
民
か
と
聞
く
と
、
ア
ン
グ
ル
人
（A

nglus

）
と
い
う
。
グ
レ

ゴ
リ
ウ
ス
に
は
天
使
と
聞
こ
え
た
。
出
身
地
を
聞
く
と
デ
イ
ラ

（D
eira

）
だ
と
い
う
。
王
の
名
は
（
ア
）
エ
レ
と
い
う
。
若
き
教

皇
は
驚
愕
し
た
。
神
の
怒
り
か
ら
（D

e ira regis

）
こ
の
天
使

の
よ
う
な
民
を
救
済
し
よ
う
。
ア
レ
ル
ヤ
」。
こ
う
し
て
ア
ン
グ

ル
人
へ
の
布
教
は
教
皇
の
悲
願
と
な
っ
た（
（1
（

。

　（三)

　
言
語
集
団

　
古
英
語
でE

nglisc

と
表
記
さ
れ
た
英
語
を
話
す
も
の
と
し
て
の

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
、
ブ
リ
ト
ン
語
を
話
す
人
々
（W

ilisc

）
と
一

緒
に
出
て
く
る
。【
史
料
３
】
は
、
六
八
〇
年
頃
の
ウ
ェ
ス
ト
・
サ

ク
ソ
ン
人
の
王
イ
ネ
の
法
典（
（1
（

と
言
わ
れ
る
史
料
の
一
節
で
あ
る
。
ベ

ー
ダ
や
法
典
が
書
か
れ
た
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
め
ま
で
に
は
、

ブ
リ
テ
ン
島
南
部
の
国
家
体
制
は
、
群
小
の
部
族
国
家
が
よ
り
強
力

な
中
心
的
「
部
族
国
家
」
に
吸
収
さ
れ
る
か
、
衛
星
国
家
と
し
て
そ
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

の
支
配
下
に
お
か
れ
る
星
雲
状
態
へ
と
変
質
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の

な
か
で
、
英
語
を
話
す
人
々
、
あ
る
い
は
島
の
ゲ
ル
マ
ン
系
民
集
団

を
全
体
的
に
示
す
と
き
に
は
サ
ク
ソ
ン
人
で
は
な
く
、Anglus

や

Englisc

と
い
う
の
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
教
会

の
民
と
同
時
的
に
二
番
目
の
層
が
、
先
住
の
ブ
リ
ト
ン
人
と
の
同
じ

く
対
抗
関
係
の
中
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
人
」
の
形
成
を
さ
ら
に
推
し
進
め
た
の
が
、
八
世
紀
末
か
ら
の
、

ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
の
襲
来
、
戦
闘
、
定
住
、
交
易
と
い
っ
た
、

北
海
域
の
交
通
の
活
性
化
で
あ
っ
た（
（1
（

。

　【史
料
３
】

　
も
し
誰
か
あ
る
も
の
を
家
畜
の
窃
盗
…
で
訴
え
た
場
合
に
は
、

そ
の
あ
る
も
の
は
、
窃
盗
を
六
〇
ハ
イ
ド
の
宣
誓
で
否
定
で
き
る

…
も
し
「
英
語
を
話
す
も
の
」（Englisc

）」
が
訴
え
た
場
合
に

は
、（
訴
え
ら
れ
た
も
の
は
）
二
倍
の
宣
誓
の
価
値
で
否
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
て
、
も
し
ブ
リ
ト
ン
語
を
話
す
も
の

（W
ilisc

）
が
原
告
の
場
合
に
は
、（
被
告
は
）
宣
誓
の
価
値
は
倍

に
す
る
必
要
は
な
い（
（2
（

。

　四
、 

国
王
の
民
――
国
王
称
号
の
変
遷
と
帝
国
―― 

（
一
）Angelcynn

とrex Anglorum

　「
王
の
民
」
を
示
す
最
も
直
接
的
な
言
葉
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王

が
ケ
ン
ト
、
ウ
エ
セ
ッ
ク
ス
、
マ
ー
シ
ア
の
人
び
と
を
統
治
下
に
お

い
た
と
き
に
、
宮
廷
で
造
ら
れ
た
所
謂
ゲ
ル
マ
ン
系
の
民
集
団
を

示
す
古
英
語
のAngelcynn

で
あ
る
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
のgens 

Anglorum

の
意
味
で
、
同
時
代
の
年
代
記
や
著
作
に
登
場
し
た（
（2
（

。

　「
王
の
民
」
を
表
す
意
味
で
のnatio

あ
る
い
はgens

の
意
味
を

探
る
最
適
の
史
料
は
、
国
王
が
発
給
し
た
チ
ャ
ー
タ
の
冒
頭
定
式
に

み
ら
れ
る
国
王
自
身
の
称
号
に
あ
る
。
チ
ャ
ー
タ
は
、「
特
定
の
権

能
を
与
え
ら
れ
て
い
る
も
の
が
、
こ
の
権
能
を
行
使
あ
る
い
は
そ
れ

を
証
明
す
る
さ
い
に
受
領
な
い
し
は
作
成
す
る
、
特
定
の
書
式
を
も

っ
た
一
人
称
形
式
の
文
書
」
と
定
義
し
て
お
く（
（2
（

。

　
征
服
前
に
残
存
し
て
い
る
チ
ャ
ー
タ
総
数
は
、
現
在
基
準
と
な
っ

て
い
る
ピ
ー
タ
ー
・
ソ
ー
ヤ
（Peter Saw

yer

）
の
リ
ス
ト
で
は

一
八
七
五
通
に
の
ぼ
る（
（2
（

。【
表
１
】
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
、
エ
ド
ワ

ー
ド
古
王（
（2
（

 

、
エ
セ
ル
ス
タ
ン
、
エ
ド
ガ
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
諸
王
の

チ
ャ
ー
タ
、
統
合
王
権
の
建
設
過
程
で
国
王
を
ど
う
表
現
し
た
か
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
の
表
記
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

統
合
王
権
の
全
体
的
な
国
王
呼
称
の
傾
向
を
読
み
取
る
た
め
に
、
こ

こ
は
大
き
な
括
り
で
ま
と
め
た
。
以
下
使
用
す
る
Ｓ
何
番
と
い
う
の

は
ソ
ー
ヤ
に
よ
る
カ
タ
ロ
グ
の
リ
ス
ト
番
号
で
あ
る
。
こ
こ
に
含
ま

れ
る
、
多
く
の
チ
ャ
ー
タ
は
後
代
の
一
葉
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
は

少
な
く
、
カ
ー
チ
ュ
ラ
リ
と
よ
ば
れ
る
文
書
集
成
に
納
め
ら
れ
た
コ

ピ
ー
か
偽
文
書
で
は
あ
る
が
、
傾
向
は
確
認
で
き
る
。
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（
二
）「
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
」
か
ら
「
ア
ン
グ
ル
人
と
サ
ク
ソ
ン
人
の

　
王
」
そ
し
て
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
」
へ

　
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
（
在
位
八
七
一
︲
八
九
九
）
は
、
西
サ
ク
ソ
ン

人
の
王
で
、
チ
ャ
ー
タ
で
も
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
（Rex Saxonum

）

あ
る
い
は
西
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
（Rex O

ccidentalium
 

Saxonum

）
と
自
分
を
定
義
し
て
い
る
。
彼
の
時
代
ま
で
に
は
、

南
サ
ク
ソ
ン
人
や
東
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
国
は
消
滅
し
て
い
た
の
で
、

西
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
は
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
を
代
表
し
て
い
た
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う（
（2
（

。
同
時
に
そ
れ
以
上
に
自
ら
を
「
ア
ン
グ
ル
人
と

サ
ク
ソ
ン
人
の
王
」（R

ex A
nglorum

 et Saxonum

）
と
称
し
て

い
る
。
デ
ー
ン
人
の
攻
撃
に
よ
っ
て
ア
ン
グ
ル
人
の
マ
ー
シ
ア
王
権

は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
多
く
の
マ
ー
シ
ア
人
の
貴
顕
た
ち
が
ア
ル

フ
レ
ッ
ド
の
宮
廷
に
亡
命
し
て
き
た
。
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
は
両
方
の
民

の
王
と
い
う
意
識
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
た
最
初
の
王
と
い
え
る
。「
ア

ン
グ
ル
人
と
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
」
と
は
二
つ
の
民
集
団
の
王
と
い
う

意
味
で
あ
っ
て
、
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
と
い
う
意
味
で
な

い
。
そ
も
そ
も
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
と
い
う
単
一
の
民
集
団
は

存
在
し
な
い（
（2
（

。A
nglo- Saxons

と
い
う
英
語
が
使
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
一
七
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
る（
（2
（

。

　
八
九
九
年
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
か
ら
西
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
位
を
継
承

し
て
、
デ
ー
ン
人
の
政
治
勢
力
に
対
抗
し
て
こ
れ
を
暫
時
駆
逐
し
、

西
サ
ク
ソ
ン
人
と
ア
ン
グ
ル
人
系
の
マ
ー
シ
ア
人
の
連
合
化
を
進
め

表 1　国王の称号表１ 国王の称号 

国王 
称号 

Alfred 
871-899 

Edward 
899-924

Aethelstan 
924-939 

Edgar 
959-975 

Edward 
1042-1066 

King（rex） 13% (2) 4%(1) 2%(1) 13%(21) 12%(7) 
King of the Saxons（rex  Saxonum） 20% (3) 4%(1) 0% 0% 0% 
King of the West-Saxons 13%(2) 4%(1) 0% 0% 0% 
King of the Angles and Saxons 41%(6) 71%(17) 6%(4) 0% 2%(1) 
King of the English（rex Anglorum） 13%(2) 17%(4) 69%(44) 32%(51) 51%(31) 
King of  Britain 0% 0% 23%(15) 20%(31) 25%(15) 
Emperor（basileus）of the English 
                   of the Anglo-Saxon
                   of Albion  
                   of Britain 
 

0% 0% 23%(15) (15)     (2) 
(0)     (3) 
(17)     (1) 
(24)     (0) 

35%(56) 10%(6) 
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

て
い
っ
た
息
子
の
エ
ド
ワ
ー
ド
古
王
（
在
位
八
九
九
︲
九
二
四
）
の

治
世
に
な
る
と
、「
ア
ン
グ
ル
人
と
サ
ク
ソ
ン
人
の
王
」
と
い
う
呼

称
は
、
さ
ら
に
一
般
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
エ
ド
ワ
ー
ド
古
王
の
次
の
エ
セ
ル
ス
タ
ン
王
（
在
位
九
二
四
︲

九
三
九
）
は
、
ハ
ン
バ
ー
川
の
北
を
制
圧
し
、
か
つ
て
ノ
ー
サ
ン
ブ

リ
ア
を
構
成
し
て
い
た
ア
ン
グ
ル
人
の
地
域
を
含
む
現
在
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
全
体
に
広
が
る
領
域
を
、
そ
の
強
度
に
は
濃
淡
が
あ
る
が
、

一
定
度
の
影
響
下
に
お
い
た
。
エ
セ
ル
ス
タ
ン
王
は
、
さ
ら
に
そ
の

周
辺
の
所
謂
「
ケ
ル
ト
的
外
縁
」
の
諸
王
・
権
力
者
の
臣
従
を
受
け

入
れ（
（2
（

、
ブ
リ
テ
ン
島
の
か
な
り
広
い
地
域
に
影
響
力
を
及
ぼ
す
非
公

式
の
「
帝
国
」
を
築
い
た（
（2
（

。
も
っ
と
も
、
ダ
ブ
リ
ン
と
双
子
の
王
国

を
形
成
し
て
い
た
ヨ
ー
ク
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
系
の
ヨ
ー
ク
王

国
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
王
国
に
最
終
的
に
統
合
さ
れ
た
の
は

九
五
四
年
の
エ
ア
ド
レ
ッ
ド
王
（
在
位
九
四
六
︲
九
五
五
）
の
時
で

あ
っ
た
。
一
二
世
紀
に
な
っ
て
登
場
す
る
法
域
と
し
て
の「
デ
ー
ン
・

ロ
ー
」
は（
（3
（

、
こ
の
ヨ
ー
ク
王
国
を
意
味
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
最
終
的
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
統
合
王
国
の
成
立
は
、
次
の
エ
ド
ガ
王

の
治
世
（
在
位
九
五
七
︲
九
七
五
）、
そ
れ
も
九
七
三
年
の
彼
の
戴

冠
式
を
起
点
と
し
て
説
明
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
ろ
う
。本
稿
の「
長

い
一
一
世
紀
」
の
起
点
を
こ
こ
に
置
く
理
由
で
あ
る
。
ヘ
ン
リ
一
世

紀
の
崩
御
の
年
で
あ
る
一
一
三
五
年
を
終
点
と
し
た
の
は
、
そ
の
時

ま
で
に
「
ノ
ル
マ
ン
征
服
」
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
定
住
し
た

ノ
ル
マ
ン
人
が
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
」
と
し
て
の
意
識
を
獲
得
し
始

め
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
そ
の
後
の
所
謂
「
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
内
乱
」

を
経
て
出
現
し
た
ヘ
ン
リ
二
世
以
降
の
統
治
が
大
き
な
構
造
的
な
変

化
を
遂
げ
た
た
め
で
あ
る
。

　
本
題
に
戻
る
と
、
エ
セ
ル
ス
タ
ン
が
一
般
的
に
使
用
し
た
称
号

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
王
（R

ex A
nglorum

）
で
あ
っ
た
。
エ

セ
ル
ス
タ
ン
の
出
自
は
サ
ク
ソ
ン
人
だ
か
ら
、Rex Anglorum

を

ア
ン
グ
ル
人
の
国
王
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
のAnglus

は

ベ
ー
ダ
的
な
意
味
で
の
教
会
の
民
で
英
語
を
話
す
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人

（Angelcynn

）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
サ
ク
ソ
ン
人
と
い

う
言
葉
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
使
わ
れ
な
く
な
り
、
外
部
、
と
り
わ

け
ケ
ル
ト
的
外
縁
の
人
々
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
を
侮
蔑
的
に
さ
す

と
き
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た（
（3
（

。尚
、「
ケ
ル
ト
的
外
縁
」

は
こ
こ
で
は
関
係
論
に
お
け
る
中
立
的
な
地
帯
構
造
的
概
念
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
く
。

　（三
）「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
そ
の
周
囲
の
諸
族
の
秀
で
た
皇
帝
」
と

　
帝
国
意
識

　
称
号
は
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
誇
大
に
な
っ
て
い
っ
た
。
と
く

に
は
じ
め
て
大
陸
的
な
戴
冠
式
を
導
入
し
た
エ
ド
ガ
の
称
号
は
尊

大
で
す
ら
あ
る
。「
神
の
も
と
で
の
全
ブ
リ
テ
ン
島
の
国
王
」（rex 

tocius Brittanniae insule flante D
eo

）
や
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
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人
と
そ
の
周
囲
の
諸
族
の
秀
で
た
皇
帝
バ
シ
レ
ウ
ス
」( Basileus 

industrius Anglorum
 cunctarum

que gentium
 in circuitu 

persistentium
)

な
ど
と
い
う
、
中
世
の
ロ
ー
マ
帝
国
を
意
識
し

た
威
勢
の
よ
い
も
の
が
出
て
く
る
。
皇
帝
と
い
う
自
称
は
エ
ド
ガ

で
最
盛
期
を
む
か
え
た
。
皇
帝
に
は
バ
シ
レ
ウ
ス
（basileus

）

が
一
般
的
に
使
用
さ
れ
た
。
し
か
も
彼
の
称
号
の
さ
ら
な
る
特
徴

は
、
ブ
リ
テ
ン
の
意
味
で
「
ア
ル
ビ
オ
ン
」
を
多
用
し
た
こ
と
で

あ
る
。
さ
ら
に
「
全
ブ
リ
テ
ン
の
守
護
者
に
し
て
司
祭（
（3
（

」（totius 
B

rittanniae gubernator et rector: S687, 688, 690, 698

）

と
い
う
称
号
に
は
、
教
会
の
民
の
王
を
前
提
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人

の
国
王
は
、
ブ
リ
テ
ン
を
統
合
す
べ
き
と
い
う
理
念
が
隠
さ
れ
て
い

る（
（3
（

。
し
か
し
、「
ア
ル
ビ
オ
ン
」
も
「
皇
帝
」
も
徐
々
に
使
わ
れ
な

く
な
り
、
ア
ル
ビ
オ
ン
に
関
し
て
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
証
聖
王
（
在
位

一
〇
四
二
︲
一
〇
六
六
）
の
時
点
で
は
五
例
が
確
認
で
き
る
だ
け
で

あ
る（
（3
（

。
そ
し
て
ア
ル
ビ
オ
ン
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
王
権
の
勃
興

と
と
も
に
、
徐
々
に
ブ
リ
テ
ン
島
の
北
を
指
す
言
葉
と
な
っ
て
い
っ

た
。
征
服
後
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
は
皇
帝
と
い
う
称
号
を
使
用
し
な

か
っ
た
。

　
こ
こ
で
使
用
し
た「
帝
国
」は
、実
体
で
は
な
く
分
析
概
念
で
あ
る
。

バ
シ
レ
ウ
ス
と
い
う
称
号
は
非
公
式
な
「
か
れ
ら
」
の
僭
称
で
あ
っ

た
。
東
ア
ジ
ア
的
に
言
え
ば
、
皇
帝
や
帝
国
は
文
明
の
統
治
者
あ
る

い
は
統
治
体
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
で
の
皇
帝
や
帝
国
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ロ
ー
マ
教
皇
と
の
関
係
で

は
、
理
念
的
あ
る
い
は
公
式
の
皇
帝
は
存
在
し
た
。
周
辺
的
な
ブ
リ

テ
ン
の
国
王
が
、
当
時
の
中
世
ロ
ー
マ
帝
国
の
皇
帝
の
称
号
で
あ
る

バ
シ
レ
ウ
ス
を
使
用
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
」

へ
の
対
抗
心
で
あ
っ
た
ろ
う
。
七
世
紀
後
半
の
中
華
帝
国
に
対
す
る

大
和
天
皇
政
権
と
比
較
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
さ
に
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
は
、「
東
海
の
小
帝
国
」
な
ら
ぬ
「
西
海
の
小
帝
国
」
で
あ

っ
た（
（3
（

。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
に
、
フ
ラ
ン
ク
的
な
楔
が
う
ち
こ
ま
れ

た
一
〇
六
六
年
以
降
、
大
陸
の
政
治
コ
ー
ド
に
な
れ
親
し
ん
だ
国
王

た
ち
は
皇
帝
・
バ
シ
レ
ウ
ス
の
称
号
を
使
う
の
を
や
め
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
王
権
の
な
か
に
は
、
ブ
リ
テ
ン

島
の
支
配
者
と
い
う
意
識
が
つ
ね
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か

で
、「
ケ
ル
ト
的
外
縁
」
の
人
々
を
野
蛮
人
と
す
る
蔑
視
が
醸
成
さ

れ
て
い
っ
た
。
そ
の
基
底
に
は
、
ブ
リ
テ
ン
島
と
西
の
海
の
彼
方
の

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
カ
ン
タ
ベ
リ
・
ヨ
ー
ク
の
大
司
教
座
教
会
の
裁
治

権
下
に
あ
る
べ
き
と
い
う
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
教
皇
と
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
に
支
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
権
の
非
公

式
な
皇
帝
理
念
が
横
た
わ
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
パ
リ
と
ロ
ー
マ
を
枢
軸
と
す
る
ラ
イ
ン
川
と
ロ
ワ
ー
ル
川
の
間
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
核
地
帯
の
宗
教
的
政
治
的
経
済
的
文
化
的
モ
ー
ド
が

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
導
入
さ
れ
、
征
服
、
交
易
、
植
民
を
通
し
て
、
そ
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

の
地
の
モ
ー
ド
と
融
合
し
て
、「
ケ
ル
ト
的
外
縁
」に
も
た
ら
さ
れ
た
。

一
二
世
紀
末
ま
で
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
核
地
帯
に
対
す
る
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
と
低
地
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
半
周
辺
地
帯
、
そ
の
外
側

の
周
辺
地
帯
と
い
う
「
文
明
と
野
蛮
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ（
（3
（

 

に
よ

っ
て
意
識
下
さ
れ
た
三
重
の
社
会
構
造
が
作
り
出
さ
れ
た（
（3
（

。

五
、
令
状
と
宮
廷

（
一
）
令
状

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
権
は
、
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
二
世
の
治
世
に
、
中

央
の
国
王
命
令
を
地
域
に
下
達
す
る
道
具
で
あ
る
書
簡
、
す
な
わ

ち
令
状
を
作
り
出
し
た
。【
図
５
】
は
残
存
し
て
い
る
三
つ
の
エ
ド

ワ
ー
ド
王
の
印
璽
つ
き
令
状
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
印
璽
は
両

面
に
印
影
が
あ
り
、
両
方
で
玉
座
に
つ
い
た
国
王
が
描
か
れ
て
い

る
。
表
側
は
、
三
つ
葉
模
様
の
王
冠
を
被
り
、
短
い
笏
を
持
っ
た
国

王
像
が
描
か
れ
、
裏
側
で
は
権
威
を
表
す
長
い
笏
の
職
杖
と
権
力
を

表
す
剣
を
も
っ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
図
案
は
同
時

期
の
エ
ド
ワ
ー
ド
の
戴
冠
式
型
銀
貨
（
一
〇
五
六
︲
五
九
年
：
タ

イ
プ
45
、
表
５
参
）
の
図
柄
と
同
じ
で
あ
る
（【
図
６
】）。
銘
文
は

「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
皇
帝
エ
ド
ワ
ー
ド
の
印
璽
」（SIG

ILLU
M

 
EAD

W
ARD

I AN
G

LO
RU

M
 BASILEI

）
と
刻
ま
れ
て
い
る（
（3
（

。

　
後
述
す
る
が
、
令
状
と
銭
貨
（
銀
貨
）
は
、「
権
力
と
権
威
」、「
地

域
社
会
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
」、「
交
通
」
の
連
結
環
で
あ
っ
た
。

　
令
状
は
三
人
称
の
挨
拶
で
始
ま
り
、す
ぐ
に
一
人
称
に
転
化
す
る
。

【
史
料
４
】
は
、
一
〇
五
三
か
ら
一
〇
六
一
年
頃
の
令
状
で
あ
る
。

　【史
料
４
】

　〔
三
人
称
〕
エ
ド
ワ
ー
ド
王
は
、
親
愛
の
情
を
こ
め
て
①
（
カ

ン
タ
ベ
リ
）
大
司
教
ス
テ
ィ
ガ
ン
ド
と
伯
ハ
ロ
ル
ド
、
セ
ン
ト
・

オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
長
ウ
ル
フ
リ
ッ
ク
、
シ
ェ
リ
フ
、
オ
ス

ワ
ル
ド
、
そ
し
て
②
ケ
ン
ト
州
の
す
べ
て
の
我
が
セ
イ
ン
た
ち
に

挨
拶
す
る
。
朕
は
以
下
を
告
知
す
る
。
我
が
意
思
は
、
マ
ー
シ
ャ

ム
（M

ersham

）〔【
表
３
】（
三
六
頁
）
の
（
９
）〕
に
あ
る
土

地
と
合
法
的
に
そ
こ
に
付
属
す
る
す
べ
て
が
カ
ン
タ
ベ
リ
の
ク
ラ

イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
に
裁
判
権
と
と
も
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
③
シ
レ
ー
ド
と
彼
の
妻
〔
マ
テ
ィ
ル
ダ
と
い
う
フ
ラ
ン

ス
系
。
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
座
教
会
の
命
日
一
覧
に
記
載
〕
が
付

属
修
道
院
に
こ
の
所
領
を
寄
進
し
た
と
き
と
同
じ
よ
う
に
、
で
あ

る（
（3
（

。
④
我
が
意
思
は
わ
が
セ
イ
ン
た
ち
が
下
し
た
決
定
が
維
持
さ

れ
ん
こ
と
で
あ
る（
（4
（

。

　　
最
初
に
、
一
般
的
な
冒
頭
定
式
で
始
ま
る
。
傍
線
①
と
②
の
使
者

の
口
上
が
あ
っ
て
、
次
い
で
印
璽
に
描
か
れ
た
国
王
が
、
そ
の
場
に

い
る
か
の
よ
う
に
語
り
始
め
る
。
国
王
命
令
の
下
達
に
は
、
国
王
が

現
存
す
る
と
い
う
共
同
幻
想
が
必
要
で
あ
っ
た
。令
状
の
名
宛
人
は
、
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図５ エドワード証聖王の令状と印璽 

出典： http://en.wikipedia.org/wiki/Edward_the_Confessor（最終閲覧日 2015 年 1 月 15 日） 

  

 

 

  

図６ Type 45（Sovereign, 1056-1059） 

ミント：ウォリングフォード 貨幣製造人：ブランド（Brand） 銘：EADPAR X ANGLO, 

Edward enthroned facing, head right, holding sceptre and globus cruciger / +BRAND ON PALLI, 

voided cross with birds in quarters. North 827  

出典： http://www.wildwinds.com/coins/SE/SE1181.html（最終閲覧日 2014 年 5 月 18 日） 

 

  

 

 

 

  

図 5　エドワード証聖王の令状と印璽

出典：http://en.wikipedia.org/wiki/Edward_the_Confessor
（最終閲覧日2015 年 1月15日）

図 6　Type 25（Sovereign, 1056-1059）

ミント：ウォリングフォード　貨幣製造人：ブランド（Brand）　銘：EADWARD 
REX ANG, Edward enthroned facing, head right, holding sceptre and globus 
cruciger / +BRAND ON PALLI, voided cross with birds in quarters. North 827
出典： http://www.wildwinds.com/coins/SE/SE1181.html

（最終閲覧日　2014 年 5月18日）
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

州
裁
判
集
会
の
構
成
員
た
ち
で
あ
る
。
傍
線
①
の
よ
う
に
司
教
や
伯

と
い
っ
た
大
貴
族
や
シ
ェ
リ
フ
と
い
っ
た
「
最
上
の
人
々
」「
よ
り

よ
き
人
々
」
に
は
個
人
名
で
呼
び
か
け
が
、
そ
し
て
傍
線
②
の
よ
う

に
州
の
セ
イ
ン
、「
よ
き
人
々
」に
は
集
団
で
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
た
。

中
世
後
期
の
議
会
に
貴
族
は
個
人
あ
て
の
令
状
で
、
騎
士
や
ジ
ェ
ン

ト
リ
に
は
州
宛
の
令
状
で
召
集
が
か
け
ら
れ
た
。
令
状
に
お
け
る
こ

の
二
分
法
的
な
招
集
方
法
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
二
層
の
貴
族
集
団

の
起
源
と
も
い
え
る
し
、
そ
の
根
を
す
で
に
こ
こ
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
貴
族
の
定
義
は
召
集
令
状
が
個
人

宛
に
く
る
階
層
と
な
り
、一
一
世
紀
の
小
貴
族
は
そ
の
下
の
「
庶
民
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
く（
（4
（

の
で
あ
る
。

　
傍
線
④
で
は
、
州
の
セ
イ
ン
、
つ
ま
り
地
域
の
よ
き
人
々
の
決
定

が
国
王
の
決
定
だ
と
、
国
王
自
身
が
述
べ
て
い
る
。
命
令
は
、
地
域

に
語
り
か
け
、
そ
の
執
行
は
、
地
域
の
自
発
性
に
ま
か
せ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
ミ
サ
の
説
教
に
も
似
た
「
典
礼
よ
る
統
治
」
の
根
幹
で

あ
っ
た
。

　「
福
音
書
」
の
余
白
に
書
き
込
ま
れ
た
、
初
期
の
真
正
令
状
の
コ

ピ
ー
が
残
っ
て
い
る
が
（S985

）、
す
で
に
後
世
の
形
式
が
整
っ
て

い
た
。
そ
れ
は
、
口
頭
で
王
の
命
令
を
伝
え
た
形
式
が
慣
習
化
し
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
初
期
の
令
状
に
印
璽
が
つ
い
て
い
た
か
ど
う
か

の
確
証
は
な
い
。
最
初
は
、
国
王
が
そ
の
場
に
い
る
こ
と
を
示
す
た

め
に
、
使
者
が
集
会
の
場
で
、
印
璽
を
掲
げ
て
令
状
を
読
み
上
げ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
大
事
な
の
は
国
王
の
現
存
を
聴
衆
に
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　（二
）
宮
廷
と
上
意
下
達

　
現
存
す
る
征
服
前
の
一
二
一
通
の
令
状
の
大
半
、
八
〇
パ
ー
セ
ン

ト
の
九
六
通
は
エ
ド
ワ
ー
ド
証
聖
王
の
も
の
で
あ
る
。【
図
７
】
は
、

令
状
の
発
給
先
の
州
を
塗
り
分
け
、
そ
こ
に
国
王
の
宮
廷
所
在
地
を

書
き
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。
令
状
の
発
給
先
で
多
い
の
は
、
ノ
フ
ォ

ー
ク
と
サ
フ
ォ
ー
ク
の
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
、
ケ
ン
ト
、
サ
リ

そ
し
て
ミ
ド
ル
セ
ッ
ク
ス
と
ロ
ン
ド
ン
の
東
南
部
地
域
と
、
ウ
ー
ス

タ
シ
ャ
、
グ
ロ
ス
タ
シ
ャ
、
サ
マ
セ
ッ
ト
の
西
部
地
域
で
あ
る
。
統

合
王
権
の
国
王
宮
廷
は
、
ロ
ン
ド
ン
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
、
グ
ロ
ス

タ
回
廊
を
中
心
に
動
い
て
い
た
。
宮
廷
は
動
き
な
が
ら
令
状
を
発
給

し
て
い
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
王
の
宮
廷
は
ロ
ン
ド
ン
と
グ
ロ
ス
タ
を
楕

円
の
中
心
に
し
て
上
意
下
達
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
課
税
す
る
王
権（
（4
（

 

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
合
王
権
は
、
課
税
す
る
王
権
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
は
税
を
広
く
解
釈
し
て
、
国
王
家
政
の
需
要
を
満
た
す
た
め
、

原
則
と
し
て
土
地
を
単
位
と
し
て
、
自
由
人
に
割
り
振
ら
れ
た
あ
る

程
度
定
期
的
な
銭
貨
に
よ
る
上
納
と
定
義
し
よ
う
。
そ
の
先
駆
は
海

外
か
ら
侵
入
し
て
き
た
デ
ー
ン
人
に
和
平
の
た
め
に
支
払
っ
た
緊
急
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の
援
助
金
の
ガ
ヴ
ォ
ル
（gafol

）
で
あ
る
。
最
初
の
ガ
ヴ
ォ
ル
は
、

九
九
一
年
の
モ
ー
ル
ド
ン
の
戦
い
で
ビ
ュ
ル
フ
ト
ノ
ー
ス
を
殺
害
し

た
デ
ー
ン
人
の
軍
勢
に
支
払
っ
た
一
万
ポ
ン
ド
で
あ
る（
（4
（

。
こ
こ
か
ら

一
一
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
膨
大
な
額
の
ゲ
ル
ド
が
徴
収
さ
れ
た
。

と
く
に
有
名
な
の
が
、
デ
ー
ン
人
の
船
団
を
雇
う
た
め
に
徴
収
さ
れ

た
ヘ
ル
ゲ
ル
ド
（heregild

）
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
一
二
世
紀
に
パ

イ
プ
・
ロ
ー
ル
で
デ
ー
ン
・
ゲ
ル
ド
と
表
記
さ
れ
た
税
の
直
接
的
な

起
源
で
あ
る
。
ゲ
ル
ド
は
、
ヘ
ン
リ
二
世
治
世
の
前
半
の
一
一
六
二

年
頃
ま
で
、
断
絶
を
経
験
し
な
が
ら
徴
収
さ
れ
た
。

　【
表
２
】
は
主
と
し
て
『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
』
に
記

録
さ
れ
た
ガ
ヴ
ォ
ル
と
ヘ
ル
ゲ
ル
ド
の
額
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
純
度

の
高
い
銀
の
ペ
ニ
ー
貨
で
支
払
わ
れ
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
運

ば
れ
て
北
海
交
易
を
潤
し
た
。
九
九
一
年
以
降
は
、
そ
れ
以
前
は
北

東
か
ら
流
れ
て
き
た
銀
が
、
ド
イ
ツ
銀
を
も
と
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

ペ
ニ
ー
貨
に
打
ち
変
え
ら
れ
て
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
流
れ
て

い
っ
た
。
ゲ
ル
ド
は
州
ご
と
に
集
め
ら
れ
王
宮
へ
運
ば
れ
た
。
バ
ー

ク
シ
ャ
の
『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
は
、
年
に
一
ハ
イ
ド
か
ら
七

ペ
ン
ス
を
徴
収
し
た
と
記
録
し
て
い
る
。
そ
の
額
は
年
ご
と
に
変
動

が
み
ら
れ
る
。
高
額
で
有
名
な
一
〇
八
四
年
の
も
の
は
六
シ
リ
ン
グ

が
課
さ
れ
た
。
ヘ
ン
リ
一
世
は
一
一
三
〇
年
ま
で
は
、
一
ハ
イ
ド
二

シ
リ
ン
グ
を
課
し
た（
（4
（

。
ヘ
ン
リ
二
世
は
一
一
五
五
／
五
六
年
に
ゲ
ル

ド
を
復
活
し
た
が
、
一
一
六
一
／
六
二
年
を
最
後
に
ゲ
ル
ド
は
そ
の

発給枚数 > 11
発給枚数 > 6
発給枚数 > 1

国王宮廷の巡回路

ロンドン

サンドウィッチ
ウィンチェスタ

グロスタ

図７　エドワード証聖王の令状の発給先と宮廷の主な所在地
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成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

歴
史
に
幕
を
引
い
た
。
国
王
は
、
一
一
五
八
年
に
貨
幣
制
度
を
改
革

し
た
の
ち
、
土
地
税
に
変
え
て
、
動
産
税
な
ど
の
新
た
な
税
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
貨
幣
制
度
と
税
制
度
は
密
接
に

関
連
し
て
い
た
。
統
合
王
権
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
純
度
の
高
い
銀

貨
の
製
造
と
流
通
を
統
制
し
、
そ
れ
を
税
と
し
て
回
収
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

【
史
料
５
】

ゲ
ル
ド
は
エ
ド
ワ
ー
ド
王
の
治
世
に
、
バ
ー
ク
シ
ャ
中
で
普
通
に

支
払
わ
れ
た
。
一
ハ
イ
ド
か
ら
三
・
五
ペ
ン
ス
が
降
誕
祭
に
支
払

わ
れ
、
同
額
が
聖
霊
降
臨
祭
に
支
払
わ
れ
た（
（4
（

。

　 Ⅱ
． 

社
会
と
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン（

（4
（

 

一
、
社
会

（
一
）
親
族
構
造
の
変
化
と
新
貴
族

　
一
〇
世
紀
に
お
け
る
血
族
あ
る
い
は
拡
大
家
族
か
ら
単
婚
小
家
族

へ
の
親
族
構
造
の
変
化
が
、
部
族
制
度
解
体
の
な
か
で
生
ま
れ
て
く

る
統
合
王
権
の
前
提
で
あ
る
。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
貴
族
集
団
は
開
放
系
で
、流
動
性
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
貴
族
と
い
う
場
合
、
エ
ア
ル
ド
ー
ル
マ
ン
や
ア
ー
ル
と
い
っ

た
ラ
テ
ン
語
で
はdux

（
伯
）
と
表
記
さ
れ
、
王
国
あ
る
い
は
ヨ
ー

表２ 991年-1041年に徴集されたゲルドの額 

 

 

C、D、Eは『アングロ・サクソン年代記』のヴァージョンを示す 

  

年 額 数字の単位はすべてポンド 史料と備考

９９１ Ｃ Ｄのみ記載

９９４

Ｅは

東ケントのみ

は

ヘルゲルド

ロンドンから

（後に） ヘルゲルド

表２　991 年ー 1041 年に徴集されたガヴォルとヘルゲルドの額

Ｃ、Ｄ、Ｅは『アングロ・サクソン年代記』のヴァージョンを示す
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ロ
ッ
パ
レ
ベ
ル
で
活
動
す
る
大
貴
族
と
、
地
域
的
な
小
貴
族
で
あ
っ

た
「
よ
き
人
」
で
あ
る
セ
イ
ン
を
指
し
て
い
る
。
セ
イ
ン
の
最
大
公

約
数
的
な
意
味
は
「
人
に
仕
え
る
者
」
で
あ
る（
（4
（

。
大
貴
族
と
小
貴
族

と
い
う
区
分
は
便
宜
的
で
、
両
者
の
間
に
は
流
動
性
が
あ
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
こ
の
二
つ
の
集
団
に
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
秩
序
化
の
掟=

コ
ー
ド（
（4
（

 

が
稼
働
し
て
い
た
。
以
下
、二
つ
の
紛
争
解
決
を
取
り
上
げ
、

社
会
文
化
的
で
政
治
的
な
掟
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら

の
階
層
に
せ
ま
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
前
に
エ
ア

ル
ド
ー
ル
マ
ン
と
ア
ー
ル
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　（二
）
エ
ア
ル
ド
ー
ル
マ
ン
と
ア
ー
ル 

　
エ
ア
ル
ド
ー
ル
マ
ン
と
は
、
王
あ
る
い
は
国
王
に
奉
仕
し
た
最
高

位
の
人
物
に
与
え
ら
れ
た
称
号
で
あ
る
。
一
〇
世
紀
に
統
合
王
国
が

形
成
さ
れ
る
過
程
で
、
一
定
の
管
区
を
統
轄
す
る
職
の
様
相
を
帯
び

て
い
っ
た
。
し
か
し
、
管
区
の
ま
と
ま
り
は
緩
や
か
で
境
界
は
固
定

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
領
域
支
配
を
意
味
す
る
称
号
で
は

な
く
、国
王
の
代
理
と
し
て
の
当
該
地
域
の
民
の
支
配
者
で
あ
っ
た
。

例
え
ば
、
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
治
世
の
エ
ア
ル
ド
ー
ル
マ
ン
は
、「
マ
ー

シ
ア
人
の
主
君
」
と
か
「
ハ
ン
プ
シ
ャ
の
人
々
の
主
君
」
と
し
ば
し

ば
表
記
さ
れ
た
。
か
つ
て
の
王
族
に
由
来
す
る
者
が
多
い
。

　「
伯
」
と
訳
すearl

と
い
う
言
葉
は
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
か

ら
来
た
人
々
の
政
治
的
植
民
が
始
ま
っ
て
、
本
格
的
に
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
彼
ら
は
王
に
な
る
に
は
十
分
で
は
な
い
貴
顕

を
、jarl

（
ヤ
ー
ル
）
と
よ
ん
で
い
た
。
そ
の
英
語
表
記
がearl

（
伯
）

で
あ
る
。
一
〇
世
紀
末
ま
で
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
支
配
領
域
で
は

国
王
の
権
威
を
代
表
す
る
人
物
を
「
エ
ア
ル
ド
ー
ル
マ
ン
」、
ス
カ

ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
の
勢
力
が
優
勢
な
領
域
で
は
「
伯
」
と
よ
ん
だ
。

二
つ
の
称
号
は
、
ほ
ぼ
五
〇
年
間
、
並
行
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
両
方
と
も
統
轄
す
る
人
々
に
対
す
る
国
王
の
代
理

人
と
い
う
意
味
で
、
そ
こ
に
機
能
上
の
違
い
は
な
か
っ
た
。
い
ず
れ

の
称
号
も
ラ
テ
ン
語
はdux

で
あ
っ
た（
（4
（

。

　
ク
ヌ
ー
ト
王
の
時
代
に
な
っ
て
、
エ
ア
ル
ド
ー
ル
マ
ン
と
い
う
言

葉
は
使
用
さ
れ
な
く
な
り
、
伯
が
一
般
的
な
称
号
と
な
っ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
一
〇
二
〇
年
代
，
ク
ヌ
ー
ト
王
に
よ
っ
て
引
き
立
て
ら

れ
た
伯
が
台
頭
し
て
き
た
。
と
く
に
力
を
も
っ
て
い
た
の
が
、
マ
ー

シ
ア
の
王
統
に
起
源
を
も
つ
マ
ー
シ
ア
人
の
伯
の
レ
オ
フ
リ
ッ
ク
、

そ
れ
か
ら
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
起
源
の
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
人
の
伯

シ
ワ
ー
ド
、
そ
し
て
地
方
貴
族
か
ら
の
し
上
が
り
、
ク
ヌ
ー
ト
と
親

族
関
係
に
入
っ
た
ウ
ェ
ス
ト
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
伯
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
三

巨
頭
で
あ
っ
た
。

　
長
い
一
一
世
紀
に
は
、
王
国
統
治
に
と
っ
て
必
須
の
人
、
財
、
奉

仕
を
徴
収
す
る
基
本
的
単
位
は
、
州
と
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
伯

が
支
配
を
及
ぼ
す
州
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
治
世
ま
で
、
国
王
の

意
図
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ
た
。
国
王
命
令
に
答
え
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る
限
り
で
州
は
統
治
組
織
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
っ
て
、
固
定
化

さ
れ
つ
つ
も
、
ま
だ
完
全
に
国
制
に
埋
め
込
ま
れ
た
制
度
に
は
な
っ

て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
一
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
、
伯
の
も
っ
て

い
た
地
域
的
支
配
者
と
し
て
の
機
能
を
州
に
お
け
る
国
王
役
人
の
シ

ェ
リ
フ
が
奪
い
、
伯
は
職
と
し
て
の
性
格
を
失
っ
て
王
国
に
お
け
る

最
高
の
貴
族
を
意
味
す
る
称
号
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
異
父
弟
で
あ
る
バ
イ
ユ
ー
司
教
オ
ド

は
、
征
服
後
ケ
ン
ト
人
の
伯
と
な
っ
た
。『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ

ク
』
に
記
録
さ
れ
た
一
〇
八
六
年
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
全
所
領

の
評
価
額（
（5
（

は
約
七
万
三
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
る
が
、
オ
ド
の
所
領
は

約
三
〇
三
五
ポ
ン
ド
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
内
、
ケ
ン
ト
に
お
け
る

彼
の
所
領
評
価
額
は
約
一
八
一
三
ポ
ン
ド
に
達
し
た
。
こ
の
数
字
は

ケ
ン
ト
全
体
の
四
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
領

の
一
五
六
〇
ポ
ン
ド
の
三
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
凌
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
【
図
８
】
は
、
彼
の
所
領
が
、
ケ
ン
ト
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
シ
ャ
、
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
の
三
箇
所
を
中
心
に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

最
も
豊
か
な
地
域
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
る
。
ケ
ン
ト

伯
だ
か
ら
ケ
ン
ト
に
の
み
に
所
領
が
集
中
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
彼
の
伯
と
し
て
の
活
動
は
、
そ
の
伯
職
が
征
服
前
の
機
能
を
継

承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
オ
ド
は
一
〇
八
八
年
に

最
終
的
に
失
脚
し
て
、
そ
の
巨
大
所
領
群
は
解
体
し
た
。
そ
の
な
か

で
複
数
の
「
封
建
的
バ
ロ
ン
領
」
が
生
ま
れ
て
き
た
。
彼
の
例
が
示図８ バイユー司教オドの所領 

 

 

 

 

 

  

図８　バイユー司教オドの所領
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す
よ
う
に
、
征
服
直
後
の
大
所
領
の
解
体
の
な
か
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
的
な
封
建
的
（
あ
る
い
は
封
土
的
）
所
領
群
が
現
れ
て
き
た
の
で

あ
る（
（5
（

。

　（三
）
大
貴
族
、
マ
ク
ロ
社
会
の
紛
争
解
決
に
お
け
る
コ
ー
ド

　
こ
こ
で
【
史
料
６
】
の
『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
』
に
記

載
さ
れ
た
一
〇
五
一
年
か
ら
五
二
年
に
か
け
て
起
っ
た
あ
る
事
件

（
一
般
に
は
反
乱
と
も
内
乱
と
も
よ
ば
れ
る
事
件
）
を
検
討
し
て
大

貴
族
た
ち
が
共
有
し
て
い
た
政
治
的
掟
と
紛
争
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
か

ら
そ
の
社
会
を
一
瞥
し
て
み
よ
う
。【
図
９
】
の
エ
ド
ワ
ー
ド
証
聖

王
の
系
図
と
【
図
10
】
の
当
時
の
ド
ー
ヴ
ァ
の
都
市
プ
ラ
ン
も
参
照

願
い
た
い
。

　【史
料
６
】

　
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
ユ
ー
ス
タ
ス
が
海
を
超
え
て
き
て
、
国
王
に

む
か
っ
て
、
①
彼
が
望
む
こ
と
を
話
し
た
。
…
ド
ー
ヴ
ァ
近
く

に
来
た
と
き
一
行
は
武
装
し
た
。
市
内
で
滞
在
す
る
適
当
な

場
所
を
探
し
た
。
彼
の
家
来
の
一
人
が
あ
る
家
に
滞
在
す
る

こ
と
を
望
ん
だ
が
、
家
主
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
。
そ
れ
で
家

主
を
傷
つ
け
た
。
こ
れ
に
対
し
て
家
主
は
こ
の
者
を
殺
害
し

た
。
ユ
ー
ス
タ
ス
と
家
来
た
ち
は
馬
に
乗
り
件
の
家
に
来
て
家

主
を
②
炉
辺
で( heorðæ

)

殺
害
し
た
。
そ
し
て
丘
の
上
の
バ

図９ アルフレッドの王統２ 

 

 
 

 

  

図９　アルフレッドの王統２

　　C = count
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ラ（
（5
（

内
外
で
二
〇
人
の
市
民
を
殺
害
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
市
民
は
一
九
人
を
殺

害
し
覚
え
て
い
な
い
く
ら
い
の
数
の

も
の
に
傷
を
お
わ
せ
た
（
③
市
民
側

の
戦
闘
能
力
）。
ユ
ー
ス
タ
ス
は
数

人
の
も
の
と
逃
れ
王
の
も
と
に
来
て

ど
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
か
っ
た
か
を
一
方

的
に
ま
く
し
た
て
た
。
国
王
は
市
民

に
怒
り
を
覚
え
、
伯
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
を

呼
び
寄
せ
敵
意
を
も
っ
て
ケ
ン
ト
そ

し
て
ド
ー
ヴ
ァ
に
行
く
よ
う
に
命
じ
た
。

と
い
う
の
も
ユ
ー
ス
タ
ス
は
市

民
に
非
が
あ
る
と
言
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
④
伯
は

国
王
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

自
分
の
支
配
圏
を
荒
ら
す
な
ど
耐
え
ら

れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る（
（5
（

。	

　一
　
国
王
は
聖
母
マ
リ
ア
の
祝
日
（
九

月
一
八
日
）
ま
で
に
⑤
グ
ロ
ス
タ
に
来

て
貴
族
に
よ
る
集
会
を
開
く
こ
と
を
命

じ
た
。
異
邦
人
〔『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク

城
塞
地
区

セント・メアリー

セント・メアリー

セント・ピータ
セント・マーティン

図 10　11世紀のドーヴァの都市プラン

出典：T. Tatton-Brown, ‘The Towns of Kent’, J. Haslam ed. Anglo-Saxon
　　　towns in Southern England, Chichester, 1984, p. 22を改変。
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ソ
ン
年
代
記
』
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
Ｆ
は
フ
ラ
ン
ス
人
と
明
記
〕
は

〔
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
伯
の
子
〕
伯
ス
ウ
ェ
イ
ン
（Sw

ein

）
の
支
配

圏
の
ヘ
リ
フ
ォ
ー
ド
に
築
城
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
伯
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
と
伯
ス
ウ
ェ
イ
ン
、
そ
の
弟
伯
ハ
ロ
ル
ド
の
親
子
は
ビ

ー
ヴ
ァ
ス
ト
ー
ン
（Beverstone, G

losts.

）
に
彼
の
傘
下
に

あ
る
者
た
ち
と
集
結
し
て
、
国
王
と
民
に
加
え
ら
れ
た
侮
辱
を

晴
ら
す
た
め
の
助
言
と
援
助
を
求
め
る
た
め
に
国
王
と
貴
族
集

会
に
参
加
の
意
思
を
示
し
た
。
異
邦
人
が
最
初
に
国
王
の
も

と
に
き
て
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
の
非
を
訴
え
、
彼
ら
は
国
王

に
対
し
て
謀
反
を
企
て
て
い
る
か
ら
面
会
し
て
は
な
ら
な
い
と

主
張
し
た
。（
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
人
の
）
伯
シ
ワ
ー
ド
（
在
任

一
〇
三
三
︲
五
五
）と（
マ
ー
シ
ア
人
の
）伯
レ
オ
フ
リ
ッ
ク（
在

任
一
〇
二
三
／
三
二
︲
五
七
）
や
彼
ら
と
と
も
に
北
か
ら
多
く

の
貴
族
が
集
ま
っ
て
き
た
。
…
国
王
と
彼
の
も
と
に
あ
る
貴
族

た
ち
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
に
対
し
て
敵
対
行
動
を
と
る
と
い

う
情
報
を
得
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
は
対
抗
手
段
を
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
国
王
に
逆
ら
う
こ

と
は
も
と
よ
り
望
ん
で
い
た
こ
と
は
で
な
か
っ
た
。
貴
族
会
議

は
、
双
方
が
こ
れ
以
上
の
敵
対
行
動
を
と
る
こ
と
や
め
、
⑥
国

王
が
神
の
平
和
と
完
全
な
る
友
情
を
双
方
に
与
え
る
べ
き
こ
と

を
宣
言
し
た
。

　

二
　
国
王
と
彼
の
貴
族
集
会
は
、
全
貴
族
に
よ
る
第
二
回
目
の
集

会
を
秋
分
の
日
の
⑦
九
月
二
四
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
す
べ
き

こ
と
を
宣
言
し
た
。
一
方
で
テ
ム
ズ
川
の
南
と
北
の
軍
勢
を
招

集
し
た
。
そ
し
て
伯
ス
ヴ
ェ
イ
ン
に
は
ア
ウ
ト
ロ
ー
が
宣
言
さ

れ
た（
（5
（

。
伯
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
ハ
ロ
ル
ド
は
集
会
に
速
や
か
に
出
席

す
る
よ
う
に
召
喚
さ
れ
た
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
身
の
安
全
と
人

質
を
要
求
し
た
。

　
三
　
国
王
は
伯
の
配
下
に
あ
っ
た
セ
イ
ン
た
ち
に
国
王
に
忠
誠
を

誓
う
こ
と
を
求
め
た
。
そ
し
て
国
王
は
使
い
を
や
っ
て
ゴ
ド
ウ

ィ
ン
た
ち
に
一
二
人
の
も
の
と
と
も
に
集
会
に
出
席
す
る
よ
う

に
も
と
め
た
。
此
度
も
伯
は
身
の
安
全
と
人
質
を
も
と
め
た
。

そ
う
す
れ
ば
潔
白
を
証
明
す
る
と
主
張
し
た
。
⑧
再
び
か
れ
ら

は
人
質
を
拒
否
さ
れ
た
。
そ
し
て
く
に
を
離
れ
る
五
日
間
の
猶

予
が
与
え
ら
れ
た
。
伯
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
伯
ス
ヴ
ェ
イ
ン
は
ボ
ー

シ
ャ
ム
（Bosham

、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
家
の
拠
点
港
）
に
行
き
、

船
を
出
し
て
息
子
の
義
理
の
父
で
あ
る
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
（
フ
ラ

ン
ド
ル
伯
）
の
も
と
に
い
き
、
冬
の
間
、
伯
の
保
護
下
に
い
た
。

伯
ハ
ロ
ル
ド
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
向
か
い
冬
の
間
、
レ
ン
ス
タ

と
ダ
ブ
リ
ン
の
王
デ
ィ
ア
ル
マ
ド
・
マ
ク
・
マ
イ
ル
・
ナ
・
モ

ー（D
iarm

aid m
ac M

ael na m
- Bo

）の
保
護
下
に
い
た〔
事

後
処
理
で
、
国
王
は
デ
ヴ
ォ
ン
シ
ャ
、
サ
マ
セ
ッ
ト
、
ド
ー
セ
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ッ
ト
、
コ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ル
を
彼
の
血
縁
で
あ
る
デ
ィ
ア
ハ
ー

ス
ト
の
伯
オ
ダ
（O

dda of D
eerhurst

）
に
与
え
た
。
ま
た

ハ
ロ
ル
ド
の
も
と
に
あ
っ
た
領
域
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
を

マ
ー
シ
ア
人
の
伯
レ
オ
フ
リ
ッ
ク
の
子
エ
ル
フ
ガ
（Aelfgar

）

に
与
え
た
。
伯
シ
ワ
ー
ド
は
ハ
ロ
ル
ド
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
ド
ン
シ

ャ
を
与
え
ら
れ
た
〕。

　
四
　（
一
〇
五
二
年
）
国
王
と
貴
族
会
議
は
船
団
を
サ
ン
ド
ウ
ィ

ッ
チ
〔
当
時
の
国
王
船
団
の
寄
港
地
〕
に
派
遣
し
た
。
そ
し
て

⑨
伯
「
臆
病
者
」
ラ
ル
フ
（Ralph Tim

id

）
と
伯
オ
ダ
を
船

団
の
指
揮
官
に
任
命
し
た
。
ほ
ど
な
く
、
伯
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は

ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
か
ら
彼
の
船
団
で
イ
ー
セ
ル
川
に
至
り
、
六
月

二
三
日
に
出
帆
し
た
。
そ
し
て
ロ
ム
ニ
（Rom

ney

）
の
南
の

ネ
ス
（N

ess

）
に
到
着
し
た
。
こ
の
情
報
を
得
る
や
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
に
集
結
し
て
い
た
艦
隊
は
他
の
艦
船
と
と
も
に
出
港

し
た
。
陸
上
部
隊
も
船
団
と
と
も
に
発
動
が
命
じ
ら
れ
た
。
一

方
、ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
危
機
を
察
し
て
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
（Pevensey
）

に
向
か
っ
た
。
天
候
が
悪
化
し
て
、
追
撃
の
伯
た
ち
は
ゴ
ド
ウ

ィ
ン
伯
の
行
動
を
捕
捉
で
き
な
か
っ
た
…
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
船
団

は
西
に
向
か
い
ワ
イ
ト
島
に
到
着
し
た
。
そ
こ
に
上
陸
し
て
、

住
民
が
、
⑩
彼
が
要
求
し
た
も
の
を
払
う
ま
で
荒
ら
し
回
っ

た
。
そ
れ
か
ら
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド
に
上
陸
し
同
様
の
こ
と
を
行
っ

た
。
ハ
ロ
ル
ド
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
九
隻
の
船
で
出
帆
し
、
ポ

ー
ロ
ッ
ク
（Porlock

）
ま
で
来
た
。
そ
こ
で
多
く
の
も
の
が

彼
に
敵
対
し
て
集
ま
っ
た
が
、
食
料
を
調
達
し
内
陸
部
に
進
行

し
て
た
く
さ
ん
の
住
民
を
殺
害
し
、
家
畜
、
人
、
財
産
を
強
奪

し
た
。
そ
し
て
東
に
向
か
い
父
と
合
流
し
た
。
二
人
は
ワ
イ
ト

島
で
先
の
強
奪
で
残
し
て
い
た
も
の
を
か
き
集
め
た
。
そ
こ
か

ら
⑪
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
に
進
み
、
適
切
な
た
く
さ
ん
の
船
を
集
め
て

ネ
ス
に
至
り
、
ロ
ム
ニ
、
ハ
イ
ス
（H

ythe

）、 

フ
ォ
ー
ク
ス
ト

ー
ン
（Folkestone

）
に
あ
る
船
を
集
め
た
。
そ
し
て
東
に
進

み
ド
ー
ヴ
ァ
に
来
て
上
陸
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
が
欲
し
た
多
く

の
船
を
徴
用
し
人
質
を
得
た
。
そ
れ
か
ら
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
に

進
み
、
そ
こ
で
も
同
じ
こ
と
を
し
た
。
い
た
る
と
こ
ろ
で
彼
ら

は
人
質
を
与
え
ら
れ
食
料
を
提
供
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
ワ
ン
サ

ム
海
峡
の
北
の
口
に
至
り
、ロ
ン
ド
ン
へ
向
か
っ
た
。
⑫
〔『
ア

ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
』
Ｄ
写
本
の
一
〇
五
二
年
に
は
、「
ケ

ン
ト
の
す
べ
て
の
者
た
ち
そ
し
て
ヘ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
領
域

と
海
岸
部
か
ら
の
、
さ
ら
に
は
エ
セ
ッ
ク
ス
や
サ
リ
ー
や
そ

の
近
隣
の
海
民
（
バ
ッ
ツ
カ
ル
ー
：butsecarl

）〔
バ
ー
ト
の

民
〕
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
と
も
に
生
き
か
つ
死
ぬ
こ
と
を
宣
言
し

た
。
…
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
に
彼
ら
は
向
か
っ
た
。
途
中
で
出
会

っ
た
す
べ
て
の
海
民
を
集
め
て
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
に
到
着
し
た

と
き
に
は
大
艦
隊
と
な
っ
て
い
た
」
と
あ
る
。〕
さ
ら
に
彼
ら
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は
シ
ッ
ピ
ー
（Shippey

）
に
至
り（
（5
（

 

…
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
た

と
き（
（5
（

、
国
王
と
伯
た
ち
は
五
〇
隻
の
船
団
を
配
置
し
て
戦
闘
態

勢
を
と
っ
て
い
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
ハ
ロ
ル
ド
は
、
使
者
を
送

り
国
王
に
、
不
正
に
も
彼
ら
か
ら
奪
い
と
ら
れ
た
も
の
を
回
復

で
き
る
か
ど
う
か
を
訪
ね
た
。
国
王
は
し
ば
ら
く
そ
れ
を
拒
否

し
て
い
た
。
⑬
拒
否
が
長
く
続
い
た
の
で
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
と

も
に
い
る
者
た
ち
は
、
い
ら
だ
っ
て
き
て
国
王
と
彼
に
従
う
も

の
に
敵
対
の
意
思
を
示
し
は
じ
め
た
。
そ
れ
で
伯
は
そ
の
者
た

ち
を
鎮
め
る
の
に
苦
労
し
た
。

　
五
　
そ
の
時
⑭
司
教
ス
テ
ィ
ガ
ン
ド
が
、
神
の
ご
加
護
と
、
都

市
ロ
ン
ド
ン
の
内
外
の
賢
者
と
と
も
に
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
ハ
ロ

ル
ド
の
も
と
に
き
た
。
そ
し
て
両
方
の
側
か
ら
人
質
を
出
す
こ

と
を
提
案
し
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
に
な
さ
れ
た
。
大
司
教
ロ

バ
ー
ト（
（5
（

と
フ
ラ
ン
ス
人
が
こ
の
こ
と
を
聞
い
た
と
き
、
馬
に
乗

り
、
あ
る
も
の
は
、
ヘ
リ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
の
ロ
バ
ー
ト
・
ペ
ン

テ
コ
ス
ト
（Robert Pentecost

）
の
城
に
逃
げ
込
み
、
…
大

司
教
ロ
バ
ー
ト
と
司
教
ウ
ル
フ
と
同
行
者
は
イ
ー
ス
ト
ゲ
ー
ト

（East G
ate

）
に
逃
げ
込
み
、
多
く
の
若
者
を
殺
害
す
る
か
傷

を
負
わ
せ
た
。
…
ロ
バ
ー
ト
は
、
大
司
教
職
を
捨
て
て
船
に
乗

っ
て
⑮
逃
亡
し
た
。

　

六
　
大
会
議
が
ロ
ン
ド
ン
郊
外
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
宣
言
さ

れ
、
す
べ
て
の
伯
と
最
上
の
人
々
（king’s thegns

）
が
集
ま

っ
た
。
そ
こ
で
伯
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
主
君
で
あ
る
国
王
エ
ド
ワ

ー
ド
や
こ
の
国
の
す
べ
て
の
人
々
の
前
で
、
身
の
潔
白
を
主
張

し
た
。彼
と
ハ
ロ
ル
ド
を
は
じ
め
と
す
る
一
族
は
無
罪
と
な
り
、

国
王
は
彼
ら
と
の
⑯
「
友
情
」
を
回
復
し
、
彼
ら
と
、
彼
ら
と

行
動
を
共
に
し
た
者
た
ち
の
名
誉
回
復
を
宣
言
し
た
。
伯
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
と
国
王
と
の
間
の
不
和
に
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
大
司

教
ロ
バ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
は
ア
ウ

ト
ロ
ー
を
宣
告
さ
れ
た
。
司
教
ス
テ
ィ
ガ
ン
ド
が
カ
ン
タ
ベ
リ

の
大
司
教
職
を
継
い
だ（
（5
（

。

　　
下
線
①
で
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
伯
が
、「
彼
が
望
む
こ
と
を
話
し
た
い
」

と
義
理
の
兄
弟
で
あ
る
国
王
の
宮
廷
を
訪
れ
た
こ
と
か
ら
話
が
始
ま

る
。

　
一
〇
五
一
年
、ユ
ー
ス
タ
ス
一
行
は
ド
ー
ヴ
ァ
に
武
装
し
て
入
り
、

市
民
に
宿
泊
の
便
宜
を
図
る
よ
う
に
強
要
し
て
喧
嘩
と
な
り
家
主
を

②
炉
辺
で
殺
害
し
た
。
伯
の
行
為
は
ハ
ム
ソ
ク
ン
（h

（
（5
（

am
socn

） 

と
い

っ
て
、
ム
ン
ト
権
の
侵
害
に
あ
た
り
国
王
裁
判
に
属
す
る
訴
件
と
な

る
。
場
所
は【
図
10
】の
港
や
市
場
、そ
し
て
市
民
の
宅
地（m

ansura

）

が
あ
っ
た
右
岸
の
地
区
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
伯
た
ち
は
馬
に
の

っ
て
丘
の
上
の
バ
ラ
と
よ
ば
れ
た
城
塞
地
区
（
左
岸
）
を
攻
撃
し
た
。
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こ
こ
に
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
伯
が
パ
ト
ロ
ン
の
共
住
教
会
セ
ン
ト
・
メ
ア

リ
・
イ
ン
・
カ
ス
ト
ロ
教
会
が
あ
っ
た（
（6
（

。
伯
た
ち
は
内
外
で
二
〇
人

の
市
民
を
殺
害
し
た
が
、
市
民
た
ち
も
負
け
て
は
い
な
い
。
一
九
人

を
殺
害
し
多
数
に
傷
を
お
わ
せ
た
。
③
市
民
は
戦
闘
能
力
を
十
分
に

保
持
し
て
い
た
。
彼
ら
は
戦
士
集
団
で
あ
っ
た
。
伯
は
国
王
の
も
と

に
来
て
市
民
の
非
を
訴
え
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
王
は
市
民
に
怒
り
を
覚

え
、
伯
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
呼
び
寄
せ
ケ
ン
ト
と
ド
ー
ヴ
ァ
を
攻
撃
す
る
よ

う
に
命
じ
た
。
し
か
し
、
ケ
ン
ト
と
ド
ー
ヴ
ァ
は
伯
の
支
配
圏
で
、

そ
れ
を
荒
ら
す
な
ど
考
え
ら
れ
ず
、④
彼
は
国
王
命
令
を
拒
否
し
た
。

こ
れ
は
背
信
行
為
（treachery

）
に
あ
た
る
。	

　
エ
ド
ワ
ー
ド
王
は
聖
母
マ
リ
ア
の
祝
日
（
九
月
一
八
日
）
に
、
下

線
⑤
の
グ
ロ
ス
タ
で
貴
族
集
会
を
開
い
た
。
国
王
と
ハ
ロ
ル
ド
の
移

動
経
路
は
【
図
11
】
で
確
認
で
き
る
。
当
時
の
国
王
宮
廷
は
ク
ヌ
ー

ト
王
時
代
か
ら
の
英
語
を
話
す
伯
た
ち
や
地
域
有
力
者
た
ち
と
、
エ

ド
ワ
ー
ド
が
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
か
ら
連
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す

伯
た
ち
や
廷
臣
た
ち
の
二
本
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
た
。
当
然
両
者
の

間
に
反
目
が
あ
っ
た
が
、
親
密
さ
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
国
王
の
母

方
の
甥
の
「
臆
病
者
」
ラ
ル
フ
を
伯
ハ
ロ
ル
ド
（
後
の
二
世
）
は
と

て
も
か
わ
い
が
っ
て
い
た
。
ラ
ル
フ
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
の
姉
妹
で
問

題
の
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
伯
の
妻
ゴ
ド
ギ
フ
（G

odgifu

）
の
前
の
夫
と
の

間
に
で
き
た
子
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
起
こ
る
事
件
に
は
こ
う
し
た
家

の
関
係
が
彩
な
す
が
、
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

国王エドワードの移動

London

Gloucester

1052年のゴドウィンたちの進路

アイルランドから
1052年のハロルド達の進軍路

図11　エドワード王とゴドウィンとハロルドの進路
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グ
ロ
ス
タ
に
い
る
国
王
に
対
し
て
、
伯
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
そ
の
子
伯

ハ
ロ
ル
ド
ら
は
、
近
く
に
陣
を
張
っ
て
、
国
王
と
に
ら
み
合
っ
て
い

た
。
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
人
の
伯
シ
ワ
ー
ド
、
マ
ー
シ
ア
人
の
伯
レ
オ

フ
リ
ッ
ク
も
出
席
し
た
貴
族
会
議
は
、
こ
れ
以
上
の
敵
対
行
動
を
と

る
こ
と
や
め
、
⑥
国
王
が
神
の
平
和
と
完
全
な
る
友
情
を
与
え
る
べ

き
こ
と
を
宣
言
し
た
が
、
年
代
記
が
異
邦
人
と
よ
ぶ
フ
ラ
ン
ス
系
の

人
々
の
間
に
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
断
罪
の
声
が
強
く
、
一
回
目
の
調
整
は

失
敗
に
終
わ
っ
た
。「
友
情
」
は
平
和
な
状
態
を
意
味
す
る
キ
ー
タ

ー
ム
で
、
記
憶
に
値
す
る
。

　
そ
こ
で
⑦
国
王
と
貴
族
集
会
は
、
全
貴
族
に
よ
る
第
二
回
目
の
集

会
を
秋
分
の
日
の
九
月
二
四
日
に
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
し
た
。
こ
の
会

議
で
も
テ
ム
ズ
川
沿
い
に
〔
北
岸
に
国
王
、
南
岸
サ
ザ
ッ
ク
に
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
〕
両
軍
は
陣
を
張
っ
た
が
、
話
し
合
い
は
決
裂
し
た
。
国
王

は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
の
配
下
に
あ
っ
た
地
域
の
有
力
者
で
あ
る
セ
イ

ン
た
ち
に
忠
誠
を
求
め
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
軍
勢
の
切
り
崩
し
に
入
っ

た
。
そ
し
て
彼
ら
の
も
と
に
使
者
を
や
っ
て
再
度
集
会
へ
の
出
席
を

も
と
め
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
側
は
、
前
回
と
同
じ
く
、
身
の
安
全
と
人

質
を
も
と
め
た
。
結
局
、
⑧
三
度
目
の
折
衝
も
失
敗
に
終
わ
り
、
両

者
は
、
最
終
的
に
決
裂
し
た
。
国
王
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
や
ハ
ロ
ル
ド
た

ち
に
「
く
に
」
を
離
れ
る
五
日
間
の
猶
予
を
与
え
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン

は
一
族
の
海
軍
の
拠
点
港
ボ
ー
シ
ャ
ム
か
ら
息
子
ト
ス
テ
ィ
グ
の
義

理
の
父
で
あ
る
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
の
も
と
に
、
ハ
ロ
ル

ド
は
、
デ
ィ
ア
ル
マ
ド
・
マ
ク
・
マ
イ
ル
・
ナ
・
モ
ー
を
頼
っ
て
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
へ
逃
れ
た
。
結
局
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
人
の
伯
や
マ
ー
シ

ア
人
の
伯
な
ど
の
「
英
語
を
話
す
貴
族
」
た
ち
が
仲
裁
に
入
る
こ
と

は
な
く
和
解
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
翌
一
〇
五
二
年
六
月
二
三
日
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
は
反
攻
に
で

た
。
海
峡
を
東
に
進
み
、
⑨
⑩
⑪
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
、
ロ
ム
ニ
、
ハ
イ
ス

（H
ythe

）、
フ
ォ
ー
ク
ス
ト
ン
（Folkestone

）、
ド
ー
ヴ
ァ
、
サ

ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
で
船
と
水
兵
を
集
め
、
大
船
団
で
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ザ

ッ
ク
に
陣
を
張
っ
た
（【
図
12
】
を
参
照
）。『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ

ン
年
代
記
』
Ｄ
写
本
は
「
ケ
ン
ト
の
す
べ
て
の
者
た
ち
そ
し
て
ヘ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
領
域
と
海
岸
部
か
ら
の
、
さ
ら
に
は
エ
セ
ッ
ク
ス

や
サ
リ
ー
や
そ
の
近
隣
の
海
民
た
ち
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
と
も
に
生

き
か
つ
死
ぬ
こ
と
を
宣
言
し
た
」
と
い
う
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
は
、

サ
セ
ッ
ク
ス
か
ら
ケ
ン
ト
の
海
峡
域
の
海
民
た
ち
の
支
持
を
と
り
つ

け
た
の
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
テ
ム
ズ
川
両
岸
で
双
方
が
に
ら
み
合

う
な
か
、
⑭
調
停
に
乗
り
出
し
た
の
が
、
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
司
教
ス

テ
ィ
ガ
ン
ド
と
ロ
ン
ド
ン
市
の
有
力
者
た
ち
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語

を
話
す
グ
ル
ー
プ
は
、
サ
セ
ッ
ク
ス
と
ケ
ン
ト
の
海
民
た
ち
と
ロ
ン

ド
ン
市
民
の
支
持
を
得
た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
に
敗
れ
さ
っ
た
。
彼
ら

は
逃
亡
を
開
始
し
た
。
あ
る
者
は
ヘ
レ
フ
ォ
ー
ド
シ
ャ
や
エ
セ
ッ
ク

ス
の
城
に
逃
げ
込
ん
だ
。
彼
ら
の
指
導
者
で
あ
っ
た
カ
ン
タ
ベ
リ
大

司
教
ジ
ュ
ミ
エ
ー
ジ
ュ
の
ロ
バ
ー
ト
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
へ
逃
げ
帰
っ
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大
会
議
が
ロ
ン
ド
ン
郊
外
で
開
催
さ
れ
た
。

す
べ
て
の
伯
と
最
上
の
人
々
が
集
ま
り
、
国

王
は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
を
無
罪
と
し
た
。

そ
し
て
⑯
彼
ら
と
の
「
友
情
」
を
回
復
し
、

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
た
ち
と
彼
ら
と
行
動
を
共
に
し

た
者
た
ち
の
名
誉
の
回
復
を
宣
言
し
た
。
伯

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
国
王
と
の
間
の
不
和
に
責
任

が
あ
る
と
し
て
、
大
司
教
ロ
バ
ー
ト
を
は
じ

め
と
す
る
す
べ
て
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
ア
ウ
ト

ロ
ー
が
宣
告
さ
れ
た
。
和
解
の
労
を
と
っ
た

と
し
て
ス
テ
ィ
ガ
ン
ド
が
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司

教
職
を
継
い
だ
。
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
「
反
乱
」

と
言
わ
れ
て
き
た
一
〇
五
一
年
と
五
二
年
の

事
件
の
顛
末
で
あ
る
。

　
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
彼
の
配
下
に
あ
る
も
の
の

ム
ン
ト
権
の
侵
害
と
彼
自
身
の
保
護
権
に
対

す
る
侮
辱
を
、
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
は
伯
と
し

て
の
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
命
令
拒
否
を
問
題
に
し

て
の
争
い
だ
っ
た
。
そ
れ
も
、
背
後
に
セ
ク

ト
間
の
権
力
闘
争
や
愛
憎
劇
が
あ
る
と
し
て

も
、
紛
争
解
決
の
手
順
を
踏
ん
で
の
争
い
で

フェカン修道院の
所領圏

1052年の
ゴドウィンと
ハロルドの進路

図12　ブリテン島南部でのゴドウィンとハロルドの進路
註　海岸線は11世紀当時のもの
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あ
っ
た
。
友
情
（
平
和
）
を
回
復
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
た

め
に
、
ぎ
り
ぎ
り
の
折
衝
が
続
い
た
。
結
果
と
し
て
、
ア
ウ
ト
ロ
ー

が
宣
言
さ
れ
、
下
々
の
も
の
が
ず
い
ぶ
ん
殺
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て

も
、
逃
亡
の
時
間
や
機
会
が
与
え
ら
れ
、
大
貴
族
が
殺
害
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
和
解
に
お
い
て
ア
ウ
ト
ロ
ー
を
宣
言
さ
れ
た
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
残
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
や
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
敵
対
し
た
者
た

ち
も
処
刑
さ
れ
な
か
っ
た
。
た
し
か
に
和
解
後
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
一
門
に

権
力
が
集
中
し
て
い
く
が
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
人
た
ち
も
王
権
を
支
え

る
礎
と
な
っ
て
い
っ
た
。
む
し
ろ
、
マ
ー
シ
ア
人
の
伯
と
ノ
ー
サ
ン

ブ
リ
ア
人
の
伯
の
力
が
弱
ま
り
、
も
と
も
と
存
在
し
て
い
た
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
に
お
け
る
北
と
南
の
政
治
的
大
地
溝
帯
が
表
面
化
し
た
こ
と

が
問
題
だ
っ
た
。
こ
こ
に
は
「
殺
さ
な
い
統
治
」
が
存
在
し
て
い
た
。

そ
れ
が
破
ら
れ
る
の
は
、
一
〇
七
五
年
の
「
伯
た
ち
の
乱
」
に
お
け

る
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
人
の
伯
シ
ワ
ー
ド
の
子
、
伯
ワ
ル
セ
オ
フ
の
不

可
解
な
斬
首
刑
で
あ
っ
た
。

　（四
）
小
貴
族
、
ミ
ク
ロ
社
会
の
紛
争
解
決
に
お
け
る
コ
ー
ド

　
統
合
王
権
の
も
と
で
、
国
内
的
あ
る
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
婚
姻

圏
を
築
い
た
大
貴
族
が
誕
生
し
て
く
る
一
方
で
、
地
方
的
な
婚
姻

関
係
で
結
ば
れ
た
州
の
「
よ
き
人
々
」
の
共
同
体
か
ら
な
る
地
域

社
会
が
出
現
し
た
。
こ
の
早
熟
的
な
州
共
同
体
の
出
現
は
、
フ
ラ

ン
ク
的
ラ
テ
ン
的
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
半
周
辺
的
特
徴
と
も
い
え

る（
（6
（

。【
史
料
７
】
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
告
知
文
書
と
よ
ぶ

類
型
の
史
料
で
あ
る
。
英
語
で
書
か
れ
、「
以
下
を
告
知
す
る
」（her 

sw
utelath on thissum

 gew
rit

）
で
始
ま
る
と
い
う
書
面
形
式

に
従
っ
て
命
名
さ
れ
た
。
テ
キ
ス
ト
は
、
英
語
で
書
か
れ
、
記
憶
を

助
け
る
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
散
文
体
と
頭
韻
法
を
採
用
し
て
い
る
。
主
語

は
、
一
人
称
と
三
人
称
を
行
き
来
し
、
直
説
話
法
と
間
接
話
法
の
両

方
が
使
用
さ
れ
た
。
カ
イ
ロ
グ
ラ
フ
が
基
本
で
、
多
く
は
訴
訟
の
記

録
、
そ
れ
も
勝
っ
た
側
か
ら
の
記
録
で
あ
る（
（6
（

。

　（ａ
）
紛
争
解
決
の
手
続
き

　【史
料
７
】

　
以
下
を
告
知
す
る
。
ロ
チ
ェ
ス
タ
司
教
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
（
原

告
Ｂ
）
と
エ
ル
フ
ヘ
ア
の
息
子
レ
オ
フ
ウ
ィ
ン
（Leofw

ine, 
Aelfheah’s son

）（
被
告
Ａ
）が
、ス
ノ
ッ
ド
ラ
ン
ド（Snodland

）

の
土
地
に
関
し
て
カ
ン
タ
ベ
リ
で
ど
の
よ
う
に
し
て
和
解
し
た

か
。
司
教
Ｂ
が
主
人
た
る
国
王
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
の
命
に
よ
っ

て
、
司
教
エ
ル
フ
ス
タ
ン
の
死
後
、
使
徒
の
座
を
継
承
し
た
と

き
に
〔
著
者
註
：
九
九
五
年
〕、
①
聖
堂
で
、
彼
の
前
任
者
が
保

持
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
所
領
に
対
す
る
主
張
を
展
開
し
た
文
書

（sw
utelunga

）
を
発
見
し
た
。
そ
れ
で
彼
は
所
領
に
関
す
る
要

求
を
開
始
し
た
が
、
こ
の
請
願
が
国
王
の
耳
に
届
く
ま
で
、
あ
え
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て
神
に
対
す
る
恐
れ
以
外
に
こ
と
を
起
こ
そ
う
と
は
し
な
か
っ

た
。
②
彼
の
要
求
は
国
王
に
届
き
、
国
王
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
は
大
司

教
エ
ル
フ
リ
ッ
ク
（
在
任
九
九
五
︲
一
〇
〇
五
／
〇
六
年
）
に
令

状
と
彼
の
印
璽
（gew

rit &
 his insegl

）
を
送
り
、
以
下
の
よ

う
に
命
じ
た
。
彼
と
東
お
よ
び
西
ケ
ン
ト
の
セ
イ
ン
た
ち
は
こ
の

問
題
を
、
両
当
事
者
（be ontale…

be oftale

）
の
言
い
分
を
良

く
聞
い
て
正
し
く
解
決
す
べ
し
。③
そ
こ
で
、司
教
Ｂ
、シ
ェ
リ
フ
・

レ
オ
フ
リ
ッ
ク（Leofric
）, 
修
道
院
長
エ
ル
フ
ア
ン（Aelfhun

）、

東
と
西
ケ
ン
ト
の
セ
イ
ン
、
彼
ら
は
す
べ
て
高
貴
な
る
者
た
ち
で

あ
る
が
、
カ
ン
タ
ベ
リ
に
集
ま
っ
た
。
そ
こ
に
、
④
原
告
、
司
教

Ｂ
は
証
書
を
提
出
し
た
。
彼
ら
は
こ
の
訴
え
を
審
議
し
、
最
終
的

に
、
⑤
司
教
Ｂ
に
被
告
Ａ
が
ス
ノ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
所
領
を
貸
与
地

と
し
て
被
告
Ａ
の
一
代
限
り
を
条
件
に
保
有
す
る
こ
と
を
認
め
る

よ
う
説
得
し
た
。
原
告
司
教
Ｂ
は
こ
れ
を
認
め
、
カ
ン
タ
ベ
リ
に

集
ま
っ
て
い
た
す
べ
て
の
人
に
満
足
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
被

告
Ａ
は
、
こ
れ
に
同
意
し
て
、
死
後
は
借
り
て
い
た
土
地
を
何

の
争
い
も
な
く
司
教
領
に
返
す
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
し
て
司

教
領
か
ら
譲
渡
さ
れ
て
い
た
土
地
に
関
す
る
⑥
被
告
Ａ
が
保
持
す

る
証
書
を
破
棄
し
、
同
時
に
司
教
座
教
会
西
側
の
宅
地
も
司
教

座
に
与
え
た
。
⑦
解
決
の
た
め
の
使
者
（loces aerendracan

）

は
、
修
道
院
長
エ
ル
フ
フ
ン
と
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修

道
院
長
ウ
ル
フ
リ
ッ
ク
（W

ulfric

）
と
シ
ェ
リ
フ
・
レ
オ
フ
リ

ッ
ク
、（
チ
ラ
ム
の
）
シ
レ
ー
ド
（Sired of Chilham

)  

サ
ル

ト
ウ
ッ
ド
の
ウ
ル
フ
ス
タ
ン
（W

ulfstan of Saltw
ood

）、
オ

ー
ド
ヘ
ル
ム
の
息
子
の
エ
ル
ヘ
ル
ム
（Aelfhelm

, O
rdhelm

’s 
son

）
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
解
決
の
た
め
に
出
席
し
た
証
人
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
エ

ル
フ
リ
ッ
ク
、
ロ
チ
ェ
ス
タ
司
教
Ｂ
、
修
道
院
長
エ
ル
フ
ア
ン
と

修
道
院
長
ウ
ル
フ
リ
ッ
ク
、
オ
ー
ピ
ン
グ
ト
ン
の
エ
ル
フ
ノ
ー

ス
（Aelfnoth of O

rpington

）、（
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
座
聖

堂
付
属
修
道
院
）
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
の
修
道
士
団
、
セ

ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
の
修
道
士
団
、
カ
ン
タ
ベ
リ

の
町
衆
、
シ
ェ
リ
フ
・
レ
オ
フ
リ
ッ
ク
、
マ
ー
リ
ン
グ
の
リ
フ
ィ

ン
グ
（Lyfing of M

alling

）、
シ
ワ
ー
ド
（Siw

ard

）
と
彼
の

兄
弟
（
チ
ラ
ム
の
）
シ
レ
ー
ド
、
マ
ー
シ
ャ
ム
の
レ
オ
フ
ス
タ

ン
（Leofstan of M

ersham

）、
ウ
ル
フ
ヘ
ア
の
息
子
ゴ
ド
ウ

ィ
ン
（G

odw
ine,W

ulfheah’s son

）、
サ
ル
ト
ウ
ッ
ド
の
ウ
ル

フ
ス
タ
ン
（W

ulfstan of Saltw
ood

）、 

若
衆
ウ
ル
フ
ス
タ
ン
、

レ
オ
フ
ウ
ィ
ン
・
デ
ィ
ッ
ト
ン
（Leofw

ine D
itton

）、
エ
ア

ド
レ
ッ
ド
の
息
子
レ
オ
フ
リ
ッ
ク
（Leofric, Eadred’s son

）、

ウ
ル
フ
シ
ー
ジ
の
息
子
ゴ
ダ
（G

oda, W
ulfsige’s son

）、
オ

ー
デ
ル
ム
の
子
エ
ル
フ
ヘ
ル
ム( Aelfhelm

, O
rdelhm

’s 
son)

、
パ
ド
レ
ス
ワ
ー
ス
の
シ
ー
ド
ウ
ィ
ン( Sidew

ine of 
Paddlesw

orth)

、
ウ
ェ
ア
ル
ム
（W

aerelm

）、
カ
ン
タ
ベ
リ
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の
役
人
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
、
グ
ー
ス
ヴ
ォ
ル
ド
（G

uthw
old

）。
も

し
な
に
者
で
あ
れ
、
こ
の
取
り
決
め
を
変
え
、
な
い
し
は
破
ろ
う

と
す
る
も
の
は
、
最
後
の
審
判
の
と
き
に
神
は
そ
の
も
の
か
ら
顔

を
背
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
も
の
は
天
上
の
国
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
地
獄
の
悪
魔
た
ち
の
な
か
で
苦
し
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ア
ー
メ
ン（
（6
（

。

　　
こ
れ
は
、
紀
元
千
年
前
後
、
国
王
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
の
治
世
の
も
の

で
あ
る
。【
図
13
】
を
参
照
し
な
が
ら
、
こ
の
史
料
か
ら
紛
争
解
決

の
手
順
を
確
認
し
よ
う
。
①
で
、
ま
ず
、
原
告
で
あ
る
司
教
Ｂ
が
、

ス
ノ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
所
有
を
証
明
す
る
文
書
が
あ
る
と
し
て
、
国
王

に
対
し
て
権
利
回
復
の
請
願
を
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
②
国
王
は

州
の
セ
イ
ン
た
ち
に
両
当
事
者
（be ontale…

be oftale

）
の
言

い
分
を
良
く
聞
い
て
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
よ
う
に
と
命
令
を
発

し
、
令
状
と
彼
の
印
璽
（gew
rit &

 his insegl

）
を
送
っ
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
訴
訟
は
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
場
合
、
令
状
に
印
璽
が
つ

い
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
王
権
の
象
徴
と
し
て
別
に
持
ち
運
ば
れ

た
の
か
は
議
論
が
分
か
れ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
す
く
な
く
と
も
、
王

命
が
、
印
璽
を
通
し
て
象
徴
的
に
現
場
に
国
王
が
現
存
す
る
か
た
ち

で
発
せ
ら
れ
た
。
地
域
の
紛
争
解
決
が
統
治
と
し
て
組
織
化
さ
れ
始

め
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
訴
え
が
な
け
れ
ば
、
国
王
宮
廷
が
動
か
な
か
っ
た
こ
と

は
、
後
代
と
の
違
い
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。
一
二
世
紀
後
半
か
ら
活

動
を
開
始
し
た
国
王
巡
察
裁
判
の
よ
う
に
、
州
の
存
在
を
前
提
と
し

て
、
そ
の
地
で
問
題
を
探
索
す
る
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
「
州
の
な
か

の
国
王
宮
廷
」
の
よ
う
な
萌
芽
的
な
行
政
的
処
理
法
と
は
違
い
、
訴

え
が
あ
っ
て
、
解
決
の
場
と
し
て
の
州
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
③
カ

ン
タ
ベ
リ
に
、
原
告
の
司
教
Ｂ
，
修
道
院
長
、
シ
ェ
リ
フ
そ
し
て
東

と
西
の
ケ
ン
ト
の
セ
イ
ン
が
集
ま
っ
た
。た
だ
被
告
Ａ
は
出
席
せ
ず
、

意
図
的
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
も
の
の
、
直
接
の
対
決
は
避
け

ら
れ
た
。
④
こ
こ
で
原
告
Ｂ
は
集
会
に
証
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
間
、

両
者
の
間
で
は
使
者
を
通
し
て
和
解
の
た
め
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。

⑤
和
解
の
方
法
は
、
原
告
の
教
会
と
司
教
Ｂ
に
は
所
有
権
を
、
被
告

の
俗
人
Ａ
に
は
、
用
益
権
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ

の
土
地
を
貸
与
地
と
し
て
教
会
が
Ａ
に
貸
し
与
え
、
そ
の
死
後
教
会

に
返
還
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
集
会
参
加
者
の
同
意
の
も
と
和
解
が
成

立
し
た
。
⑥
被
告
Ａ
は
保
持
し
て
い
た
証
書
を
破
棄
し
た
。
Ａ
が
自

分
の
権
原
を
再
主
張
し
て
、問
題
を
ぶ
り
返
さ
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
証
書
（
ブ
ッ
ク
）
に
よ
っ
て
所
有
権
を
設
定
し
た
土
地
を
ブ
ッ
ク

ラ
ン
ド
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
貸
し
与
え
ら
れ
た
土
地
を
レ
ー
ン

ラ
ン
ド
と
い
う
。
こ
の
一
つ
の
土
地
に
ブ
ッ
ク
ラ
ン
ド
と
レ
ー
ン
ラ

ン
ド
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
っ
た
権
利
を
共
同
体
の
承
認
の
も
と
で

設
定
す
る
方
法
は
、
教
会
と
俗
人
の
間
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
紛
争
の

一
つ
の
解
決
策
と
し
て
、
一
〇
世
紀
後
半
以
降
よ
く
用
い
ら
れ
た
方
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表 3　ケントの「よき人々」の共同体
表３ ケントの「よき人々」の共同体 

 

 【史料７】 
c.1000 

S 1390 
c.1020- 1038 

GDB fol.1 
ante 1066 

[1] Leofwine, Aelheah’s son ◎（被告）   
[2] Leofric the sheriff ●   
[3] Sired of Chilham  ●1 〔→「8」〕 Siward miles 1  [34]⇒▽5 Sired 
[4] Wulfstan of Saltwood ●2   
[5] Ælfhelm, Ordhelm's son [miles] ●3 7( father of Aegelwine)  
[6] Ælfnoth of Orpington ○1（地域の証人）   
[7] Lyfing of Malling ○2   
[8] Siward of Chilham ○3 〔→[3]〕   
[9] Leofstan of Mersham ○4   
[10] Godwine, Wulfheah's son ○5   
[11] Wulfstan of Saltwood ○6   
[12] Wulfstan Cild ○7   
[13] Leofwine Ditton ○8   
[14] Leofric, Eadred’s son ○9   
[15] Goda, Wulfsige's son ○10   
[16] Ælfhelm, Ordelhm's son ○11   
[17] Sidewine of Paddlesworth ○12   
[18] Waerelm ○13   
[19] Æthelred the reeve of Canterbury ○14   
[20] Guthwold ○15   
[21] Godric [of Brabourne] miles  ２ ▽１ 
[22] Wulfwig [moneyer at Canterbury] 
miles 

 ３  

[23] Wulfsige [the king’s reeve]miels  ４  
[24] Aelfric, hog [Aelfric minister] miles  5  
[25] Osward [of Harrietsham] miles  6  
[26] Leofsunu [son of Eadgifu] miles  8  
[27] Aelfwine se reada miles  9  
[28] Radwine miles  10  
[29] Ordnoth miles  11  
[30] Sibriht miles  12  
[31] Godirc Karlson   ▽2 
[32] Æthelnoth Cild   ▽3 
[33] Esbern Biga   ▽4 
[34] Sired of Chilham   ▽5 
[35] Thorgils   ▽6 
[36] Norman   ▽7 
[37] Azor   ▽8 
[38] Brictsi Cild   ▽9 W1（以下西ケント）

[39] Æthelwold of Eltham   ▽10 W２ 
[40] Askell of Beckenham   ▽11 W3 
[41] Azor of Lessness   ▽12 W4 
[42] Alwin Horn   ▽13 W5 
[43] Wulfward White   ▽14 W6 
[44] Ording of Horton   ▽15 W7 
[45] Osbern of Chelsfield   ▽16 W8 
[46] Leofnoth of Sutton    ▽17 W9 
[47] Edward of Stone   ▽18W10 
[48] Wulfstan of Wateringbury   ▽19 W11 
[49] Leofric of Wateringbury   ▽20 W12 
[50] Osward of Norton   ▽21 W13 
[51] Eadgyth of Asholt   ▽22 W21 
[52] Æthelræd of Yalding   ▽23 W22 

● 調停の使者   △大司教家中の騎士で承認   ▽GDB の小貴族   
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法
で
あ
る
。
和
解
の
た
め
に
働
い
た
セ
イ
ン
た
ち
を
、
史
料
は
、「
高

貴
な
る
も
の
」
と
か
「
よ
り
良
き
人
々
」
と
か
「
よ
き
人
々
」
と
表

現
し
た
。
彼
ら
は
、
カ
ロ
リ
ン
グ
時
代
の
「
法
発
見
人
」
と
同
じ
よ

う
な
仕
事
を
し
て
い
く
。
し
か
し
、
そ
の
特
徴
は
州
共
同
体
的
な
行

為
に
あ
り
、大
陸
と
違
い
彼
ら
が
専
門
職
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

こ
こ
に
陪
審
制
度
の
根
が
あ
る
。

　
こ
の
告
知
文
書
は
、
仲
裁
の
詳
細
な
過
程
も
教
え
て
く
れ
る
。
⑦

ス
ノ
ッ
ド
ラ
ン
ド
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
被
告
Ａ
の
も
と
に
和
解
の
た

め
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
二
名
の
修
道
院
長
と
シ
ェ
リ

フ
、
そ
し
て
チ
ラ
ム
の
シ
ワ
ー
ド
以
下
の
三
名
の
東
ケ
ン
ト
の
有
力

者
で
あ
る
。
シ
ワ
ー
ド
は
【
表
３
】
の
［
３
］
の
シ
レ
ー
ド
と
兄
弟

で
、【
史
料
４
】
の
シ
レ
ー
ド
の
父
親
で
あ
っ
た
。
修
道
院
長
以
外

の
調
停
者
は【
表
３
】で
●
で
示
し
て
い
る
。彼
ら
の
調
停
は
成
功
し
、

前
述
の
和
解
の
結
果
は
、
証
人
の
面
前
で
キ
ロ
グ
ラ
フ
文
書
に
認
め

ら
れ
た
。
そ
の
証
人
に
は
、【
表
３
】
の
［
８
］
の
シ
ワ
ー
ド
以
下

の
東
ケ
ン
ト
の
よ
き
人
々
だ
け
で
は
な
く
、
№
６
、７
、
13
、
17
な

ど
の
西
ケ
ン
ト
の
し
か
も
ス
ノ
ッ
ド
ラ
ン
ド
近
隣
の
も
の
た
ち
も
い

た
。
彼
ら
は
ラ
ー
ク
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
（Larkfi eld 

H
undred

）
の
構
成
員
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
ハ
ン
ド
レ
ッ

ド
の
共
同
体
が
情
報
提
供
の
細
胞
だ
っ
た
。
こ
れ
は『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・

ブ
ッ
ク
』
を
生
ん
だ
当
時
の
審
問
の
基
本
形
で
あ
っ
た）
11
（

（
図
13
紛
争

解
決
地
図
）。

図13　紛争解決地図
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仲
裁
に
は
、
衆
目
と
い
う
強
制
が
存
在
し
た
。
決
定
と
解
決
に
関

わ
っ
た
地
域
の
人
々
の
記
憶
は
強
制
力
を
も
っ
た
で
あ
ろ
う
。
彼
ら

の
よ
う
な
地
域
の
有
力
者
家
系
は
、
王
権
に
と
っ
て
も
地
域
に
と
っ

て
も
、
記
憶
を
提
供
す
る
「
よ
き
人
々
」
だ
っ
た
。
繰
り
返
さ
れ
る

裁
判
集
会
と
そ
の
結
果
を
記
憶
す
る
人
々
の
集
積
が
、
州
に
輪
郭
を

与
え
て
い
っ
た
。「
紛
争
解
決
」
に
参
加
し
そ
れ
を
記
憶
に
残
す
素

性
よ
き
人
々
こ
そ
が
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
」
の
起
源
と
言
っ
て
い
い
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
意
識
す
る
空
間
が
「
地
域
」
と

し
て
の
「
州
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
地
理
的
に
線
引
き
さ
れ
る
所

与
の
空
間
で
は
な
く
、
州
の
名
で
、
共
同
行
為
を
行
う
人
々
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
そ
の
生
活
空
間
で
あ
っ
た
。
地
域
や
統
治
組
織
は
権
力

の
上
か
ら
の
ベ
ク
ト
ル
だ
け
で
で
き
た
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
人
々

の
社
会
的
な
調
整
力
、
記
憶
力
、
情
報
力
が
存
在
し
、
王
権
は
そ
れ

に
依
存
し
て
網
を
か
け
て
い
く
な
か
で
地
域
は
、
作
り
上
げ
ら
れ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　（ｂ
）
証
明
の
三
つ
の
方
法

　【史
料
８
】

①
ス
ノ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
権
利
証
書
（landboc

）
を
ロ
チ
ェ
ス
タ

司
教
か
ら
聖
職
者
た
ち
が
盗
み
、
秘
密
の
う
ち
に
ア
ス
ウ
ィ
ン

の
息
子
エ
ル
フ
リ
ッ
ク
（Aelfric, Ascw

yn’s son

）
に
売
却

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
…
②
三
つ
の
証
明
の
方
法
の
ど
れ
も

使
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
つ
の
方
法

と
は
公
式
に
す
べ
て
の
人
々
に
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
「
主
張
の
開
示
」(tale)

、「
開
示
の
保
証
（
根
拠
の
提

示
）」( team

es) 

、「
占
有
の
証
明
」 ( ahnunga

）
で
あ
る（
（6
（

。

　　【
史
料
８
】
は
、
九
八
〇
年
の
カ
イ
ロ
グ
ラ
フ
の
告
書
文
書
で
あ

る
が
、
当
時
、
三
つ
の
一
連
の
所
有
の
証
明
プ
ロ
セ
ス
が
存
在
し
て

い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。こ
の
カ
イ
ロ
グ
ラ
フ
は
、前
の【
史
料
７
】

の
下
線
①
で
述
べ
ら
れ
た
、
ス
ノ
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
証
書
が
盗
ま
れ
た

こ
と
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
②
三
つ
の
方
法
の
み
を

検
討
し
ょ
う
。
ま
ず
当
該
の
土
地
を
「
持
っ
て
い
る
」
あ
る
い
は
「
持

っ
て
い
た
」
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
、
そ
の
主
張
を
公
に
し
な
く
て

は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
「
主
張
の
開
示
」( tale)

に
は
、
根
拠
と

そ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が「
開
示
の
保
証
」

team

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
権
利
証
書
を
示
す
こ
と
が
も
っ
と

も
確
実
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、【
史
料
７
】
で
、
原
告
は
証
書

を
発
見
し
た
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
で
、「
占
有
し
て
い
た
」
と
い
う
事
実
を
証
明
し
な
く
て
は
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
三
つ
目
の
占
有
の
証
明（ahnung

）で
あ
る
。

占
有
の
証
明
は
、
宣
誓
補
助
者
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
「
そ
の
土
地
が

占
有
さ
れ
て
い
た
」
と
い
う
記
憶
を
開
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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証
書
は
、
請
求
を
開
示
す
る
の
に
は
必
要
な
証
拠
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
、
証
書
が
な
け
れ
ば
証
明
の
プ
ロ
セ
ス
を
進
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
、
証
書
は
裁
判
を
開
始
す
る
根
拠
と
は
な
っ
て
も
、

判
決
の
根
拠
で
は
な
か
っ
た
。
最
終
判
断
に
は
、
関
係
し
た
人
々
の

記
憶
の
裏
付
け
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
問
題
の
多
い
訴
え
が
、

何
度
も
時
間
を
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
る
の
は
、
証
人
は
死
亡
す
る
か

ら
記
憶
の
再
生
を
必
要
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
「
擬

制
と
し
て
の
裁
判
」
が
一
定
期
間
を
お
い
て
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
紛
争
の
激
化
を
防
ぐ
た
め
の
「
擬
制
と
し
て
の
裁
判
」
が
地

域
社
会
の
政
治
的
コ
ー
ド
と
し
て
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
三
世
紀
に
な
る
と
中
央
の
国
王
宮
廷
は
、
発
給
し
た
チ
ャ
ー
タ
の

コ
ピ
ー
を
保
存
し
始
め
る
。
記
憶
は
地
域
の
独
占
で
は
な
く
な
る
。

そ
れ
は
構
造
の
展
開
を
意
味
し
て
い
た
。

　【
史
料
９
】
は
、
九
九
〇
年
頃
の
バ
ー
ク
シ
ャ
の
州
裁
判
集
会
に

触
れ
て
い
る
。

　【史
料
９
】

　
国
王
は
、〔
バ
ー
ク
シ
ャ
の
〕
カ
ッ
ク
ハ
ム
ス
リ

（Cuckham
sley

）
の
州
集
会
に
印
璽
を
送
り
…
す
べ
て
の
賢
人

と
州
全
体
〔
人
の
こ
と
〕
に
挨
拶
を
送
っ
た
。
彼
は
原
告
と
被
告

の
間
で
公
正
に
問
題
が
解
決
さ
れ
る
よ
う
に
祈
り
か
つ
指
示
し

た
。
原
告
（ontalu

）
は
…
①
正
式
の
請
求
開
示
を
行
い
、
②
占

有
証
明
（ahnug

）
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
王
妃
エ
ル
フ

ス
リ
ス
以
下
様
々
な
貴
顕
た
ち
が
…
多
く
の
よ
き
セ
イ
ン
や
よ
き

婦
人
と
と
も
に
〔
宣
誓
補
助
者
と
し
て
〕
現
れ
た
。
③
し
か
し
賢

人
た
ち
は
、
宣
誓
は
行
わ
な
い
方
が
よ
い
と
宣
言
し
た
。
そ
れ
は

友
情
を
破
壊
す
る
か
ら
で
あ
る
と（
（6
（

。

　　
原
告
は
占
有
証
明
を
認
め
ら
れ
、宣
誓
補
助
者
が
集
会
に
現
れ
た
。

そ
の
と
き
集
会
の
賢
人
た
ち
（
地
域
の
有
力
者
あ
る
い
は
セ
イ
ン
あ

る
い
は
「
よ
き
人
々
」）
は
宣
誓
を
し
な
い
方
が
良
い
と
宣
言
し
た
。

宣
誓
を
し
な
い
と
い
う
の
は
、
裁
判
で
判
決
を
出
さ
ず
に
和
解
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
宣
誓
を
行
い
、
判
決
を
出
す
と
、
ど
う
し

て
も
共
同
体
に
ひ
び
が
は
い
る
。
新
た
な
紛
争
の
火
種
に
も
な
る
。

こ
の
ケ
ー
ス
の
宣
誓
補
助
者
は
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
の
母
后
以
下
そ
う
そ

う
た
る
メ
ン
バ
ー
で
結
論
は
見
え
て
い
た
。
州
の
人
々
は
、
い
ら
ぬ

紛
争
を
予
防
し
、州
の
「
よ
き
人
々
」
の
共
同
体
間
の
友
情
（
平
和
）

を
維
持
す
る
こ
と
を
優
先
し
た
の
で
あ
る（
（6
（

。

　
国
王
が
地
域
の
「
よ
き
人
々
」
に
問
い
か
け
、
彼
ら
が
そ
れ
に
応

え
る
と
い
う
構
造
は
征
服
後
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　【史
料
10
】
ピ
ニ
ン
デ
ン
・
ヒ
ー
ス
訴
訟（
（6
（

 
　（
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク
が
）
大
司
教
に
つ
い
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、

彼
は
、
自
分
の
教
会
が
古
く
か
ら
伝
わ
る
多
く
の
所
領
を
失
っ
た



－  40  －－  41  －

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

こ
と
に
気
づ
い
た
。
…
彼
は
丹
念
に
情
報
を
集
め
、
そ
し
て
国

王
の
も
と
に
急
ぎ
、
精
力
的
に
問
題
を
訴
え
た
。
こ
れ
を
受
け
て

国
王
は
以
下
の
よ
う
な
命
令
を
発
し
た
。
す
な
わ
ち
、
全
州
集
会

が
遅
滞
な
く
召
集
さ
れ
る
よ
う
に
、
と
。
さ
ら
に
、
ケ
ン
ト
の
州

の
フ
ラ
ン
ス
人
（
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
人
々
）
の
み
な
ら
ず
、
と

く
に
土
地
の
伝
統
的
な
慣
習
に
精
通
し
て
い
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

人
（
英
語
を
話
す
人
々
）
も
集
ま
る
よ
う
に
命
じ
た
。
…
国
王
は
、

訴
訟
に
お
い
て
下
さ
れ
た
判
決
を
聞
い
て
…
判
決
が
す
べ
て
の
大

貴
族
の
承
認
を
え
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
…
こ
れ
は
書
き
留
め
ら

れ
た
の
で
、
将
来
記
憶
に
残
る
で
あ
ろ
う（
（6
（

。

　　
征
服
前
、
セ
イ
ン
た
ち
が
教
会
か
ら
貸
与
地
で
あ
る
レ
ー
ン
ラ
ン

ド
と
し
て
保
有
し
て
い
た
土
地
は
、
ノ
ル
マ
ン
系
の
騎
士
た
ち
に
よ

っ
て
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ス
の
戦
い
で
、
敵
と
し
て
闘
っ
た
当
該
セ

イ
ン
の
土
地
と
さ
れ
、
没
収
あ
る
い
は
占
領
さ
れ
た
。
勝
者
の
当
然

の
分
け
ま
え
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
を
知
っ
た
ラ
ン
フ
ラ
ン
ク

は
国
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
に
権
利
の
回
復
を
訴
え
出
た
。
国
王
命
令
に
よ

っ
て
、
州
裁
判
集
会
が
開
催
さ
れ
、
問
題
の
土
地
は
一
度
大
司
教
に

返
還
さ
れ
た
後
、
改
め
て
当
該
騎
士
た
ち
に
、
封
土
と
し
て
授
封
さ

れ
た（
（7
（

。
国
王
は
そ
の
判
決
を
認
め
た
。
こ
の
「
ピ
ニ
ン
デ
ン
・
ヒ
ー

ス
訴
訟
」
と
し
て
名
高
い
紛
争
も
、
前
述
の
ス
ノ
ッ
ド
ラ
ン
ド
訴
訟

と
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
解
決
さ
れ
た
の
で
あ
る（
（7
（

。

　（ｃ
）
ジ
ェ
ン
ト
リ

  

『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
は
、
一
〇
六
六
年
以
前
の
ケ
ン
ト
に

お
け
る
、小
特
権
領
を
も
つ
地
域
の
有
力
者
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

彼
ら
は
、
特
権
の
代
わ
り
に
国
王
に
奉
仕
す
る
地
域
の
有
力
者
で
あ

っ
た
。

　【史
料
11
】

　
国
王
は
、
自
主
地
の
所
有
者
（alodiarius

）
が
死
亡
し
た
時

は
、
彼
ら
の
土
地
に
相
続
税
（relevatio

）
を
課
す
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
の
土
地
に
関
し
て
は
別
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ン

タ
ベ
リ
大
司
座
教
会
、
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
、
そ

し
て
セ
ン
ト
・
マ
ー
テ
ィ
ン
の
教
会
（
ド
ー
ヴ
ァ
）、
さ
ら
に 

以

下
の
も
の
に
対
し
て
は
、
国
王
は
現
在
に
お
い
死
刑
に
関
す
る
裁

判
権
の
み
を
行
使
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ラ
ボ
ー
ン
の
ゴ
ド
リ

ク
（G

odric of B
rabourne 

、【
表
３
】
の
第
三
コ
ラ
ム[

１]

）、

カ
ー
ル
の
子
の
ゴ
ド
リ
ク
（G

odric Carlson 

［
２
］）、
エ
セ
ル

ノ
ー
ス
・
チ
ャ
イ
ル
ド
（Aethelnoth Cild 

［
３
］）、
エ
ス
バ

ー
ン
・
ビ
ガ
（Esbern Bigga 

［
４
］）、
チ
ラ
ム
の
シ
レ
ー
ド

（Sired of Chilham
 

［
５
］）
…
前
述
の
エ
セ
ル
ノ
ー
ス
・
チ
ャ

イ
ル
ド
や
彼
と
同
じ
よ
う
な
者
た
ち
の
土
地
か
ら
、
国
王
に
カ
ン

タ
ベ
リ
か
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
で
六
日
間
の
護
衛
が
提
供
さ
れ
る（
（7
（

。
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ジ
ェ
ン
ト
リ
と
い
う
言
葉
は
、「
素
性
よ
き
も
の
」
と
い
う
意
味

で
あ
る
。
そ
し
て
通
説
的
に
は
一
四
世
紀
以
降
あ
る
い
は
一
三
世
紀

後（
（7
（

半
に
出
現
し
て
、
州
宛
の
令
状
に
よ
っ
て
招
集
さ
れ
た
議
会
ジ
ェ

ン
ト
リ
を
も
っ
て
ジ
ェ
ン
ト
リ
と
し
て
き
た
。
し
か
し
、
州
に
拠
点

を
お
い
て
国
王
統
治
を
支
え
る
素
性
よ
き
も
の
と
い
う
意
味
で
は
、

長
い
一
一
世
紀
の
セ
イ
ン
た
ち
も
「
よ
き
人
」
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ト

リ
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
彼
ら
は
、
王
権
の
問
い
か
け

の
聞
き
手
、
あ
る
い
は
記
憶
の
母
体
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
三
世

紀
に
な
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王

と
な
り
、
国
王
巡
察
裁
判
が
州
に
お
け
る
国
王
裁
判
を
行
っ
て
い
く

と
構
造
は
大
き
く
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
の
萌
芽
的
な
制
度
的
領
域

国
家
に
お
い
て
、
王
権
は
発
給
す
る
文
書
の
写
し
を
作
っ
て
い
っ

た
。
地
域
の
記
憶
は
中
央
に
お
い
て
も
記
録
さ
れ
て
い
っ
た
。
ク
ラ

ン
チ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
記
憶
か
ら
記
録
」
へ
の
展
開
が
始
ま

っ
た（
（7
（

。
も
っ
と
も
こ
の
展
開
を
、口
頭
の
記
憶
と
い
う
慣
行
が
廃
れ
、

書
か
れ
た
記
録
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
過
程
と
だ
け

理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
単
純
過
ぎ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
展
開

の
な
か
で
、
大
貴
族
だ
け
で
は
な
く
、
ミ
ク
ロ
社
会
の
ジ
ェ
ン
ト
リ

た
ち
も
国
王
と
の
対
話
を
求
め
て
い
っ
た
。
令
状
で
個
別
の
名
宛
が

あ
る
大
貴
族
と
、
州
を
単
位
と
し
た
州
の
ジ
ェ
ン
ト
リ
が
、
王
宮
に

集
め
ら
れ
、対
話
に
よ
る
統
治
が
始
ま
っ
た
。
議
会
の
誕
生
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
一
四
世
紀
に
は
、「
問
い
か
け
の
統
治
」
を
表
し
て

い
た
全
王
国
的
な
レ
ベ
ル
で
の
審
問
は
消
滅
し
、
統
治
の
鎖
を
議
会

に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ト
リ
を
「
長
い
一
一
世
紀
」
か
ら
近

代
ま
で
、
長
い
射
程
を
も
つ
特
殊
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
「
名
望
家
層
」

と
し
て
、
そ
の
歴
史
的
展
開
を
議
論
す
る
方
が
、
生
産
的
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
彼
ら
の
展
開
を
通
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
統

治
構
造
の
展
開
を
検
討
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
　

二
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン 

　　
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
互
酬
的
関
係
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
二
次

的
な
機
能
的
集
団
と
定
義
す
る
。
こ
の
時
代
は
、
政
治
的
、
宗
教
的

あ
る
い
は
経
済
的
機
能
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
諸
集
団
が
出
現
し
た
時

代
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
政
治
的
結
合
と
宗
教
的
な
結
合
を
検
討

し
、
と
く
に
両
者
の
補
完
的
な
側
面
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
経

済
的
な
結
合
に
関
し
て
は
Ⅲ
交
通
で
ふ
れ
る
こ
と
と
し
た
。

　（一
）「
封
建
的
」
結
合

　
一
一
世
紀
に
は
、
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
は
、
大
貴
族
の
マ
ク
ロ
な
社
会

と
ミ
ク
ロ
な
地
域
社
会
を
貫
通
し
て
、
垂
直
方
向
に
、
諸
社
会
を
結

合
し
て
い
っ
た
。
中
世
社
会
の
基
軸
的
な
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
と
考
え
ら

れ
て
き
た
封
建
制
あ
る
い
は
よ
り
厳
密
に
言
え
ば
レ
ー
ン
制
と
定
義
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さ
れ
て
き
た
現
象
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
本
格
的
に
は
「
ノ
ル
マ

ン
征
服
」
以
後
に
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
か
ら
導
入
さ
れ
て
形
成
さ
れ
と
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
長
い
間
定
義
そ
の
も
の
の
曖
昧
さ
が
指
摘
さ
れ

て
き
た
し
、
最
近
で
は
、
レ
ー
ン
制
の
分
析
概
念
と
し
て
の
有
効
性

す
ら
疑
問
視
さ
れ
て
い
る（
（7
（

。
レ
ー
ン
制
を
「
臣
従
礼
を
通
し
て
結
ば

れ
た
土
地
を
媒
介
と
し
た
軍
事
的
主
従
関
係
」
と
定
義
す
れ
ば
、
分

析
概
念
と
し
て
の
レ
ー
ン
制
は
生
き
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
考
察
す
る
た
め
の
大
黒
柱
的
な
役
割
を
こ
の
言
葉
に

与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
関
係
が
結
ば
れ
た
地
域
や
時

代
の
環
境
や
状
況
、
人
間
関
係
を
規
定
し
て
い
た
様
々
な
コ
ー
ド
な

ど
、
史
料
の
背
後
に
隠
さ
れ
た
い
く
つ
も
の
要
素
の
総
体
と
し
て
し

か
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
関
係
は
再
構
成
で
き
な
い
。
そ
の
と
き
、
も
と
も

と
の
「
レ
ー
ン
制
」
は
、
そ
の
名
で
呼
ば
れ
た
実
態
を
説
明
す
る
分

析
概
念
の
主
要
で
は
あ
る
が
一
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る（
（7
（

。

　
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
の
関
係
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
ど
う
移
植
さ
れ
、

ど
う
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
。
ノ
ル
マ
ン
人
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と

い
う
民
族
的
、
あ
る
い
は
征
服
者
対
被
征
服
者
と
い
う
二
項
対
立
だ

け
で
考
え
れ
ば
、
換
言
す
れ
ば
レ
ー
ン
制
は
征
服
者
の
制
度
と
す
れ

ば
、
こ
の
制
度
の
根
底
に
あ
る
「
わ
か
り
合
え
る
こ
と
」
＝
コ
ー
ド

の
変
換
は
、征
服
後
も
必
要
は
な
い
。
し
か
し
現
実
は
よ
り
複
雑
で
、

そ
う
で
あ
る
以
上
、
重
要
な
の
は
、
征
服
後
に
こ
の
コ
ー
ド
変
換
が

ど
う
行
わ
れ
た
か
で
あ
る
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
レ
ー
ン
関
係
を
結
ん

で
い
た
騎
士
た
ち
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
結

ん
だ
の
か
。
そ
の
と
き
元
々
の
彼
ら
の
意
識
は
変
わ
っ
た
の
か
変
わ

ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
と
も
新
た
な
共
通
認
識
を
築
き
上
げ
た
の

か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
は
、
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
検
証

を
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
上
記
の
単
純
な
定
義
で
あ
れ
ば
、
征
服
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で

も
、
レ
ー
ン
制
を
想
定
で
き
る
事
例
が
、
そ
れ
な
り
の
数
で
存
在
す

る
。
前
述
し
た
レ
ー
ン
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
教
会
と
セ

イ
ン
の
関
係
も
そ
う
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。
一
〇
二
〇
年

か
ら
一
〇
三
五
年
の
間
の
あ
る
時
期
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
エ
セ

ル
ノ
ー
ス
は
ラ
ク
ル
ヴ
ァ
（Reculver

）
の
教
会
に
属
す
る
五
〇

エ
ー
カ
の
土
地
を
、
エ
ル
フ
ウ
ォ
ル
ド
（Aelfw

old

）
と
エ
ア
ド

レ
ッ
ド
（E

adred

）
と
い
う
二
人
の
セ
イ
ン
（m

inister

）
に
貸

与
し
た（
（7
（

。
こ
の
レ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
貸
与
の
チ
ャ
ー
タ
に
は
、
証
人

と
し
て
一
二
人
の
大
司
教
の
騎
士
（m

iles

）
が
名
を
連
ね
て
い

て
、
そ
の
う
ち
九
人
が
同
定
可
能
で
あ
る（
（7
（

。
順
番
に
書
く
と
次
の
よ

う
に
な
る
（【
表
３
】
参
照
。
関
係
す
る
チ
ャ
ー
タ
も
付
記
し
た
）。

①
騎
士
チ
ラ
ム
の
シ
ワ
ー
ド
（Siw

ard of C
hilham

 m
iles; S 

981, 1002, 1090

）
②
騎
士
ブ
ラ
ボ
ー
ン
の
ゴ
ド
リ
ク
（G

odric 
of Brabourne m

iles; S 1044, 1400, 1471, 1473

）
③
騎
士

に
し
て
銭
貨
製
造
人
ウ
ル
フ
ウ
ィ
グ
（W

ulfw
ig the m

oneyer 
m

iles

）
④
騎
士
に
し
て
国
王
役
人
ウ
ル
フ
シ
ー
ジ
（W

ulfsige, 
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the K
ing’s reeve, m

iles; S 1473

）
⑤
騎
士
に
し
て
セ
イ
ン

の
エ
ル
フ
リ
ッ
ク
（Aelfric m

inster, m
iles; S1044

）
⑥

騎
士
ハ
リ
エ
ッ
ト
シ
ャ
ム
の
オ
ス
ウ
ェ
ア
ー
ド
（O

sw
eard of 

H
arrietsham

, m
iles; S1467, 1473

）
⑦
騎
士
エ
ゲ
ル
ウ
ィ
ン

の
父
エ
ル
ヘ
ル
ム
（Aelhelm

 father of Aegelw
ine, m

iles; 
S1400

）
⑧
エ
ア
ド
ギ
フ
の
息
子
騎
士
レ
オ
フ
ス
ヌ
（Leofsunu, 

son of Eadgifu, m
iles; S1220, 1461

）
⑨
騎
士
エ
ル
フ
ウ
ィ
ン

（Aelfw
ine se reada, m

iles; S 1471

）
の
九
人
で
あ
る
。
詳
し

い
説
明
は
紙
幅
の
関
係
で
省
く
が
、
①
の
シ
ワ
ー
ド
は
【
表
３
】
の

［
８
］
の
シ
ワ
ー
ド
と
同
一
人
物
で
、［
３
］
の
チ
ラ
ム
の
シ
レ
ー
ド

の
兄
弟
か
息
子
、
そ
し
て
ド
ゥ
ー
ム
ズ
デ
イ
・
ブ
ッ
ク
の
ケ
ン
ト
の

最
有
力
セ
イ
ン
・
シ
レ
ー
ド
［
34
］
の
父
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ケ
ン

ト
の
有
力
セ
イ
ン
で
あ
り
、
同
時
に
大
司
教
の
騎
士
と
し
て
、
そ
の

軍
事
力
を
担
保
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
軍
事
的
主
従
関
係
の
説
明
と
し
て
は

十
分
で
は
な
い
。
二
つ
の
証
拠
の
力
を
借
り
よ
う
。
一
つ
は
、
征
服

前
の
教
会
も
軍
事
力
を
整
え
て
い
た
こ
と（
（7
（

で
あ
る
。
例
え
ば
カ
ン
タ

ベ
リ
の
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
は
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ

の
戦
い
に
修
道
院
の
兄
弟
を
動
員
し
て
い
た（
（8
（

。
彼
ら
は
修
道
院
と
祈

祷
兄
弟
盟
約
（
後
述
）
を
結
び
、
兄
弟
と
呼
ば
れ
た
セ
イ
ン
た
ち
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
一
四
世
紀
の
年
代
記
『
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ソ
ー
ン
』

に
あ
る
一
三
世
紀
の
ト
マ
ス
・
ス
プ
ラ
ッ
ト
の
叙
述
で
あ
る
。

　【史
料
12
】

　
こ
の
時
期
に
（
一
〇
四
〇
年
頃
）
国
王
エ
ド
ワ
ー
ド
の
承
諾
を

得
て
、
エ
セ
リ
ッ
ク
・
ビ
ガ
は
、
ボ
デ
ィ
シ
ャ
ム
と
ウ
ィ
リ
ン
ト

ン
に
あ
る
土
地
を
、
彼
の
騎
士
ウ
エ
イ
ド
と
ロ
ス
ウ
ィ
ン
が
こ
の

土
地
を
彼
ら
の
生
涯
の
間
保
有
す
べ
き
こ
と
と
、
彼
ら
の
死
後
、

土
地
は
修
道
院
の
も
の
と
な
る
と
い
う
条
件
で
（
カ
ン
タ
ベ
リ
）

セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
に
贈
与
し
た（
（8
（

。

　　
一
〇
四
〇
年
代
に
、「
二
人
の
騎
士
が
エ
セ
リ
ッ
ク
・
ビ
ガ
か
ら

生
涯
保
有
で
土
地
を
保
有
し
て
い
た
」
と
い
う
の
は
レ
ー
ン
関
係
を

示
す
重
要
な
史
料
あ
ろ
う
。
エ
セ
ッ
リ
ク
・
ビ
ガ
は
セ
ン
ト
・
オ
ー

ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
長
か
ら
こ
の
土
地
を
レ
ー
ン
ラ
ン
ド
と
し
て
借

り
受
け
て
い
た
。
彼
の
息
子
の
可
能
性
が
あ
る
オ
ス
バ
ー
ン
（【
表

３
】
第
１
コ
ラ
ム
［
33
］）
は
修
道
院
の
命
日
一
覧
（necrologium

）

に
お
い
て
記
念
さ
れ
、
後
述
す
る
祈
祷
兄
弟
盟
約
に
も
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
た
。
命
日
一
覧
は
、
彼
の
一
族
が
い
か
に
豊
か
で
あ
っ
た
か

を
教
え
て
く
れ
る（
（8
（

。

　『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
で
頻
出
す
る
、「
Ａ
は
Ｘ
を
Ｂ
よ
り
保

有
し
て
い
た
。
Ａ
は
彼
が
望
む
主
君
の
も
と
に
土
地
と
共
に
い
く
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
表
現
は（
（8
（

、
所
有
権
を
保
持
し
つ
つ
も
そ
の
土

地
を
も
っ
て
有
力
者
に
托
身
（com

m
endat

（
（8
（io

） 

す
る
自
由
人
の
存
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在
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
土
地
を
主
君
に
貸
与
し

て
、
主
君
か
ら
そ
の
土
地
を
保
有
す
る
と
い
う
関
係
を
結
ん
で
い

た（
（8
（

。
托
身
に
よ
っ
て
、
大
貴
族
の
マ
ク
ロ
な
社
会
か
ら
地
域
の
ミ
ク

ロ
な
社
会
へ
と
縦
の
関
係
が
結
ば
れ
て
い
っ
た
。
托
身
の
関
係
の
網

の
目
は
、
時
と
し
て
、
土
地
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
の
争
い
を
引
き
起

こ
し
た
。
そ
れ
を
解
決
し
、
地
域
社
会
に
安
定
を
も
た
ら
し
た
の
は

ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
や
州
の
地
域
共
同
体
で
あ
っ
た
。

　【史
料
13
】

　
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
長
は
、（
征
服
後
司
教
オ

ド
と
そ
の
家
臣
が
保
有
し
て
い
た
）
こ
の
荘
園
（Badlesm

ere

）

を
自
分
の
も
の
と
主
張
し
た
。
そ
れ
は
修
道
院
長
が
こ
こ
を
エ
ド

ワ
ー
ド
王
の
時
代
に
保
有
し
て
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。（
こ
の
荘

園
が
属
す
る
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
シ
ャ
ム
（Faversham
）
の
）
ハ
ン

ド
レ
ッ
ド
（
の
人
々
）
は
、
彼
の
証
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
あ
る
男
が
、
彼
の
父
が
こ
の
土
地
を
も
っ
て
望
む
も
の
に
い
く

こ
と
が
で
き
た
、
と
主
張
し
た（
（8
（

。

　
…
州
（
の
人
々
）
は
バ
ド
レ
ス
メ
ア
（Badlesm

ere

）
が
征

服
前
に
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
の
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
証
明
し
た（
（8
（

。

　　
個
別
的
で
は
あ
れ
レ
ー
ン
制
的
関
係
が
存
在
し
た
と
言
っ
て
よ

い
。
レ
ー
ン
関
係
が
、
互
酬
的
な
関
係
か
ら
、
国
制
と
し
て
最
終
的

に
諸
社
会
を
制
度
的
に
垂
直
に
結
合
し
て
い
く
の
は
、
一
〇
八
〇
年

代
末
に
「
征
服
前
的
な
職
と
し
て
の
伯
」
が
消
滅
し
て
か
ら
の
こ
と

と
言
え
る
。
そ
れ
で
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
は
、
自
立
的
な
伯

領
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
と
の
境
の
チ
ェ
シ
ャ
伯
領
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

と
の
境
の
ダ
ー
ラ
ム
司
教
領
と
い
っ
た
辺
境
伯
領
に
限
定
さ
れ
、
地

域
的
枠
組
は
、
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
と
州
が
担
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　（二
）
霊
的
結
合（
（8
（

 

　
ロ
チ
ュ
ス
タ
司
教
座
聖
堂
付
属
修
道
院
に
残
る
一
一
二
〇
年
頃
に

編
纂
さ
れ
た
カ
ー
チ
ュ
ラ
リ
で
あ
る
テ
ク
ス
ト
ゥ
ス
・
ロ
フ
ェ
ン
シ

ス
（Textus R

offensis

）
は（
（8
（

、
一
一
世
紀
末
の
祈
祷
兄
弟
盟
約
を

生
き
生
き
と
描
い
て
い
る
。

　【
史
料
14
】

　
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
（Ernulf of Chelsfield

）

は
、
司
教
グ
ン
ド
ル
フ
と
ロ
チ
ェ
ス
タ
の
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ウ

の
修
道
士
た
ち
に
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
彼
の
毎
年
の
十
分
の

一
税
の
半
分
、
す
な
わ
ち
穀
物
、
ラ
ム
の
毛
、
子
豚
、
チ
ー
ズ
、

鹿
の
皮
、
可
能
で
あ
れ
ば
ロ
バ
の
子
、
と
五
エ
ー
カ
付
の
一
人
の

農
夫
（unum

 villicanum

：
下
記
【
史
料
21
】
の
『
ド
ゥ
ー
ム

ズ
・
ブ
ッ
ク
』
で
下
線
の
「
奴
隷
」（servus

）
と
さ
れ
た
人
々

で
あ
ろ
う
）
を
両
親
と
彼
の
魂
の
安
寧
の
た
め
に
譲
渡
し
た
。
こ
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れ
に
対
し
て
、
司
教
と
修
道
士
た
ち
は
、
彼
と
妻
と
①
彼
の
家

来
（hom

ines

）
で
ア
ー
ヌ
ル
フ
が
望
む
も
の
は
何
人
で
も
、
修

道
士
の
兄
弟
と
し
て
仲
間
に
受
け
入
れ
た
。
つ
ま
り
、
祈
り
の
恩

恵
の
分
け
前
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
証
人
は
以
下
の
通
り
。
①
大

助
祭
ア
ン
ス
キ
テ
ィ
ル
（Anschitil

、
一
一
九
六
︲
一
一
〇
七

年
）、
修
道
院
長
カ
ー
ン
の
ラ
ド
ゥ
ル
フ
（Radulph of C

（
（9
（

aen

） 

、
修
道
士
ハ
ン
フ
リ
（H

unfrey

）、
②
聖
職
者
ラ
ド
ゥ
ル
フ

（Radulph

）、
③
司
教
の
執
事
サ
イ
モ
ン
（Sim

on

）、
そ
の
兄

弟
④
エ
セ
ル
ウ
ォ
ル
ド
（Aethelold:sic

）、
ウ
ィ
ド
・
ビ
セ
ッ

ト
（W

ido Biset

）、
⑤
ア
ー
ヌ
ル
フ
の
執
事
ハ
イ
ム
フ
レ
ッ
ド

（H
aim

fred

）、
そ
の
他
大
勢（
（9
（

。

　　
一
一
〇
〇
年
頃
、
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
は
、
妻

や
家
来
た
ち
と
と
も
に
ロ
チ
ュ
ス
タ
司
教
座
聖
堂
付
属
修
道
院
の
祈

祷
兄
弟
盟
約
に
受
け
入
ら
れ
た
。「
家
来
た
ち
と
と
も
に
」
と
い
う

一
文
は
記
憶
に
値
す
る
。
祈
祷
兄
弟
盟
約
と
は
、
修
道
院
の
建
立
や

維
持
に
貢
献
し
た
俗
人
の
死
に
さ
い
し
て
、
彼
ら
を
修
道
士
と
し
て

受
け
入
れ
、
埋
葬
し
、
命
日
に
は
祈
祷
を
お
こ
な
い
、
修
道
士
た
ち

と
生
死
を
共
有
す
る
盟
約
関
係
で
あ
る
。
史
料
の
証
人
欄
を
み
て
ほ

し
い
。
史
料
の
下
線
③
以
下
が
ア
ー
ヌ
ル
フ
側
の
証
人
で
あ
る
。
こ

の
司
教
の
執
事
サ
イ
モ
ン
は
両
方
の
証
人
と
思
わ
れ
る
。
理
由
は
後

述
す
る
。
①
の
大
助
祭
の
存
在
で
盟
約
が
結
ば
れ
た
の
が
一
一
〇
〇

年
頃
と
限
定
で
き
る（
（9
（

。

　
下
線
⑤
に
ア
ー
ヌ
ル
フ
の
執
事
ハ
イ
ム
フ
レ
ッ
ド
が
い
る
。
彼
は

ア
ー
ヌ
ル
フ
の
家
来
で
祈
祷
兄
弟
盟
約
を
結
ん
だ
。

　【史
料
15
】

　
ア
ー
ヌ
ル
フ（Ernulf

）の
家
来
ハ
イ
ム
フ
レ
ッ
ド（H

aim
fred 

hom
o Ernulfi

）
は
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（Chelsfield

）
に

も
っ
て
い
る
土
地
の
十
分
の
一
税
を
譲
渡
し
た
。
彼
は
、
司
教
に

よ
っ
て
祈
祷
兄
弟
に
受
け
入
れ
ら
れ
た（
（9
（

。

　　【
史
料
16
】
で
は
エ
ス
ダ
ン
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
（E

rnulf of 
H

esdin

）
の
家
来
ウ
ル
フ
メ
ア
（W

ulfm
aer

）
が
盟
約
を
結
ん
で

い
る
。
彼
は
、
そ
の
十
分
一
税
か
ら
判
断
す
る
と
単
純
に
い
っ
て
も

年
収
五
ポ
ン
ド
は
あ
っ
た
わ
け
で
、
村
の
小
騎
士
と
い
う
立
場
で
あ

ろ
う
。
エ
ス
ダ
ン
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
は
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー

ヌ
ル
フ
と
は
別
人
で
あ
る
。彼
ら
の
関
係
に
は
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　【史
料
16
】

　
エ
ス
ダ
ン
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
の
家
来
ウ
ル
フ
メ
ア
は
、
わ
れ
ら
の

修
道
士
の
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
（Baldw

in

）
の
兄
弟
で
あ
る
②
エ
セ

ル
ウ
ォ
ル
ド
（Aethelw

old

）
の
助
言
を
受
け
て
、
わ
れ
ら
修

道
院
の
兄
弟
と
仲
間
と
な
る
こ
と
を
受
け
入
れ
た
。
そ
し
て
年
間
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一
〇
シ
リ
ン
グ
の
価
値
が
あ
る
彼
の
十
分
の
一
税
を
わ
れ
ら
に
寄

進
し
た（
（9
（

。

　【史
料
17
】

　
わ
れ
ら
の
修
道
士
の
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
（Baldw

in

）
の
兄
弟
で

あ
る
エ
セ
ル
ウ
ォ
ル
ド
（Aethelw

old

）
は
、
彼
の
十
分
の
一

税
の
す
べ
て
と
、
動
産
を
寄
進
し
た
。
そ
し
て
臨
終
の
と
き
に
、

す
べ
て
の
財
産
と
と
も
に
馬
と
武
器
を
寄
進
し
た
。
そ
し
て
司
教

と
修
道
士
た
ち
は
、
修
道
院
の
兄
弟
に
仲
間
と
し
て
彼
を
受
け
入

れ
た
の
で
あ
る（
（9
（

。

　　
ウ
ル
フ
メ
ア
）
は
こ
の
盟
約
を
【
史
料
14
】
の
④
エ
セ
ル
ウ
ォ
ル

ド
の
助
言
で
受
け
入
れ
た
。【
史
料
17
】
は
、
エ
セ
ル
ウ
ォ
ル
ド
が
、

祈
祷
兄
弟
盟
約
を
司
教
座
聖
堂
付
属
修
道
院
と
結
ん
で
、
死
に
臨
ん

で
修
道
士
と
し
て
最
期
を
む
か
え
る
た
め
に
財
産
と
騎
士
の
象
徴
で

あ
る
馬
と
武
器
を
寄
進
し
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。
エ
セ
ル
ウ
ォ

ル
ド
は
、
名
前
か
ら
ウ
ル
フ
メ
ア
と
同
じ
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
で
、

ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
（G

oddington

）
の
領
主
で
あ
っ
た（
（9
（

。
一
一
九
八

年
の
最
終
和
解
譲
渡
証
書
に
よ
る
と
、
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア

ー
ヌ
ル
フ
の
孫
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
サ
イ
モ
ン
（Sim

on of 
Chelsfield

）
の
所
領
は
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、 

ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
、

ス
ト
ル
ー
ド
（Strood

）
な
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る（
（9
（

。
エ

セ
ル
ウ
ォ
ル
ド
の
土
地
は
ア
ー
ヌ
ル
フ
の
所
領
群
の
中
に
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
エ
セ
ル
ウ
ォ
ル
ド
は
、
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ

ル
フ
の
家
来
筆
頭
の
よ
う
な
位
置
に
い
た
と
思
わ
れ
る
。
家
臣
団
が

ま
と
め
て
祈
祷
兄
弟
盟
約
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
が
理
解
で
き
る
で

あ
ろ
う
。

　
次
の
二
つ
の
史
料
は
、
祈
祷
兄
弟
盟
約
が
レ
ー
ン
制
的
主
従
関
係

を
補
完
し
て
い
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。【
史
料
18
】
で
は
、
チ

ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
サ
イ
モ
ン
（Sim

on of Chelsfield

）
の

所
領
で
あ
っ
た
ス
ト
ル
ー
ド
を
姓
と
し
て
も
つ
ス
ト
ル
ー
ド
の
ア
ー

ヌ
ル
フ
（E

rnulf of Strood

）
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
ル
（Ricard 

Bell

）
が
、
両
名
の
妻
と
と
も
に
修
道
士
た
ち
と
の
兄
弟
盟
約
を
結

び
、
そ
の
遺
体
を
修
道
士
た
ち
が
埋
葬
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

盟
約
も
お
そ
ら
く
は
両
名
の
主
君
で
あ
る
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の

ア
ー
ヌ
ル
フ
が
盟
約
を
結
ん
だ
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。【
史
料
19
】

は
、
そ
れ
か
ら
二
〇
年
後
の
一
一
四
三
年
の
話
で
あ
る
。
チ
ェ
ル
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
一
世
の
子
二
世
が
、
や
は
り
二
世
で
あ

ろ
う
ス
ト
ル
ー
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
（Ernulf of Strood

）
の
贈
与

を
確
認
に
し
た
文
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
両
者
の
間
に
封
土
を
媒

介
と
し
た
主
従
関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
贈
与

は
、
封
土
そ
の
も
の
が
移
転
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
な
り
、
奉
仕
関
係

が
曖
昧
に
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
た
め
、
主
君
で
あ
る
ア
ー
ヌ
ル
フ

は
予
防
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
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　【史
料
18
】

　
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ベ
ル
（Ricard Bell

）
と
ス
ト
ル
ー
ド
の
ア

ー
ヌ
ル
フ
（Ernulf od Strood

）
は
、
両
名
の
妻
と
と
も
に
我

ら
の
祈
祷
兄
弟
盟
約
に
は
い
っ
た
。
両
名
は
彼
ら
の
十
分
の
一
税

を
我
ら
に
与
え
た
。
我
ら
は
彼
ら
を
埋
葬
す
る（
（9
（

。

　【史
料
19
】

　
主
た
る
ロ
チ
ェ
ス
タ
司
教
ア
ス
ケ
リ
ン
（
在
任
一
一
四
二
年

―
一
一
四
八
年
：Ascelin

）、
城
代
ラ
ル
フ
と
ロ
チ
ェ
ス
タ
の

す
べ
て
の
市
民
た
ち
と
全
シ
ャ
ム
ウ
ェ
ル
（Sham

w
ell

）・
ハ

ン
ド
レ
ッ
ド
（
の
人
々
）
に
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（Ernulf 

of Chelsfield

）（
二
世
）
が
挨
拶
を
お
く
る
。
私
ア
ー
ヌ
ル

フ
と
妻
の
ア
グ
ネ
ス
（Agnes

）
そ
し
て
長
男
で
相
続
人
の
サ

イ
モ
ン
（Sim

on

）、
息
子
た
ち
で
聖
職
者
書
記
の
エ
リ
ヤ
ス

（H
elyas

）
と
騎
士
の
ヒ
ュ
ー
（H

ugh

）
は
以
下
の
こ
と
を
認

め
た
。
す
な
わ
ち
、
私
の
家
来
で
あ
る
ス
ト
ル
ー
ド
の
ア
ー
ヌ

ル
フ
（Ernulf of Strodd

）（
二
世
）
が
息
子
を
ロ
チ
ェ
ス
タ

の
教
会
で
修
道
士
に
す
る
た
め
に
行
っ
た
贈
与
、
ピ
ニ
ン
デ
ン

（Pennenden

）
と
呼
ば
れ
る
彼
の
土
地
の
一
部
と
ゴ
ド
リ
セ
ス

デ
ュ
ー
ン
（G

odricesdune

）
と
呼
ば
れ
る
別
の
と
こ
ろ
で
直

領
地
と
し
て
も
っ
て
い
た
土
地
、
が
す
べ
て
の
奉
仕
か
ら
自
由
で

あ
り
、
修
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
永
久
に
合
法
的
に
保
有
さ
れ
ん
こ

と
を
認
め
た
。
も
し
前
述
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
あ
る
い
は
別
の
相
続

人
あ
る
い
は
彼
の
継
承
者
が
、
彼
の
封
土
か
ら
（feudo

）
私
に

負
っ
た
慣
習
的
な
奉
仕
か
ら
離
れ
て
い
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ

ば
、
彼
は
私
か
ら
保
有
し
て
い
る
他
の
土
地
か
ら
放
逐
さ
れ
る

が
、
こ
の
贈
与
自
体
は
す
べ
て
の
争
い
ご
と
か
ら
自
由
で
有
り

続
け
る
。
…
こ
の
こ
と
の
証
人
は
以
下
の
通
り
。
①
司
祭
シ
ワ
ー

ド
（Syuuard

）、
ア
ー
ヌ
ル
フ
（Ernulf

）
の
息
子
た
ち
で
、

す
な
わ
ち
サ
イ
モ
ン
（Sym

on

）、
ヒ
ュ
ー
（H

ugh

）、
エ
リ

ヤ
ス
（Elyas

）、
妻
ア
グ
ネ
ス
（Agnes

）、
兄
弟
の
サ
ム
ソ
ン

（Sam
son

）、
②
主
君
の
甥
の
リ
チ
ャ
ー
ド
（Richard

）、
騎
士

ア
ダ
ラ
ル
フ
（Adaluf

）、
③
執
事
ウ
ィ
リ
ア
ム
（W

illiam

）、

会
計
係
ア
ー
ヌ
ル
フ
（Ernulf

）
…
一
一
四
三
年（
（9
（

。

　　
チ
ャ
ー
タ
の
証
人
団
は
、
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ

の
家
系
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ

の
証
人
団
は
①
ア
ー
ヌ
ル
フ
の
家
族
、
②
彼
に
近
し
い
人
た
ち
、
③

彼
の
家
中
の
も
の
た
ち
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
執
事
（dapifer

）

や
会
計
係
（dispensator

）
が
役
職
と
し
て
ど
の
程
度
専
門
的
で

あ
っ
た
か
は
推
し
量
れ
な
い
が
、
そ
の
問
題
は
取
り
敢
え
ず
置
い
て

お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
解
決
す
る
糸
口
は
、
ロ
チ
ェ

ス
タ
と
は
別
の
と
こ
ろ
か
ら
見
つ
か
っ
た
。
レ
ス
タ
ー
シ
ャ
の
レ
デ
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ィ
ン
グ
修
道
院
の
カ
ー
チ
ュ
ラ
リ
に
一
一
三
八
年
か
ら
四
八
年
頃
の

も
の
と
思
わ
れ
る
チ
ャ
ー
タ
が
転
写
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
証
人
欄
に

【
史
料
19
】
の
①
と
同
じ
人
物
が
同
じ
順
番
で
証
人
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
。

　【史
料
20
】

　
こ
の
同
意
と
譲
渡
の
証
人
は
以
下
の
通
り
。
①
司
祭
シ
ワ
ー
ド

（Syuuard

）、
前
述
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
の
三
人
の
息
子
た
ち
、
す
な

わ
ち
サ
イ
モ
ン
、
ヒ
ュ
ー
、
エ
リ
ヤ
ス
、
②
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
サ

イ
モ
ン
（Sim

on of G
oddington

）
と
彼
の
息
子
ウ
ィ
リ
ア
ム

と
そ
の
他
大
勢
で
あ
る（
（10
（

。

　　
司
祭
シ
ワ
ー
ド
、
ア
ー
ヌ
ル
フ
の
三
人
の
息
子
た
ち
で
あ
る
サ
イ

モ
ン
、
ヒ
ュ
ー
、
エ
リ
ヤ
ス
の
四
人
は
セ
ッ
ト
と
し
て
表
れ
る
。
シ

ワ
ー
ド
は
ア
ー
ヌ
ル
フ
二
世
の
家
付
き
の
単
な
る
聖
職
者
で
は
な

く
、
証
人
と
し
て
彼
の
息
子
た
ち
の
先
に
く
る
人
物
で
あ
っ
た
。
考

え
ら
れ
る
の
は
、
彼
の
叔
父
に
あ
た
る
ア
ー
ヌ
ル
フ
一
世
の
兄
弟
で

あ
る
。
②
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン
の
サ
イ
モ
ン
は
、
エ
セ
ル
ウ
ォ
ル
ド
の
後

継
者
の
可
能
性
が
あ
る
。
征
服
後
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
は
社
会
的
環
境

で
名
前
を
大
陸
式
に
変
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
初
期
の
こ
ろ
は
、

家
族
の
誰
か
が
英
語
の
名
前
を
踏
襲
し
て
い
た
。
そ
れ
に
同
一
人
物

が
、
大
陸
式
と
英
語
の
両
方
の
名
前
を
も
つ
こ
と
も
珍
し
く
は
な
か

っ
た
の
で
あ
る（

（10
（

。
逆
に
、
大
陸
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
が
英
語
の

名
前
で
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
、
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
ら
を
考
慮
す
る
と
、チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
は
、

在
地
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
領
主
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
こ
で
別
の
問
題
が
発
生
す
る
。
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド

（Chelsfield

）
は
『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
で
は
、
エ
ス
ダ
ン

の
ア
ー
ヌ
ル
フ
（Ernulf of H

esdin

）
が
保
有
し
て
い
た
と
記
録

し
て
い
る
。
両
者
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　   

【
史
料
21
】

　
エ
ス
ダ
ン
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
（Ernulf de H

esdin

）
は
チ
ェ
ル

ス
フ
ィ
ー
ル
ド
（Chelsfield

）
を
バ
イ
ユ
ー
司
教
オ
ド
か
ら
保

有
す
る
。
…
二
〇
人
の
村
人
が
四
人
の
零
細
保
有
者
と
と
も
に
八

つ
の
犂
隊
を
構
成
し
て
い
る
。
…
①
四
人
の
奴
隷
…
エ
ド
ワ
ー
ド

王
の
時
代
、
一
六
ポ
ン
ド
に
評
価
さ
れ
て
い
た
が
、
征
服
後
に
は

一
二
ポ
ン
ド
そ
し
て
審
問
時
点
で
二
五
ポ
ン
ド
の
価
値
あ
り
と
さ

れ
た
。
し
か
し
、
②
こ
こ
を
保
有
す
る
も
の
は
、
三
五
ポ
ン
ド
を

支
払
う（
（10
（

。

　
こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ

と
、
エ
ス
ダ
ン
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
と
は
同
一
人
物
で
は
な
い
。
エ
ス
ダ

ン
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
は
ア
ル
ト
ワ
出
身
の
大
貴
族
で
ウ
ィ
リ
ア
ム
王
の

直
属
封
臣
で
あ
り
、そ
の
系
図
は
【
図
14
】
の
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
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チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
は
、
お
そ
ら
く
は
征
服
前
の

チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拠
点
と
し
た
セ
イ
ン
で
あ
っ
た
エ
ス
バ
ー

ン
（Esbern

：
表
３
の
［
45
］）
の
子
で
、
そ
の
系
図
は
【
図
15
】

に
示
し
た
。

　
一
一
六
六
年
に
『
カ
ル
タ
エ
・
バ
ロ
ー
ヌ
ム
』
と
い
う
史
料
を
残

し
た
審
問
調
査
が
あ
っ
た
。
ヘ
ン
リ
二
世
が
、
州
裁
判
集
会
で
読
み

上
げ
ら
れ
た
国
王
直
属
封
臣
へ
の
令
状
を
通
し
て
、
直
属
封
臣
が
保

有
す
る
封
土
の
名
前
と
陪
臣
の
名
前
、
そ
し
て
騎
士
役
の
数
を
復
命

す
る
こ
と
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る（
（10
（

。
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー

ヌ
ル
フ
一
世
の
孫
サ
イ
モ
ン
（Sim

on

）
が
、
エ
ス
ダ
ン
の
ア
ー
ヌ

ル
フ
の
相
続
人
（
娘
マ
テ
ィ
ル
ダ
の
孫
）
で
あ
る
国
王
直
属
封
臣
マ

ン
ダ
ブ
レ
イ
ユ
の
ペ
イ
ン
（Pain of M

undubleil

）
に
五
人
の
騎

士
役
を
負
っ
て
い
た
。

【
史
料
22
】

　
マ
ン
ダ
ブ
レ
イ
ユ
の
ペ
イ
ン
の
カ
ル
タ
。
こ
こ
に
マ
ン
ダ
ブ
レ

イ
ユ
の
ペ
イ
ン
の
騎
士
た
ち
が
い
る
。
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の

サ
イ
モ
ン
は
、
五
騎
士
役（
（10
（

。

　　
エ
ス
バ
ー
ン（E

sbern

）の
よ
う
な
征
服
前
の「
よ
き
人
々
」は『
ド

ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
の
な
か
で
は
十
分
に
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
一
〇
八
六
年
当
時
の
、
在
地
に
根
を
張
っ
た
有
力
者
が
記
録

図１４ エスダンのエルヌルフの系図 

 

 

 

 

  

図14　エスダンのアーヌルフの系図
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さ
れ
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。【
史
料
21
】
②
の

「
こ
こ
を
保
有
す
る
者
」
と
は
チ
ェ
ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の

ア
ー
ヌ
ル
フ
一
世
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
彼
の
名
は
『
ド
ゥ

ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
の
記
録
の
範
囲
外
に
あ
っ
た
。
し
か

し
、
そ
こ
に
も
パ
ト
ロ
ネ
イ
ジ
の
豊
か
な
世
界
が
広
が
っ

て
い
た
の
で
あ
る
。
祈
祷
兄
弟
盟
約
の
リ
ス
ト
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
と
ノ
ル
マ
ン
人
が
同
じ
「
祈
り
」
の
関
係
に

入
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
生
と
死
を

結
ぶ
関
係
は
、
そ
れ
ま
で
の
「
ネ
イ
シ
ョ
ン
」
の
殻
を
破

り
、
両
者
を
新
た
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
へ
と
融
合
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
同
じ
盟
約
関
係
に
入
る
こ
と

で
、
霊
的
関
係
を
通
じ
て
現
世
で
の
絆
を
強
め
た
。
チ
ェ

ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
と
と
も
に
修
道
院
と
祈

祷
兄
弟
盟
約
を
結
ん
だ
家
来
た
ち
の
子
孫
は
、
主
君
の
孫

の
サ
イ
モ
ン
が
、
エ
ス
ダ
ン
の
ア
ー
ヌ
ル
フ
の
子
孫
で
あ

る
ペ
イ
ン
に
供
出
し
た
五
人
の
騎
士
役
を
そ
れ
ぞ
れ
負
担

し
た
在
地
騎
士
た
ち
で
あ
っ
た
ろ
う（
（10
（

。

　
こ
の
よ
う
に
、さ
ま
ざ
ま
な
史
料
を
紡
い
で
な
ん
と
か
、

征
服
後
の
封
建
化
の
過
程
を
画
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
が
こ
れ
ま
で
十
分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理

由
の
一
つ
に
、「
主
君
に
ど
れ
だ
け
の
奉
仕
を
負
担
す
る

か
」
と
い
っ
た
、「
相
互
保
証
的
な
」
封
建
制
と
は
本
来

図15　チェルスフィールドのアーヌルフの系図

図１５ チェルスフィールドのエルヌルフの系図 
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相
容
れ
な
い
ラ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
的
な
分
析
概
念
し
か
使

用
し
て
こ
な
か
っ
た
、
イ
ギ
リ
ス
歴
史
学
界
の
方
法

論
的
な
問
題
性
が
横
た
わ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
封
建
制
概
念
を
廃
棄
し
て
も
、
な
に
も
解

決
し
な
い
。
い
ま
必
要
な
の
は
多
様
な
分
析
概
念
と

史
料
を
読
み
解
く
柔
軟
な
方
法
論
で
あ
ろ
う
。

　Ⅲ
　
交
通

　
こ
こ
で
の
「
交
通
」
は
、
註
（
４
）
の
規
定
よ
り

踏
み
こ
ん
で
、「
環
境
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
状
況

に
照
応
し
た
社
会
関
係
と
生
産
＝
流
通
関
係
、
そ
こ

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
関
係
の
総
体
」
と

い
う
意
味
に
使
用
す
る
。

　一
、
海
民
と
生
業

（
一
）
市
場
圏
と
陸
の
論
理

　【
図
16
】
は
、
陸
上
運
送
と
水
上
運
送
の
コ
ス
ト

を
勘
案
し
た
、
市
場
圏
モ
デ
ル
で
あ
る
。
流
通
の
コ

ス
ト
や
移
動
の
時
間
を
考
慮
す
る
と
、
モ
デ
ル
図
は

複
雑
な
等
高
線
を
画
く
。
コ
ス
ト
に
は
、
単
な
る
経

費
だ
け
で
は
な
く
人
間
や
役
畜
が
移
動
す
る
こ
と
に

図１６ 1300 年頃の小麦をロンドンに運ぶ運送費の等高線。単位はペンス水上輸送が安

いことを実証している（B. M. S. Campbell et al. A Medieval Capital and its Grain Supply, 

Norwich, 1993, p. 61） 

出典：R. Britnell, Britain and Ireland 1050-1530, Oxford, 2004, p. 18 
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図 16　1300 年頃の小麦をロンドンに運ぶ運送費の等高線

単位はペンス。水上輸送が安いことを実証している（B. M. S. Campbell et al., A 
Medieval Capital and its Grain Supply, Norwich, 1993, p. 61）
出典：R. Britnell, Britain and Ireland 1050-1530, Oxford, 2004, p. 18
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よ
る
生
命
体
的
な
運
動
量
も
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
一
九
世

紀
の
鉄
道
文
化
は
、
私
た
ち
に
中
世
史
を
研
究
す
る
さ
い
も
、
陸
の

論
理
と
農
業
を
優
先
さ
せ
る
態
度
を
植
え
付
け
て
き
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
短
距
離
に
お
い
て
も
水
上
輸
送
の
量
と
コ
ス
ト
の

優
位
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
農
業
、
農
村
、
農
民
、
と
い
う
の
は
一
一
世
紀
を
研
究
す
る
も
の

に
と
っ
て
は
扱
い
づ
ら
い
言
葉
で
あ
る
。
そ
れ
は
当
時
の
広
い
意
味

で
の
生
産
が
、「
環
境
か
ら
価
値
を
引
き
出
す
」行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。

生
業
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。
職
業
が
専
門
化
さ
れ
た
時
代
と
は
ち

が
っ
た
、
職
一
つ
を
表
現
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
こ
そ
多
様
性
を
包

含
す
る
よ
う
な
「
柔
ら
か
い
分
析
概
念
」
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
陸
の
論
理
に
つ
い
て
言
え
ば
、
課
税
を
目
的
と

し
た
審
問
の
報
告
書
で
あ
る
『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
に
は
、
サ

ミ
ュ
エ
ル
・
ピ
ー
プ
ス
が
叫
ん
だ
よ
う
に
、「
海
の
情
報
」
が
な
い（
（10
（

。

さ
ら
に
、『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
で
は
、
三
方
を
海
に
挟
ま
れ

た
ケ
ン
ト
に
は
漁
師
は
一
人
も
で
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
、
お
そ
ら
く

は
地
域
の
担
税
力
を
問
う
と
い
う
審
問
の
性
格
か
ら
当
然
と
も
い
え

る
。
こ
の
こ
と
は
ケ
ン
ト
に
漁
師
が
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
問
題
は
そ
れ
を
、
一
一
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

社
会
の
全
体
像
を
表
す
と
し
て
受
け
入
れ
て
き
た
私
た
ち
の
マ
イ
ン

ド
に
あ
る
。
同
じ
言
葉
で
も
、
審
問
に
答
え
た
地
域
の
人
々
の
言
葉

の
意
味
は
、
そ
れ
こ
そ
村
か
ら
村
で
違
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

図１７ ドゥームズデイ・ブックに記述された鰊と鮭の場所 

 

 

 
 

  

図17　『ドゥームズ・ブック』に記述された鰊と鮭の場所



－  53  －

史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
は
統
計
処
理
に
は
向
か
な
い
情
報
源
な

の
で
あ
る
。

　『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
で
名
前
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
魚
は
、鰊
、

鮭
、
ウ
ナ
ギ
、
の
三
種
類
だ
け
あ
る
。
そ
の
理
由
は
お
そ
ら
く
い

ず
れ
も
、
納
税
品
と
し
て
利
用
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。【
図
17
】
は
、

そ
の
場
所
を
ド
ッ
ト
し
た
も
の
で
、
ウ
ナ
ギ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ほ
ぼ

全
域
で
確
認
が
で
き
る
た
め
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。
大
ま
か
に
東
の

鰊
、
西
の
鮭
の
納
税
圏
が
見
て
と
れ
る
。
網
野
善
彦
の
提
起
し
た
、

東
の
鮭
、
西
の
ブ
リ
の
文
化
圏
を
想
起
さ
せ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

も
、
東
西
の
生
態
系
に
よ
る
小
文
化
圏
を
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
こ
と
は
東
に
鮭
が
い
な
い
と
か
、
西
に

鰊
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
一
世
紀
の
鰊
は

グ
ロ
ス
タ
シ
ャ
で
は
高
級
魚
で
あ
っ
た（
（10
（

。
牡
蠣
が
一
一
世
紀
の
史
料

で
記
録
さ
れ
た
事
例
は
、
現
時
点
で
は
一
例
、
カ
ン
タ
ベ
リ
付
属
修

道
院
の
手
話
帳
だ
け
し
か
確
認
し
て
い
な
い（
（10
（

。
そ
こ
に
は
左
手
を
グ

ー
の
よ
う
に
握
り
し
め
て
小
指
と
薬
指
の
間
に
右
手
の
人
さ
し
指
を

差
し
入
れ
て
上
下
す
る
所
作
が
書
か
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
、
ケ
ン

ト
の
北
海
岸
、
ウ
ィ
ッ
ト
ス
テ
ー
ブ
ル
あ
た
り
で
は
、
平
牡
蠣
に
ナ

イ
フ
を
差
し
込
ん
で
食
べ
さ
せ
る
屋
台
が
あ
る
。
な
ぜ
、
牡
蠣
の
記

録
が
な
い
の
か
は
、
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
考
え

ら
れ
る
一
つ
の
理
由
は
、
当
時
、
牡
蠣
が
貧
者
の
デ
ィ
ナ
、
限
界
生

存
消
費
財
だ
か
ら
納
税
の
た
め
の
財
に
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か（
（10
（

。

　『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
』
を
読
む
と
、
前
述
の
ゴ
ド
ウ

ィ
ン
の
名
誉
回
復
の
軍
事
遠
征
に
は
、
サ
セ
ッ
ク
ス
か
ら
ケ
ン
ト
に

か
け
て
の
海
民
集
団
が
大
き
な
戦
力
と
し
て
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。

ま
た
当
時
の
国
王
や
貴
族
の
遠
征
に
海
上
行
動
が
大
き
な
役
割
を
し

め
て
い
た
。
長
い
一
一
世
紀
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
あ
る

と
き
は
水
夫
、
水
兵
、
あ
る
と
き
は
水
上
運
搬
人
、
そ
し
て
漁
師
、

は
た
ま
た
あ
る
と
き
は
海
賊
と
い
っ
た
海
民
た
ち
の
活
動
が
活
性
化

し
た
時
代
だ
っ
た
。
海
の
活
動
を
抜
き
に
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
は

語
れ
な
い
。

（
二
）
海
と
民

（
ａ
）
鰊
の
暦

　
一
一
世
紀
は
、
温
暖
化
と
浮
網
な
ど
の
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
組

織
的
活
動
を
行
う
鰊
漁
集
団
が
出
現
し
た
時
代
だ
っ
た
。【
史
料
23
】

は
、
一
〇
四
〇
年
ご
ろ
に
、
鰊
の
回
遊
に
合
わ
せ
た
「
鰊
の
暦
」
が

使
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
こ
れ
は
ケ
ン
ト
か
ら
サ
セ
ッ

ク
ス
に
か
け
て
の
も
の
で
あ
る
。
鰊
は
回
遊
魚
だ
か
ら
、
各
地
に
よ

っ
て
漁
期
が
こ
と
な
る
。
鰊
の
群
れ
は
、
八
月
後
半
か
ら
徐
々
に
南

下
し
、
九
月
末
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
の

沖
合
に
達
し
た（
（11
（

。
こ
れ
が
グ
レ
ー
ト
・
ヤ
ー
マ
ス
の
鰊
市
を
支
え
た

群
れ
で
あ
っ
た
。
英
仏
海
峡
に
は
一
二
月
か
ら
一
月
に
群
れ
が
入
っ
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て
き
た
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
一
大
鰊
漁
の
基
地
で
あ
っ
た
フ
ェ
カ
ン

の
一
一
世
紀
の
鰊
の
大
市
は
、
一
二
月
二
六
日
の
聖
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

の
日
か
ら
開
催
さ
れ
た（
（11
（

。
海
峡
か
ら
北
海
の
人
々
は
、
鰊
の
回
遊
に

従
っ
た
暦
で
暮
ら
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　【史
料
23
】

　
ハ
ロ
ル
ド
王（
一
世
）は（
ケ
ン
ト
の
）サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
を（
カ

ン
タ
ベ
リ
の
）
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
か
ら
取
り
上
げ
て
自
分

の
た
め
に
使
っ
た
。
そ
の
状
態
は
「
二
年
間
の
鰊
の
年
（tw

egen 
haeringc tim

an

）
続
い
た（

（11
（

。

　　
各
地
で
漁
期
が
違
う
と
い
う
こ
と
は
、
漁
を
も
と
め
て
海
民
も
移

動
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
バ
イ
ユ
ー
の
綴
織
」
に
は
一
〇
六
四

年
頃
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
も
と
に
王
位
継
承
の
確
認

で
使
節
と
な
っ
た
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
子
ハ
ロ
ル
ド
一
行
が
海
峡
で
西
風

に
流
さ
れ
、
ポ
ン
チ
ュ
ー
に
漂
着
し
、
そ
の
地
の
伯
ギ
ー
に
よ
っ
て

捕
縛
さ
れ
た
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
さ
て
、
ギ
ー
は
ど
う
し
て

漂
着
者
が
ハ
ロ
ル
ド
だ
と
認
識
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
一
二
世
紀
中
ご
ろ
の
ジ
ャ
ジ
ー
島
出
身
の
聖
職
者
詩
人
ウ
ェ
イ

ス
が
教
え
て
く
れ
る
。【
史
料
24
】
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。
ハ
ロ
ル

ド
を
見
た
こ
と
の
あ
る
ラ
・
メ
イ
と
い
う
ソ
ン
ム
川
河
口
域
の
支
流

に
住
む
地
元
の
漁
師
は
、
英
語
を
理
解
し
、
お
そ
ら
く
ド
ー
ヴ
ァ
な

ど
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
鰊
船
団
に
参
加
し
て
、
そ
こ
で
ハ
ロ
ル
ド
を

目
撃
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
が
ハ
ロ
ル
ド
の
海
軍
に
参
加
し
た
可
能

性
も
排
除
で
き
な
い
。
鰊
漁
の
漁
師
は
同
時
に
水
兵
で
あ
っ
た
。

　【史
料
24
】

　
私
は
ハ
ロ
ル
ド
が
ど
の
よ
う
な
誤
り
を
し
で
か
し
た
の
か
は
知

ら
な
い
。
操
舵
手
の
ミ
ス
な
の
か
風
の
せ
い
な
の
か
。
い
ず
れ
に

せ
よ
彼
が
コ
ー
ス
か
ら
外
れ
た
こ
と
は
知
っ
て
い
る
。
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
に
行
か
ず
に
、
ポ
ン
チ
ュ
ー
に
行
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
戻
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
こ
に
到
着
し
た
こ
と
を
隠
す

こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
地
域
の
漁
師
の
一
人
（U

n des 
perscheors de la terre

）
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
い
っ
た
こ
と

が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
ハ
ロ
ル
ド
を
し
ば
し
ば
目
撃
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
彼
は
、
顔
と
話
す
言
葉
で
彼
が
ハ
ロ
ル
ド
で
あ
る
こ
と

を
認
め
た
。
そ
し
て
秘
密
裏
に
ポ
ン
チ
ュ
ー
伯
の
も
と
に
行
き
、

こ
の
こ
と
を
話
し
た
。
…
伯
は
こ
の
も
の
の
申
し
出
を
受
け
て
ハ

ロ
ル
ド
を
示
し
て
も
ら
っ
た（
（11
（

。

　（ｂ
）
水
夫
役
（
か
こ
や
く
）

　【
史
料
25
】
は
、『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
に
お
け
る
ド
ー
ヴ
ァ

の
水
夫
役
（
か
こ
や
く
）
の
記
述
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
国
王
に

二
〇
隻
の
船
を
一
五
日
間
提
供
し
、
各
船
に
は
二
一
人
の
男
が
乗
り
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込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、「
ミ
ク
ル
マ
ス
（
九
月
二
九

日
）
か
ら
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
の
祝
日
（
一
一
月
三
〇
日
）
ま
で

は
、集
落
は
「
国
王
の
休
戦
」、す
な
わ
ち
平
和
の
も
と
に
お
か
れ
た
。

九
月
二
九
日
か
ら
一
一
月
三
〇
日
が
、
サ
セ
ッ
ク
ス
と
ケ
ン
ト
に
あ

る
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
（Pevensey

）、ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
（H

astings

）、

ロ
ム
ニ
（Rom

ney
）、
ド
ー
ヴ
ァ
（D

over

）、
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ

（Sandw
ich

）
な
ど
の
鰊
漁
集
落
の
グ
レ
ー
ト
・
ヤ
ー
マ
ス
の
沖
合

に
お
け
る
伝
統
的
漁
期
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
ヶ
月
間
は
グ
レ
ー
ト
・

ヤ
ー
マ
ス
の
大
鰊
市
の
開
催
日（
（11
（

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
男
た
ち
が
出
漁

し
て
い
る
間
、
港
の
平
和
は
国
王
の
も
と
に
お
か
れ
た
。

　【史
料
25
】

　
ド
ー
ヴ
ァ
の
市
民
は
国
王
に
一
年
に
一
度
二
〇
隻
の
船
を
一
五
日

間
提
供
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
は
二
一
人
の
男
が
乗
り
込
む
。
彼

ら
は
こ
の
奉
仕
を
国
王
の
た
め
に
行
っ
た
。
と
い
う
の
も
国
王
は
彼

ら
に
裁
判
権
（sac &

 soc

）
を
与
え
た
か
ら
で
あ
る
。
…
ミ
ク
ル

マ
ス
（
九
月
二
九
日
）
か
ら
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド
ル
ー
の
祝
日
（
一
一

月
三
〇
日
）
ま
で
は
、
集
落
は
「
王
の
休
戦
」、
す
な
わ
ち
平
和
に

は
い
る
。
も
し
誰
で
あ
れ
、
こ
の
平
和
を
破
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ

の
た
め
に
科
料
を
支
払
っ
た
。
こ
の
集
落
に
住
む
者
は
誰
で
あ
れ
、

慣
習
に
よ
る
上
納
を
行
っ
た
。
そ
れ
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
の
通
行
税

は
免
除
さ
れ
た
。
…
平
和
の
侵
害
に
関
し
て
は
一
〇
〇
シ
リ
ン
グ
を

支
払
う
べ
し（
（11
（

。

　　
前
述
の
【
史
料
６
】
で
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
に
命
を
捧
げ
る
と
宣
言
し
た

ペ
ヴ
ェ
ン
シ
、
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
、 

ロ
ム
ニ
、
ド
ー
ヴ
ァ
、
サ
ン
ド

ウ
ィ
ッ
チ
の
五
つ
の
港
は
、
一
二
世
紀
後
半
以
降
、
国
王
の
海
軍
と

し
て
活
動
す
る
代
わ
り
に
鰊
漁
の
特
権
を
獲
得
し
た
シ
ン
ク
ポ
ー
ト

と
し
て
史
料
上
に
表
れ
て
く
る（
（11
（

。
し
か
し
、
そ
の
始
ま
り
は
、
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
が
、
い
わ
ば
「
海
の
領
主（

（11
（

」 

と
し
て
海
峡
の
鰊
船
団
を
ま
と

め
あ
げ
、
自
ら
の
配
下
に
お
い
た
こ
と
に
あ
る
。
息
子
の
ハ
ロ
ル
ド

が
国
王
と
な
る
と
、
彼
ら
は
国
王
の
海
軍
と
し
て
の
機
能
も
あ
わ
せ

も
っ
た
。
だ
か
ら
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
公
は
、
九
月
二
九
日
の
解
禁
日
に

む
け
て
グ
レ
ー
ト
・
ヤ
ー
マ
ス
の
沖
合
に
む
け
て
船
団
が
出
港
し
た

で
あ
ろ
う
二
八
日
に
、
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
、
翌
二
九
日
に
は
ヘ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
ズ
に
上
陸
し
た
の
で
あ
る（
（11
（

。
馬
や
人
員
、
物
資
を
運
ぶ
ウ
ィ
リ

ア
ム
艦
隊
に
と
っ
て
ハ
ロ
ル
ド
旗
下
の
船
団
に
イ
ン
タ
ー
セ
プ
ト
さ

れ
る
こ
と
は
、
壊
滅
を
意
味
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
側
の
海
民
の
留

守
を
狙
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
動
員
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
ノ
ル

マ
ン
側
の
鰊
漁
の
解
禁
日
は
、
鰊
の
南
下
の
時
期
が
遅
い
こ
と
か
ら

も
、
一
二
月
以
降
と
想
定
さ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
軍
の

海
民
た
ち
に
は
精
神
的
余
裕
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
差
は

き
わ
め
て
重
要
だ
が
、さ
ら
な
る
検
証
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

な
に
よ
り
も
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
こ
う
し
た
戦
略
上
必
要
な
情
報
を
握
っ
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て
い
た
。
も
っ
と
も
こ
の
点
は
、
ハ
ロ
ル
ド

も
同
様
で
あ
っ
た
。

（
三
）
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
修
道
院
と
海
民

　
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
の
修
道
院
フ
ェ
カ
ン

は
、一
〇
一
七
年
に
ク
ヌ
ー
ト
王
に
よ
っ
て
、

現
在
の
ラ
イ
地
域
に
相
当
す
る
ラ
ム
ズ
リ

（Ram
m

esleah. co. Sussex

）
の
所
領
と

港
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
征
服
前
に
、
修
道

院
の
所
領
は
ラ
イ
を
中
心
に
、
ペ
ヴ
ェ
ン
シ

に
か
け
て
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
る
（【
図

18
】
参
照
）。
従
っ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
、

ど
の
時
点
で
ど
こ
に
上
陸
す
る
か
を
、
フ
ェ

カ
ン
修
道
院
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
計
算
が

で
き
た
。
ノ
ル
マ
ン
軍
の
海
峡
横
断
は
、
冒

険
主
義
的
な
試
み
で
は
な
く
、
日
常
的
な
交

通
を
も
と
に
練
ら
れ
た
緻
密
な
作
戦
行
動
で

あ
っ
た
。

　【史
料
26
】（
以
下
は
内
容
の
要
約
で
あ
る
。）

（
ａ
）
一
〇
一
七
年
に
ク
ヌ
ー
ト
王
は
フ
ェ

カ
ン
修
道
院
に
ラ
ム
ズ
リ
＝
ラ
イ
を
中
心
と

し
た
広
い
領
域
と
港
を
与
え
た（
（11
（

。

フェカン修道院の
所領圏

図18　フェカン修道院の所領と鰊漁の港（後のシンクポート）
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（
ｂ
）
一
〇
二
八
か
ら
一
〇
三
五
年
に
ク
ヌ
ー
ト
王
は
、
ブ
リ
ー
ド

〔
筆
者
註
：Brede; 

ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
す
ぐ
東
隣
り
で
現
在
の

ラ
イ
に
繋
が
る
〕
と
ラ
ム
ズ
リ
＝
ラ
イ
の
広
い
領
域
と
港
、
さ
ら

に
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ル
シ
（W

inchelsea

）
の
流
通
税
を
与
え
た
〔
こ

の
箇
所
は
後
か
ら
の
書
き
込
み
で
あ
ろ
う
。
そ
の
位
置
か
ら
し
て

も
か
つ
当
時
存
在
し
な
い
集
落
の
名
前
か
ら
も（
（12
（

〕。

（
ｃ
）
一
〇
四
二
か
ら
一
〇
四
七
年
に
、
エ
ド
ワ
ー
ド
王
は
フ
ェ
カ

ン
修
道
院
に
ス
テ
イ
ニ
ン
グ
（Steyning

）
の
土
地
〔
ヘ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
ズ
か
ら
西
に
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
〕
を
与
え
た（
（12
（

。

　　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
海
民
の
出
現
し
た
時
期
は
、
当
然
、
対
岸
に
お

い
て
も
同
じ
く
海
民
が
出
現
し
た
時
期
で
あ
っ
た（
（12
（

。
一
一
世
紀
の
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
に
お
け
る
海
民
の
活
動
を
知
る
史
料
は
断
片
的
だ
が
、

【
史
料
27
】
は
、
一
一
世
紀
末
の
同
意
書
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
フ

ェ
カ
ン
の
修
道
院
長
が
自
ら
の
海
民
集
団
と
船
団
を
統
制
し
て
い
た

こ
と
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
各
地
の
海
民
が
、
フ
ェ
カ
ン
修
道
院
長
の
船

団
の
指
揮
下
に
入
っ
て
漁
に
参
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
フ
ェ
カ
ン

は
中
世
後
期
の
史
料
か
ら
は
、
鰊
漁
の
一
大
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
一
一
世
紀
に
お
い
て
も
鰊
漁
の
指
導
的
な
港
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（
（12
（

。
た
だ
、
鯨
漁
は
特
別
だ
っ
た
よ
う
で
、
カ

ー
ン
に
は
、
す
で
に
特
別
の
鯨
漁
ギ
ル
ド
（
但
し
内
規
を
も
っ
て
い

た
か
な
ど
組
織
は
不
明
）
が
存
在
し
、
こ
れ
に
関
し
て
は
フ
ェ
カ
ン

修
道
院
長
配
下
の
船
団
も
そ
の
統
制
下
に
は
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
鯨
漁
の
漁
師
た
ち
の
裁
判
権
は
カ
ー
ン
の
サ
ン
・
エ
テ

ィ
エ
ン
ヌ
修
道
院
長
が
保
持
し
て
い
た
。
ル
ー
ア
ン
や
カ
ー
ン
は
鯨

漁
の
基
地
で
、
そ
の
肉
は
、
と
く
に
ル
ー
ア
ン
の
も
の
は
、
征
服
前

か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
出
さ
れ
て
い
た
（
後
述
史
料
31
参
照
）。

　【史
料
27
】

　
以
下
は
、
フ
ェ
カ
ン
の
ト
リ
ニ
テ
ェ
の
修
道
院
長
ウ
ィ
リ
ア
ム

と
カ
ー
ン
の
修
道
院
長
ギ
ル
バ
ー
ト
の
間
で
取
り
交
わ
さ
れ
た
デ

ィ
ヴ
（D

ives

）
川
で
捕
獲
さ
れ
た
チ
ョ
ウ
ザ
メ
と
鯨
に
関
す
る

取
り
決
め
で
あ
る
。
カ
ー
ン
の
修
道
院
長
は
こ
の
取
り
決
め
に
よ

っ
て
以
下
の
こ
と
を
承
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ェ
カ
ン
の
修
道

院
長
は
、
①
フ
ェ
カ
ン
修
道
院
に
属
す
る
民
と
彼
の
船
団
に
乗
っ

て
漁
に
従
事
し
た
そ
の
ほ
か
の
民
す
べ
て
が
捕
獲
し
た
チ
ョ
ウ
ザ

メ
を
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
、（
た
だ
し
こ
の
）
庇
護
下
に
な

い
民
に
は
、
慣
習
に
よ
っ
て
所
有
す
る
チ
ョ
ウ
ザ
メ
を
捕
獲
す
る

カ
ー
ン
の
修
道
院
長
の
庇
護
下
の
民
は
含
ま
れ
な
い
。
こ
れ
に
対

し
て
、
捕
獲
さ
れ
た
鯨
に
関
し
て
は
、
カ
ー
ン
の
修
道
院
長
は
以

下
の
こ
と
を
承
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
フ
ェ
カ
ン
の
修
道
院
長
は

〔
こ
の
漁
に
参
加
す
る
〕
こ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
た
彼
の
す
べ
て

の
船
団
を
、
②
捕
鯨
漁
民
の
ギ
ル
ド
の
統
制
下
に
お
く
こ
と
、
た

だ
し
、
捕
鯨
漁
民
た
ち
に
対
し
て
示
す
こ
と
の
で
き
る
慣
習
に
従
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っ
て
そ
う
す
る
。
し
か
し
て
、
も
し
捕
鯨
民
自
ら
が
、
フ
ェ
カ
ン

の
修
道
院
長
と
彼
の
庇
護
下
に
あ
る
民
に
対
し
て
不
正
な
る
行
為

を
行
っ
た
場
合
に
は
、
カ
ー
ン
の
修
道
院
長
は
、
忠
実
に
十
全
な

る
正
義
を
〔
彼
の
配
下
に
あ
る
〕
こ
れ
ら
捕
鯨
民
に
対
し
て
行
う

こ
と
。〔
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
〕
以
下
証
人
で
あ
る（
（12
（

。〔
略
〕。

　　
も
う
一
つ
史
料
を
示
そ
う
。『
ウ
ィ
リ
ア
ム
公
の
船
舶
リ
ス
ト
』は
、

一
〇
七
二
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
、
ノ
ル
マ
ン
征
服
に
船
と
騎
士
を
供

出
し
た
聖
俗
の
貴
族
た
ち
の
リ
ス
ト
で
、
一
四
名
の
聖
俗
貴
族
と

七
七
六
隻
の
船
と
二
八
〇
人
分
の
騎
士
役
が
記
録
さ
れ
て
い
る（
（12
（

。
こ

の
数
が
実
数
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
こ
の
な
か
で
フ
ェ
カ
ン
の
修

道
士
で
施
し
係
の
レ
ミ
ギ
ウ
ス
が
一
隻
の
船
と
二
〇
人
の
騎
士
を
連

れ
て
参
戦
し
て
い
る
。
レ
ミ
ギ
ウ
ス
の
伝
記
を
書
い
た
ウ
ェ
ー
ル
ズ

の
ジ
ェ
ラ
ル
ド
は
、
レ
ミ
ギ
ウ
ス
が
、「
修
道
院
長
に
一
〇
人
の
騎

士
（「
リ
ス
ト
」
で
は
二
〇
人
）
を
任
さ
れ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
来
た
。

そ
の
様
は
分
遣
隊
を
指
揮
す
る
隊
長
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
伝
え
て
い

る
。
一
〇
六
六
年
の
四
月
一
三
日
、
復
活
祭
の
洗
足
木
曜
日
に
ウ
ィ

リ
ア
ム
は 

フ
ェ
カ
ン
で
宮
廷
を
開
い
て
い
た（

（12
（

。
そ
こ
で
、
修
道
院

長
が
監
督
し
て
い
た
海
民
の
動
員
の
話
が
行
わ
れ
、
施
し
係
の
修
道

士
レ
ミ
ギ
ウ
ス
が
そ
の
指
揮
者
に
任
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

後
の
彼
の
昇
進
は
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
い
う
通
り
そ
の

活
躍
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た（
（12
（

。

【
史
料
28
】

（
ａ
）
フ
ェ
カ
ン
の
施
し
係
で
、
後
の
リ
ン
カ
ン
司
教
は
一
隻
の
船

に
二
〇
人
の
騎
士（
（12
（

。

（
ｂ
）（
レ
ミ
ギ
ウ
ス
は
）
自
身
と
彼
の
修
道
院
長
が
彼
の
奉
仕
の
た

め
に
送
っ
た
一
〇
人
の
騎
士
と
共
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
来
た
。
そ

れ
は
あ
た
か
も
必
要
な
こ
と
の
管
理
を
指
揮
す
る
分
隊
の
高
貴
な

長
の
よ
う
だ
っ
た（
（12
（

。

　（四
）
環
海
峡
世
界
の
技
術
と
情
報

　
一
〇
六
六
年
の
ノ
ル
マ
ン
征
服
の
海
峡
横
断
は
、
潮
、
風
、
上
陸

地
点
の
状
況
を
熟
知
し
た
熟
練
の
船
乗
り
と
環
境
に
馴
染
ん
だ
船
と

統
制
の
と
れ
た
船
団
が
な
け
れ
ば
不
可
だ
っ
た
。【
史
料
29
】
に
あ

る
ウ
ェ
イ
ス
の
父
親
が
見
た
と
い
う
六
九
六
隻
の
船
数
が
正
確
だ
と

す
る
と
、
こ
れ
ま
で
無
邪
気
に
そ
う
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
は
、

す
べ
て
を
新
造
船
で
ま
か
な
う
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
竜
骨
の

オ
ー
ク
を
そ
ろ
え
る
と
セ
ー
ヌ
河
流
域
の
環
境
破
壊
が
発
生
す
る
と

い
う
研
究
が
あ
る（
（13
（

。
半
年
の
工
期
は
短
す
ぎ
る
。
伐
採
、
運
搬
、
製

材
、
乾
燥
、
造
船
、
そ
れ
だ
け
の
人
材
を
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
は
そ
ろ
え

る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
は
決
し
て
特
別

豊
か
な
領
邦
で
は
な
か
っ
た
の
で
。
既
存
の
船
を
使
用
し
た
の
だ
ろ

う
。
そ
れ
に
は
艦
隊
行
動
の
で
き
る
鰊
船
団
が
最
適
だ
っ
た
。
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【
史
料
29
】

　
父
は
サ
ン
ヴ
ァ
レ
リ
か
ら
出
航
し
た
船
の
数
は
六
九
六
隻
と
い

う
。
私
は
全
体
で
三
千
隻
が
航
海
に
供
さ
れ
た
と
い
う
資
料
を
見

出
し
た（
（13
（

。

　　
船
団
は
二
七
日
の
夜
、
サ
ン
ヴ
ァ
レ
リ
を
引
き
潮
に
の
っ
て
出
帆

し
た
。
そ
の
日
の
満
潮
が
グ
リ
ニ
ッ
ジ
標
準
時
で
一
五
時
一
四
分
、

日
没
が
一
七
時
二
四
分
、
月
齢
六
日
で
月
入
り
が
二
二
時
一
七
分
で

あ
る
か
ら
、
一
八
時
ま
で
に
は
公
海
上
で
船
団
を
編
成
し
た
で
あ
ろ

う
。
二
二
時
以
降
は
船
団
は
闇
の
中
を
星
を
頼
り
に
進
ん
だ
。
二
八

日
の
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
の
干
潮
が
三
時
三
七
分
、
日
の
出
が
六
時
〇
一
分

で
あ
っ
た
。
二
八
日
深
夜
の
引
き
潮
に
の
っ
て
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
＝
ヘ
イ

ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
船
団
が
出
港
し
た
後
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
船
団
は
、

午
前
の
満
潮
へ
の
上
潮
に
の
っ
て
午
前
九
時
頃
に
湾
内
に
入
港
し
た（
（13
（

と
推
測
さ
れ
る
。
出
帆
が
リ
ー
シ
ョ
ア
と
な
る
南
風
を
ま
っ
た
と
い

う
お
よ
そ
素
人
じ
み
た
俗
説
は
と
も
か
く
と
し
て
、サ
ン
ヴ
ァ
レ
リ
・

ソ
ン
ム
か
ら
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
ま
で
、
一
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
時
間
に

し
て
一
五
時
間
ほ
ど
の
航
路
を
、
潮
流
を
よ
み
、
暗
い
海
峡
を
大
船

団
が
大
き
な
乱
れ
も
な
く
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。し
か
も
、

地
理
的
状
況
を
熟
知
し
て
い
た
フ
ェ
カ
ン
修
道
院
の
所
領
の
あ
る
近

辺
で
、
大
船
団
が
安
全
に
停
泊
で
き
て
か
つ
橋
頭
堡
を
容
易
に
つ
く

れ
る
唯
一
の
場
所
、
ペ
ヴ
ェ
ン
シ
湾
に
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
つ
く
た

め
に
は
、
船
団
を
操
舵
す
る
海
民
の
技
能
が
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ

た
。
上
陸
し
て
か
ら
ウ
ィ
リ
ア
ム
は
ハ
ロ
ル
ド
王
と
使
者
の
や
り
と

り
を
し
て
王
位
の
継
承
に
つ
い
て
交
渉
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
尽
力
を

尽
く
し
た
の
が
フ
ェ
カ
ン
修
道
士
ヒ
ュ
ー
・
マ
ー
ゴ
ッ
ト
（H

ugh 
M

argot

）
と
い
う
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
。
数
多

く
の
修
道
士
や
聖
職
者
が
両
陣
営
に
い
て
、
交
渉
や
手
紙
の
起
草
を

行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
修
道
士
も
戦
闘
に
参
加
し
て
い
た（
（11
（

。

海
民
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　（五
）
カ
ー
ン
石
の
運
搬
と
海
民
の
指
導
者
ヴ
ィ
タ
ー
ル

　【
図
19
】
は
「
バ
イ
ユ
ー
の
綴
織
」
で
偵
察
に
出
た
ヴ
ィ
タ
ー
ル

と
い
う
騎
士
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
ハ
ロ
ル
ド
軍
の
状
況
を
問
い
た
だ
し

て
い
る
場
面
で
あ
る（
左
手
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
、右
手
に
ヴ
ィ
タ
ー
ル
）。

【
史
料
30
】
は
一
一
世
紀
後
半
の
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
の
ゴ
シ
ュ
ラ
ン

の
手
に
よ
る
カ
ン
タ
ベ
リ
の
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
の

『
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
奇
跡
譚
』
の
一
コ
マ
で
あ
る
。

　【史
料
30
】（
要
約
）

　
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
の
治
世
、
一
五
隻
の
船
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

か
ら
カ
ー
ン
の
港
に
到
着
し
た
。
船
団
は
、
現
地
で
ウ
ェ
ス
ト
ミ

ン
ス
タ
の
王
宮
の
た
め
に
石
を
購
入
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
運
ぶ

た
め
の
王
の
差
配
人
で
あ
る
、
①
「
よ
き
人
」（probus hom

o

）
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ヴ
ィ
タ
ー
ル
と
接
触
し
た
。
②
ヴ
ィ
タ
ー
ル
は
同
時
に
カ
ン
タ
ベ

リ
の
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
の
祈
祷
兄
弟
に
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
も
修
道
院
の
再
建
の
た
め
の
石
の
調

達
に
功
績
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
一
人
の
船
長
を
説
得
し

て
修
道
院
の
再
建
（
一
〇
七
三
年
に
始
ま
る
）
の
た
め
の
石
を
運

ぶ
よ
う
に
と
依
頼
し
た
。
そ
し
て
前
代
未
聞
の
破
格
の
条
件
を
提

示
し
た
の
で
あ
る
。
船
長
が
合
意
す
る
と
、
ヴ
ィ
タ
ー
ル
は
③
修

道
院
長
ス
コ
ラ
ン
ド
宛
の
、
印
章
の
つ
い
た
契
約
書
（litteras 

sigillatas

）
を
手
渡
し
た
。
晴
天
の
早
朝
、
準
備
が
整
う
と

一
五
隻
の
船
団
は
海
に
乗
り
出
し
た
。
最
初
風
は
順
調
で
あ
っ
た

が
、
三
分
の
一
も
こ
な
い
う
ち
に
、
突
然
海
は
荒
れ
だ
し
て
④
南

風
が
荒
れ
狂
っ
た
（
追
い
風
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
海
岸
で
は
き
わ
め

て
危
険
な
風
で
あ
る
）。
一
四
隻
の
船
は
乗
組
員
や
積
み
荷
と
と

も
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
唯
一
残
っ
た
の
が
修
道
院
へ
石
を
運
ん

で
い
た
件
の
船
で
あ
っ
た
。
乗
組
員
は
、
積
み
荷
を
捨
て
よ
う
と

し
た
が
、
船
長
は
そ
れ
を
制
止
し
た
。
神
と
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ

ス
に
祈
っ
た
。
嵐
は
荒
れ
狂
っ
て
い
た
が
、
な
ん
と
か
サ
セ
ッ
ク

ス
の
ブ
ラ
ン
バ
ー
（Bram

ber

）
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
浜
で
船
長
は
新
し
い
船
を
建
造
し
（
船
長=

船
主
）、
荷
を

積
み
替
え
て
カ
ン
タ
ベ
リ
に
着
い
た
。
そ
こ
で
、
船
長
は
ヴ
ィ
タ

ー
ル
の
契
約
書
を
修
道
院
長
に
手
渡
し
た
。
修
道
院
長
ス
コ
ラ
ン

ド（
（13
（

は
、
契
約
書
に
書
か
れ
て
い
る
額
を
支
払
い
、
さ
ら
に
ボ
ー
ナ

図１９ 「バイユーの綴織」のヴィタール。「ここでウィリアム公は、ヴィタールにハロ

ルドの軍勢をみたかどうかを尋ねた」（HIC VVILLELM DVX INTERROGAT VITAL SI 

VIDISSET EXERCITV[M] HAROLDI）  

出典：鶴島博和「「史料」が語る騎士の姿」『史料が語る中世ヨーロッパ』（刀水書房、

2004 年） 

 

  図 19　「バイユーの綴織」のヴィタール。「ここでウィリアム公は、ヴィタールに
　　　  ハロルドの軍勢をみたかどうかを尋ねた」

単（HIC VVILLELM DVX INTERROGAT VITAL SI  VIDISSET 
EXERCITV[M] HAROLDI）　
出典：鶴島博和「「史料」が語る騎士の姿」國方敬司・直江慎一編『史料が語る
中世ヨーロッパ』（刀水書房、2004 年）



－  61  －

史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

ス
を
払
っ
た（

（13
（

。

　　
征
服
後
ロ
マ
ネ
ス
ク
教
会
建
築
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
カ
ー
ン
石
の

購
入
を
国
王
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
た
め
に
現
地
カ
ー
ン
で
差
配
し
た
の

は
、
ヴ
ィ
タ
ー
ル
と
い
う
名
の
よ
き
人
で
あ
っ
た
。「
バ
イ
ユ
ー
の

綴
織
」
の
偵
察
に
出
た
ヴ
ィ
タ
ー
ル
と
石
調
達
の
差
配
人
の
ヴ
ィ
タ

ー
ル
は
同
一
人
物
で
あ
る（
（13
（

。
当
時
修
道
院
は
再
建
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
石

の
調
達
に
労
が
あ
っ
た
と
ヴ
ィ
タ
ー
ル
は
、
自
分
の
封
主
で
も
あ
っ

た
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
長
、
ス
コ
ラ
ン
ド
に
よ
っ
て

修
道
院
の
祈
祷
兄
弟
盟
約
に
む
か
え
ら
れ
た
。
ヴ
ィ
タ
ー
ル
は
、
ノ

ル
マ
ン
征
服
で
バ
イ
ユ
ー
司
教
オ
ド
の
配
下
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
渡

り
、
都
市
カ
ン
タ
ベ
リ
と
そ
の
周
辺
に
所
領
を
与
え
ら
れ
た
。
同
時

に
、
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
長
や
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教

に
よ
っ
て
も
授
封
さ
れ
た
。
一
〇
八
八
年
の
司
教
オ
ド
の
失
脚
と
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
へ
の
撤
退
に
も
付
き
従
わ
ず
、
ケ
ン
ト
の
地
域
レ
ベ
ル

の
騎
士
と
し
て
在
地
化
し
て
い
っ
た
。

　
さ
て
、
奇
跡
譚
の
顛
末
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
修

道
院
長
ス
コ
ラ
ン
ド
に
頼
ま
れ
て
一
人
の
船
長
に
石
材
運
搬
の
仕
事

を
依
頼
し
た
。
船
長
は
船
主
で
も
あ
る
。
船
長
は
、
嵐
を
乗
り
越
え

て
、
石
を
無
事
に
カ
ン
タ
ベ
リ
に
届
け
、
契
約
書
に
記
載
さ
れ
た
以

上
の
報
酬
を
得
た
。
一
一
世
紀
後
半
の
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に「
契
約
書
」

あ
る
い
は
「
送
り
状
」
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
最
古
の
事
例
で
あ

ろ
う
。
ヴ
ィ
タ
ー
ル
も
船
長
も
ラ
テ
ン
語
を
見
て
大
体
の
内
容
は
理

解
す
る
実
務
的
読
み
能
力
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
カ
ー
ン
に

出
向
い
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
船
長
た
ち
は
み
な
フ
ラ
ン
ス
語
が
で

き
た
で
あ
ろ
う
。

　【
図
20
】
は
、
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の
系
図
と
一
〇
八
六
年
当
時
の
所
領

で
あ
る
。
一
〇
八
八
年
以
降
、
ヴ
ィ
タ
ー
ル
は
ケ
ン
ト
に
定
住
し
、

在
地
ジ
ェ
ン
ト
リ
と
な
っ
て
い
っ
た
。
彼
の
娘
婿
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

カ
ウ
ヴ
ェ
ル
と
い
う
カ
ン
タ
ベ
リ
最
初
の
ノ
ル
マ
ン
系
市
場
役
人

（port reeve

、
都
市
の
シ
ェ
リ
フ
）
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の

所
領
は
す
べ
て
海
沿
い
に
あ
っ
た
。
彼
は
、
海
民
に
対
し
て
指
導
的

な
立
場
に
あ
っ
た
騎
士
で
あ
り
、
石
調
達
の
役
人
あ
る
い
は
商
人
で

あ
り
、
カ
ン
タ
ベ
リ
の
リ
デ
ィ
ン
ゲ
イ
ト
付
近
に
居
を
構
え
た
市
民

で
あ
っ
た
。【
図
28
】
に
ヴ
ィ
タ
ー
ル
一
族
が
カ
ン
タ
ベ
リ
で
居
住

し
て
い
た
指
定
地
区
を
表
示
し
た
。
息
子
ハ
イ
モ
は
、
ヘ
ン
リ
王
の

子
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
命
令
で
、
地
元
の
海
民
を
指
導
し
て
サ
ン
ド
ウ
ィ

ッ
チ
の
船
に
か
か
わ
る
紛
争
解
決
に
奔
走
し
て
い
た
。
一
二
世
紀
中

頃
ま
で
同
家
は
、
ス
ト
ゥ
ー
ル
マ
ウ
ス
（
カ
ン
タ
ベ
リ
を
流
れ
る
ス

ト
ゥ
ー
ル
ウ
川
の
河
口
と
い
う
意
味
）
と
い
う
海
へ
の
出
口
を
拠
点

と
し
て
、
海
と
の
強
い
関
わ
り
を
維
持
し
た
が
、
や
が
て
内
陸
に
拠

点
を
移
し
て
い
っ
た
。

　
一
〇
六
五
年
に
献
堂
式
を
終
わ
ら
せ
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
修
道

院
は
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
ジ
ュ
ミ
エ
ー
ジ
ュ
に
よ
く
似
た
ロ
マ
ネ
ス
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ク
様
式
の
教
会
と
い
わ
れ
る
。
征
服
前
か
ら
石
工
の
集
団
は
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
移
動
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ

征
服
前
に
使
用
し
た
石
は
レ
ゲ
イ
ト
石
な
ど
の
地
元
の
石
で
あ
っ

た
。征
服
に
よ
っ
て
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式
が
伝
わ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
と
っ
て
カ
ー
ン
石
の
販
売
ル
ー
ト
が
出
来
上
が
っ

た
と
み
る
方
が
正
確
で
あ
ろ
う（
（13
（

。

　（六
）
環
海
峡
世
界
の
交
易

　【
史
料
31
】 

は
、『
第
四
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
王
法
典
』
に
あ
る
「
ロ
ン

ド
ン
の
慣
行
」（The Institute of London

）
と
一
般
に
言
わ
れ

る
も
の
で
、
一
〇
〇
〇
年
頃
の
ロ
ン
ド
ン
と
大
陸
諸
地
域
と
の
交
易

を
知
る
重
要
な
史
料
で
あ
る（
（13
（

。
法
典
は
、
ミ
サ
に
お
け
る
説
教
の
世

俗
版
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
交
易
先
は
、
ル
ー
ア
ン
、
ノ
ル
マ
ン

デ
ィ
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
、
ポ
ン
チ
ュ
、
フ
ラ
ン
ド
ル
、
ユ
イ
、

リ
エ
ー
ジ
ュ
、
ニ
ヴ
ェ
ル
そ
し
て
皇
帝
の
臣
民
で
あ
っ
た
。
皇
帝
の

臣
民
は
、
ケ
ル
ン
を
中
心
と
し
た
ド
イ
ツ
人
で
皇
帝
の
保
護
下
に
あ

っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
を
意
味
し
た
で
あ
ろ
う
。
ロ
ン
ド
ン
は
こ
れ
ら
の
北

フ
ラ
ン
ス
や
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
の
地
域
や
都
市
と
交
易
を
盛
ん
に
行
っ

て
い
た
。
交
易
品
で
明
記
さ
れ
て
い
た
の
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら

の
羊
毛
と
大
陸
か
ら
の
厚
板
、
魚
、
と
く
に
ル
ー
ア
ン
か
ら
の
鯨
や

イ
ル
カ
そ
し
て
ワ
イ
ン
な
ど
で
あ
っ
た
。
問
題
は
、
征
服
に
よ
っ
て

流
通
の
経
路
、
質
と
量
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
で
あ
る
。
一
〇
四
九

年
か
ら
九
三
年
の
間
で
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
サ
ン
・
ロ
ー
（Saint

︲L
ô

）
の
交
易
が
一
四
倍
に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る（

（13
（

。
こ
れ
ら
の

問
題
を
、
次
に
銀
と
貨
幣
の
流
通
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

　【史
料
31
】

一
　
ア
ル
ダ
ー
ス
ゲ
イ
ト
（Aldersgate

）
と
ク
リ
ッ
プ
ル
ゲ
イ
ト

（Cripplegate

）
は
、
衛
兵
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
た
。

二
　
も
し
小
舟
が
ビ
リ
ン
グ
ス
ゲ
イ
ト
（Billingsgate

）
に
到

着
し
た
場
合
、
流
通
税
と
し
て
二
分
の
一
ペ
ニ
ー
（obolus 

tolonei

）
を
支
払
う
べ
し
。
帆
を
も
つ
大
型
船
で
あ
れ
ば
一
ペ

ニ
ー
。

二
．
一
　
大
型
船
（coel

）
あ
る
い
は
貨
物
船
（hulcus

((14

(

）
が
到
着
、

あ
る
い
は
停
船
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
流
通
税
と
し
て
四
ペ
ン
ス

を
支
払
う
べ
し
。

二
．
二
　
厚
板
（lignum

）
を
運
ん
で
い
る
場
合
は
、
流
通
税
と

し
て
一
枚
の
厚
板
を
差
し
出
す
べ
し
。

二
．
三
　
布
に
関
す
る
流
通
税
は
、
週
に
三
日
、
日
曜
日
、
火
曜
日
、

木
曜
日
に
支
払
わ
れ
る
べ
し
。

二
．
四
　（
ロ
ン
ド
ン
）
橋
に
き
た
も
の
で
ボ
ー
ト
に
魚
を
積
み
荷

と
し
て
も
っ
て
い
る
場
合
は
、
流
通
税
と
し
て
二
分
の
一
ペ
ニ
ー

を
、
大
型
の
場
合
は
一
ペ
ニ
ー
を
支
払
う
。

二
．
五
　
ワ
イ
ン
も
し
く
鯨
や
イ
ル
カ
を
運
ん
で
き
た
ル
ー
ア
ン
か
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ら
の
人
は
、
大
型
船
の
場
合
六
シ
リ
ン
グ
を
支
払
い
、
魚
の
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
。

二
．
六
　
フ
ラ
ン
ド
ル
、
ポ
ン
チ
ュ
ー
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
イ
ル
・
ド
・

フ
ラ
ン
ス
か
ら
き
た
人
々
は
、
商
品
を
示
し
、
流
通
税
を
支
払
う

べ
し
。

二
．
七
　
ユ
イ
、
リ
エ
ー
ジ
ュ
、
ニ
ヴ
ェ
ル
か
ら
き
て
、
ロ
ン
ド
ン

を
通
る
人
々
は
、
商
品
の
展
示
料
と
流
通
税
を
支
払
う
べ
し
。

二
．
八
　
自
ら
の
船
で
来
た
皇
帝
の
臣
民
（
ケ
ル
ン
を
中
心
と
す
る

ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人（
（14
（

） 

た
ち
は
、
我
々
と
同
じ
（
交
易
の
）
権
利

を
有
す
る
資
格
が
あ
る
。

二
．
九
　
小
売
り
で
購
入
し
た
羊
毛
と
溶
か
し
た
脂
肪
以
外
に
、
こ

れ
ら
の
人
々
に
は
船
の
た
め
に
三
匹
の
生
き
た
豚
を
（
食
料
と
し

て
）
購
入
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
る
〔
こ
こ
の
主
語
は
ド
イ
ツ

人
と
考
え
ら
れ
る
。
一
二
世
紀
に
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
か
ら
の
人
は

食
卓
で
三
匹
の
豚
を
食
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
〕。

二
．
一
〇
　
し
か
し
て
、
彼
ら
〔
冬
営
を
認
め
ら
れ
た
人
々
〕
は
、

ロ
ン
ド
ン
市
民
に
対
し
て
先
物
買
い
を
す
る
権
利
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
。
彼
ら
は
そ
の
流
通
税
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

し
て
ク
リ
ス
マ
ス
に
、
二
の
長
さ
の
灰
色
の
布
（
あ
る
い
は
ミ
ニ

ヴ
ァ
）と
一
の
長
さ
の
茶
色
の（
布
）そ
し
て
一
〇
ポ
ン
ド
の
胡
椒
、

手
袋
五
セ
ッ
ト
、
二
サ
ド
ル
・
ケ
ッ
グ
（
馬
の
背
：
単
位
）
の
酢

を
支
払
う
。
復
活
祭
も
同
じ
で
あ
る
。〔
一
二
世
紀
の
史
料
で
あ

る
が
、
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ
ン
か
ら
の
人
は
四
〇
日
を
超
え
て
都
市
に

留
ま
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
と
復
活

祭
に
支
払
う
と
い
う
こ
と
は
、
ロ
ン
ド
ン
で
の
冬
営
を
認
め
ら
れ

て
い
た
人
々
で
あ
る
〕。

二
．
一
一
　
も
し
、
彼
ら
が
市
場
に
き
た
場
合
は
、
大
型
バ
ス
ケ
ッ

ト
で
雌
鶏
を
売
る
場
合
は
、
そ
こ
か
ら
一
匹
が
流
通
税
と
し
て
支

払
わ
れ
る
べ
し
。
一
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
卵
か
ら
は
五
個
の
卵
が
流
通

税
と
し
て
支
払
わ
れ
る
べ
し
。

二
．
一
二
　
チ
ー
ズ
や
バ
タ
ー
と
い
っ
た
、
日
々
の
生
活
の
食
料
を

扱
う
女
性
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
二
週
間
前
に
一
ペ
ニ
ー
を
、
一
週

間
前
に
一
ペ
ニ
ー
を
支
払
う
べ
し（
（14
（

。 

　二
、
銀
貨（
（14
（

の
流
通
と
帝
国
的
象
徴
性

（
一
）
二
つ
の
銀
の
道

　
中
世
を
通
し
て
実
際
に
流
通
し
て
い
た
の
は
、
ペ
ニ
ー
、
ペ
ニ
ヒ
、

ド
ゥ
ニ
エ
と
呼
ば
れ
る
デ
ィ
ナ
リ
ウ
ス
と
い
う
少
額（
（14
（

の
銀
貨（

（14
（

一
種
類

の
み
で
あ
る
。
ブ
リ
テ
ン
諸
島
に
お
い
て
銅
の
ス
テ
ィ
カ
（styca

）

や
銀
の
シ
ャ
ッ
ト
（sceat

）
に
か
わ
っ
て
カ
ロ
リ
ン
グ
に
な
ら
い
、

最
初
に
ペ
ニ
ー
貨
を
発
行
し
た
の
は
八
世
紀
の
後
半
の
マ
ー
シ
ア
人

の
王
オ
ッ
フ
ァ
で
あ
っ
た
。
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
銀
は
ど
こ
か
ら

き
た
の
か
。
大
陸
と
の
交
易
に
よ
っ
て
南
か
ら
そ
れ
な
り
の
量
の
銀

貨
が
流
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
イ
ン
グ
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ラ
ン
ド
で
は
一
〇
世
紀
以
降
、
海
外
か
ら
銭
貨
や
銀
塊
は
一
度
溶
か

さ
れ
て
ペ
ニ
ー
貨
製
造
さ
れ
直
し
た
の
で
そ
の
量
を
推
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
一
二
世
紀
に
カ
ー
ラ
イ
ル
、
一
三
世
紀
に
デ
ヴ
ォ
ン
で

銀
山
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
銀
山
が
開
発

さ
れ
た
記
録
は
な
い
。
た
だ
『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
か
ら
は
マ

ー
シ
ア
の
根
拠
地
の
一
つ
で
あ
っ
た
ダ
ー
ビ
ー
シ
ャ
で
鉛
の
採
掘
が

確
認
で
き
、
そ
れ
な
り
の
量
の
銀
も
算
出
し
た
可
能
性
は
あ
る（
（14
（

。
こ

れ
が
オ
ッ
フ
ァ
の
銀
幣
の
一
つ
の
物
理
的
な
保
証
と
な
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。

　（ａ
）
北
か
ら
の
イ
ス
ラ
ー
ム
銀

　
最
初
の
大
き
な
銀
の
流
入
経
路
は
、
北
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。

七
九
三
年（
（14
（

か
ら
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ァ
人
の
進
入
が
記
録
さ
れ
は
じ
め

た
。
そ
し
て
八
六
五
年
か
ら
の
「
大
軍
勢
」
を
皮
切
り
に
本
格
的
な

定
住
が
記
録
さ
れ
た
。
同
じ
頃
、
九
世
紀
後
半
か
ら
ま
と
ま
っ
た
量

の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
デ
ィ
ル
ハ
ム
銀
貨
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
流
入
を
開

始
し
た（
（14
（

。
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
侵
攻
と
定
住
に
よ
っ
て「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

北
部
と
の
交
流
が
盛
ん
に
な
っ
た
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
商
人
と
ス

カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
の
交
易
者
に
よ
っ
て
、
八
世
紀
当
時
の
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
西
部
の
経
済
的
中
心
で
あ
っ
た
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー

プ
ル
＝
バ
ク
ダ
ッ
ト
枢
軸
地
帯
か
ら
、
ド
ン
＝
ド
ニ
エ
プ
ル
水
系
を

通
っ
て
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
と
の
交
易
路
が
形
成
さ
れ
、
大
量

の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
デ
ィ
ナ

ー
ル
金
貨
と
デ
ィ
ル
ハ
ム

銀
貨
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」

北
部
に
流
入
し
た（
（14
（

。

　
北
欧
で
発
見
さ
れ
た
デ

ィ
ル
ハ
ム
銀
貨
は
お
よ
そ

二
〇
万
枚
、
そ
の
う
ち
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
一
八
万
枚

（
ゴ
ト
ラ
ン
ド
の
一
二
万

枚
を
含
む
）
で
、
西
に
行

く
に
従
い
そ
の
数
は
減
少

し
て
い
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
で
発
見
さ
れ
た
デ
ィ
ル

ハ
ム
銀
貨
は
一
六
四
枚
、

金
貨
デ
ィ
ナ
ー
ル
は
七
枚

と
数
は
少
な
い
。
だ
だ
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、
海

外
銭
貨
は
溶
か
さ
れ
て
ペ

ニ
ー
貨
に
作
り
直
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
実
際
に
流
入

し
た
銭
貨
の
数
は
相
当
数

に
上
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ

表４ 9 世紀から 11 世紀までのイングランドにおけるイスラーム貨 

 

王朝 埋蔵貨 個別発見銀貨 個別発見金貨 総数 /(A-B) ％  /A %
アッバース 31 24 2 57 50.0 33.3 
サーマン 28 8 0 36 31.5 21.1 
後期ウマイヤ 1 3 0 4 3.5 2.3 
ウマイヤ 0 2 1 3 2.7 1.8 
同定できない銭貨 40  16 1 57 B － 33.3 
その他 7  4 3 14 12.3 8.2 
計 107  57 7 171 A 100 100 

Naismith（2005）より作成。計を 100％に合わせるために端数を処理した。 

  

表 4　9 世紀から11 世紀までのイングランドにおけるイスラーム貨

　Naismith（2005）より作成。計を100％に合わせるために端数を処理した。
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銀の流れ

ロンドン
チェスター線

図 21　9 世紀から11 世紀までのイングランドにおけるイスラーム貨の地理的分布

出典：Naismith, ‘Islamic Coins from Early Medieval England‘より
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の
内
訳
は
【
表
４
】
の
通
り
で
あ
る
。
埋
蔵
は
九
箇
所
、
個
別
発
見

貨
は
五
七
枚
で
あ
る
。
そ
の
地
理
的
分
布
は
【
図
21
】
に
示
し
た
。

そ
の
多
く
が
、
北
海
を
向
い
た
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
人
が
活
動

し
、
あ
る
い
は
植
民
し
た
地
域
に
集
中
し
て
い
る
。
ま
た
、
製
造
し

た
王
朝
が
判
明
す
る
貨
幣
一
〇
五
枚
（
金
貨
は
無
視
す
る
）
を
み
る

と
、
ア
ッ
バ
ー
ス
朝
と
サ
ー
マ
ン
朝
の
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
五
四
パ
ー

セ
ン
ト
と
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
全
体
の
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
る
。こ
れ
に
対
し
て
後
期
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
も
の
は
四
枚
で
、

そ
の
う
ち
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
で
見
つ
か
っ
た
も
の
が
あ
る
の
は
象
徴

的
で
あ
る
。
こ
れ
は
西
フ
ラ
ン
ク
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

西
フ
ラ
ン
ク
に
お
い
て
は
、
ロ
ワ
ー
ル
川
以
北
で
は
デ
ィ
ル
ハ
ム
銀

貨
は
稀
で
あ
っ
た（
（15
（

。
圧
倒
的
に
イ
ス
ラ
ー
ム
銀
は
北
回
り
で
入
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ノ
ー
サ
ン
ブ
リ
ア
の
銅
貨
ス
テ
ィ

カ
は
消
滅
す
る
。
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の
侵
攻
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け

る
本
格
的
な
銀
貨
流
通
の
道
を
拓
い
た
と
も
い
え
る
。

　
九
二
五
年
頃
、
エ
セ
ル
ス
タ
ン
王
が
登
極
す
る
こ
ろ
に
は
、
ブ
リ

テ
ン
諸
島
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界=

ロ
シ
ア
（
ド
ニ
エ
プ
ル=

ボ
ル

ガ
水
系
）=

ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
を
結
ぶ
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

西
端
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
海
峡
を
越

え
て
南
に
デ
ィ
ル
ハ
ム
銀
貨
が
貫
流
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
デ
ィ
ル
ハ
ム
銀
貨
が
確
認
で
き
な
く

な
る
の
が
九
二
五
年
頃
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
九
五
〇
年
頃
、
そ

し
て
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
九
七
〇
年
頃
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
時
期
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
統
合
王
権
の
成
立
と
、
そ
の
ブ
リ
テ
ン
諸

島
へ
の
影
響
力
が
拡
大
し
た
時
期
と
関
連
し
て
い
る
。
こ
れ
は
偶
然

で
は
な
い
。

　（ｂ
）
ド
イ
ツ
銀

　
一
〇
世
紀
に
な
る
と
、
デ
ィ
ル
ハ
ム
銀
貨
へ
の
依
存
度
は
急
速
に

減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
銀
を
供

給
し
た
の
は
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
九
六
〇
年
代
の
ハ
ル
ツ
山
系
の
ゴ

ス
ラ
銀
山
を
皮
切
り
に
一
〇
世
紀
後
期
か
ら
一
一
世
紀
の
初
め
に
か

け
て
発
見
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
銀
山
は
、
そ
れ
ま
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

銀
の
流
れ
を
変
え
た
。
こ
の
銀
山
の
開
発
以
降
、
ラ
イ
ン=

テ
ム
ズ

回
廊
、
ケ
ル
ン=

ロ
ン
ド
ン
回
廊
が
、
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
銀
流
通
の

基
軸
と
な
っ
て
い
っ
た
。
や
が
て
そ
こ
で
使
用
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
ペ

ニ
ヒ
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ペ
ニ
ー
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
つ
の
基
準

通
貨
と
な
り
、
一
三
世
紀
に
は
ペ
ニ
ー
が
ペ
ニ
ー
ヒ
を
凌
駕
し
て
い

く
の
で
あ
る（
（15
（

。

　
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
一
二
世
紀
前
半
の
カ
ー
ラ
イ
ル
銀
山
の
開
発

ま
で
、
銀
の
流
通
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
の
銀
山
は
存
在
し
な
か
っ

た
。
大
量
の
銀
は
、
羊
毛
交
易
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た（
（15
（

。
こ
の
時

期
か
ら
羊
毛
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
戦
略
商
品
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

北
の
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
か
ら
の
流
入
が
減
少
す
る
と
、
ラ
イ
ン
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川
・
ミ
ュ
ー
ズ
川
の
流
域
か
ら
の
銀
の
流
入
が
中
心
と
な
っ
た
。
銀

は
ロ
ン
ド
ン
や
ド
ー
ヴ
ァ
と
い
っ
た
ブ
リ
テ
ン
島
の
南
東
に
入
り
、

そ
こ
か
ら
ヨ
ー
ク
や
チ
ェ
ス
タ
へ
拡
が
り
、
さ
ら
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
に
達
し
た
。
海
峡
で
は
フ
リ
ー
セ
ン
人
の
活
動
が
目
立
っ
た
。
フ

ラ
ン
ド
ル
商
人
の
本
格
的
な
活
動
が
始
ま
る
の
は
征
服
以
後
の
こ
と

で
あ
る
。

　（二
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
銀
貨
製
造
と
流
通

（
ａ
）
一
つ
の
型
の
銀
貨
の
流
通

　
エ
セ
ル
ス
タ
ン
王
は
「
王
国
に
は
、
市
場
で
造
っ
た
一
つ
の
タ
イ

プ
の
貨
幣
し
か
流
通
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
宣
言
し
た
（【
史
料

32
】）。
こ
れ
は
原
則
と
な
っ
て
い
っ
た
。
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

お
け
る
ペ
ニ
ー
貨
の
原
型
を
作
っ
た
の
は
後
述
す
る
エ
ド
ガ
王
の

九
七
三
年
の
銭
貨
改
革
で
あ
る
。
そ
の
九
七
三
年
か
ら
一
〇
九
〇
年

ま
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
内
に
流
通
し
て
い
た
海
外
銭
貨
は
全
体
の

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
メ
タ
カ
フ
は
推
定
し
て
い
る
。
海
外
の
銭
貨
は

一
〇
七
〇
年
か
ら
一
一
七
〇
年
の
間
、
ペ
ニ
ー
貨
に
造
り
直
さ
れ
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
埋
蔵
貨
か
ら
消
滅
し
た
。
当
時
と
し
て
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
銭
貨
の
国
内
流
通
専
有
率
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。
海

の
向
こ
う
か
ら
入
っ
て
く
る
銭
貨
は
、
一
度
ペ
ニ
ー
貨
に
打
ち
か
え

ら
れ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
で
流
通
し
た（
（15
（

。
一
〇
世
紀
に
は
、
銀
貨
製

造
は
、
南
東
部
か
ら
西
部
へ
、
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
へ
、
北
西
は
チ
ェ
ス

タ
ま
で
拡
が
り
、
ヨ
ー
ク
で
も
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
一
〇
世
紀

末
ま
で
に
は
、
バ
ラ
や
市
場
と
結
び
つ
い
た
銭
貨
製
造
が
強
化
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　【史
料
32
】

　
王
国
に
は
一
つ
の
貨
幣
制
度
（an m

ynet

）
し
か
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
し
て
誰
も
市
場
町
（port

）
以
外
で
銀
貨
を
打
造

し
て
は
な
ら
な
い
。

　
も
し
銭
貨
製
造
人
が
罪
を
お
か
せ
ば
〔
品
質
を
さ
げ
る
と
か
軽

く
す
る
と
か
〕、
そ
の
手
を
切
断
す
べ
し（
（15
（

。

　（ｂ
）
ミ
ン
ト
圏
と
市
場
圏

　
大
陸
と
比
較
す
る
と
、
も
と
も
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ミ
ン
ト
は
き

わ
め
て
堅
調
で
、
九
七
三
年
の
エ
ド
ガ
王
の
貨
幣
制
度
改
革
以
前
で

さ
え
、
す
で
に
35
都
市
で
ミ
ン
ト
が
活
動
し
て
い
た（
（15
（

。
本
論
が
対
象

と
す
る
時
代
で
は
、
ミ
ン
ト
は
一
人
の
親
方
を
中
心
と
し
た
銭
貨
製

造
人
集
団
の
こ
と
で
、
場
所
あ
る
い
は
工
場
で
は
な
い
。
工
場
化
し

て
い
く
の
は
ヘ
ン
リ
二
世
の
と
き
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る

銀
山
の
開
発
に
よ
る
銀
の
絶
対
量
の
増
加
に
と
も
な
い
、
ミ
ン
ト
の

数
は
、
一
〇
世
紀
の
終
わ
り
に
は
七
〇
に
達
し
た
。【
図
22
】
は
ス

パ
ッ
フ
ォ
ー
ド
が
作
成
し
た
、
ミ
ン
ト
が
所
在
す
る
都
市
を
中
心
と

し
た
半
径
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
領
域
を
円
で
表
し
た
ミ
ン
ト
圏
と
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図２２ 紀元 1000 年頃のミントとミント圏 

出典：P. Spufford, Money and Its Use in Medieval Europe, Cambridge, 1988, p. 89. 

 

 

図 22　紀元 1000 年頃のミントとミント圏

出典：P. Spufford, Money and Its Use in Medieval Europe, Cambridge, 1988, p. 89.
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図２３ 個別発見貨が発見された場所 

出典：Early Medieval Corpus (single finds) Map より（最終閲覧日 2014 年 5 月 7 日） 

 

図 23　個別発見貨が発見された場所

出典：Early Medieval Corpus (single finds) Mapより（最終閲覧日2014 年 5月7日）
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で
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ハ
ン
バ
川
河
口
か
ら
セ
バ
ー
ン
川
河

口
へ
引
い
た
線
の
南
東
部
で
、
ミ
ン
ト
が
密
に
展
開
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。【
図
23
】
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
即
位
の
八
七
一
年
か

ら
一
〇
六
六
年
ま
で
の
一
九
六
九
枚
の
個
別
発
見
貨
が
発
見
さ
れ
た

場
所
で
あ
る
。
個
別
発
見
貨
は
、
持
ち
歩
い
た
人
が
落
と
し
た
わ
け

で
、
通
貨
と
し
て
の
銭
貨
の
流
通
域
を
示
し
て
い
る
。
銭
貨
が
発
見

さ
れ
た
地
域
と
ミ
ン
ト
圏
は
重
な
る
。
こ
の
比
較
か
ら
、
ミ
ン
ト
圏

は
局
地
的
市
場
圏
と
あ
る
程
度
は
連
動
し
て
い
た
と
い
う
仮
説
を
た

て
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
の
局
地
的
市
場
圏
は
、
こ
れ
に

環
境
、
生
産
、
流
通
の
形
態
と
コ
ス
ト
の
諸
条
件
を
い
れ
な
く
て
は

モ
デ
ル
と
し
て
は
利
用
で
き
な
い
が
、
そ
う
で
あ
っ
て
も
銭
貨
が
市

場
で
使
用
さ
れ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。【
図
22
】
を
【
図
21
】
の

イ
ス
ラ
ー
ム
銭
貨
が
個
別
に
発
見
さ
れ
た
地
域
と
比
較
し
て
ほ
し

い
。
北
東
か
ら
流
入
し
て
い
た
銀
が
、
南
東
か
ら
の
流
入
へ
と
移
動

し
た
の
が
軸
の
変
化
（
90
度
程
度
回
転
）
か
ら
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。

　【史
料
33
】

　
①
カ
ン
タ
ベ
リ
で
は
七
人
の
銭
貨
製
造
人
が
い
る
べ
し
。
王

に
は
四
人
。
大
司
教
に
は
二
人
。〔
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
〕

修
道
院
長
に
は
一
人
。
②
ロ
チ
ェ
ス
タ
で
は
二
人
が
王
の
た
め

に
、
一
人
が
司
教
の
た
め
に
。
③
ロ
ン
ド
ン
で
は
八
人
。
④
ウ
ィ

ン
チ
ェ
ス
タ
で
は
六
人
、
⑤
ル
ウ
ィ
ス
で
二
人
。
⑥
ヘ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
ズ
で
一
人
。
⑦ 

チ
チ
ェ
ス
タ
で
一
人
。
⑧ 

サ
ウ
サ
ン
プ
ト

ン
で
二
人
。⑨
ウ
ェ
ア
ラ
ム 

で
二
人
。⑩
ド
ル
チ
ェ
ス
タ
で
一
人
。

⑪
エ
ク
セ
タ 

で
二
人
。
⑫
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
で
二
人
。
そ
の
ほ
か

の
都
市
で
は
一
人（
（15
（

。

　（ｃ
）
型
（
タ
イ
プ
）
の
定
期
的
変
更
と
課
税

　
エ
ド
ガ
は
、
戴
冠
式
を
行
っ
た
同
じ
九
七
三
年
に
、
ペ
ニ
ー
改
革

を
断
行
し
た
（【
図
24
】
参
照
）。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ペ
ニ
ー
貨
の
特

徴
は
、
①
王
権
に
よ
っ
て
国
内
で
流
通
さ
れ
る
型
（
タ
イ
プ
）
が
統

一
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
②
そ
の
型
が
定
期
的
に
変
更
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
エ
ド
ガ
の
ペ
ニ
ー
貨
は
、
表
に
国
王
の
肖
像（
（15
（

、
裏
に
十
字

架
と
製
造
人
の
名
前
と
打
刻
地
を
刻
印
し
た
「
ロ
ー
マ
帝
国
型
」
の

銀
貨
で
あ
っ
た
。
カ
ロ
リ
ン
グ
の
銭
貨
が
「
モ
ノ
グ
ラ
ム
型
」
で
あ

っ
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
（【
図
25
】
参
照（
（15
（

）。
こ
の
型
の
基
本
形

は
、
製
造
人
の
名
前
が
消
え
る
一
二
七
九
年
の
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の

改
革
ま
で
続
く
。王
権
は
貨
幣
の
打
ち
型
の
マ
ト
リ
ク
ス
を
独
占
し
、

一
一
三
五
年
ま
で
、
二
年
か
ら
一
〇
年
と
い
う
短
期
間
で
そ
の
型
と

量
目
を
変
更
し
た
。
九
七
三
年
か
ら
一
一
三
五
年
ま
で
の
一
六
二
年

間
で
六
〇
の
型
が
知
ら
れ
て
い
る
（【
表
５
】）。
こ
の
型
の
短
期
的

変
更
の
制
度
は
一
一
五
八
年
の
ヘ
ン
リ
二
世
の
改
革
に
よ
っ
て
終
焉

を
迎
え
た
。
リ
ン
カ
ン
シ
ャ
の
発
見
地
の
名
前
を
と
っ
て
テ
ィ
ル
ビ
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貨
と
し
て
知
ら
れ
る
銭
貨
に
代
表
さ
れ
る
ヘ
ン
リ
二
世
の
改
革
貨
は

一
一
八
〇
年
の
「
シ
ョ
ー
ト
・
ク
ロ
ス
」
ま
で
型
の
変
更
は
な
か
っ

た
。「
シ
ョ
ー
ト
・
ク
ロ
ス
」
は
一
二
四
七
年
の
ヘ
ン
リ
三
世
の
「
中

抜
き
の
ロ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
」（voided long Cross

）
ま
で
変
更
さ

れ
ず
、「
中
抜
き
の
ロ
ン
グ
・
ク
ロ
ス
」
は
一
二
七
九 

年
の
エ
ド
ワ

ー
ド
一
世
の
改
革
ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　【
史
料
34
】
は
、
変
更
が
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
数
少
な

い
史
料
で
あ
る
。
物
乞
い
で
す
ら
銭
貨
の
改
造
を
知
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
で
は
、
な
ぜ
短
期
で
型
が
更
新
さ
れ
た
か
。
ま
ず
更
新
制
度

に
よ
っ
て
、
王
権
は
銭
貨
製
造
人
か
ら
製
造
の
請
負
料
と
銭
貨
の

切
り
替
え
の
手
数
料
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
し
、
品
位
と
量
目
の

保
証
が
で
き
た
。
ま
た
、
国
王
の
肖
像
が
刻
印
さ
れ
た
新
た
な
型

の
銭
貨
を
発
行
す
る
こ
と
で
土
地
を
ベ
ー
ス
に
し
た
ゲ
ル
ド
徴
収

を
確
実
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（「
皇
帝
の
も
の
は
皇
帝

に（
（15
（

」）。
更
新
制
度
が
放
棄
さ
れ
る
の
は
一
一
五
八
年
の
ヘ
ン
リ
二
世

の
改
革
に
よ
っ
て
で
あ
る（
（16
（

。
同
時
に
ゲ
ル
ド
も
消
滅
し
た
。
銭
貨
を

更
新
し
て
手
数
料
を
と
る
よ
り
も
、
フ
ロ
ー
状
態
に
し
て
お
く
方
に

経
済
的
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
貨
幣
の
発
行
数
は
急
増

し
、
一
一
八
〇
年
代
に
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
し
た（
（16
（

。

こ
う
し
た
新
た
な
経
済
状
況
に
対
応
し
て
、
新
た
な
税
シ
ス
テ
ム
が

生
ま
れ
て
き
た（
（16
（

の
で
あ
る
。

　

図２４ エドガ王の改革ペニー 

表は＋Edgar Rex+Anglorum  裏は+ Grind（製造人）Lincoln（製造場所）と刻まれている。 

出典：Early Medieval Corpus of Coin Finds（最終閲覧日 2014 年 5 月 20 日） 

 

  
  

図 24　エドガ王の改革ペニー

表は＋Edgar Rex Anglorum  裏は+ Grind（製造人）Lincoln（製造場所）と刻まれ
ている。
出典：Early Medieval Corpus of Coin Finds（最終閲覧日2014 年 5月20日）
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図２５ シャルル禿頭王（840-77）の名で製造されたペニー貨。表面には Carlus Rex、 裏

面は MET/ALO（Melle）と製造地が打刻されている。使用時期は 9 世紀から 12 世紀。重

量は 0.51g。鶴島所蔵。 

 

 

 

 

  図 25　シャルル禿頭王（840-77）の名で製造されたペニー貨。

表面にはCarlus Rex、 裏面はMET/ALO（Melle）と製造地が打刻されている。使用
時期は 9世紀から12 世紀。重量は 0.51g。鶴島所蔵。

表５ 973年～1135年までのペニー貨の型の変遷 

 

type King  Years type King  Years type King  Years 
1 Edgar 973-75 21  1046-48 41  1089-92 
2 Edward 975-78 22  1048-50 42  1092-95 
3 Aethelred 978? 23  1050-53 43  1095-98 
4  979-85 24  1053-56 44  1098-1100 
5  985-91 25  1056-59 45 Henry I 1100-02 
6  991 26  1059-62 46  1102-03 
7  991-97 27  1062-65 47  1103-05 
8  997-1003 28  ? 48  1105-06 
9  1003-09 29  1065-66 49  1106-07 
10  1009-17 30 Harold II 1066 50  1107-09 
11 Cnut 1017-23 31 William I ? 51  1098-1111 
12  1023-29 32  1066-68 52  ? 
13  1029-36 33  1068-70 53  1111-13 
14 Harold I 1036-37 34  1070-72 54  ? 
15  1040-42 35  1072-74 55  1117-19 
16 Harthacnut 1035-42 36  1074-77 56  1119-21 
17  1036-42 37  1077-80 57  1121-23 
18  1040-42 38  1080-83 58  1123-25 
19 Edward 1042-44 39  1083-87 59  1125-35 
20  1044-46 40 William II 1087-89 60  1107-? 

 

出典：Tsurushima, ‘The Moneyers of Kent’, p. 51. 型（type）の順番や発行年は暫定的である。この表の作成においては、

Dr Martin Allenに示唆をえた. 

  

表 5　973 年～1135 年までのペニー貨の型の変遷

出典：Tsurushima, ‘The Moneyers of Kent’, p. 51. 型（type）の順番や発行年は暫

定的である。この表の作成においては、Dr Martin Allenに示唆をえた。
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【
史
料
34
】

　
一
人
の
男
が
現
れ
た
。
着
て
い
る
も
の
や
物
腰
か
ら
貧
し
い
男

で
あ
っ
た
が
、（
聖
職
者
だ
っ
た
）
ウ
ル
フ
リ
ッ
ク
に
、
弱
よ
わ

し
く
、
新
し
い
銭
貨
を
乞
う
た
。
ヘ
ン
リ
一
世
の
御
代
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
は
新
銭
貨
の
製
造
が
行
わ
れ
て
い
た
。と
は
い
っ
て
も
、

新
し
い
も
の
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
出
回
っ
て
い
な
か
っ
た
（
著
者
は

銭
貨
の
更
新
が
一
般
的
で
は
な
く
な
っ
た
時
代
か
ら
み
て
い
る（
（16
（

）。

　　
萌
芽
的
で
は
あ
っ
て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
北
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

お
け
る
貨
幣
経
済
の
拠
点
と
な
り
、
銭
貨
の
形
で
の
銀
の
貯
水
池
で

あ
り
給
水
地
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

人
の
統
合
王
権
は
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
」
に
課
税
で
き
る
政
体
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　（三
）
銀
貨
の
帝
国
性

（
ａ
）
統
合
王
国
の
銀
貨
シ
ス
テ
ム

　 

銭
貨
製
造
人
は
職
人
た
ち
の
頭
領
と
し
て
、
銭
貨
の
打
刻
と
製

造
を
請
負
い
、
打
ち
型
を
守
り
、
品
位
を
保
証
し
、
両
替
人
を
兼
ね

る
こ
と
で
そ
の
流
通
に
寄
与
し
た
（【
史
料
35
】
①
と
②
参
照（
（16
（

）。
も

ち
ろ
ん
王
権
は
、
銭
貨
造
人
を
強
力
に
統
制
し
た
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
け
る
銭
貨
製
造
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
の
は
エ
セ
ル
レ
ッ
ド

二
世
（
在
位
九
七
八
―
一
〇
一
三
、一
〇
一
四
―
一
〇
一
六
年
）
で

あ
っ
た
。
そ
の
眼
目
は
貨
幣
製
造
を
国
王
が
独
占
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
種
々
の
「
定
め
」
が
ど
こ
ま
で
実
効
性
を
も
っ
て
い
た
か
は
、

検
討
の
余
地
は
あ
る
が
、
中
世
の
レ
ベ
ル
で
は
独
占
が
達
成
さ
れ
た

と
い
っ
て
よ
い（
（16
（

。
基
本
的
に
は
銭
貨
製
造
人
は
国
王
の
も
と
に
あ
っ

た
が
（
③
）、
大
司
教
、
司
教
や
修
道
院
長
の
支
配
下
に
あ
っ
た
製

造
人
も
多
数
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
打
ち
型
の
母
型
と
量
目
と

そ
の
発
行
の
場
所
（
④
）
と
時
期
を
決
定
し
、
彼
ら
の
不
正
に
対
す

る
処
罰
権
を
も
っ
て
い
た
の
は
王
権
で
あ
っ
た
（
⑤
⑥
⑦
）、
も
っ

と
も
初
期
に
は
大
司
教
な
ど
も
処
罰
権
を
も
っ
て
は
い
た
が
。
銭
貨

製
造
場
や
製
造
人
の
数
は
、定
め
の
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、

そ
れ
で
も
国
王
が
指
針
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
国
王
は
彼
の
純
正

の
ペ
ニ
ー
貨
が
流
通
す
る
こ
と
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　【史
料
35
】（
以
下
の
内
容
の
要
約
）

①
彼
（
銭
貨
製
造
人
）
は
、
彼
の
雇
用
す
る
職
人
に
よ
っ
て
、
正
し

い
量
目
と
品
位
を
も
っ
た
銭
貨
を
製
造
し
な
く
て
は
な
ら
な
い（
（16
（

。

②
す
べ
て
量
目
は
、
国
王
の
銭
貨
製
造
場
で
採
用
さ
れ
た
基
準
に
従

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い（
（16
（

。

③
国
王
以
外
は
銭
貨
製
造
人
を
も
っ
て
は
な
ら
な
い（
（16
（

。

④
す
べ
て
の
主
要
な
都
市
に
は
三
人
の
、
他
の
都
市
に
は
一
人
の
銭

貨
製
造
人
を
置
く
べ
し
（【
史
料
33
】
参
照（
（16
（

）。

⑤
悪
し
き
銭
貨
を
打
造
し
た
銭
貨
製
造
人
は
誰
で
あ
れ
三
倍
の
（
重
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い
）
審
判
を
受
け
る
べ
し（

（17
（

。

⑥
悪
貨
や
偽
造
貨
を
作
り
、
そ
れ
を
国
内
に
流
通
さ
せ
る
者
の
監
視

を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い（
（17
（

。

⑦
秘
密
の
場
所
で
銭
貨
を
製
造
す
る
銭
貨
製
造
人
は
そ
の
命
を
失

う（
（17
（

。

⑧
誰
で
あ
れ
、
正
し
い
量
目
と
品
位
の
銭
貨
の
受
け
取
り
を
拒
否
し

て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
そ
れ
が
ど
こ
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
あ

っ
て
も
で
あ
る（
（17
（

。

　　
銭
貨
製
造
人
は
国
王
、
司
教
、
修
道
院
長
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、

同
時
に
地
域
の
「
よ
き
人
」
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
に
お
け
る
特
異
な
銭
貨
製
造
と
流
通
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
ず
次
の
二
つ
の
例
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
最
初
は
一
一
世
紀
後

半
の
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
の
ゴ
シ
ュ
ラ
ン
に
よ
る
『
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ

ヌ
ス
の
奇
跡
譚
』
で
あ
る（
（17
（

。

　【史
料
36
】（
鶴
島
要
約
）

　
カ
ン
タ
ベ
リ
の
市
民
（cives

）
で
あ
る
ウ
ル
フ
ロ
ン
（W

ilfron
）

と
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
（Aethelred

）
の
兄
弟
と
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
の
息

子
シ
レ
ー
ド
（Sired

）
は
彼
ら
の
技
能
を
駆
使
し
て
貧
困
か
ら
身

を
起
こ
し
豊
か
な
生
活
を
お
く
る
よ
う
に
な
っ
た
（de inopia ad 

divitem
 sufficientiam

）。
三
人
は
協
力
し
て
貨
幣
製
造
人
も
含

む
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
金
属
加
工
の
職
人
を
求
め
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
都
市
を
旅
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
か
ら
、（
仕
事
に
使
っ
た
）
打
ち

型
、
灰
、
浮
き
か
す
（
ド
ロ
ス
：purgam

entum

）、
一
酸
化
鉛
（
リ

サ
ー
ジ
：spum

a

）、鉱
滓
（
ス
ラ
ッ
グ
：scoria

）、壊
れ
た
坩
堝
、「
金

箔
か
銀
箔
（
の
混
ざ
っ
た
箔
片
？
）」（Skew

ings; scopaturas

）

を
得
た
の
で
あ
る
。
三
人
は
そ
れ
ら
か
ら
わ
ず
か
ば
か
り
の
高
価
な

金
属
を
得
て
い
た
。
あ
る
日
、
彼
ら
は
バ
ー
ス
に
や
っ
て
き
た
。
そ

こ
で
い
つ
も
通
り
、Skew

ings

を
大
量
に
買
っ
て
そ
れ
を
洗
浄
の

た
め
に
近
く
の
川
の
土
手
に
運
ん
だ
。
そ
こ
で
〔
炉
と
し
て
使
用
す

る
の
だ
ろ
う
か
〕
道
に
あ
っ
た
大
き
な
石
を
掘
り
出
し
て
国
王
の
ハ

イ
ウ
ェ
イ
に
損
害
を
与
え
た
（pergrandem

 lapidem
 de regia 

via extractum

）。そ
れ
で
土
地
の
統
治
者
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。

ウ
ル
フ
ロ
ン
と
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
は
、
二
〇
シ
リ
ン
グ
を
払
っ
て
解
放

さ
れ
た
。
シ
レ
ー
ド
は
若
す
ぎ
て
そ
の
よ
う
な
金
を
も
っ
て
い
な
か

っ
た
が
、
聖
人
ア
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
執
り
成
し
で
救
わ
れ
た
。

　　
こ
の
話
は
、浮
き
か
す
、一
酸
化
鉛
、鉱
滓
な
ど
存
在
か
ら
、当
時
、

灰
吹
き
法
に
よ
っ
て
銀
精
製
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
カ
ン
タ
ベ
リ
の
三
人
の
職
人
は
高
度
な
技
能
を
も

っ
て
い
て
、銀
加
工
の
副
産
物
や
道
具
に
付
着
し
た
滓
か
ら
銀
や（
場

合
に
よ
っ
て
は
）
金
を
さ
ら
に
抽
出
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し

た
技
術
は
ま
た
試
金
（
銀
）
に
も
利
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う（
（17
（

。
二
〇
シ
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リ
ン
グ
を
即
座
に
支
払
え
る
程
度
の
持
ち
合
わ
せ
を
旅
の
職
人
は
も

っ
て
い
た
。シ
レ
ー
ド
は
お
そ
ら
く
職
人
見
習
い
で
科
料
を
払
え
ず
、

体
罰
を
受
け
る
と
こ
ろ
を
聖
人
に
よ
っ
て
救
わ
れ
た
と
い
う
の
が
話

の
落
ち
で
あ
る
。
ポ
ワ
ト
ゥ
の
メ
レ
の
銭
貨
製
造
場
の
跡
地
な
ど
を

み
る
と
、
石
の
台
座
と
薪
が
あ
れ
ば
作
業
場
は
比
較
的
容
易
に
設
え

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
量
の
燃
料
の
使
用
は

地
域
の
森
林
や
草
地
の
権
利
を
侵
害
し
争
い
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
つ
く（
（17
（

。

　
三
人
は
カ
ン
タ
ベ
リ
に
居
住
し
、
サ
ン
・
ベ
ル
タ
ン
の
ゴ
シ
ュ
ラ

ン
の
『
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
奇
跡
譚
』
に
描
か
れ
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
も
、
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
と
密
接
な
関
係

を
も
っ
て
い
た
。【
史
料
33
】
の
エ
セ
ル
ス
タ
ン
の
「
定
め
」
で
も

修
道
院
は
一
人
の
銭
貨
製
造
人
を
も
っ
て
い
た
。
九
七
三
年
か
ら

一
一
三
五
年
ま
で
の
銭
貨
製
造
人
を
み
る
と
、
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
と
シ

レ
ー
ド
と
い
う
二
人
の
銭
貨
製
造
人
が
確
認
で
き
る
。
エ
セ
ル
レ
ッ

ド
は
エ
ド
ワ
ー
ド
証
聖
王
の
タ
イ
プ
24 

（
一
〇
五
三
︲
五
六
：
通
称

「
尖
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
」pointed helm

et

）、タ
イ
プ
25（
一
〇
五
六
：

「
王
権
／
鷲
」Sovereign

／Eagles

）、
タ
イ
プ
26
（
一
〇
五
九

︲
六
二
：「
ハ
ン
マ
ー
型
十
字
架
」H

am
m

er Cross)

を
製
造
し
た
。

シ
レ
ー
ド
は
、
父
を
継
ぐ
か
の
よ
う
に
、
タ
イ
プ
27
（
一
〇
六
二
︲

六
五
）、
タ
イ
プ
29
（
一
〇
六
五
︲
六
六
）
を
製
造
し
て
い
る
。
地

域
を
回
り
な
が
ら
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
と
シ
レ
ー
ド
の
親
子
は
財
を
な

図２６ シレードのタイプ 29 

 

 

 

  
図 26　シレードのタイプ 29

国王肖像は正面を向いている。裏面は＋SIRED
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し
、
修
道
院
の
銭
貨
製
造
人
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う（

（17
（

。
そ
の
も
と
に

は
か
つ
て
の
彼
ら
の
よ
う
な
職
人
が
い
て
、
親
方
の
エ
セ
ル
レ
ッ
ド

や
シ
レ
ー
ド
の
名
前
を
も
つ
工
房
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
当
時
の

銭
貨
製
造
人
で
あ
る
。
銭
貨
に
打
刻
さ
れ
た
製
造
人
の
名
前
は
ブ
ラ

ン
ド
で
あ
っ
た（
（17
（

。

　
一
〇
六
六
年
の
「
征
服
」
の
後
、
二
人
は
銭
貨
製
造
人
と
し
て
は

史
料
上
か
ら
消
え
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
征
服
王
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ
の
南

側
の
市
壁
の
内
部
に
最
初
の
城
を
建
設
し
た
（
現
在
の
デ
ィ
ン
・
ジ

ョ
ン
）。
そ
の
際
、
土
地
を
収
用
し
て
城
を
建
て
た
際
に
、
修
道
院

に
対
し
て
一
一
人
の
市
民
か
ら
地
代
の
取
得
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
へ
の
補
償
の
リ
ス
ト
が
あ
る
。
そ
の
一
一
人
の
な
か
に
エ
セ
ル
レ

ッ
ド
や
シ
レ
ー
ド
の
名
前
が
あ
る
。
貨
幣
製
造
人
の
両
名
と
同
一
人

物
か
ど
う
か
確
証
は
な
い
が
、
同
一
人
物
で
あ
れ
ば
、
リ
デ
ィ
ン
ゲ

イ
ト
の
側
に
居
を
構
え
て
い
た
前
述
の
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の
隣
人
で
あ
っ

た
（【
図
26
】
参
照（
（17
（

）。
一
一
二
九
年
か
ら
三
〇
年
頃
の
セ
ン
ト
・
オ

ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
長
ヒ
ュ
ー
（H

ugh II of Trottescliffe

：

在
任
一
一
二
六
︲
五
一
）
の
チ
ャ
ー
タ
の
証
人
に
、
州
の
シ
ェ
リ

フ
、
ル
ア
ロ
ン
（R

ualon of Avranches

）
や
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
・

カ
ウ
ヴ
ェ
ル
（Baldw

in Cauvel

）
と
並
ん
で
、
銭
貨
製
造
人
グ

レ
ゴ
リ
（G

regory

）
や
エ
グ
モ
ン
ド
・
ジ
ュ
ニ
ア
（A

gem
und 

Jnior
）
が
現
れ
て
い
る（

（18
（

。
グ
レ
ゴ
リ
は
タ
イ
プ
57
と
タ
イ
プ
58
を

製
造
し
て
い
る
。
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
・
カ
ウ
ヴ
ェ
ル
は
、
前
述
し
た
ヴ

図２７ 貨幣製造人ウルフウィグ（Wulfwig miles）の打造したハロルド1世のペニー（Harold 
I, type 15, Fleur-de-lis, fleur reverse, 1038-1040） 

ミント：カンタベリ 貨幣製造人：ウルフウィグ（Wulfwig（=PVLPIG）） 
出典：http://www.englishhammered.com/anglosaxon/mint/mintc.html（最終閲覧日 2015 年 1 月
6 日） 

 

 

    

  
図27　銭貨製造人ウルフウィグ騎士（Wulfwig miles）の打造したハロルド一世のペニー

（Harold I, type 15, Fleur-de-lis, fleur reverse, 1038-1040）
ミント：カンタベリ　貨幣製造人：ウルフウィグ（Wulfwig（=WVLWIG））
出典：http://www.englishhammered.com/anglosaxon/mint/mintc.html（最終閲覧
日2015 年 1月6日）
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ィ
タ
ー
ル
の
娘
婿
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ウ
ヴ
ェ
ル
の
息
子
で
あ
る
（【
図

20
】
参
照
。
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の
孫
か
）。
エ
グ
モ
ン
ド
と
い
う
名
前
の

カ
ン
タ
ベ
リ
の
銭
貨
製
造
人
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
二
世
期
か
ら
ヘ
ン
リ
一

世
期
ま
で
活
躍
し
、
タ
イ
プ
40
、
41
、
43
︲
46
、
54
、
59
の
ペ
ニ
ー

貨
製
造
に
関
わ
っ
て
い
た
。
エ
グ
モ
ン
ド
は
、
シ
ニ
ア
と
ジ
ュ
ニ
ア

の
親
子
の
二
人
の
銭
貨
製
造
人
を
意
味
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
は
修
道
院
の
銭
貨
製
造
人
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
四
人
な
い
し
は
五
人
の
銭
貨
製
造
人
の
系
譜
を
確
立
で
き
た
と

い
え
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
州
の
シ
ェ
リ
フ
や
大
商
人
と
並
ん
で
修

道
院
長
の
証
人
と
な
り
う
る
「
ジ
ェ
ン
ト
リ
」
で
あ
っ
た
。

　
も
う
ひ
と
つ
の
事
例
は
、
は
前
述
し
た
ウ
ル
フ
ウ
ィ
グ

（W
ulfw

ig

、【
表
３
】
の
［
21
］）
と
い
う
名
の
銭
貨
製
造
人
に
関

す
る
も
の
。
ウ
ル
フ
ウ
ィ
グ
は
、
大
司
教
の
騎
士
（m

iles

）
で
も

あ
っ
た
、
証
書
の
証
人
と
な
っ
た
同
じ
騎
士
仲
間
に
は
チ
ラ
ム
の
シ

ワ
ー
ド
と
い
っ
た
州
の
有
力
者
が
い
た
。
ウ
ル
フ
ウ
ィ
グ
は
カ
ン
タ

ベ
リ
に
お
け
る
ク
ヌ
ー
ト
治
世
後
半
と
ハ
ロ
ル
ド
一
世
の
治
世
の
傑

出
し
た
銭
貨
製
造
人
で
あ
っ
た
。【
図
27
】
は
彼
が
打
刻
し
た
銭
貨

で
あ
る
。
銀
貨
の
質
と
量
目
は
、
地
域
の
有
力
者
と
し
て
の
製
造
人

の
名
前
が
保
証
し
た
の
で
あ
る（
（18
（

。

　
銭
貨
製
造
の
過
程
を
モ
デ
ル
化
し
て
、
そ
の
過
程
を
追
っ
て
み
よ

う
。
ま
ず
、
王
権
が
打
型
を
造
る
。
そ
の
作
業
は
国
王
が
指
定
し
た

金
銀
細
工
師（
（18
（

が
独
占
的
に
担
っ
て
い
た
。
新
し
い
打
型
が
造
ら
れ
る

と
、
銭
貨
製
造
人
は
一
八
シ
リ
ン
グ
を
支
払
っ
て
そ
れ
を
受
け
取
っ

た（
（18
（

。
彼
の
名
前
と
製
造
地
が
打
刻
さ
れ
た
裏
面
の
打
型
を
受
け
取
っ

た
時
点
で
製
造
人
と
し
て
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
あ
と
、

製
造
の
請
負
料
と
し
て
二
〇
シ
リ
ン
グ
を
支
払
っ
た
。
そ
の
三
分
の

二
は
国
王
が
、
三
分
の
一
は
第
三
の
ペ
ニ
ー
と
し
て
伯
が
受
け
取
っ

た（
（18
（

。
　
王
権
や
内
外
の
商
人
た
ち
が
、
銀
塊
あ
る
い
は
海
外
の
も
し
く
は

古
い
銀
貨
を
銭
貨
製
造
人
の
も
と
に
も
ち
こ
む
。
銭
貨
製
造
人
は
両

替
商
を
兼
ね
て
い
た
の
で
、
前
述
の
シ
レ
ー
ド
が
リ
デ
ィ
ン
ゲ
イ

ト
の
側
に
住
ん
で
い
た
よ
う
に
、
か
な
り
の
割
合
で
市
門
の
側
に

住
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
（【
図
28
】
参
照
）。
彼
ら
は
ま
ず
試
金
し

て
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
銀
の
重
量
に
従
っ
て
そ
れ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
ペ
ニ
ー
貨
と
両
替
し
た
。
そ
こ
か
ら
五
か
ら
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
手
数
料
を
受
け
取
っ
た（
（18
（

。
当
時
の
ペ
ニ
ー
貨
の
品
位
が
だ
い
た
い

九
二
・
五
（
こ
れ
は
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
基
準
品
位
と
な
る
）
か

ら
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
右
の
メ
タ
カ
フ
の
推
定

も
首
肯
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
一
組
の
打
型
か
ら
仮
に
一
万
枚
の
ペ
ニ

ー
貨
が
打
造
さ
れ
た
と
仮
定
す
る
と
、
製
造
人
の
手
数
料
収
入
は

五
〇
〇
ペ
ン
ス
（
二
ポ
ン
ド
一
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
）
か
七
五
〇
ペ

ン
ス
（
三
ポ
ン
ド
二
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
）
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
こ

か
ら
、
打
型
代
や
請
負
料
（
こ
こ
で
は
一
組
の
打
型
に
対
す
る
も
の

と
し
て
計
算
し
て
い
る
）
を
差
し
引
く
と
、
打
型
一
組
あ
た
り
の
収
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益
は
三
シ
リ
ン
グ
八
ペ
ン
ス
あ
る
い
は
一
ポ
ン
ド
四
シ
リ
ン
グ
六
ペ

ン
ス
と
な
る
。
こ
の
額
は
、
豊
か
な
銭
貨
製
造
人
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

か
ら
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る）
（00
（

。
問
題
は
、
彼
が
何
組
の
打
型
を
保
持

し
て
い
た
か
、
彼
の
名
の
も
と
で
何
人
の
職
人
が
働
い
て
い
た
か
、

に
よ
る
。

　
こ
う
し
て
一
つ
の
型
の
ペ
ニ
ー
貨
が
王
国
内
で
流
通
し
て
い
っ

た
。
そ
う
は
言
っ
て
も
市
場
で
は
い
く
つ
か
の
型
の
ペ
ニ
ー
貨
が
流

通
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ゲ
ル
ド
な
ど
の
税
の
支
払
い
が

銀
貨
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
新
し
い
ペ
ニ
ー
貨
の
発
行
に
一
役
買
っ

た
で
あ
ろ
う）
（00
（

。

　
ペ
ニ
ー
貨
の
表
の
国
王
像
は
、
証
書
や
令
状
冒
頭
定
式
や
印
璽
と

同
じ
く
、
国
王
が
面
前
に
現
存
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
銭
貨
の
権
威
を
保
証
し
た
。
ペ
ニ
ー
貨
の
裏
面
の

十
字
架
と
銭
貨
製
造
地
と
製
造
人
の
名
前
は
、
証
書
の
十
字
架
と
証

人
よ
ろ
し
く
、
王
権
の
権
威
と
銀
の
品
質
を
地
域
有
力
者
が
保
証
し

た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
銭
貨
製
造
人
は
、
移
動
も
し
た
が
バ
ラ

に
拠
点
を
も
っ
た
職
人
集
団
の
親
方
で
、
銀
貨
に
打
刻
さ
れ
た
製
造

人
の
名
前
は
親
方
の
名
前
で
あ
る
と
同
時
に
ブ
ラ
ン
ド
名
だ
っ
た
。

彼
ら
は
、
地
域
の
「
よ
き
人
々
」
か
ら
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ヘ
ン
リ
二
世
は
、
一
一
七
〇
年
に
シ
ェ
リ
フ
審
問
を
行
い
、
州
シ

ェ
リ
フ
の
役
人
化
を
推
し
進
め
、
州
統
治
を
行
政
化
し
て
い
っ
た
。

と
同
時
に
、
そ
れ
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
自
立
的
で
豊
か
な
銭
貨
製
造

ヴィタール一族の居住域

最初の城

ストゥール河→

ストゥール河→

図 28　11-12 世紀の都市カンタベリ
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

人
を
粛
清
し
て
、
よ
り
国
王
役
人
的
な
も
の
に
し
て
い
っ
た
。
こ
の

動
き
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
一
二
七
九
年
の
改
革
で
貨
幣
の
裏
面

か
ら
、
製
造
人
の
名
前
が
消
え
る
こ
と
で
一
つ
の
帰
結
を
迎
え
た
。

貨
幣
の
信
用
価
値
は
、
地
域
の
名
望
家
と
し
て
の
製
造
人
の
ブ
ラ
ン

ド
名
か
ら
、
王
権
と
そ
の
統
制
下
に
あ
る
製
造
場
に
よ
る
保
証
へ
と

移
行
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
、
王
権
が
証
書
の
写
し
を

作
る
こ
と
で
、地
域
の
証
明
力
を
中
央
に
吸
い
上
げ
て
い
く
過
程
と
、

時
差
を
伴
っ
て
は
い
た
が
、
同
じ
動
き
で
あ
っ
た
。

　
製
造
人
は
両
替
人
で
も
あ
っ
た
。
ヘ
ン
リ
一
世
は
、
製
造
人
の
両

替
行
為
を
、
彼
が
所
在
す
る
州
に
限
定
し
た
。
こ
の
銭
貨
製
造
人
の

両
替
人
と
い
う
機
能
は
、
ヘ
ン
リ
二
世
に
よ
っ
て
、
製
造
と
両
替
の

役
割
が
分
離
さ
れ
、
銭
貨
製
造
人
は
製
造
に
専
念
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

で
、
終
わ
り
を
告
げ
た
の
で
あ
る
。

　（ｂ
）
帝
国
的
性
質

①
永
続
性
を
も
っ
た
良
質
な
銀
貨

　
非
公
式
の
「
帝
国
」
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
つ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王

権
は
、
良
質
な
銀
貨
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
し
て
作
り
続
け
て
い
っ

た（
（18
（

。
否
そ
う
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
帝
国

と
し
て
の
実
体
は
な
い
。
戴
冠
式
は
、
教
皇
で
は
な
く
通
常
は
カ
ン

タ
ベ
リ
大
司
教
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
よ
く
「
帝
国
」
と
称
さ
れ
る

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
「
実
体
」
は
、
王
国
と
支
配
領
邦
あ
る
い
は
地
域

図２９ ノルマンディ公ヘンリ１世のドゥニエ貨（鶴島所蔵） 

 

 

 

 

  
図 29　ノルマンディ公ヘンリ一世のドゥニエ貨（鶴島所蔵）
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表６ 銀の含有量 

 

Type  (通称) King/Lord Years Mint/moneyer 量目(g) Ag％ Pb% Fe% Au% Ni% Cu% Zn%

７（Crux） Aethelred 991-97 Winchester/Leofwold 1.615 96.66 0.38 0.19 0.81 0.05 1.69 0.22

8 (Long Cross)  997-1003  London/Godman 1.441 95.26 0.44 0.09 0.87 0.18 2.82 0.33

10(Last Small Cross)破損  1009-17 ?[r]? / ?  0.662 92.92 1.41 0.10 0.75 0.18 3.01 1.63

13 (Short Cross) Cnut  Dover/Leofwien 1.150 95.30 0.77 0.05 0.53 0.22 3.01 0.11

? (1) 破片    ？ 87.58 1.11 0.12 0.50 0.22 10.22 0.24

20 (Radiate/Small Cross) Edward 1044-46  0.35 95.22 0.84 0.21 0.68 0.16 2.56 0.33

23 (Expanding Cross)Half  1052-53 London/? 0.823 97.73 0.31 0.10 0.72 0.08 0.94 0.12

39 (Paxs)(2) William I 1083-87 Thetford/ Aelfwine 1.370 86.56 0.91 0.04 0.58 0.31 11.02 0.57

59 (Henry I  type15) * Henry I 1125-35 London/ Smaewine 1.431 93.38 1.16 0.05 0.80 0.23 4.30 0.08

Telby 破片 Henry II 1158-80  ? 94.94 0.43 2.32 0.64 0.07 1.56 0.03

Telby (Spink 1339) Henry II 1158-80 Canterbury/ Wiulf 1.414 91.13 1.52 0.04 0.52 0.20 6.47 0.12

Short Cross Half Henry II 1180-89 London/ ? 0.498 91.28 0.91 2.01 0.78 0.13 4.84 0.05

Short Cross Half Henry II 1180-89 London/ God [ard ] 0.615 95.51 0.98 0.11 0.72 0.18 2.43 0.07

Short Cross(Spink 1347) Richard 1189-99 Lonodn/ William 1.203 96.68 1.00 0.08 0.35 0.11 1.06 0.05

Short Cross(Spink 1351) John  1199-1216 Canterbury/ John 1.221 97.37 0.62 0.17 0.62 0.11 1.06 0.05

Short Cross Half Henry III 1217/18-42 London/ ? 0.731 98.02 0.33 0.13 0.64 0.09 0.74 0.05

Long Cross Voided Henry III 1242-72 Canterbury/ Robert 1.371 95.75 0.90 1.26 0.65 0.06 1.33 0.05

Long Cross Voided Half Henry III 1242-72 London/ John 0.543 96.65 0.46 0.49 0.62 0.15 1.56 0.07

Long Cross  Edward I 1272-1307 Canterbury -(3) 95(3) 0.7 1.6 0.3 0.1 2.6 0.1 

Long Cross  Edward I 1272-1307 London -(3) 92(3) 1.4 2.6 0.4 0.2 3.7 0.1 

Long Cross  Edward I 1272-1307 London -(3) 96.70 0.81 0.14 0.56 0.08 1.66 0.05

Long Cross Edward I 1272-1307 Bury St Edmunds 1.105 96.08 0.77 0.09 0.34 0.16 2.48 0.07

Long Cross  Edward II 1327-1377 Canterbury 1.189 95.60 0.53 1.47 0.50 0.07 1.78 0.04

Long Cross Edward III 1327-1377 Canterbury 1.213 97.33 0.19 0.52 0.60 0.10 1.20 0.06

Half Groat Elizabeth I 1558 -1603 London (3) 94 0.4 2.9 0.3 0.1 2.0 0.0 

Short Cross Half William I the Lion  Edinburgh?/Hue (Walter?) 0.604 93.57 1.10 1.25 0.47 0.20 3.35 0.07

Denier Charles the Bald 9thC.-12thC. Melle 0.530 60.99 2.48 0.00 0.41 0.26 34.37 1.50

Archbishop 12th-13 thC Arles 0.479 18.21 0.86 0.00 0.41 0.12 79.84 0.97

Alfonso VIII  Leon  -(3) 24.54 1.19 0.29 0.02 0.15 72.96 0.85

 9thC.-12thC. Melle 0.530 60.99 2.48 0.00 0.41 0.26 34.37 1.50

Archbishop 12th-13 thC Arles 0.479 18.21 0.86 0.00 0.41 0.12 79.84 0.97

マリアテレジア銀貨    -(3) 95 00 0.0 0.3 0.2 4.1 0.1 

 
 
Ag 銀、Pb 鉛、Fe 鉄、Au 金、 Ni ニッケル、 Cu 銅、 Zn 亜鉛  
註 (1) Cnut と呼ばれているだけで、確証はない。(2) Paxs 貨幣は本来、国王が戴冠したあとに発行される。定説では William I のものとされるが、２世の可能性がある。(3) いくつか

の計測データには重さがない。鶴島の計量器ではばらつきが大きく信頼性に欠けるため省略した。またデータも小数点第 2 位で四捨五入しているものがある。幾つかの成分は省略して

いるので総計は 100 にはならない。 
 
測定条件 装置名：蛍光 X 線分析装置 SII ナノテクノロジー（株）製 SEA5300A、測定時間：300 秒、雰囲気：大気、測定面積 ： Φ１㎜、照射電圧 ： 50kV、

照射電流 ： 76～120μA 

 

表 6　銀の含有量

Ag 銀、Pb 鉛、Fe 鉄、Au金、 Niニッケル、 Cu 銅、 Zn 亜鉛 
註　(1) Cnutと呼ばれているだけで、確証はない。(2)　Paxs 貨幣は本来、国王が戴冠したあ
とに発行される。定説ではWilliam Iのものとされるが、二世の可能性がある。(3)いくつかの
計測データには重さがない。鶴島の計量器ではばらつきが大きく信頼性に欠けるため省略した。
またデータも小数点第2位で四捨五入しているものがある。幾つかの成分は省略しているので
総計は100にはならない。
測定条件　装置名：蛍光X線分析装置SIIナノテクノロジー（株）製SEA5300A、測定時間：
300 秒、雰囲気：大気、測定面積：Φ１㎜、照射電圧：50kV、照射電流：76～120μA
*イギリスのヌミスマティストは、1066 年のノルマン征服を境にして、専門が分かれる傾向にある。
そのため、分類番号や通称の様式も異なっている。本稿は、長い11世紀をイングランド人の王
による人的結合国家の時代と捉え、「ノルマン征服」を、その時代のなかで起こった最も大きな、
しかし、下位の展開としているため、973年から1135 年までは型の番号を通し番号としている。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

の
複
合
体
で
あ
っ
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
二
世
や
ヘ
ン
リ
一
世
は
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
の
王
と
し
て
の
ペ
ニ
ー
貨
を
発
行
す
る
一
方
で
、
ノ
ル

マ
ン
人
の
公
と
し
て
、
兄
ノ
ル
マ
ン
人
の
公
ロ
バ
ー
ト
二
世
が
発

行
し
た
の
と
同
じ
ド
ゥ
ニ
エ
貨
を
出
し
続
け
た
の
で
あ
る
（【
図
29
】

を
参
照
）。
彼
ら
は
公
式
の
皇
帝
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
ケ

ル
ト
的
辺
境
」
に
対
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
王
権
が
も
つ
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
は
、
文
明
対
野
蛮
の
「
帝
国
的
相
貌
」
を
も
っ
て
い
た
。
中

世
を
通
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
権
が
ほ
ぼ
独
占
的
に
製
造
し
た
銭

貨
に
お
け
る
銀
の
含
有
量
は
概
ね
ス
タ
ー
リ
ン
グ
標
準
の
九
二
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
お
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
銀
含
有
量
の
ミ
ニ

マ
ム
な
保
証
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
る（
（18
（

。
王
国
内
で
ひ
と
つ
の
型

の
ペ
ニ
ー
貨
を
通
貨
と
す
る
た
め
に
は
、
高
品
質
で
安
定
し
た
量
目

の
銀
貨
が
必
要
と
さ
れ
た
。
要
点
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
、
そ
れ
を

実
行
し
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る（
（19
（

（【
表
６
】）。

　 ②
流
通
枚
数
と
重
量
基
準

　
一
〇
〇
〇
年
頃
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
流
通
し
て
い
た
ペ
ニ
ー
貨
は

三
六
〇
万
枚
か
ら
七
二
〇
万
枚
程
度
で
あ
っ
た
。
一
一
五
八
年
に

は
、
ド
イ
ツ
銀
の
枯
渇
と
い
う
状
況
も
あ
り
、
四
八
〇
万
枚
か
ら

一
二
〇
〇
万
枚
程
度
の
流
通
量
に
な
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
後
、
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
の
銀
山
の
発
見
な
ど
で
銀
の
流
通
量
は
急
激

に
増
大
し
た
。
一
一
八
〇
年
代
か
ら
一
二
二
〇
年
代
の
イ
ン
フ
レ
ー

図３０ 拡大十字架型・軽量（Expanding Cross type, Light Coinage（1050-53）, 1.16g）  

ミント：セトフォード 貨幣製造人：レオフリック（Leofric） 

銘： diademed bust left (bust A), +EDPERD REXY 

出典：http://www.yorkcoins.com/（最終閲覧日 2015 年 5 月 21 日） 

  

 

  
図 30　拡大十字架型・軽量（Expanding Cross type, Light Coinage（1050-53）, 1.16g） 

ミント：セトフォード　銭貨製造人：レオフリック（Leofric）
出典：http://www.yorkcoins.com/（最終閲覧日2014 年 5月21日）
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シ
ョ
ン
は
そ
の
証
拠
と
い
え
る
。
た
だ
、
一
一
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
人
口
を
二
〇
〇
万
人
と
す
る
と
、
流
通
に
関
し
て
は
、
平
均
で

一
人
せ
い
ぜ
い
一
枚
か
ら
四
枚
の
通
貨
を
手
に
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
程
度
を
活
況
な
流
通
と
呼
ぶ
経
済
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
は

念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
身
分
制
の
強
い
社
会
で
平
均
を
と
る
意

味
は
薄
い
で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
「
程
度
」
を
認
識
し
て
お
く

こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
私
た
ち
は
い
ま
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
貨
幣
経
済

の
「
始
ま
り
」
に
い
る
。
一
体
、
長
い
一
一
世
紀
に
お
い
て
、
商
人

は
ど
れ
だ
け
銀
貨
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
、
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ク
ヌ
ー
ト
王
は
、
銭
貨
の
新
し
い
重
量
基
準
と
し
て
、
そ
れ
ま
で

の
カ
ロ
リ
ン
グ
・
ポ
ン
ド
に
加
え
て
、
一
マ
ル
ク
二
一
六
グ
ラ
ム

の
マ
ル
ク
・
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
王
権
の
こ
の
重
量
基
準
は（
（19
（

、

一
一
世
紀
の
末
ま
で
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
、

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
、
フ
ラ
ン
ド
ル
、
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
に
お
け
る
統
一
的

な
重
量
基
準
と
し
て
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
各
地
域

は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
重
量
基
準
に
合
わ
せ
て
銭
貨
の
量
目
を
設
定

し
た（
（19
（

。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
は
、「
二
〇
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
リ
ン
グ

は
四
〇
ル
ー
ア
ン
・
シ
リ
ン
グ
」
と
い
う
二
分
の
一
ポ
ン
ド
単
位
が

使
用
さ
れ
た
。「
一
〇
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
シ
リ
ン
グ
が
一
小
マ
ル
ク
」

と
い
う
三
分
の
一
ポ
ン
ド
単
位
も
使
わ
れ
た（
（19
（

。
こ
れ
に
対
し
て
唯
一

帝
国
ミ
ン
ト
の
あ
る
ケ
ル
ン
で
製
造
さ
れ
た
ペ
ニ
ヒ
は
ス
タ
ー
リ
ン

グ
・
ペ
ニ
ー
と
等
価
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
、【
史
料
６
】
に
あ
っ
た
、
一
〇
五
一
年
に
、
ブ
ロ
ー
ニ

ュ
伯
ユ
ー
ス
タ
ス
が
「
望
ん
だ
こ
と
は
な
に
か
」
を
再
考
し
て
み
よ

う
。
サ
リ
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
、
伯
が
自
ら
の
銭
貨
に
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
通
貨
の
重
量
基
準
を
求
め
た
と
し
た
。
一
〇
五
一
年
当
時
、
二

つ
の
重
量
基
準
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。【
図
30
】
は
タ
イ
プ
23
、

通
称
「
拡
大
十
字
架
」（Expanding C

ross

）
で
一
〇
五
〇
か
ら

五
三
年
に
流
通
し
た
。
こ
の
銭
貨
は
四
年
の
短
い
時
期
で
、
二
つ
の

重
量
基
準
が
使
用
さ
れ
た
。
図
30
の
タ
イ
プ
23
は
、
最
初
か
ら
使
用

さ
れ
た
も
の
で
軽
く
、一
・
一
六
グ
ラ
ム
し
か
な
い
。こ
れ
に
対
し
て
、

【
図
31
】
は
、
後
期
に
使
用
さ
れ
た
重
い
タ
イ
プ
の
重
量
基
準
で
作

成
さ
れ
た
ペ
ニ
ー
貨
で
一
・
七
五
グ
ラ
ム
あ
る
。
当
時
製
造
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ド
ル
伯
の
銀
貨
は
軽
く
〇
・
六
グ
ラ
ム
程
度
で
あ
る
の
に
対

し
て
、問
題
を
起
こ
し
た
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
伯
ユ
ー
ス
タ
ス
の
も
の
は
〇
・

八
グ
ラ
ム
と
重
い
。
い
ず
れ
の
貨
幣
も
ペ
ニ
ー
貨
に
対
し
て
二
分
の

一
の
比
率
で
量
目
を
設
定
し
て
い
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
伯
は
フ
ラ
ン
ド

ル
伯
を
支
持
し
、
軽
い
型
の
一
：
二
の
比
率
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
た

の
に
対
し
て
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
伯
は
重
い
重
量
基
準
に
合
わ
せ
よ
う
と

し
た
。
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
は
、
一
〇
五
一
年
の
「
フ
ェ
ー
デ
」
の
経
済
的

背
景
と
し
て
、
エ
ド
ワ
ー
ド
王
と
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
伯
対
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と

フ
ラ
ン
ド
ル
伯
と
の
間
の
重
い
基
準
と
軽
い
基
準
の
争
い
が
あ
っ
た

と
い
う（
（19
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
海
峡
を
挟
ん
で
北
フ
ラ
ン
ス
の
諸
領
邦
君
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図３１ 拡大十字架型・重量（Expanding Cross type, Heavy Coinage（1052-53）, 1.75g） 

ミント：リンカン 貨幣製造人：ゴドリク（Godric）   

銘：+EDPERD R:EX., rev., voided short cross with expanding limb, two circles in centre, 

GODRIC 

出典：http://www.yorkcoins.com/（最終閲覧日 2015 年 5 月 21 日） 

 

 

  

 

  
図３２ エセルレッド 2 世の CRUX 貨幣 TYPE７（991-97） 

ミント：カンタベリ 製造人：ゴドウィン 

出典：Early MedievalCorpus of Coin Finds（最終閲覧日 2014 年 5 月 20 日） 

 

 

   

 

  

図 31　拡大十字架型・重量（Expanding Cross type, Heavy Coinage？（1052-53）,

　　　 1.75g）

ミント：リンカン　銭貨製造人：ゴドリク（Godric）  
出典：http://www.yorkcoins.com/（最終閲覧日2014 年 5月21日）

図 32　エセルレッド二世の CRUX 貨幣 TYPE ７（991-97）

ミント：カンタベリ　銭貨製造人：ゴドウィン
出典：Early Medieval Corpus of Coin Finds（最終閲覧日2014 年 5月20日）
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図 ３４ 

フランドル伯ボードワン 4 世によるエセルレッド 2 世の CRUX 貨の模倣貨（989-1036） 

ミント：サントメール 銘：+ BALDUIN AU, croix longue cantonnee de quatre lettres CRVX+ C 

AUDOMARU, tete coiffee profil droit. 1.20 g  

出典：C. Richebe, Les Monnaies feodales d’Artois du Xe au debut du XIVe siècle, Paris, 1963. 

 

 

図 ３３ ダブリン・ミントのクラックス貨 

銘：+ SITI R+ DIFLIMELI（Sithric King of Dublin､1042 年死亡）+ FASTOL O- DIFLIM（Fastol 

of Dublin） 

出典：http://www.irishcoinage.com/M00001.HTM (最終閲覧日 2015 年 1 月 20 日) 

 

 

 

 

  

図 33　ダブリン・ミントのクラックス貨

銘：+ SITI R+ DIFLIMELI（Sithric King of Dublin､ 1042年死亡）+ FASTOL O- 
DIFLIM（Fastol of Dublin）
出典：http://www.irishcoinage.com/M00001.HTM　(最終閲覧日2014 年 1月20日)

図 34　フランドル伯ボルドウィン四世によるエセルレッド二世の CRUX 貨の模倣貨
　　　　（989-1036）

ミント：サントメール 銘：+ BALDUIN AU, croix longue cantonnee de quatre lettres 
CRVX+ C AUDOMARU, tete coiffee profil droit.　1.20 g　
出典：C. Richebé, Les Monnaies féodales d’Artois du Xe au début du XIVe siècle, 
Paris, 1963.
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主
は
ペ
ニ
ー
貨
の
量
目
を
基
準
と
し
て
銀
貨
を
製
造
し
よ
う
と
し
た

の
で
あ
る
。

　③
基
準
通
貨

　
高
品
質
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
貨
は
、
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
基
準
通
貨

と
し
て
ド
イ
ツ
の
ペ
ニ
ヒ
と
相
並
び
た
っ
た
。
量
目
を
合
わ
せ
る
だ

け
で
な
く
、
摸
倣
貨（
（19
（

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
周
辺
地
域
で
製
造
さ
れ

始
め
た
。
ア
ル
ラ
ン
ド
海
域
で
は
、
九
九
七
年
に
ダ
ブ
リ
ン
の
ミ

ン
ト
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
西
部
の
ミ
ン
ト
か
ら
打
型
を
も
っ
て
き
て
、

九
九
一
か
ら
九
九
七
年
の
間
に
大
量
に
製
造
さ
れ
た
、
エ
セ
ル
レ
ッ

ド
二
世
の
タ
イ
プ
７
（
ク
ラ
ッ
ク
ス（
（19
（

、【
図
32
】） 

を
模
倣
し
、
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
海
域
地
方
で
使
用
し
た
（【
図
33
】）。
た
だ
し
重
量
比
は

三
分
の
二
で
、
マ
ル
ク
基
準
で
あ
る
。

　
環
海
峡
世
界
で
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
ボ
ル
ド
ウ
ィ
ン
四
世
も
、
サ

ン
ト
メ
ー
ル
で
こ
の
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
タ
イ
プ
の
模
倣
貨
を
出
し
て
い

る
（【
図
34
】）。
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
タ
イ
プ
は
一
一
世
紀
の
模
倣
貨
の

代
表
格
と
な
っ
た
。

　
一
一
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
北
西
端
に
お
け

る
、
ペ
ニ
ー
貨
に
よ
る
銀
の
貯
蔵
庫
で
あ
っ
た
。
一
三
世
紀
ま
で
に

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ペ
ニ
ー
貨
は
、
低
地
地
方
や
北
ド
イ
ツ
や
東
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ま
で
広
く
流
通
し
て
い
っ
た
。
ポ
ラ
ー
ド
貨
や
ク
ロ
ッ
カ

ー
ド
貨
の
よ
う
な
、
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
の
改
革
銭
貨
の
模
倣
貨
も
た

く
さ
ん
出
回
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
大
陸
世
界
の
基
準

通
貨
と
し
て
ペ
ニ
ヒ
を
凌

駕
し
て
い
っ
た（
（19
（

。
も
う
一
方

の
基
準
通
貨
ペ
ニ
ヒ
製
造

の
中
心
地
だ
っ
た
ケ
ル
ン

に
お
い
て
さ
え
市
民
間
の

不
動
産
契
約
に
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
ペ
ニ
ー
貨
が
使
わ

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る（
（19
（

。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

通
貨
そ
の
も
の
が
帝
国
主

義
的
だ
っ
た（
（19
（

。

　
量
目
の
安
定
性
と
品
質

の
高
さ
と
、
そ
の
保
証
と
王

権
の
も
つ
本
質
的
に
帝
国

主
義
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
貨
を

基
準
通
貨
に
押
し
上
げ
て

い
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
あ
ろ
う
か
。
同
時
代
の

他
の
地
域
や
王
国
の
銭
貨

表７ 個別型の推定製造枚数と流通枚数 

 

時代 1タイプの製造数推定最小値 1タイプの製造数推定最大値 推定流通枚数 
c. 
973-1016 

c.￡40,000-￡140,000 c.￡170,000-￡550,000 c.￡15,000-￡30,000 

1016-42 c.￡30,000-￡70,000 c.￡200,000-￡450,000 c.￡15,000-￡30,000 
1042-66 c.￡10,000-￡30,000 c.￡60,000-￡200,000 c.￡20,000-￡50,000 
1066-1135 ― ― c.￡10,000-￡25,000 
1135-58 ― ― c.￡20,000-￡50,000 

出典：Allen, ‘The Volume of the English Currency, c. 973-1158’, p. 50. 

 

 

表 7　個別型の推定製造枚数と流通枚数

出典：Allen, ‘The Volume of the English Currency, c. 973-1158’, p. 500
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と
比
較
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ペ
ニ
ー
貨
は
美
し
い
と
い
う
印
象

を
も
つ
。
受
け
手
の
受
容
嗜
好
、
こ
の
貨
幣
の
神
秘
性
に
繋
が
っ
て

い
く
要
素
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
一
九
世
紀
に
な
ぜ
、
マ
リ
ア
・
テ

レ
ジ
ア
銀
貨
が
中
東
の
決
済
通
貨
と
し
て
使
用
さ
れ
続
け
た
の
か
を

説
明
す
る
の
か
も
し
れ
な
い（
（20
（

。
こ
の
想
定
は
想
像
の
域
を
出
ず
非
科

学
的
で
あ
る
が
、
史
料
が
あ
れ
ば
検
討
し
て
み
た
い
。

　（四
）
ノ
ル
マ
ン
征
服
の
見
え
な
い
側
面

　
一
一
世
紀
の
前
半
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
な
ど
の
北
フ
ラ
ン
ス
海
岸
部

は
、
ド
イ
ツ
銀
の
流
入
経
路
と
し
て
は
支
流
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
ン

征
服
は
、
そ
の
意
味
で
、
大
き
な
銀
の
流
れ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
北

フ
ラ
ン
ス
、
フ
ラ
ン
ド
ル
に
作
る
一
大
切
開
手
術
で
あ
っ
た
。
ノ
ル

マ
ン
人
の
公
の
資
力
で
は
、こ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
担
え
な
い
。

ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
や
フ
ラ
ン
ド
ル
な
ど
の
大
陸
の
商
人
が
瞬
く
間
に
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
交
易
の
拠
点
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
の
に
は
そ
れ
な
り

の
見
返
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
が
ル
ー
ア
ン
か

ら
ド
イ
ツ
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
連

れ
て
き
た
の
は
一
〇
七
〇
年
で
あ
っ
た
。ノ
ル
マ
ン
軍
の
背
後
に
は
、

銀
貨
の
宝
庫
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
羨
望
し
た
交
易
者
た
ち
が
い
た
で
あ

ろ
う
。
彼
ら
の
投
資
も
ま
た
征
服
の
重
要
な
動
力
だ
っ
た
。

終
わ
り
に

　
ボ
ロ
メ
オ
の
環
的
構
造
は
、
異
な
っ
た
「
コ
ー
ド
」
を
も
つ
集
団

間
の
接
触
に
よ
る
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
増
大
に
よ
っ
て
摩
擦
を
起
こ

し
、
そ
の
結
果
、
新
た
な
「
コ
ー
ド
」
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
。
審

問
に
よ
っ
て
い
た
「
問
い
か
け
る
統
治
」
は
、
課
税
に
よ
る
中
央
と

地
方
の
摩
擦
の
な
か
で
、
州
な
ど
の
地
域
の
制
度
化
と
州
に
お
け
る

国
王
宮
廷
の
巡
察
な
ど
を
通
し
て
、
徐
々
に
時
間
を
か
け
て
「
話
し

合
う
統
治
」
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
一
四
世
紀
に
は
明
ら
か
に
な

る
議
会
の
出
現
は
そ
の
始
ま
り
だ
が
、
王
国
レ
ベ
ル
で
の
政
治
的
な

審
問
の
終
焉
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
。 

王
国
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
を
い
た
だ
く
人
的
結

合
国
家
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
の
も
と
で
の
「
制
度
的
領
域
国
家
」

あ
る
い
は
「
行
政
に
よ
る
統
治
」
へ
と
全
機
構
的
（
旧
い
言
葉
で
は

あ
る
が
、
歴
史
的
実
体
の
「
大
き
な
話
」
で
な
く
観
察
者
の
認
識
と

し
て
使
い
た
い
）
展
開
を
遂
げ
て
い
っ
た（
（20
（

。
審
問
と
地
域
の
紛
争
解

決
の
鍵
で
あ
っ
た
「
よ
き
人
々
」
は
「
議
会
と
結
び
つ
く
ジ
ェ
ン
ト

リ
」
と
な
り
、
製
造
人
の
名
前
は
銭
貨
か
ら
消
え
て
い
っ
た
。
名
望

家
が
保
証
し
て
い
た
銭
貨
の
品
質
保
証
は
王
権
の
独
占
と
な
っ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。 

鰊
漁
の
海
民
は
シ
ン
ク
ポ
ー
ト
・
シ
ス
テ
ム
に

編
成
さ
れ
、
国
王
海
軍
を
担
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
ヴ
ィ
タ

ー
ル
の
よ
う
な
騎
士
で
、
海
民
の
指
導
者
で
、
役
人
で
商
人
で
あ
っ
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た
人
物
は
、
州
の
騎
士
と
し
て
在
地
化
し
て
い
っ
た
。「
よ
き
人
々

の
共
同
体
」
は
「
州
共
同
体
」
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
。
一
二
世
紀

中
頃
か
ら
、
新
た
な
構
造
化
が
始
ま
っ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
統
一
性
は
突
出
し
て
い
た
。

王
国
で
一
つ
の
型
の
銭
貨
の
流
通
。
面
積
と
し
て
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る

北
イ
タ
リ
ア
に
お
い
て
、
一
三
〇
〇
年
に
は
約
四
〇
の
異
な
る
通
貨

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
時
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。
マ
ク

ロ
の
視
野
で
は
、
中
核
地
帯
の
多
様
性
と
半
周
辺
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

の
統
一
性
に
み
ら
れ
る
、
構
造
的
差
異
は
ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い
の

か
。
ミ
ク
ロ
の
視
点
で
言
え
ば
、
な
ぜ
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
「
保

険
制
度
」
が
な
い
の
か
。
こ
う
し
た
自
問
を
し
な
が
ら
筆
を
置
き
た

い
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、「
長
い
一
一
世
紀
の
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
」
が
、
原
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
埋
め
込
ま
れ
て
い

く
、
構
造
的
展
開
の
中
で
起
こ
っ
た
「
関
係
」
で
あ
っ
た
。
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註（１
）
本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
五
月
三
一
日
に
立
教
大
学
で
開
催
さ
れ
た

第
六
四
回
日
本
西
洋
史
学
会
大
会
に
お
け
る
公
開
講
演
の
原
稿
を
大

幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
と
し

て
研
究
を
続
け
て
き
た
筆
者
は
英
語
表
記
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
こ

と
も
あ
り
、
英
語
で
の
表
記
を
優
先
し
た
。
但
し
慣
例
と
な
っ
た
も

の
は
、
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
従
っ
て
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
同
名

の
表
記
で
混
在
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
＝
ポ
ワ
テ
ィ

エ（W
illiam

 of P
oitiers

）
の
よ
う
に
使
用
し
た
史
料
の
表
記
に
準

じ
た
。
ギ
ヨ
ー
ム
と
は
し
な
い
。of

は
＝
で
つ
な
い
だ
。
同
名
の
拙

著
を
省
略
し
た
要
約
版
で
も
あ
る
。
一
般
的
な
固
有
名
詞
は
カ
タ
カ

ナ
表
記
し
た
が
、
な
じ
み
の
な
い
も
の
や
煩
雑
と
な
る
と
判
断
し
た

も
の
は
欧
文
を
併
記
し
た
。
ま
た
表
、
図
、
史
料
、
註
な
ど
で
は
欧

文
表
記
を
原
則
と
し
た
。
そ
の
た
め
同
一
人
物
が
カ
タ
カ
ナ
と
欧
文

で
表
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
使
用
し
た
省
略
形
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

AC
: Archaeologia C

antiana
ASC

hr : The Anglo-Saxon C
hronicle , ed. and trans. by M

. 
Sw

anton, London: Routledge, 1996.  
AN

S : Anglo-N
orm

an Studies  
ASW

: Anglo-Saxon W
rits , ed. by F. E. H

arm
er, M

anches-
ter: M

anchester U
P, 1952.

　

A
ttenborough, The Law

s : L. A
ttenborough, The Law

s of 
the E

arliest E
nglish K

ings , N
ew

 York: R
ussel &

 R
ussel, 

1922

（1963

）.

　

B
ede, E

H
: B

ede's E
cclesiastical H

istory of the E
nglish 

People , ed and trans. by B. Colgrave and R. A. B. M
ynors, 

O
xford: C

larendon Press, 1969.  
BL: B

ritish Library
E

H
R

: E
nglish H

istorical R
eview

  
G

D
B

: G
reat D

om
esday B

ook , ed. R
. W

. H
. Erskine, Lon-

don: Alecto H
istorical Society, 1986.  

LD
B

: Little D
om

esday B
ook , ed. by A

. W
illiam

s and G
. 

M
artin,6 vols. London: Alecto H

istorical Society, 2000.  
Robertson, A

SC
: Anglo-Saxon C

harters , ed. and trans. by 
A. J. Robertson, C

am
bridge: C

am
bridge U

P, 1939.
Robertson, The Law

s : The Law
s of the K

ings of E
ngland 

from
 E

dm
und to H

enry I , ed. and trans. by A. J. Robert-
son, Cam

bridge: C
am

bridge U
P, 1925.

　

TR
H

S : Transactions of the R
oyal H

istorical Society .

（
2
）
一
九
八
〇
年
は
、
日
本
の
西
洋
史
学
界
に
と
っ
て
一
つ
の
分
水
嶺

と
な
っ
た
。
社
会
構
成
史
体
系
か
ら「
考
察
様
式
と
し
て
の
社
会
史
」

へ
流
れ
は
淀
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
い
ま
と
な
っ
て
は「
社
会
史
」
も

死
語
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
経
世
済
民
の
学
」
に
も
な
ら
な

か
っ
た
し
、「
死
亡
通
知
書
」
を
突
き
付
け
ら
れ
る
こ
と
も
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
は
我
々
は
先
学
の「
哲
学
」
を
ど
こ
ま
で
批
判
的
に
継

承
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
歴
史
に
国
籍
は
な
い
。
あ
る
の
は「
歴
史
」

で
あ
る
。
己
が
関
心
か
ら
時
空
間
を
研
究
対
象
と
す
る
と
き
固
有
名

詞
の
歴
史
が
出
現
す
る
。
筆
者
が
、
中
世
に
は
あ
る
は
ず
の
な
い「
ブ

リ
テ
ン
」
を
研
究
対
象
と
し
た
の
は
、
地
理
的
概
念
と
し
て
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
北
西
部
に
生
ま
れ
た「
運
命
共
同
体
」
の
生
き
ざ
ま
を
活
写

し
た
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
と
き
に「
ブ
リ
テ
ン
」
と

い
う
分
析
概
念
が
必
要
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
そ
こ
を
選
択
し
た
か
は「
哲

学
」
の
問
題
で
あ
ろ
う
。
海
外
に
行
く
こ
と
、
原
史
料
を
読
む
こ
と
、
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

国
際
的
な
学
会
で
報
告
し
、
論
文
や
著
作
を
発
表
す
る
こ
と
が
、
特

別
の
こ
と
で
は
な
く
な
っ
た
昨
今
で
は
あ
る
が
、
日
本
西
洋
史
学
界

は
、
依
然
と
し
て
か
の
地
の
各
国
の
歴
史
学
界
の
支
店
の
域
を
出
て

い
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
世
界
」
に
情
報
を
発
信
し
刺
激
を

与
え
る
学
的
行
為
を
継
続
す
る
こ
と
が
、
先
学
を
継
承
し
、
西
洋
史

学
界
の「
歴
史
」
を
作
り
出
し
て
い
く「
道
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3
）
史
料
論
の
ラ
ン
タ
ン
に
は
、別
途『
序
説
史
料
論
へ
の
視
座
』（
仮
題
）

を
予
定
し
て
い
る
。
但
し
こ
れ
は
新
し
い
研
究
で
は
な
い
。
立
ち
位

置
を
明
確
に
す
る
た
め
の「
は
じ
め
」
で
あ
る
。
鶴
島
博
和『
バ
イ
ユ
ー

の
綴
織
を
読
む
』（
山
川
出
版
社
、
近
刊
）
は
、
こ
の
二
つ
の
ラ
ン
タ

ン
で
照
ら
し
て
切
り
と
っ
た
写
像
＝「
歴
史
叙
述
」
で
あ
る
。
従
っ
て
、

本
稿
は
、
筆
者
の
そ
の
ど
れ
を
除
い
て
も
崩
れ
て
し
ま
う
、
全
体
を

成
し
て
い
る
三
つ
の
要
素
の
一
つ
で
あ
る
。

（
4
）
柄
谷
行
人『
世
界
史
の
構
造
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
〇
）
を
歴
史

学
か
ら
ど
う
位
置
づ
け
る
か
は
現
時
点
で
は
判
断
停
止
と
し
た
い
。

た
だ
本
書
は「
交
通
」
を
再
考
す
る
機
会
を
与
え
く
れ
た
。
こ
こ
で
い

う
交
通
は
、
人
、
モ
ノ
、
思
考
の
フ
ロ
ー
と
そ
こ
に
生
ま
れ
る
関
係

性
の
意
味
で
使
用
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
そ
の
根
底
に
は
、
あ
る
種

の
相
互
理
解（「
わ
か
り
あ
え
な
い
」
も
含
め
て
）
が
あ
り
、
そ
れ
は

本
稿
の
通
奏
低
音
で
も
あ
る
。

（
5
）
北
海
か
ら
英
仏
海
峡
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
が
、
叙
述
の
力
点
は

後
者
に
あ
る
。

（
6
）O

tto Brunner, N
eue W

ege der Verfassungs-und Sozial-
geschichte , G

öttingen: Vandenhoeck u. Ruprecht, 1968

（
石

井
紫
郎
ほ
か
訳『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
：
そ
の
歴
史
と
精
神
』（
岩
波
書
店
、

一
九
七
四
）。
英
語
圏
で
はR

. B
artlett, The M

aking of E
u-

rope: C
onquest, C

olonization, and C
ultural C

hange, 950-

1350 , N
ew

 H
aven: Princeton U

P, 1993.

（
7
）
ウ
ォ
ー
ラ
ス
テ
イ
ン
以
来
人
口
に
膾
炙
し
て
き
た
、「
中
心（
中
核
）

＝
半
周
辺
＝
周
辺
」
理
論
は
、
本
稿
が
課
題
と
す
る
時
期
の
ブ
リ
テ

ン
史
を
構
造
的
に
考
え
る
際
に
は
、
分
析
概
念
と
し
て
は
、
依
然
と

し
て
有
効
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ラ
イ
ン
＝
ロ
ワ
ー
ル
川
間
あ
る
い
は

パ
リ
＝
ロ
ー
マ
枢
軸
と
表
現
さ
れ
る
、
フ
ラ
ン
ク
的
中
核
地
帯
の
、

経
済
・
政
治
・
文
化
的
制
度
が
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
経
由
し
て
、
あ

る
い
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
的
変
質
を
と
げ
て
、
北
と
西
に
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
伝
播
し
て
い
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
三
地
帯
の
接
点
は
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
あ
る
。
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
南
東
部
は
海
峡
を
挟
ん
だ
大
陸
地
帯
と
密
接
な
関
係
を
も

ち
、
中
核
的
で
も
あ
っ
た
。
同
じ
こ
と
は
、
ボ
ー
ダ
ー
地
方
や
ロ
ジ

ア
ン
そ
し
て
ウ
ェ
ー
ル
ズ
南
東
部
に
も
い
え
る
。
た
だ
中
心（
中
核
）

＝
半
周
辺
＝
周
辺
と
い
う
地
帯
構
造
区
分
に
価
値
意
識
を
持
ち
込
ん

で
は
な
ら
な
い
。

（
8
） 

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
ブ
リ
テ
ン
史
の
場
合
、
一
一
世
紀

を
そ
の
前
後
の
時
期
も
い
れ
て「
長
い
二
世
紀
」
と
す
る
に
は
特
別

の
理
由
が
あ
る
。「
一
〇
六
六
年
問
題
」で
あ
る
。
一
〇
六
六
年
の「
ノ

ル
マ
ン
征
服
」
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
史
に
お
い
て
は
決
定
的
な
画
期
と

考
え
ら
れ
て
き
た
。
中
世
は
一
〇
六
六
年
に
始
ま
る
と
い
う
の
は
長

い
間
一
般
的
常
識
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
一
〇
六
六
年
以
前
の「
ア

ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
」
の
位
置
づ
け
は
あ
ま
り
明
確
で
な
か
っ

た
。「
前
封
建
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
」
と
い
う
、
お
よ
そ
無
概
念
な
言
葉

が
使
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、「
一
〇
六
六
年
問
題
」

を
相
対
化
し
、
新
た
な
視
点
か
ら
歴
史
を
書
き
直
す
た
め
に
は
、「
長

い
一
一
世
紀
」
は
有
効
な
分
析
概
念
な
の
で
あ
る
。

（
9
）T

he C
arm

en de H
astingae Proelio of G

uy B
ishop of 
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

Am
iens , ed. and trans. by Frank Barlow

, N
ew

 York and 
O

xford: Clarendon Press, 1999, lines 783-835.

（
10
）
教
皇
庁
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
国
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
対
す
る
認

識
は
、
一
四
世
紀
の
ア
ー
ブ
ロ
ー
ズ
宣
言
と
レ
モ
ン
ス
ト
ラ
ン
ス
へ

の
対
応
に
よ
く
表
れ
て
い
る
。

（
11
）
部
族
と
は
、
祖
先
を
共
通
と
す
る
と
い
う
共
同
幻
想
あ
る
い
は
建

前
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
民
集
団
で
あ
る
。
神
話
の
神
々
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。
公
式
王
国
の
国
王
系
図
は
、
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
的
神
話

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

（
12
）The G

esta G
uillelm

i of W
illiam

 of Poitiers , ed. by R. H
. C. 

D
avis and M

. Chibnall, O
xford: O

xford U
P, 1998, p. 152.

（
13
）
ス
ー
ザ
ン
・
レ
イ
ノ
ル
ズ（
鶴
島
博
和
監
訳
）「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
ネ
イ
シ
ョ
ン
概
念
　
近
代
も
し
く
は
そ
れ
以
前
」『
歴
史
評
論
』

五
八
四（
一
九
九
八
）、
五-

二
二
頁
。 H

. Tsurushim
a ed. N

a-
tions in M

edival B
ritain , D

onington: Shaun Tyas, 2010.

（
14
）
エ
セ
ル
ウ
ェ
ア
ー
ド（A

ethelw
eard

）
は
そ
の
年
代
記
で
、「
ブ

リ
テ
ン
は
現
在
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
呼
ば
れ
て
い
る
」（B

rittannia 
nunc A

ngllia appellatur

）
と
記
し
て
い
る（T

he C
hronicle 

of Aethelw
eard , ed. A

. C
am

pbell, London: N
elson, 1962, 

p.9

）」。
九
九
八
年
頃
に
亡
く
な
っ
た
エ
セ
ル
ウ
ェ
ア
ー
ド
は
、
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
王
の
兄
に
繋
が
る
貴
族
で
エ
ア
ル
ド
ー
ル
マ
ン
で
あ
る

と
同
時
に
年
代
記
作
者
で
も
あ
っ
た
。
彼
の
年
代
記
の
最
後
の
記
述

は
、
九
七
五
年
か
ら
九
八
八
年
の
間
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が

A
nglia

が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
意
味
し
た
最
初
の
用
例
で
あ
ろ
う
。
英

語
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ドE

nglalond

は
九
九
四
年
の
エ
セ
ル
レ
ッ
ド

王
と
デ
ー
ン
人
の
間
の
協
約
に
現
れ
る（II A

ethelred, 1,1; 7,2 
in R

obertson, The Law
s , p.60

）. 

こ
の
情
報
はD

r Ann W
il-

liam
s

に
よ
る
。

（
15
）
ゲ
ル
マ
ン
祖
語
を
共
有
す
る
集
団
。

（
16
）D
. Bates, N

orm
andy before1066 , London: Longm

an, 1982.

（
17
）Bede, H

E , ii. 1.

（
18
）
通
説
的
に
は
法
典
と
訳
す
る
が
、「
定
め
」
と
か「
政
策
方
針
」
と

よ
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
る
。

（
19
）も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
前
か
ら
交
通
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
サ
ッ

ト
ン
・
フ
ー（Sutton H

oo

）
の
遺
跡
を
み
れ
ば
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ

る
。
要
は
、
体
制
の
展
開
を
後
押
し
す
る
質
と
量
を
問
題
と
し
て
い

る
。
そ
の
分
岐
点
は
、
九
世
紀
中
頃
の「
大
軍
勢
」
の
こ
ろ
に
求
め
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
20
）Ine 46-1, in Attenborough, The Law

s , p.50.

（
21
）P. W

orm
ald, ‘B

ede. the B
retw

aldas  and the O
rigins 

of the gens A
nglorum

’, P. W
orm

ald et al . ed. Ideal and 
R

eality in Frankish and A
nglo-Saxon Society , O

xford: 
O

xford U
P, 1983, pp. 99-129; S. Foot, ‘The M

aking of An-
gelycynn : English Identity before the N

orm
an C

onquest’, 
TR

H
S  6th series6

（1996

）, pp. 25-49.

（
22
）
七
世
紀
以
降
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
な
っ
た
チ
ャ
ー
タ
は
、
教
皇
庁

のprivilegium

形
式
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
。
そ
の
チ
ャ
ー
タ
を

デ
ィ
プ
ロ
マ
と
よ
ぶ
。
や
が
て
よ
り
簡
便
な
形
式
の
も
の
が
あ
ら
わ

れ
た
。
そ
の
形
式
は
、
同
時
代
に
発
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
令
状

（w
rit

）
の
形
式
と
類
似
し
て
い
る
。
そ
れ
をW

rit-C
harter

と
し

て
区
別
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
そ
の
区
別
は
行

わ
ず
、
い
ず
れ
も
チ
ャ
ー
タ
と
呼
ぶ
。
証
書
は
、
そ
の
持
ち
手
を
変

え
て
も
書
面
の
有
効
性
が
失
わ
れ
な
い
文
書
を
さ
す
こ
と
と
す
る
。

チ
ャ
ー
タ
を
証
書
と
呼
び
換
え
る
こ
と
も
あ
る
。
征
服
後
の
チ
ャ
ー
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

タ
は
、Writ-Chartre

形
式
で
あ
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
証
聖
王
の
チ
ャ
ー

タ（S1051: 1042x1066

）
に
そ
の
端
緒
を
み
る
こ
と
が
で
き
る（
エ

ド
ワ
ー
ド
、
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
：†

 
E

adw
ardus dei gratia rex Anglorum

）。

（
23
）P. H

. Saw
yer ed. Anglo-Saxon C

harters: An Annotated 
List and B

ibliography , London: Royal H
istorical Society, 

1968.

（
24
）
長
兄
王
と
す
る
場
合
も
有
る
が
、
誤
訳
で
あ
る
。
本
来
、
一
〇
世

紀
末
に
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
の
オ
ー
ル
ド
・
ミ
ン
ス
タ
の
修
道
士
ウ
ル

フ
ス
タ
ン
の
著
、『
聖
エ
セ
ル
ヴ
ォ
ル
ド
伝
』
に
、
エ
ド
ワ
ー
ド
殉
教

王
と
比
較
し
て
彼
よ
り
も
古
い
王
と
い
う
意
味
で
使
用
さ
れ
た
。
こ

こ
で
は
古
王
と
す
る
。M

. Lapidge and M
. W

interbottom
 eds. 

W
ulfstan of W

inchester: The Life of St Æ
thelw

old , O
xford: 

O
xford U

P, 1991, pp. 2-3.

（
25
）
大
陸
の
ザ
ク
セ
ン
人
を
意
識
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
26
）「
ア
ン
グ
ル
」
と「
サ
ク
ソ
ン
」
が
融
合
し
たO

ngolsaxona

（S 
427

）、Angulseaxna

（S 566

）
と
い
っ
た
英
語
の
表
現
、An-

glo-Saxonum
 rex

（S 355

）、A
nglosaxonum

 rex
（S 355

）

と
い
っ
た
ラ
テ
ン
語
の
表
現
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
も

「
と
」
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
同
じ
一
〇
世
紀
の

こ
ろ
の
写
本
で
あ
る
マ
ー
ム
ズ
ベ
リ
の
修
道
院
長
で
シ
ャ
ー
ボ
ン
の

初
代
司
教
で
あ
っ
た
ア
ル
ド
ヘ
ル
ム
（
在
位
六
七
五-

七
〇
九
）
の

も
の
と
さ
れ
る
散
文
体
の
詩
『
純
潔
に
つ
い
て
』（D

e virginitate

）

の
序
文
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
の
に
興
味
深
い
。
古
英
語
、
ラ
テ

ン
語
、
時
と
し
て
ギ
リ
シ
ア
語
が
混
じ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
テ
キ
ス

ト
体
（hybrid textuality

）
の
序
文
は
、「
ア
ル
ド
ヘ
ル
ム
、
高
貴

な
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
人
の
中
で
も
っ
と
も
高
貴
で
あ
る
詩
人
に

し
て
ブ
リ
テ
ン
の
司
教
」（E

aldelm
, æ

þele sceop, etiam
 fuit, 

ipselos on æ
ðele Anglosexna, byscop on B

retene

）
と
あ

る
。E

. V. K
. D

obbie ed. The Anglo-Saxon Poetic R
ecords: 

A C
ollective E

dition 6: Anlglo-Saxon M
inor Poem

s , Lon-
don and N

ew
 York: Routledge, 1942, pp. 97-98. 

一
〇
世
紀

に
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
を
示
す
言
葉
と
し
て
「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク

ソ
ン
人
」
が
、
少
な
く
と
も
貴
顕
の
間
で
は
使
用
さ
れ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
言
葉
は
、
一
〇
六
六
年
以
後
使
用
さ
れ
な

く
な
っ
た
。C

f, M
. Irvine, The M

aking of Textual C
ulture : 

G
ram

m
atica and Literary Theory 350-1100 , C

am
bridge: 

C
am

bridge U
P, 2006, p. 423; M

. Lapidge, A
nglo-Latin 

Literature 900-1066, London: H
am

bledon Press , 1993, p. 
121. 

（
27
）「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
」
は
一
五
八
六
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ム

デ
ン
のB

rittania

に
ラ
テ
ン
語
形
で
再
び
現
れ
た
。
英
語
で
は
、

一
五
八
九
年
にG

eorge Puttenham

に「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
」

と
し
て
、「
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
ト
」
は
一
六
〇
二
年
にJohn 

C
olville

が
初
出
で
あ
ろ
う
。W

illiam
 C

am
den, B

ritannia, 
siue Florentissim

orum
 regnorum

, A
ngliæ

, Scotiæ
, H

i-
berniæ

, et insularum
 adiacentium

 ex intim
a antiquitate 

chorographica descriptio, London , 1586, 43, G
eorge Put-

tenham
, The Arte of E

nglish Poesie. C
ontrived into three 

B
ooks , London, 1589, iii. iv, 120. John Colville, The Par-

aenese or Adm
onition of lo. C

oluille.... , Paris, 1602. 

こ
れ

ら
の
書
誌
情
報
は
内
川
勇
太（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

博
士
課
程
在
籍
）
の
提
供
に
よ
る
。

（
28
）
メ
イ
ト
ラ
ン
ド
的
な「
ケ
ル
ト
的
辺
境
」（C

eltic Fringe

）
は
、
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議
会
で
も
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
ブ
リ
テ
ン
に
お
け
る
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
中
心
史
観
を
よ
く
表
現
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
人
の
王
権
の「
帝
国
主
義
的
」（
こ
の
言
葉
の
定
義
は
と
り
あ
え

ず
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
し
て
お
く
）
な
様
相
を
表
現
す
る
の
に
使
用

し
た
。
地
理
的
文
化
的
分
析
概
念
と
し
て
は
、
と
く
に
関
係
論
の
立

ち
位
置
か
ら
は
使
用
し
や
す
い
言
葉
で
あ
る
。F. W

. M
aitland, 

D
om

esday B
ook and B

eyond , Cam
bridge: Cam

bridge U
P, 

1897

（1989

）, p. 16.

（
29
）
教
皇
が
戴
冠
式
を
司
式
し
な
い
以
上
、
彼
そ
し
て
彼
以
降
の
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
の
諸
王
が
皇
帝
を
名
乗
っ
て
も
そ
れ
は
、
僭
称
に
す
ぎ

な
い
。
そ
の
意
味
で
非
公
式
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
。
教
皇
庁
の

自
首
性
と
自
律
性
が
確
立
し
、
ド
イ
ツ
人
の
皇
帝
と
の
関
係
が
制
度

化
さ
れ
る
に
従
い
、
一
一
世
紀
後
半
以
降
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王

は「
皇
帝
」
を
名
乗
っ
て
い
な
い
。

（
30
）L.J. D

ow
ner ed. Leges H

enrici Prim
i , O

xford: O
xford 

U
P, 1972, pp. 94-5. 

「
デ
ー
ン
・
ロ
ー
」（D

eone Lage

）
と
い
う

言
葉
は
、
ヨ
ー
ク
大
司
教
ウ
ル
フ
ス
タ
ン
（
在
位
一
〇
〇
二
―
二
三
）

の
手
に
な
る
と
言
わ
れ
る
「
エ
ド
ワ
ー
ド
と
グ
ス
ル
ム
の
協
約
」
が

初
出
で
あ
る
（A

ttenborough, T
he L

aw
s, p. 106

）。
こ
れ
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
王
権
の
下
、
ウ
ェ
ス
ト
・
サ
ク
ソ
ン
の
法
域
と

は
異
な
っ
た
地
域
を
示
す
最
古
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
デ
ー

ン
・
ロ
ー
」
は
、「
協
約
」
で
は
七
条
二
項
に
し
か
あ
ら
わ
れ
ず
、「
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
地
域
と
デ
ー
ン
人
の
地
域
」（m

id Englum
 and 

m
id D

enum

）
と
い
う
形
式
が
一
般
的
で
あ
る
（3.1-2; 6; 6.1-4; 

7.1; 9.1

）。
グ
ス
ル
ム
は
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
の
支
配
者
で
あ
っ

た
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
「
デ
ー
ン
・
ロ
ー
」
は
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ

リ
ア
で
あ
る
が
、
一
〇
世
紀
か
ら
一
一
世
紀
に
か
け
て
、「
デ
ー
ン
・

ロ
ー
」
と
称
す
る
地
域
は
、
か
つ
て
の
フ
ァ
イ
ブ
・
バ
ラ
か
ヨ
ー
ク

王
国
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
「
デ
ー
ン
・
ロ
ー
」
は
筆
の
滑
り

で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
こ
で
の
デ
ー
ン
人
と
は
、
異
な
っ
た
慣
習
の
も

と
で
暮
ら
す
人
々
の
こ
と
で
、
単
純
に
民
族
性
の
問
題
に
還
元
し
て

は
な
ら
な
い
（A

nn W
illiam

s

の
筆
者
へ
の
私
信
）。

（
31
）
典
型
例
は
、
一
二
世
紀
後
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
が
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
に
侵
略
し
た
際
、
当
時
の
史
料
は
彼
ら
を「
サ
ク
ソ
ン
人
」
と

読
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史
家

は
、
彼
ら
を
決
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
は
表
記
せ
ず
、
ノ
ル
マ
ン

人
と
か
ア
ン
グ
ロ
・
ノ
ル
マ
ン
人
と
す
る
。
こ
こ
に
は
な
か
な
か
消

せ
な
い
政
治
的
軋
轢
が
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
ケ
ル
ト
圏
の
人
々
が
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
人
の
意
味
で
サ
ク
ソ
ン
を
用
い
る
事
例
と
し
て
は
、
Ｏ
Ｅ

Ｄ
に
お
い
て
は
一
八
一
〇
年
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ス
コ
ッ
ト
のLady 

of Lake

で
ハ
イ
ラ
ン
ド
人
に
対
す
る
ロ
ー
ラ
ン
ド
の
ス
コ
ッ
ト
人
を

指
す
例
が
最
も
古
く
、
続
い
て
一
八
六
二
年
のThackeray

のA
d-

ventures of Phillip III

で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
対
す
る
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
人
の
意
味
で
用
い
ら
れ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
32
）S. K

eynes, ‘E
dgar, rex adm

irabilis ’ and ‘A
 C

onspectus 
of the C

harter of K
ing E

dgar’, in D
. Scragg ed. E

dgar, 
K

ing of the E
nglish, 959-975: N

ew
 Interpretation , W

ood-
brdge: Boydell Press, 2008, pp. 3-59 and 60-80.

（
33
）
こ
のrector

を
司
祭
と
す
る
の
は
か
な
り
の
意
訳
で
あ
り
、
さ
ら

な
る
検
討
が
必
要
で
あ
る
。R

ector et gubernator

は
キ
ケ
ロ『
国

家
論
』
二
・
五
一
に
対
で
出
て
く
る
。
国
家
を
船
の
よ
う
に
導
き
し
者

と
い
う
意
味
で
、「
守
護
者
に
し
て
教
導
者
」
と
で
も
訳
す
べ
き
で

あ
る
。
こ
の
対
の
最
古
の
用
法
は
、
マ
ー
シ
ア
人
の
王
オ
ッ
フ
ァ
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
〇
世
紀
に
は
い
っ
て
エ
ア
ド
レ
ッ
ド
王
と
エ



－  94  －－  95  －

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

ア
ド
ウ
ィ
王
の
時
代
に
用
例
が
増
え
、
エ
ド
ガ
王
の
時
代
に
減
少
に

む
か
い
、
エ
ド
ワ
ー
ド
王
の
時
代
で
終
わ
り
と
な
っ
た
。
エ
セ
ル
ス

タ
ン
王
の
チ
ャ
ー
タ（S 427

）
は
、
ラ
テ
ン
語
と
古
英
語
両
方
が
表

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
はrector

は
、
古
英
語
のbrytæ

n-
w

alda

と
対
応
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
支
配
者
を
意
味
し
て
い

る
。
し
か
し
教
会
人
に
も
こ
の
対
の
タ
イ
ト
ル
は
使
用
さ
れ
て
お
り

（S 1442

）、
統
合
王
権
の
持
っ
て
い
た
教
会
国
家
的
性
格
を
強
調

す
る
た
め
に「
司
祭
」
と
訳
し
た
。
岡
道
男「
キ
ケ
ロ
の『
国
家
論
』　

そ
の
指
導
者
像（
二
・
五
一
）
を
め
ぐ
っ
て
」『
法
制
史
研
究
』
三
四

（
一
九
八
四
）、
二
三-

四
六
頁
。
中
世
の
史
料
に
お
け
る
古
典
か
ら
の

引
用
は
、
そ
れ
が
文
書
史
料
で
あ
れ
記
述
史
料
で
あ
れ
、
細
心
の
注

意
が
必
要
で
あ
る
。

（
34
）
英
語
で
書
か
れ
た
チ
ャ
ー
タ
で
は
、
称
号
は
単
純
に
な
る
傾
向
が

あ
る
。
し
か
し
、「
我
エ
ド
ワ
ー
ド
は
キ
リ
ス
ト
の
も
と
で
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
国
王
に
し
て
支
配
者
」（+ Ic Eadw

erd cyng &
 Engla-

landes w
ealdend under Criste’: S1047

）
も
教
会
国
家
の
原
理

を
示
し
て
い
る
。
な
お
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王
と
い
う
表
現
は
古
英

語
の
チ
ャ
ー
タ
に
み
ら
れ
る
。C

f.

「
我
エ
ド
ワ
ー
ド
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
人
の
国
王
」（Ic E

adw
erd E

ngla Landes cyngc: S1032)

。

い
ず
れ
も
真
正
性
が
高
い
と
い
う
の
が
諸
家
の
一
致
し
た
意
見
で
あ

る
。S1008, 1009, 1017, 1020, 1058. 

最
初
の
二
例
に
あ
る「
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
で
あ
る
と
同
時
に
全
ア
ル
ビ
オ
ン
の
国
王
」

（rex A
nglorum

 et eque totius A
lbionis

）
と
い
う
表
現
は
興

味
深
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
と
ア
ル
ビ
オ
ン
が
分
離
さ
れ
、
ア
ル
ビ

オ
ン
が
北
に
限
定
さ
れ
始
め
て
い
る
。
や
が
て
こ
の
言
葉
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
王
の
称
号
と
な
る
。

（
35
）
吉
田
孝『
日
本
の
誕
生
』（
岩
波
新
書
、
一
九
九
七
）。

（
36
）S 725

「
我
エ
ド
ガ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
に
し
て
野
蛮
人
な

ら
び
に
異
教
徒
た
ち
の
指
導
者
」（ego E

adgarus gentis A
nglo-

rum
 et barbaroum

 atque gentilium
 rex ac  predux

）.

（
37
）
こ
れ
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
中
心
主
義
と
し
て
排
除
す
る
の
は
容
易
だ

が
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
史
の
方
向
性
は
、
そ
の
先
駆
性
ゆ
え
に
、
あ
る

い
は
地
理
的
位
置
ゆ
え
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
が
動
因
と
な
っ
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
。
こ
れ
は
関
係
論
で
あ
っ
て
、
価
値
の
問
題
で
は
な

い
。
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
と
く
に
ア
イ
ル
ラ

ン
ド
の
研
究
者
の
そ
の
立
ち
位
置
か
ら
の
全
体
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を

期
待
す
る
。「
ケ
ル
ト
」
の
枠
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
て
は
先
へ
は
進

め
な
い
。
相
互
の
分
析
概
念
の
衝
突
と
切
磋
琢
磨
が
必
要
で
あ
る
。

（
38
）A

SW
, pp. 92-103; T

he Facsim
iles of E

nglish R
oyal 

W
rits to AD

 1100 , ed. by T. A. M
. Bishop and P. Chaplais, 

O
xford: Clarendon Press, 1957.

（
39
）「（
九
月
二
四
日
）
マ
テ
ィ
ル
ダ
が
死
す
。
彼
女
は
マ
ー
シ
ャ
ム

とA
gana

を
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
に
寄
進
し
た
」。
鶴
島
博
和

「British Library M
S Cotton Vitellius C. xii, fos : 114r-155r

に
関
す
る
一
考
察
」『
西
洋
史
研
究
』
四
三（
二
〇
一
四
）、
九
〇
頁
。

（
40
）ASW

, no. 35, p. 185.

（
41
）
本
稿
が
対
象
と
す
る
時
期
で
は
、
地
域
有
力
者（
名
望
家
）
を
小
貴

族
と
位
置
付
け
て
い
る
。
そ
れ
は
国
王
に
対
す
る
勤
務
の
反
対
給
付

と
し
て
の
何
ら
か
の
特
権
を
享
受
し
て
い
る
と
い
う
、
貴
族
の
定
義

に
よ
る
。
議
会
貴
族
や
爵
位
貴
族
へ
と
貴
族
が
展
開
し
て
い
く
前
の

話
で
あ
る
。

（
42
）
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係
上
ガ
ヴ
ォ
ル
や
ゲ
ル
ド
に
焦
点
を
あ
わ
せ
、

scot
やm

urdrum

な
ど
は
除
外
し
た
、
一
一
二
九
／
三
〇
年
の
パ
イ

プ
・
ロ
ー
ル
で
記
録
さ
れ
た
国
王
が
徴
収
し
た
約
二
三
〇
〇
〇
ポ
ン
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ド
の
う
ち
デ
ー
ン
ゲ
ル
ド
は
二
四
〇
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。【
表
２
】

の『
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
年
代
記
』
の
数
値
の
信
憑
性
を
め
ぐ
っ
て

は
、
ギ
リ
ン
ガ
ム
と
ロ
ー
ソ
ン
の
論
争
が
あ
る
。M

. K
. Law

son, 
‘The C

ollection of D
anegeld and H

eregeld in the R
eigns 

of Æ
thelred II and C

nut’, E
H

R
99

（1984

）, pp. 721-38; 
J. G

illingham
, ‘“The M

ost Precious Jew
el in the English 

C
row

n”: Levels of D
anegeld and H

eregeld in the E
arly 

E
leventh Centruy’, E

H
R

 104

（1989

）, pp. 373-84; M
. K

. 
Law

son, ‘“Those Stories Look True”: Levels of Taxation 
in the Reigns of Æ

thelred II and Cnut’, E
H

R
 104

（1989

）, 
pp. 385-406; J. G

illingham
, ‘Chronicles and Coins as Evi-

dence for Levels of Tribute and Taxation in Late Tenth 
and Early Eleventh-Century England’, E

H
R

 105

（1990

）, 
pp. 939-50; M

. K
. Law

son, ‘D
anegeld and H

eregeld O
nce 

M
ore’, E

H
R

 105

（1990

）, pp. 951-61.

（
43
）
タ
ワ
ー
ポ
ン
ド（
三
三
〇
グ
ラ
ム
）
で
計
算
す
る
と
三
・
三
ト
ン
の

銀
貨
と
な
る
。

（
44
）J. A

. G
reen, ‘The Last C

entury of D
anegeld’, E

H
R

96

（1981

）, pp. 241-258; J. A
. G

reen, The G
overnm

ent of 
E

ngland under H
enry I , C

am
bridge: C

am
bridge U

P, 
1986; J. O

. Prestw
ich, ‘W

ar and Finance in the A
nglo-

N
orm

an State’, TR
H

S 5th series4

（1954

）, pp. 19–43.

（
45
）G

D
B, fo. 56v.

（
46
）
社
会
は
秩
序
化
さ
れ
た
集
団
と
い
う
意
味
で
使
用
し
て
い
る
が
、

そ
れ
で
は
そ
の
二
次
的
な
編
成
で
あ
る
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
は
区

別
が
つ
か
な
く
な
る
。
前
者
は
、
親
族
、
地
域
、
階
層
と
い
っ
た
生

得
の
関
係
を
、
後
者
は
、
本
稿
で
は
、
パ
ト
ロ
ネ
ー
ジ
、
生
業
と
葬

儀
で
結
ば
れ
た
関
係
な
ど
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
角

か
ら
の
叙
述
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
、
税
や
貢
納
の
徴
収
の
最
小

単
位
で
あ
る
荘
園（m

anor

）、
食
や
生
活
資
材（
農
業
、
漁
業
、
林
業
、

生
活
用
品
）
の
基
本
的
生
産
単
位
で
あ
る「
農
村
」
や
そ
の
経
営
上
の

権
利
総
体
と
し
て
の「
所
領
」
手
工
業
や
流
通
の
基
本
的
単
位
で
あ
る

「
都
市
」
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。
別
の
機
会
に
論
ず
る
予
定
で
あ
る
。

（
47
）
語
源
は「
子
供
」。
こ
れ
は
、
貴
顕
の
称
号
と
し
て
の
チ
ャ
イ
ル
ド

（cild

）
や
家
中
騎
士
を
表
す
プ
エ
ラ（puera

）
と
同
じ
系
列
の
用
語

で
あ
る
。

（
48
）
意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
、
関
係
者
が「
わ
か
り
あ
え
る
」

行
動
規
範
と
パ
タ
ー
ン
。

（
49
）A

. W
illiam

s, K
ingship and G

overnm
net in Pre-C

on-
quest E

ngland, c. 500-1066 , London: M
acm

illan, 1999. 

エ

ア
ル
ド
ー
ル
マ
ン
で
あ
れ
伯
で
あ
れ
、
地
域
の
支
配
者
で
は
な
く
、

地
域
の
人
々
に
対
す
る
支
配
者
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ア
で
は
な
く
マ
ー

シ
ア
人
の
伯
で
あ
る
。

（
50
）
評
価
額
と
は
地
代
取
得
可
能
額
の
こ
と
で
、
基
本
的
に
は
以
前
の

実
績
に
基
づ
く
と
仮
定
し
て
い
る
。

（
51
）H

. Tsurushim
a, ‘H

ic E
st M

iles: Som
e Im

ages of Three 
K

nights, Turold, W
adard, and V

ital’, in M
. M

. Lew
is et 

al . ed. The B
ayeux Tapestry: N

ew
 A

pproaches, O
xford 

and O
akville: O

xbow
 Books, 2011, p. 82.

（
52
）
本
稿
に
お
い
て
は
、
バ
ラ
は
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
王
以
降
の
防
備
を

施
し
た
集
落
に
、
交
易
の
拠
点
と
し
て
の
市
場
機
能
と
全
て
で
は
な

い
が
銭
貨
製
造
の
機
能
が
加
わ
っ
た
定
住
地
で
あ
る
と
一
般
に
は
定

義
で
き
る（
史
料
６
②
の
よ
う
に
、
単
な
る
要
塞
も
史
料
上
バ
ラ
と
呼

ば
れ
る
の
で
。）
一
一
世
紀
は
そ
こ
ま
で
で
、
の
ち
に
国
王
チ
ャ
ー
タ
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

を
発
給
さ
れ
た
自
治
都
市
と
し
て
の
バ
ラ
が
生
ま
れ
た
。

（
53
）A

SC
hr, 1051. 

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
家
は
、
サ
セ
ッ
ク
ス
の
貴
顕
か
ら
成

り
上
が
っ
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
時
代
に
は
、
ケ
ン
ト
に
ま
で
そ
の
勢

力
を
伸
ば
し
て
い
た
。

（
54
）
レ
ミ
ン
ス
タ
の
女
性
修
道
院
長
の
誘
拐
、
従
兄
弟
の
ベ
オ
ル
ン
の

殺
害
な
ど
が
直
接
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

（
55
）
こ
こ
で
牡
蠣
を
専
ら
と
す
る
海
民
集
団
を
殺
戮
し
て
い
る
。
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
を
支
持
し
た
海
民
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
鰊
漁
に
従
事
し
て

い
た
。
同
じ
ケ
ン
ト
で
も
、
北
と
南
で
は
生
態
系
の
違
い
か
ら
漁
労

の
種
類
が
違
っ
て
い
た
。
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
力
は
北
部
海
岸
に
は
及
ん

で
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
56
）
サ
ザ
ッ
ク（S

ou
th
w
ark

）
の
聖
オ
ー
ラ
ヴ
教
会（O

lave's 
C
hurch

）
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
私
的
礼
拝
堂
で
あ
り
、
彼
は
サ
ザ
ッ
ク

に
拠
点
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ロ
ン
ド
ン
の
海
民
も
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
よ
り
で
あ
る
。

（
57
）
ジ
ュ
ミ
エ
ー
ジ
ュ
修
道
院
の
修
道
院
長
で
、
エ
ド
ワ
ー
ド
証
聖
王

の
助
言
者
で
あ
っ
た
。
エ
ド
ワ
ー
ド
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
と

し
て
帰
国
し
た
の
ち
、
ロ
ン
ド
ン
司
教
と
な
り
、
一
〇
五
一
年
に
カ

ン
タ
ベ
リ
大
司
教
と
な
っ
た
。
こ
の
人
事
が
、
近
親
者
を
押
す
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
と
の
間
の
軋
轢
を
生
み
、
こ
の
騒
乱
の
一
因
に
な
っ
た
。

（
58
）ASC

hr , D
 &

 E, 1051 / 1052.

（
59
）
主
人
の
ム
ン
ト（
家
支
配
）
権
の
侵
害
で
王
の
裁
判
に
属
す
る
。

「
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
の
す
べ
て
の
も
の
か
ら
国
王
が
受
け
取
る
こ
と
の

で
き
る
罰
金
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
王

の
ム
ン
ト（m

und

）
の
侵
害
、
そ
し
て
人
々
の
家
へ
の
攻
撃（ham

-
socne

）
…
」（IICnut, 12, in Robertson, The Law

s , p. 180

）。

（
60
）G

D
B

, fol. 1r

で
はvilla

と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、
二
九
の
家
屋

敷（m
ansurae

）
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル（
実
体

は
不
明
）、
四
つ
の
教
会
、
一
つ
の
貨
幣
製
造
場
が
あ
っ
た（
位
置

は【
図
10
】
の
右
岸
）。
市
場
は
ド
ゥ
ー
ル（D

our

）
川
の
右
岸
に
面

し
て
い
た
。
そ
の
西
側
に
は
共
住
聖
職
者
教
会
の
ミ
ン
ス
タ
教
会
の

セ
ン
ト
・
マ
ー
テ
ィ
ン（St-M

artin

）
が
あ
っ
た
。
バ
ラ
は
左
岸
の

上
の
丘
の
上
に
あ
っ
た（
左
岸
）。
バ
ラ
の
要
塞
と
教
会（St M

ary

）

は
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
と
ハ
ロ
ル
ド
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
た
。
城
は

一
〇
六
四
年
時
点
で
は
ハ
ロ
ル
ド
が
所
有
し
て
い
た
。
教
会
は
ゴ
ド

ウ
ィ
ン
を
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
い
た
。
ド
ー
ヴ
ァ
は
国
王
都
市
で
は

あ
っ
た
が
、
バ
ラ
は
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
家
の
支
配
権
下
に
あ
っ
た
と
い
え

る
。A

nn W
illiam

s, ‘The Piety of E
arl G

odw
ine’, AN

S
34

（2011

）, pp. 237-56.

（
61
）
領
邦
で
は
な
く
州
と
し
て
地
域
が
成
立
し
た
事
例
と
し
て
、
東
側

で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
62
）
日
本
史
に
お
け
る
、
在
地
で
作
成
さ
れ
た「
地
下
文
書
」
と
の
比
較

が
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

（
63
）Robertson, ASC

, no. 69, pp.140-143.

（
64
）
長
い
一
一
世
紀
に
お
け
る
セ
イ
ン
や
騎
士
た
ち
個
々
の
家
系
の
プ

ロ
ソ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
検
討
は
省
略
し
た
。
次
の
機
会
に
再
現
し

た
い
。

（
65
）Robertson, Anglo-Saxon C

harters , no. 59, pp.122-125

（
66
）S1454.

（
67
）
鶴
島
博
和「
一
一
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る「
良
き
人
の
社
会

と「
地
域
」
の
誕
生
」
藤
井
美
男
・
田
北
廣
道
編
著『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中

世
世
界
の
動
態
像
』（
九
州
大
学
出
版
会
、 

二
〇
〇
四
年
）、
三
四
七-

七
三
頁
。

（
68
）
一
〇
七
二
年
も
し
く
は
一
〇
七
五
年
八
月
か
ら
一
〇
七
六
年
七
月
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

に
か
け
て
行
わ
れ
た
訴
訟
。
ピ
ニ
ン
デ
ン
・
ヒ
ー
ス
は
カ
ン
タ
ベ
リ

と
並
ん
で
、
西
ケ
ン
ト
に
お
け
る
州
集
会
の
場
で
あ
っ
た
。「
も
し
彼

ら〔【
表
３
】
の
第
３
コ
ラ
ム
の
面
々
を
含
む
〕
が
州
集
会
に
召
喚
さ

れ
た
と
き
に
は
、
彼
ら
は
ピ
ニ
ン
デ
ン
（Pennenden

）
ま
で
は
来

る
」（G

D
B fo.1

）。D
. Bates, ‘The land pleas of W

illiam
 I’s 

reign: Penenden H
eath revisited’, B

ulletin of the Institute 
of H

istorical R
esearch

51

（1978

）, pp. 1-19.

（
69
）D

. C
. D

ouglas ed. E
nglish H

istorical D
ocum

ents, 
vol.2,1042-1189 , London: E

yre &
 Spottisw

oode, 1953,  
pp. 449-451.

（
70
）
鶴
島
博
和「
所
謂“N

orm
an Settlem

ent” 

に
つ
い
て
―
ノ
ル
マ

ン
系
騎
士
と
サ
ク
ソ
ン
系
在
地
勢
力
と
の
支
配
関
係
設
定
を
め
ぐ
っ

て
―
」『
西
洋
史
学
』
一
二
三（
一
九
八
一
）、
二
〇-

四
二
頁
。

（
71
）
当
時
の
封
土
が
レ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
鶴
島
博
和

「
一
一
、一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る《feodum

》
概
念
に
つ

い
て
　
ケ
ン
ト
・C

anterbury

大
司
教
領
を
主
た
る
素
材
と
し
て
」

『
西
洋
史
研
究
』
新
輯
九（
一
九
八
〇
）、
三
四-

五
九
頁
。「
騎
士
」
と

「
セ
イ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
互
換
性
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
鶴
島
博
和

「
一
一
・
一
二
世
紀
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る《m

iles

》
概
念
に
つ
い

て
　
ケ
ン
ト
を
主
た
る
素
材
と
し
て
」『
イ
ギ
リ
ス
史
研
究
』
三
四

（
一
九
八
三
）、
一-

一
七
頁
。

（
72
）G

D
B fo. 1.

（
73
）
ジ
ェ
ン
ト
リ
の
も
と
も
と
の
意
味
は
、
素
性
良
き
者
と
い
う
意
味

で
あ
る
が
、
こ
の
言
葉
で
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
、
最
後
ま
で
失
う
こ

と
の
な
い
性
格
は
、
①
地
域
的
な
土
地
所
有
者
、
地
主
、
領
主
②
自

他
共
に
認
め
る
名
望
家
、
③
地
域
、
と
く
に
王
権
の
地
方
統
治
の
組

織
で
あ
る
州
に
対
す
る
帰
属
意
識
、
④
そ
の
州
の
統
治
と
王
国
政

治
へ
関
与
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。G

. G
iven-W

ilson, ‘The 
K

ing and the G
entry in Fourteenth C

entury E
ngland’, 

T
R

H
S 5

th series
37

（1987

）, pp. 87-102; P. C
oss, T

he 
O

rigins of the E
nglish G

entury , C
am

bridge: C
am

bridge 
U

P, 2003. 

鶴
島
博
和
「
動
く
森
の
よ
う
に
　
中
世
イ
ン
グ
ラ
ン
ド

に
お
け
る
騎
士
と
ジ
ェ
ン
ト
リ
の
「
記
憶
」
と
「
記
録
」
の
世
界
」『
思

想
』
九
二
七
号
（
二
〇
〇
一
）、
四
一-

六
七
頁
。

（
74
）M

. T. C
lanchy, From

 M
em

ory to W
ritten R

ecord: E
ng-

land 1066 – 1307 , 3rd ed. C
hichester: W

iley-B
lackw

ell, 
2013.

（
75
）S. R

eynolds, Fiefs and Vassals: The M
edieval E

vidence 
R

einterpreted , O
xford: O

xford U
P, 1994.

（
76
）
こ
の
指
摘
は
、
一
九
九
七
年
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
日
英

歴
史
家
会
議（A

nglo-Japanese C
onference

）
で
、
ス
ー
ザ
ン
・

レ
イ
ノ
ル
ズ
、
森
本
芳
樹
と
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
行
っ
た
報
告
の
骨
子

で
あ
る
。

（
77
）S1390.

ラ
ク
ル
ヴ
ァ
ー
の
教
会
に
つ
い
て
は
、
鶴
島
博
和
「
母
教

会
論
序
説
―
―
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
初
期
教
会
史
の
視
角
：
ラ

ク
ル
ヴ
ァ
ー
（Reculver

）
を
事
例
と
し
て
―
―
」H

askins Soci-
ety Journal Japan , Supplem

ent1

（2011

）, pp. 1-26

を
参
照
。

（
78
）N

. B
rooks, ‘The A

rchbishopric of C
anterbury and the 

So-called Introduction of K
night-Service into E

ngland’, 
AN

S
34

（2012

）, pp. 41-62 at p.57 n. 72. 

同
定
は
基
本
的
に

は
筆
者
の
も
の
で
あ
る
。

（
79
）
鶴
島
博
和「
一
〇-

一
二
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る「
国
家
」

と「
教
会
」 

と
く
に
教
会
人
事
と
軍
事
の
観
点
か
ら
み
た「
ア
ン
グ
ロ
・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
期
の
教
会
国
家
体
制
研
究
序
説
」
佐
藤
伊
久
男
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

編『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
統
合
的
諸
権
力
の
構
造
と
展
開
』(

創
文

社
、
一
九
九
四)

、
一
二
五-

二
四
三
頁
。

（
80
）「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
ハ
ロ
ル
ド
と
、
数
多
く
の
我
ら
（
セ

ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
士
た
ち
）
の
兄
弟
が
死
す
」（BL 

M
S C

otton Vitellius C. xii, fo. 145v.

）。

（
81
）W

illiam
 Thorne’s C

hronicle of Saint Augustine’s Abbey, 
C

anterbury , trans. A
. H

. D
avis O

xford: B
lackw

ell, 1934, 
col. 1784.

（
82
）「
七
月
一
日
、オ
ス
バ
ー
ン
・
ビ
ガ（O

sbern Biga

）が
死
す
。
彼
は
、

ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
ト
ン
（N

ew
ington, K

ent

）
と
サ
ウ
ス
チ
ャ
ー
チ

（SouthC
hurch, E

ssex

）
と
カ
ン
タ
ベ
リ
市
内
の
七
二
軒
の
住
宅

と
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
高
価
な
も
の（
銀
と
宝
石
を
ち
り
ば
め
た
カ

ズ
ラ
二
着
と
ア
ル
バ
三
着
、
金
と
銀
で
飾
っ
た
福
音
書
二
冊
、
大
き

な
つ
り
香
炉
と
大
き
な
絹
の
飾
り
掛
け
布
）
を
ク
ラ
イ
ス
ト
・
チ
ャ
ー

チ
に
寄
進
し
た
。
鶴
島「British Library…
」、
八
六
頁
。

（
83
）
例
え
ば
、「
ゴ
デ
ル
は
こ
の
土
地
を
ブ
リ
ク
シ
よ
り
保
有
し
た
。
そ

し
て
件
の
土
地
を
も
っ
て
彼
が
望
む
主
君
の
も
と
に
行
く
こ
と
が
で

き
た
」(G

D
B
, fo.6v)

。

（
84
）
こ
の
言
葉
は
、
圧
倒
的
に『
ド
ゥ
ー
ム
ズ
・
ブ
ッ
ク
』
に
関
す
る
エ

セ
ッ
ク
ス
と
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
に
現
れ
る
。
審
問
の
さ
い
に

使
用
さ
れ
た
用
語
の
個
性
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
ベ
デ
ィ
ン
ガ
ム（B

e-
dingham

）
は
ハ
グ
ニ
と
い
う
、
国
王
の
セ
イ
ン
に
よ
っ
て
保
有
さ

れ
て
い
た
。「
彼
は
ま
た
托
身
し
て
ス
テ
ィ
ガ
ン
ド（
大
司
教
）
の
家

来
で
あ
っ
た
…
同
じ
場
所
に
は
五
人
の
自
由
人
が
い
て
、
ハ
グ
ニ
は

そ
の
う
ち
の
三
人
か
ら
、
エ
ル
フ
ガ
ー
は
二
人
か
ら
托
身
を
受
け
て

い
た
」（LD

B, fo. 130v.

）。

（
85
）H

. Tsurushim
a, ‘Forging U

nity betw
een M

onks and 

Laity in A
nglo-N

orm
an E

ngland: The Fraternity of 
R

am
sey A

bbey’, in A
rnoud-Jan A

. B
ijsterveld et al . ed. 

N
egociating Secular and E

cclesasitcal Pow
er: W

estern 
E

urope in the C
entral M

iddle A
ges , Turnhout: B

repols, 
1999, pp. 133-46.

（
86
）G

D
B

, fo. 10r.

（
87
）G

D
B

, fo. 12v.

（
88
）H

. Tsurushim
a, ‘The Fraternity of R

ochester C
athe-

dral Priory about 1100’, A
N

S
14

（1992

）, pp. 313-37; 
D

o., ‘Forging U
nity betw

een M
onks and Laity’.

（
89
）Rochester C

athedral Library, M
S A.3.5.

（
90
）
ラ
ド
ゥ
ル
フ
は
司
教
グ
ン
ド
ル
フ
に
従
っ
て
カ
ー
ン
の
サ
ン
テ

テ
ィ
エ
ン
ヌ
修
道
院
か
ら
ロ
チ
ェ
ス
タ
に
来
た
。Prior

は
聖
堂
参
事

会
長
で
附
属
修
道
院
院
長
と
な
る
。

（
91
）Textus R

offensis, fo. 184.

（
92
）K

. S. B
. K

eats-R
ohan, D

om
esday people: D

om
esday 

B
ook , W

oodbridge: B
oydell B

rew
er, 1999, p. 153.

（
93
）Textus R

offensis, fo. 190.

（
94
）Textus R

offensis, fo. 185.

（
95
）Textus R

offensis, fol 184v-185.

（
96
）
司
教
ギ
ル
バ
ー
ト
・
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ル（G

ilbert G
lanville, 1185-

1214

）
の
チ
ャ
ー
タ
か
ら
エ
セ
ル
ウ
ォ
ル
ド
が
行
っ
た
贈
与
は
チ
ェ

ル
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
の
小
教
区
内
の
荘
園
で
あ
る
ゴ
デ
ィ
ン
ト
ン

（G
oddington

）
の
十
分
の
一
税
で
あ
っ
た
。John Thorpe ed. 

R
egistrum

 R
offense , London, 1769, p. 47.

（
97
）‘Pedes Finium

:  K
ent Feet of Fines 1196-99 R

ichard I’, 
AC

1 (1858), p. 255.
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（
98
）Textus Roffensis, fo. 201v.

（
99
）Textus Roffensis, fo. 230v.

（
100
）B

. R
. K

em
p ed. R

eading A
bbey C

artularies

（C
am

den 
4th series,31

）, London: O
ffice of the R

oyal H
istorical 

Society, 1986, p. 209.

（
101
）
鶴
島
博
和
「「
征
服
」
直
後
に
お
け
る
サ
ク
ソ
ン
系
住
民
の
改
名

に
つ
い
て
　
ア
ン
グ
ロ
＝
ノ
ル
マ
ン
期
に
お
け
る
農
村
の
社
会
的

諸
関
係
の
解
明
に
向
け
て
」『
史
学
』（
三
田
史
学
会
）
六
〇-

一

（
一
九
九
一
）、
一-

三
〇
頁; H

. Tsurushim
a ‘D

om
esday In-

terpreters’, AN
S

18

（1996
）, pp. 201-222.

（
102
）G

D
B, fol. 6v.

（
103
）
鶴
島
博
和「「
カ
ル
タ
エ
＝
バ
ロ
ー
ヌ
ム
」
と「
イ
ン
フ
ェ
ウ
ダ
テ
ィ

オ
ー
ネ
ス
＝
ミ
リ
ト
ゥ
ム
」　
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
お
け
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
封
建
制
社
会
の
構
造
的
特
質
を
求
め
て
」『
熊
本
大
学
教
育

学
部
紀
要（
人
文
科
学
）』
三
七（
一
九
八
八
）、
二
三-

七
二
頁
。

（
104
）The R

ed B
ook of the E

xchequer , ed. by H
ubert H

all, 
London: H

er M
ajesty’s Stationary, 1897, p. 297: Roll Se-

ries99

（
105
）
ア
ー
ヌ
ル
フ
＝
エ
ス
ダ
ン
の
家
臣
団
に
は
、
主
君
名
ア
ー
ヌ
ル
フ

を
持
つ
者
が
多
い
。
主
君
の
名
前
を
名
乗
っ
た
の
か
、
主
君
が
名
付

け
親
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

（
106
）The D

iary of Sam
uel Pepys: A N

ew
 and C

om
plete Tran-

scription , ed. R. Latham
 and W

. M
atthew

s,11 vols., Lon-
don: Bell, 1970-83, ii. 236; H

. Tsurushim
a, ‘The Eleventh 

C
entury in England through fish-eyes: Salm

on, H
erring, 

O
ysters, and 1066’, AN

S
29

（2007

）, pp. 193-213.

（
107
）R

obertson, ASC
, p. 206.

（
108
）D

. Sherlock, ‘A
nglo-Saxon M

onastic Sign Language at 
Christ Church Canterbury’, AC  107

（1989

）, pp. 1-27, at 9.

（
109
）
一
五
九
八
年
、
カ
ン
タ
ベ
リ
大
司
教
は
、
エ
セ
ッ
ク
ス
の
漁
師
た

ち
が
ケ
ン
ト
の
北
海
岸
で
牡
蠣
の
密
漁
を
行
い
、
都
市
カ
ン
タ
ベ
リ

の
貧
民
の
食
生
活
に
打
撃
を
与
え
た
と
嘆
い
て
い
る
。R

. G
oodsall, 

‘O
yster Fisheries on the N

orth K
ent Coast’, AC

80

（1965

）, 
pp. 118-151, at 121.

（
110
）M

. K
ow

aleski, ‘The Seasonality of Fishing in M
edieval 

B
ritain’, in S. G

. B
ruce ed. E

cologies and E
conom

ies in 
M

edieval and E
arly M

odern E
urope: Studies in E

nvi-
ronm

ental H
istory for R

ichard C
. H

offm
ann , Leiden and 

Boston: Brill, 2010, p. 12.

（
111
）C. H

. H
askins, N

orm
an Institutions , Cam

bridge, M
ass: 

H
arvard U

P, 1918, pp. 289.

（
112
）Robertson, ASC

, no. 91.

（
113
）The H

istory of the N
orm

an People: W
ace’s R

om
an de 

R
ou , ed. and trans. by G

lyn S. B
urgess, W

oodbridge: 
Boydell Press, 2002, iii, lines, 5605-52.

（
114
）
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
が
、
一
三
三
二
年
に
、
グ
レ
ー
ト
・
ヤ
ー
マ
ス

に
発
給
し
た
チ
ャ
ー
タ
で
は
、
大
市
の
期
間
は
、
ミ
ク
ル
マ
ス
か
ら

マ
ル
テ
ィ
ン
マ
ス（
一
一
月
一
一
日
）
ま
で
の
四
〇
日
間
で
あ
っ
た
。

H
enry Sw

inden, The H
istory and A

ntiquities of the A
n-

cient B
urgh of G

reat Yarm
outh in the C

ounty of N
orfolk , 

N
orw

ich 1772, p. 306.
（
115
）G

D
B

, fol. 1.

（
116
）K

. M
. E

. M
urray, T

he C
onstitutional H

istory of the 
C

inque Ports , M
anchester: M

anchester U
P, 1935.
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

（
117
）
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
家
の
史
料
上
の
初
出
は
一
〇
〇
七
年
の
こ
と
で
、

二
〇
隻
の
船
団
を
率
い
て
国
王
海
軍
と
激
突
し
、
こ
れ
を
破
っ
た
。

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
の
父
ウ
ル
フ
ノ
ー
ス
・
チ
ャ
イ
ル
ド（W

ulfnoth C
ild

）

の
登
場
で
あ
る
。
二
〇
隻
と
い
う
数
は
ド
ー
ヴ
ァ
の
船
団
を
想
起
さ

せ
る（A

SC
h , 1007

）。
ド
ー
ヴ
ァ
は
国
王
の
城
塞
市
場
都
市
で
あ

る
が
、
ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
こ
こ
に
自
ら
の
屋
敷
地
や
地
代
や
上
納
取

得
の
権
利
を
も
っ
て
い
た
。
一
〇
八
六
年
の
記
録
で
あ
る
が
、
ド
ー

ヴ
ァ
の
上
納
は
国
王
に
対
す
る
も
の
と
伯
に
対
す
る
も
の
と
に
分
か

れ
、
前
者
は
二
〇
ペ
ニ
ウ
ェ
イ
ト（dw

t

）
のora

で
二
四
ポ
ン
ド
で

あ
っ
た
の
対
し
て
、
ケ
ン
ト
伯
オ
ド
は
額
面
で
三
〇
ポ
ン
ド
で
あ
っ

た
。
前
者
は
、
国
王
都
市
と
し
て
市
場
町
か
ら
、
後
者
は
ゴ
ド
ウ
ィ

ン
伯
が
受
け
取
っ
て
い
た
、
丘
の
上
に
展
開
し
て
い
た
城
塞
区
か
ら

の
上
納
の
名
残
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。G

D
B, fol. 1.

（
118
）
海
峡
地
帯
で
は
、
潮（
本
流
）
は
北
か
ら
流
れ
、
風
は
偏
西
風
の
影

響
を
受
け
や
す
い
。
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
ズ
の
船
団
が
、
解
禁
日
の
九

月
二
九
日
に
グ
レ
ー
ト
・
ヤ
ー
マ
ス
沖
で
漁
の
態
勢
を
整
え
る
に
は
、

二
八
日
の
最
初
の
下
潮
時
に
出
航
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
後

の
午
前
中
の
上
潮
に
の
っ
て
入
っ
て
き
た
の
が
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
船
団

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
推
測
し
て
い
る
。

（
119
）S 949.

（
120
）S 982.

（
121
）S1054.

（
122
）L. M

usset, ‘Les ports en N
orm

andie du XIe au XIIIe 
siècles: esquisse d'histoire institutionnelle’, A

utour du 
pouvoir ducal N

orm
and, Xe-XIIe siècles , ed. by L. M

usset 
et al., Caen: Annales de N

orm
andie, 1985, pp. 113-28.

（
123
）
ロ
ベ
ー
ル
二
世
は
、
一
〇
八
八
年
か
ら
九
一
年
に
か
け
て
フ
ェ
カ

ン
修
道
院
に
、
フ
ェ
カ
ン
に
お
い
て
毎
年
市
を
、
聖
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン

教
会
で
大
市
を
、鰊
の
漁
が
続
く
限
り
認
め
た
。
日
付
は
な
い
が
、「
聖

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
の
教
会
で
」
を
聖
人
の
祝
日（
一
二
月
二
六
日
）
と
読

ん
だ
。H

askins, N
orm

an Institutions , p. 289.

（
124
）T. Fujim

oto, R
echerche sur l'écrit docum

entaire au 
M

oyen Â
ge : É

dition et com
m

entaire du cartulaire de 
Saint-Étienne de C

aen (XII e siècle), Tom
e II

（É
D

ITIO
N

）, 
no. 87. 

カ
ー
ン
大
学
に
提
出
し
た
博
士
論
文
。
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
の
中

世
漁
業
に
関
す
る
文
献
の
提
示
や
学
位
取
得
前
に
情
報
を
提
供
し
て

下
さ
っ
た
藤
本
太
美
子
に
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
125
）M

S O
xford Bodelian Library E, M

useo
93 do. 8v; E. M

. 
C

. van H
outs, ‘The Ship List of W

illiam
 the C

onqueror’, 
AN

S
10

（1988

）, pp. 159-183

に
よ
る
。

（
126
）M

. Fauroux, R
ecueil des actes des ducs de N

orm
andie 

de 911 a 1066 , C
aen, 1961: Société des antiquaires de 

N
orm

andie, no. 230, pp, 441-42.

（
127
）W

illelm
i M

alm
esbiriensis M

onachi D
e G

estis Pontifi-
cum

 Anglorum
 Libri Q

uinque , ed. N
. E

. S. A
. H

am
ilton, 

Cam
bridge, 1870

（2012

）, pp. 312-13.

（
128
）M

S O
xford Bodelian Library E, M

useo
93 do. 8v.

（
129
）‘G

iraldi C
am

brensis vita S. R
em

igii’, G
iraldi C

am
b-

rensis O
pera , ed. J. F. D

im
ock

（R
olls Series

）, London, 
1877, pp. vii, 14-15.

（
130
）C

. M
. G

illm
or, ‘N

aval Logistics of the C
ross-C

hannel 
O

peration, 1066’ in S. M
orillio ed. The B

attle of H
astings , 

W
oodbridge: Boydell Press, 1996, pp. 113-128.

（
131
）
一
〇
七
〇
年
頃
の
ジ
ュ
ミ
エ
ー
ジ
ュ
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
事
績
録
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の
こ
と
で
あ
る
。
三
千
と
い
う
数
は
、
誇
張
で
信
頼
は
で
き
な
い
。

W
ace’s R

om
an de R

ou , iii, lines 6425-6429.

（
132
）C

hr. and G
. G

rainge, ‘The Pevensey E
xpedition: B

ril-
liantly Executed Plan or N

ear D
isaterr?’, in The B

attle of 
H

astings , p. 139.

（
133
）Poenitential O

rdinance of E
rm

enfrid, in C
ouncils 

and Synods w
ith O

ther D
ocum

ents relating to the E
ng-

lish C
hurch ,2 vols. E

d. D
. W

hitelock, M
. B

enett and C
. 

B
rooke, N

ew
 York: C

larendon Press, I, ii, pp. 581-4 at 
583.

（
134
）Scotl and

と
い
う
表
記
も
あ
る
が
、
古
い
史
料
で
はScolland

の

よ
う
で
あ
る
。

（
135
）R

. G
em

, ‘The C
anterbury and the C

ushion C
apital: A

 
C

om
m

entary on Passages from
 G

oscelin’s D
e M

iraculis 
Sancti A

ugustini ’, in N
. Stratford ed. R

om
anesque and 

G
othic: E

ssays for G
eorge Zarnecki , W

oodbridge: Boydell 
Press, 1987, vol.1, pp. 83-85.

（
136
）H

. Tsurushim
a, ‘H

ic E
st M

iles , pp. 81-91.

（
137
）
前
述
し
た
ケ
ン
ト
北
部
海
岸
で
最
大
の
牡
蠣
の
漁
村
の
一
つ
で

あ
っ
た「
バ
ラ
」
シ
ー
ソ
ル
タ
ー（Seasalter

）
は
、
カ
ン
タ
ベ
リ

大
司
教
座
教
会
や
セ
ン
ト
・
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
ン
修
道
院
の
建
築
に
あ

た
っ
た
石
工
の
頭
領
ブ
リ
ー
ズ（B

lize

）
が
保
有
し
て
い
た
。
牡
蠣

を
石
を
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
か
ら
搬
入
す
る
際
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
向

か
う
船
の
バ
ラ
ス
ト
と
し
て
利
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
転
覆
し
や

す
い
空
船
を
避
け
る
と
と
も
に
現
地
で
販
売
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。Tsurushim

a, ‘Salm
on, H

er-
ring, O

yster and 1066’, p. 207.

（
138
）
註
18
に
類
似
の
説
明
あ
り
。

（
139
）G

allia C
hristiana , xi, Paris, 1759, Instrum

enta, col. 
219. 

鶴
島
博
和「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
に
お
け
る

そ
の
位
置
と
構
造
」『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
８
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
成
長

　
一
一-

一
五
世
紀
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
）、
二
二
一-

五
〇
頁
。

特
に
二
四
四-

四
五
頁
。

（
140
）
船
と
い
う
と
、
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
の「
ロ
ン
グ
シ
ッ
プ
」
を
想
定
し
が

ち
で
あ
る
が
、
一
一
世
紀
の
海
峡
世
界
で
も「
オ
ー
ル
船
」
や「
フ
ル

ク
船
」
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
の
艦
隊
も
多
様
な
型
の

船
が
使
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
一
度
、
当
時
使
用
さ
れ
た
船
の
整
理

を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。C

f. P. M
arsden, Ships of 

the Port of London: Tw
elfth to Seventeenth C

enturies AD
, 

London: English H
eritage, 1996, p. 21.

（
141
）J. P. H

uffm
an, Fam

ily, C
om

m
erce and R

eligion in 
London and C

ologne: Anglo-G
erm

an E
m

igrants, c.1000-
c.1300 , C

am
bridge: C

am
bridge U

P, 1998.

（
142
）Robertson, The Law

s , pp. 70-73.

（
143
）
用
語
の
問
題
で
あ
る
が
、m

oney

に
は
貨
幣
と
い
う
言
葉
を
あ

て
る
。
貨
幣
を
構
成
す
る
、
コ
イ
ン
、
紙
幣
、
イ
ン
ゴ
ッ
ト
、
信
用

の
う
ち
、
コ
イ
ン
に
は
銭
貨
を
、
交
換
の
流
れ
に
あ
る
貨
幣
に
は
通

貨
を
、
イ
ン
ゴ
ッ
ト
に
は
銀
塊
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
た
。
銭
貨
を

使
っ
た
の
は
、
貨
幣
の
幣
が
紙
素
材
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
を

防
ぐ
た
め
で
あ
る
。
基
本
的
な
文
献
は
、M

. A
llen, M

ints and 
M

oney in M
edieval E

ngland , Cam
bridge: Cam

bridge U
P, 

2012; H
. Tsurushim

a, ‘The m
oneyers of K

ent in the Long 
Eleventh C

entury’, in D
. R

offe ed. The E
nglish and Their 

Legacy 900-1200: E
ssays in H

onour of A
nn W

illiam
s, 
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
形
成
期
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け
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イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
環
海
峡
世
界
の
「
構
造
」
と
展
開
（
鶴
島
）

W
oodbridge : B

oydell Press, 2012, pp. 33-59; B
. C

ook &
 

G
. W

illiam
s ed., C

oinage and H
istory in the N

orth Sea 
W

orld, c. AD
 500-1250 , Leiden and Boston: Brill, 2006; D

. 
M

. M
etcalf, A

n A
tlas of A

nglo-Saxon and N
orm

an C
oin 

Finds, c. 973-1086 , London: Royal N
um

ism
atics Society, 

1998; C. E. Challis ed. A N
ew

 H
istory of the R

oyal M
int , 

C
am

bridge: C
am

bridge U
P, 1992; P. Spufford, M

oney 
and Its U

se in M
edieval E

urope , Cam
bridge: Cam

bridge 
U

P, 1988; M
. A. S. Blackburn ed., Anglo-Saxon M

onetary 
H

istory: E
ssays in M

em
ory of M

ichael D
olley , Leicester: 

Leicester U
P, 1986. 

多
く
の
情
報
は
、M

artin Allen

とSally 
H

arvey

と
の
議
論
や
私
信
に
よ
る
。

（
144
）
少
額
と
い
っ
て
も
、
か
な
り
の
価
値
が
あ
る
。
例
え
ば
、
一
〇
世

紀
前
半
で
雄
牛
が
三
〇
ペ
ン
ス（
銀
貨
三
〇
枚
）、
雌
牛
二
〇
ペ
ン

ス
、
豚
一
〇
ペ
ン
ス
、
羊
一
二
ペ
ン
ス
で
あ
っ
た（V

I A
ethelstan, 

6-2

）。
そ
の
価
値
か
ら
し
て
日
常
生
活
に
お
け
る
物
々
交
換
の
重
要

性
は
常
に
視
野
に
い
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
145
）
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
内
の
銀
の
産
出
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ン
チ
ャ
ー
ド
と

ク
ラ
ウ
ト
ン
が
一
二
世
紀
の
国
内
銀
の
量
を
高
く
見
積
も
る
の
に
対

し
て
、
ア
レ
ン
は
彼
ら
の
議
論
に
懐
疑
的
で
あ
る
。I. Blanchard, 

M
ining, M

etallurgy and M
inting in the M

iddle Ages , vol. 
2, Stuttgart, 2003: P. C

laughton, ‘Silver M
ining in E

ng-
land and W

ales, 1066-1500’, unpublished PhD
 thesis, 

U
niversity of E

xeter, 2003; M
. A

llen, ‘Silver Production 
and the M

oney Suppy in E
ngland and W

ales 1086-c. 
1500’, E

conom
ic H

istory R
eview

64

（2011

）, pp. 114-31.

（
146
）G

D
B, fo. 272v, 277.

（
147
）
七
八
七
年
に
は
北
の
船
の
襲
来
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
学
説

上
の
画
期
と
さ
れ
て
き
た
七
九
三
年
を
採
用
し
て
い
る
。

（
148
）
主
と
し
て R. N

aism
ith, ‘Islam

ic C
oins from

 E
arly M

edi-
eval E

ngland’, N
um

ism
atic C

hronicle  165

（2005

）, pp. 
193-222.

（
149
）
デ
ィ
ル
ハ
ム
銀
貨
の
基
準
重
量
は
二
・
九
七
五
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
の
銀
貨
の
倍
の
重
さ
は
あ
る
。
デ
ィ
ナ
ー
ル
金
貨
は
、

ウ
マ
イ
ヤ
朝
六
九
五
年
の
基
準
重
量
は
四
・
二
五
グ
ラ
ム
で
、
こ
れ

は
当
時
の
中
世
ロ
ー
マ
帝
国（
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
）
の
ソ
リ
ッ
ド
貨
の

平
均
値
を
も
と
に
し
た
と
言
わ
れ
る
。
第
二
代
カ
リ
フ
、
ウ
マ
ー

ル
の「
七
デ
ィ
ナ
ー
ル（
二
九
・
七
五
グ
ラ
ム
）
は
一
〇
デ
ィ
ル
ハ
ー

ム（
二
九
・
七
五
グ
ラ
ム
）
で
あ
る
べ
し
」
と
い
う
基
準
重
量
が
あ

る
。D

inar E
xchange – The D

inar &
 D

irham
: G

old dinar 
– W

ikipedia

（
最
終
閲
覧
日
二
〇
一
五
年
二
月
一
一
日
）; J. W

. 
M

eri ed. M
edieval Islam

ic C
ivilization: An E

ncyclopedia , 
London: R

outledge, 2006, pp. 162-163.

（
150
）M

. M
cC

orm
ick, O

rigins of the E
uropean E

conom
y: 

C
om

m
unication and C

om
m

erce AD
300-900 , C

am
bridge: 

C
am

bridge U
P, 2001, pp. 343-51 &

 M
ap 12-1

は
示
唆
的
で

あ
る
。

（
151
）P. Spufford, M

oney and its U
se in M

edieval E
urope , 

Part 2.
（
152
）P. H

. Saw
yer, ‘The W

ealth of England in the E
leventh 

Century’, TR
H

S  5
th series15

（1965

）, pp. 14 5-64. 

た
だ
し
、

ベ
ー
ダ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は「
銅
、
鉄
、
鉛
、
銀
な
ど
の
金
属
の
鉱

脈
が
豊
か
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。Bede, E

H
, p. 16.

（
153
）
一
一
一
三
年
の
春
に
フ
ラ
ン
ド
ル
人
の
商
人
は
、
サ
ン
ト
メ
ー
ル
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か
ら
三
〇
〇
マ
ル
ク
の
銀
塊
を
も
っ
て
き
て
、
羊
毛
を
ド
ー
ヴ
ァ
か

ら
船
積
し
た
。H

erm
an, D

e M
iraculis S. M

ariae Laudune-
sis , ii. 4-5; PL 154 cols. 995-77; Saw

yer, ‘The W
ealth of 

E
ngland’, p. 162

よ
り
。

（
154
）II Aethelstan

14 in Attenborough, The Law
s , p. 134.

（
155
）C

. E
. B

lunt, C
. S. Lyon, &

 B
. H

. Stew
art, C

oinage in 
Tenth C

entury E
ngland: From

 E
dw

ard the E
lder to E

d-
gar’s R

eform
, O

xford: O
xford U

P, 1989, pp. 255-57, table 
20.

（
156
）II Athelstan 14.2 in Attenborough, The Law

s , p. 134.

（
157
）
所
謂
ア
ン
グ
ロ
・
サ
ク
ソ
ン
時
代
に
は
、
国
王
の
肖
像
は
、
ほ
と

ん
ど
ロ
ー
マ
帝
国
的
な
横
向
き
で
あ
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
証
聖
王
の
タ

イ
プ
27
か
ら
正
面
を
向
き
始
め
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
は
そ
れ
を
踏

襲
す
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
二
世
と
ヘ
ン
リ
一
世
の
ペ
ニ
ー
は
、
横
向
き

と
正
面
の
両
方
を
型
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て
い
る
。
そ
の
理
由
に
関

し
て
は
、
一
八
二
を
参
照
。J. N

orth ed. E
nglish H

am
m

ered 
C

oinage vol. 1, E
arly A

nglo-Saxon to H
enry III c. 600-

1272 , London: Spink, 1994.

（
158
）I. H

. G
aripzanov, The Sym

bolic Language of A
uthor-

ity in the C
arolingian W

orld (c. 751-877) , Leiden: B
rill, 

2008, pp. 173-78. 

こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
比
較
は
、
権
力
と
権
威

の
構
造
的
差
異
に
対
し
て
記
号
言
語
論
的
な
光
を
あ
て
て
く
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。

（
159
）「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
二
二
章
二
〇-

二
一
節
と「
マ
ル
コ
に

よ
る
福
音
書
」
一
二
章
一
七
節
。

（
160
）M

. B
lackburn, ‘C

oinage and C
urrency under H

enry I: 
R

eview
’, AN

S
13

（1991

）, pp. 49-81.

　
ヘ
ン
リ
二
世
の
改
革

は
銭
貨
製
造
の
中
央
集
権
化
へ
の
傾
斜
、
す
な
わ
ち
製
造
場
の
減
少

と
集
中
、
ロ
ン
ド
ン
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
、
よ
り
長
期
的
な

銭
貨
の
型
の
更
新
に
そ
の
特
徴
が
あ
る
。N

. J. M
ayhew

, ‘From
 

R
egional to C

entral M
inting’, 1158-1464’, in C

allis, A 
N

ew
 H

istory of the R
oyal M

int , pp. 83-183, at 83; 

（
161
）P. D

. A
. H

arvey, ‘The E
nglish Inflation of 1180-1220’, 

Past and Present  61-1

（1973

）, pp. 3-30.

（
162
）
騎
士
封
の
課
税
単
位
化
と
動
産
税
の
導
入
で
あ
る
。
課
税
の
展
開

に
関
し
て
は
、R

. B
ritnell, B

ritain and Ireland 1050-1530, 
O

xford; O
xford U

P, 2004; 

鶴
島
博
和「『
カ
ル
タ
エ
＝
バ
ロ
ー
ヌ

ム
』
と『
イ
ン
フ
ェ
ウ
ダ
テ
ィ
オ
ー
ネ
ス
＝
ミ
リ
ト
ゥ
ム
』」。

（
163
）M

. Bell ed. ‘The Life of W
ulfric of H

aselbury, by John 
A

bbot of Ford’, Som
erset R

ecord Society
47

（1933

）, p. 
13: …

 H
abebat autem

 tunc tem
poris in A

nglia num
m

um
 

novum
 in diebus H

enrici regis prim
i, sed rarum

 adhuc 
prae novitate num

m
ism

atis.

（
164
）
銭
貨
製
造
人
と
両
替
人
が
職
と
し
て
分
離
す
る
の
は
ヘ
ン
リ
二
世

期
の
改
革
を
通
し
て
で
あ
る
。

（
165
）「
定
め
」
の
意
味
と
貨
幣
製
造
と
の
関
係
に
関
し
て
は
、P

. 
W

orm
ald, The M

aking of E
nglish Law

, O
xford: O

xford 
U

P, 1999, pp. 339-65; E
. Screen, ‘A

nglo-Saxon Law
 and 

N
um

ism
atics: a R

eassessm
ent in the Light of Patrick 

W
orm

ald’s The M
aking of E

nglish Law
’, B

ritish N
um

is-
m

atic Journal 77

（2007

）, pp. 150-72.
（
166
）IV Aethelred 9.1 in R

obertson, The Law
s , p. 76.

（
167
）IV Aethelred 9.2 in R

obertson, The Law
s , p. 78.

（
168
）III Aethelred 8.1 in R

obertson, The Law
s , p. 68.
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（
169
）IV

 Aethelre
9 in dRobertson, The Law

s , p. 76.
（
170
）III Aethelred

8 in Robertson, The Law
s , p.68.

（
171
）IV

 Aethelred
8 in Robertson, The Law

s , p. 76.

（
172
）III Aetherlred

16 in Robertson, The Law
s , p. 70.

（
173
）IV

 Aethelred
6 in Robertson, The Law

s , p. 76.

（
174
）Acta Sanctorum

, M
ay, vi., Paris &

 Rom
e, 1866, p. 402.

（
175
）S. R

ippon, P. C
laughton and C

. Sm
art, M

ining in A 
M

edieval Landscape: the R
oyal M

ines of the Tam
ar Val-

ley , E
xeter: U

niversity of Exeter Press, 2009, pp. 97-9.

（
176
）
一
三
八
八
年
の
事
例
だ
が
、C

alendar of C
lose R

olls, R
ich-

ard II ,6 vols. London: Public Record O
ffice, 1914-27, iii, p. 

510, v 195. 

史
料
提
供
は
北
野
か
ほ
る
。

（
177
）
こ
れ
ま
で
修
道
院
の
銭
貨
製
造
人
は
一
一
六
一
年
の
エ
ル
フ
レ

グ（A
elfreg

）
一
人
し
か
確
認
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。W

illiam
 

Thorn’s C
hronicle of St A

ugustine’s A
bbey, C

anterbury , 
trans. A

. H
. D

avis

、 O
xford, 1934, p. 94; D

. F. A
llen, A 

C
atalogue of E

nglish C
oins in the B

ritish M
useum

: The 
C

ross-and- C
rosslets (‘Tealby’) Type of H

enry II , London: 
The British M

useum
, 1951, pp. 120-21.

（
178
）
短
期
間
で
同
じ
名
前
の
銭
貨
製
造
人
が
距
離
の
離
れ
た
場
所
で

銭
貨
を
製
造
し
た
例
が
あ
る
。
例
え
ば
、
タ
イ
プ
６（B

enedictine 
H

and

）
は
一
年
し
か
使
用
さ
れ
ず（
数
週
間
と
も
云
わ
れ
て
い
る

が
）、
オ
ス
フ
ァ
ー
ス（O

sferth

）
と
い
う
名
前
の
銭
貨
製
造
人
が
ロ

チ
ェ
ス
タ
、
ロ
ン
ド
ン
、
セ
ト
フ
ォ
ー
ド
で
活
躍
し
て
い
る
。
親
方

の
も
と
に
あ
っ
た
職
人
が
分
か
れ
て
製
造
に
あ
た
っ
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。Tsurushim

a, ‘The M
oneyers of K

ent in the 
Long Eleventh Century’, pp. 41-42.

　
刀
製
造
職
人
な
ど
も
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
っ
た
。I. G

. Peierce, Sw
ords of the Viking Age , 

W
oodbridge: Boydell, 2002, p. 8.

（
179
）The W

hite B
ook of St Augustine’s, London TN

A, E164 
/ 27, fol. 15v.; B

L R
oyal M

S, LB
, xi. fol. 146v. 

ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ソ
ー
ン
の
年
代
記
に
よ
る
と
、
修
道
院
の
銭
貨
製
造
場
は
市
壁

の
内
部
に
あ
っ
た
。
安
全
の
面
か
ら
も
、
定
め
の
規
定
か
ら
も
銭
貨

製
造
人
は
都
市
の
市
壁
の
内
側
に
住
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。W

illiam
 

Thorn’s C
hronicle of St A

ugustine’s A
bbey C

anterbury , 
pp. 94-5.

（
180
）BL M

S Cotton C
laudius D

. x. fol.98v.

（
181
）
祈
祷
兄
弟
盟
約
も
、
彼
ら
を
祈
り
の
共
同
体
に
吸
収
し
た
。
ロ

チ
ェ
ス
タ
の
銭
貨
製
造
人
ゲ
ル
ド
ウ
ィ
ン（G

eldw
ine

）
は
、
司
教

座
聖
堂
付
属
修
道
院
の
修
道
士
と
な
っ
た
。Textus R

offensis , fol. 
193.

（
182
）
エ
ド
ワ
ー
ド
証
聖
王
の
後
期（
タ
イ
プ
27
）
の
時
期
に
、
打
ち
型
を

作
る
職
人
は
ロ
ン
ド
ン
に
い
た
テ
オ
ド
リ
ク（Theodoric

）
と
オ
ッ

ト
ー（O

tto

）
と
い
う
海
外
の
職
人
、
お
そ
ら
く
ド
イ
ツ
人
に
委
託

さ
れ
た
。
こ
れ
が
国
王
の
肖
像
が
横
向
き
の
ロ
ー
マ
帝
国
型
か
ら
正

面
を
向
く
ド
イ
ツ
的（
大
陸
的
）
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。I. Stew

art, ‘The English and N
orm

an M
ints, c. 

600-1158’, in A N
ew

 H
istory of the R

oyal M
int , p. 78.

（
183
）G

D
B

, fol. 179.
（
184
）GD

B, fol. 26. 

ド
ー
セ
ッ
ト
で
は
銭
貨
が
更
新
さ
れ
た
と
き
に
は
、

製
造
人
は
銀
で
一
マ
ル
ク（
三
分
の
二
ポ
ン
ド
））
と
一
ポ
ン
ド（
二
〇

シ
リ
ン
グ
）
を
支
払
っ
て
い
た
。
前
者
は
、
国
王
の
分
で
あ
ろ
う
。

G
D

B
, fol. 75. 

ウ
ー
ス
タ
の
場
合
、
銭
貨
製
造
人
は
二
〇
シ
リ
ン
グ

を
ロ
ン
ド
ン
で
支
払
っ
て
い
た
。
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（
185
）D

.M
. M

etcalf, ‘The taxation of m
oneyers under Edw

ard 
the C

onfessor and in 1086’, in J.C
. H

olt ed. D
om

esday 
Studies , W

oodbridge: Boydell, 1987, pp. 285- 89.

（
186
）
ヘ
ン
リ
二
世
が
銭
貨
製
造
人
を
粛
清
し
た
さ
い
、
バ
ー
ゲ
イ
ト

（B
urgate

）
の
市
門
の
側
の
市
壁
の
内
側
に
住
ん
で
い
た
ジ
ョ
ン
・

フ
ィ
ッ
ツ
ロ
バ
ー
ト（John fitzR

obert

）
は
、
約
三
九
〇
ポ
ン

ド
の
科
料
を
課
せ
ら
れ
た
が
四
年
で
返
済
し
た
。P

ipe R
olls

23 
H

enry II, p. 203; W
. U

rry, C
anterbury under the Angevin 

K
ings , London: Athlone Press, 1967, pp. 231-34.

（
187
）
支
払
い
は
額
面（
銀
貨
の
枚
数
）
の
場
合
と
重
量
で
行
わ
れ
る
場
合

の
二
通
り
が
あ
っ
た
。

（
188
）
ス
タ
ー
リ
ン
グ（sterilesis

）
の
初
出
は
一
〇
七
八
年
頃
で
、
そ

の
意
味
は
、
強
さ
、
あ
る
い
は
安
定
性
と
言
わ
れ
る
。P. G

rier-
son, ‘Sterling’, in R. H

. M
. D

olley ed. Anglo-Saxon C
oins: 

Studies presented to F.M
. Stenton on the O

ccasion of his 
80th B

irthday,17 M
ay 1960 , London: M

euthen, 1961, pp. 
266-83.

（
189
）
現
在
の
と
こ
ろ
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
二
次
文
献
の
分
散
的
デ
ー
タ

と
鶴
島
所
有
の
エ
セ
ル
レ
ッ
ド
二
世
か
ら
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
ま
で
の

銀
貨
を
サ
ン
プ
ル
的
に
定
性
分
析
し
た
結
果
し
か
手
元
に
は
な
い
。

蛍
光
Ｘ
線
分
析（X-ray Flourescence Analysis=XRF

）
に
よ
る

測
定
は
銭
貨
の
中
心
部
で
行
っ
た
。
分
析
に
関
し
て
は
別
府
大
学
平

尾
良
光
教
授
と
石
川
優
生
に
多
大
の
援
助
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て

謝
意
を
表
し
た
い（
測
定
日
時
二
〇
一
一
年
六
月
九
日
、
七
月
七
日
、

一
一
月
一
二
日
）。X

R
F

は
、
銀
貨
の
サ
ン
プ
ル
を
用
い
て
科
学
的

に
計
測
す
る
方
法
よ
り
は
銭
貨
そ
の
も
の
を
破
損
す
る
危
険
か
ら
は

逃
れ
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
局
所
的
計
測
し
か
で
き
ず
、
品
位
が
銀

貨
全
体
で
均
一
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
表
は
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な

も
の
で
、
計
測
の
場
所
に
よ
っ
て
は
多
少
の
誤
差
が
発
生
す
る
。
電

子
プ
ロ
ー
ブ
微
小
分
析
器（E

lectorn Probe M
icroanalysis

）
の

方
が
よ
り
正
確
と
言
わ
れ
る
。
品
位
に
関
し
て
こ
れ
か
ら
デ
ー
タ

を
集
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よB

ritnell

もA
llen

も
九
三
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
品
位
を
推
定
し
て
い
る
。B

rittnel, 
B

ritain and Ireland 1050-1530 , p. 254; A
llen, M

ints and 
M

oney , pp. 156-162.

（
190
）
理
想
的
な
品
位
は
、九
七
二-

七
九
年
で
九
五
～
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
、

九
七
九-

一
〇
五
〇
年
で
九
〇
～
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
〇
五
〇-

八
七
年
で
九
三
～
九
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
〇
八
七-

一
一
三
五
年

ま
で
九
三
～
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
一
五
八-

一
一
八
〇
年
ま
で
は

九
三
～
九
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る（Allen, M

ints and M
oney , 

pp. 156-162

）。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
モ
デ
ル
と
し
て
の
理
想
値
で

あ
り
、
時
折
起
こ
っ
た
品
位
の
悪
化（debasem

ent

）
も
こ
こ
で
は

考
察
の
外
に
置
い
た
。
個
別
の
定
性
分
析
は
表
６
に
示
し
た
が
、
比

較
の
意
味
も
あ
っ
て
大
陸
の
銀
貨
の
成
分
も
載
せ
た
。
個
別
の
銭
貨

の
分
析
の
た
め
、
低
い
数
値
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
た
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
関
し
て
は
デ
ー
タ
を
積
み
重
ね
て
行
く
し
か
な
い
。

（
191
）
ペ
ニ
ー
貨
の
理
想
的
な
重
量
は
、
一
〇
五
〇-

一
〇
八
〇
年
ま
で
、

軽
量
銭
貨
も
あ
っ
た
が
、
二
一
・
五
グ
レ
イ
ン（
一
・
三
九
グ
ラ
ム
）、

一
〇
八
〇
年
か
ら
二
二
・
五
グ
レ
イ
ン（
一
・
四
六
グ
ラ
ム
）
で
、
ほ
ぼ

二
百
年
間
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
一
二
七
九
年
の
改
革
で
、
二
二
・
五
グ

レ
イ
ン（
一
・
四
四
グ
ラ
ム
）
と
若
干
軽
量
化
し
た（B

ritnell, B
rit-

ain and Ireland, 1050-1530 , p. 254

）

（
192
）P. N

ightingale, ‘The evolution of w
eight-standards and 

the creation of new
 m

onetary and com
m

ercial links in 
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N
orthern Europe from

 the tenth to the tw
elfth century’, 

E
conom

ic H
istory R

eview
, 2

nd series38

（1985

）, pp. 192-
209, at 206-207.

（
193
）P. Spufford, H

andbook of M
edieval E

xchange , London: 
Royal H

istorical Society, 1986, p. 206. S. H
arvey, ‘Eustace 

II of B
oulogne, the C

rises of 1051-2 and the E
nglish 

C
oinage’, in Roffe ed. The E

nglish and Their Legacy 900-
1200 , pp. 149-57.

（
194
）H

arvey, ‘Eustace II of Boulogne and the English coin-
age’, pp. 151-152.

（
195
）
模
倣
貨
は
模
造
貨
と
違
い
、
当
該
権
力
の
発
行
者
の
銘
が
打
た
れ

て
い
る
銭
貨
。

（
196
）
裏
の
十
字
の
間
に
十
字
架
を
意
味
す
るCRU
X

と
い
う
文
字
が
打

刻
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
名
称
が
あ
る
。

（
197
）N

. J. M
ayhew

, Sterling Im
itations of E

dw
ardian Type , 

London: Royal N
um

ism
atic Society, 1983.

（
198
）H

uffm
an, Fam

ily, C
om

m
erce and R

eligion in London 
and C

ologne, pp.51-52.

（
199
）
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
自
の
銀
貨
は
、
カ
ー
ラ
イ
ル
銀
山
の
銀
を

も
と
に
、
デ
イ
ビ
ッ
ト
一
世
の
時
代
、
一
一
三
六
年
頃
に
初
め
て
作

ら
れ
た
。
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
貨
の
型
と
品
位

と
量
目
に
従
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
発
行
量
は
少
な
く
、
流
通
し
て

い
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
の
ペ
ニ
ー
貨
は
全
体
の
十
分
の
一
以
下
と

い
わ
れ
る
。
い
か
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
王
権
が
フ
ラ
ン
ス
と
同
盟
を

結
び
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
王
権
や
ヨ
ー
ク
大
司
教
の
軛
を
脱
し
よ
う

と
し
て
も
、
経
済
的
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
圏
に

あ
っ
た
。
そ
こ
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
独
立
の
難
し
さ
が
あ
っ
た
。

Brittnell, B
ritain and Ireland, 1050-1530 , p. 254.

（
200
）黒
田
明
伸『
貨
幣
シ
ス
テ
ム
の
世
界
史
　 

「
非
対
称
性
」を
よ
む
』（
岩

波
書
店
、
二
〇
〇
三
）。

（
201
）A
dolf K

ober, C
olgne, T

he Jew
ish P

ublication Society of 
A
m
erica, P

hiladelphia, 1940

（O
n L
ine

）, pp. 12-14. 

こ
の
議
論

は
、
チ
ャ
ー
タ
の
国
王
称
号
が
、
一
二
世
紀
と
一
三
世
紀
の
転
換
の

時
点
で「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
」（
人
の
王
、rex A

nglorum

）

か
ら「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王
」（
土
地
の
王
、rex A

ngliae

）
へ
の

展
開
で
説
明
さ
れ
て
き
た
。
通
説
で
は「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王
」
は

ヘ
ン
リ
二
世
か
ら
と
い
わ
れ
が
、
リ
チ
ャ
ー
ド
王（
在
位
一
一
八
九-

九
九
）
に
も「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
の
国
王
」
が
使
用
さ
れ
た
例
も
あ
り
、

一
般
的
に
は
ジ
ョ
ン
王
の
治
世
で
あ
る
一
三
世
紀
か
ら
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う（
鶴
島「B

ritish Library…

」、
八
三
頁
）。
し
か
し
英

語
で
は
、
征
服
前
に「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
国
王
」
と
い
う
表
現
が
現
れ

て
い
る
。
こ
の
問
題
は
も
う
少
し
深
く
掘
り
下
げ
て
、
古
英
語
の
叙

述
史
料
に
ま
で
入
っ
て
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
）
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England and the Cross-Channel World in the long Eleventh 
Century: structure and its evolution

Hirokazu Tsurushima

　　The purpose of this paper is to show the structure and its evolution 
of England and the Cross-Channel World in the time of making of Eu-
rope, that is the long eleventh century from c. 973 to 1135.  The struc-
ture, here, means the relationship among the powers and authority, the 
society and association, and the traffic and communication.  As for the 
English History, the year of 1066 seems to have shouldered a heavier 
burden than it should have since the time of formation of the modern 
English nation.  It is a matter of course that the Norman Conquest was 
one of the most important historical events.  In the long range perspec-
tive, the formative process of unifying the kingdom of the English since 
King Alfred was more basic movement.  This kingdom was governed 
by the principle of Christian rites and continued at least until Henry I 
with transformations, although its highlight might well have been the 
reign of king Edgar.  This is the reason why the present author sets the 
time span of his research largely from c. 973 to c, 1135. In other words, 
this paper explores some gradual formation processes.  However, this 
is not theoretical article but an approach to reconstruct undividable 
relationship among the powers, the societies and communications in 
long-eleventh-century England and Cross-Channel World by piercing 
together snippets from historical evidence.

　　Roughly speaking, since King Alfred, the West Saxon Kings had 
come to be the King of the English, by changing their royal title from 
Rex Saxonum, Rex Anglo-Saxonum, Rex Anglorum, even Basileus 
Britanniae and then Rex Anglorum. After 1066 Rex Anglorum came to 
be an official title of their kingship by the middle of the twelfth century 
or, more precisely speaking, by King Richard. The word Angli did not 
mean the Angles but the people of the Church, of speaking English 
and the subject of king of the English.  The coronation and renovation 
of penny system by King Edgar in c. 973 set precedent for English 
Kingdom.  His coronation style came to be rites and his monetary 
system had not been changed at least by 1158. This personal link-up 
state could  levy a primitive land tax on the subjects, and gradually gave 
a way to territorial-institutional state or government by administration 
after King Henry II onward.
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　　In c. 1000, the two societies of aristocrat and of proto-gentry 
appeared. They had their own code of settlement disputes. For example, 
the so-called crisis of 1051 was a political feud between King Edward 
with his French speaking companions and the Godwines,　in pursuit 
for resolution, friendship and peace.  Notification-documents revealed 
the efforts of local people for settlement of disputes.  The locality with 
arbitration power came into being there, that is local communities.  The 
kingship began to spread political nets over them by writs, silver penny 
with high quality and inquests.  When they replied to the king, they 
came to be governmental unit, country or hundred.

　　The nineteenth century railway transportation gave land culture 
an extra edge.  We forget how much important the water way transport 
had been, was and is. Fish had been the staple of medieval people.  It 
was in the eleventh century that systematic herring fishery appeared. 
The success of the Godwines could be partly ascribed to their lordship 
over the seamen or herring fishermen.  Even the military operation 
of the Norman Conquest was restricted by sea environment in the 
Channel.  Without considering sea circumstances, we cannot tell the 
history.

　　England since c. 973 was only the state in medieval Europe, 
which could issue silver currency with high quality.  The discovery of 
Hartz silver mines in 960s changed the main stream of silver. Before 
960s main route of silver flow into Britain came from the North-East 
by Scandinavians, but since then, Cologne-London corridor took over 
it. In England, as ideal, only king's penny should be circulated and 
de facto it did if we consider medieval standards.  The image of King 
on obverse side was a kind of Roman emperor style, very different 
from the contemporary coins of the continent countries. It had the 
same roll of king's being in front of people as the seals of the writ did. 
It appealed his authority and power.  It was, however, the names 
of moneyers and mints in the reverse side that could probably give 
assurance to the quality of silver penny, fineness or weight.  The 
moneyers mainly belonged to local elite class.  Their names had almost 
same roll of witnesses in the king's charters.  The local elites supported 
the kingship.  Because of high quality, English penny came to be key 
currency in the Channel World and beyond.  Sterling was a spokesman 
for unofficial imperialism of English Kingship.


